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附
則

第
一
章
　
総
則

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
お
よ
び
ガ
ス
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
六
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一
　
「
高
圧
」
と
は
、
ガ
ス
に
よ
る
圧
力
で
あ
つ
て
、
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
（
ゲ
ー
ジ
圧
力
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
い
う
。

二
　
「
中
圧
」
と
は
、
ガ
ス
に
よ
る
圧
力
で
あ
つ
て
、
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
の
圧

力
を
い
う
。

三
　
「
低
圧
」
と
は
、
ガ
ス
に
よ
る
圧
力
で
あ
つ
て
、
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
の
圧
力
を
い
う
。

四
　
「
熱
量
」
と
は
、
標
準
状
態
の
乾
燥
し
た
ガ
ス
一
立
方
メ
ー
ト
ル
中
で
測
定
さ
れ
る
総
熱
量
を
い
う
。

五
　
「
液
化
ガ
ス
」
と
は
、
常
用
の
温
度
に
お
い
て
、
圧
力
が
〇
・
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
と
な
る
液
化
ガ
ス
で

あ
つ
て
、
現
に
そ
の
圧
力
が
〇
・
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
圧
力
が
〇
・
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
と

な
る
場
合
の
温
度
が
三
十
五
度
以
下
で
あ
る
液
化
ガ
ス
を
い
う
。

六
　
「
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
」
と
は
、
導
管
等
の
工
事
を
行
つ
た
場
合
及
び
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
、
ガ

ス
事
業
者
が
、
既
に
供
給
し
て
い
る
そ
の
ガ
ス
の
使
用
者
に
対
し
、
ガ
ス
を
一
時
的
に
供
給
す
る
た
め
の
移
動

可
能
な
ガ
ス
発
生
設
備
で
あ
つ
て
、
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
貯
蔵
能
力
（
以
下
単
に
「
貯
蔵
能

力
」
と
い
う
。
）
が
、
貯
蔵
す
る
ガ
ス
が
液
化
ガ
ス
の
場
合
は
零
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
一
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
、

貯
蔵
す
る
ガ
ス
が
圧
縮
ガ
ス
の
場
合
は
零
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
い

う
。

七
　
「
大
口
供
給
」
と
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
小
売
供
給
を
い
う
。

イ
　
一
の
供
給
地
点
に
つ
い
て
供
給
を
約
し
た
年
間
の
ガ
ス
供
給
量
（
二
年
以
上
継
続
す
る
ガ
ス
の
供
給
を
約

し
た
場
合
に
お
け
る
一
年
目
の
年
間
の
ガ
ス
供
給
量
に
あ
つ
て
は
、
二
年
目
以
降
の
年
間
の
ガ
ス
供
給
量

が
、
熱
量
四
十
六
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
の
ガ
ス
を
常
温
及
び
常
圧
で
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
供
給
す
る
も
の
に

相
当
す
る
量
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
基
準
量
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合

に
限
り
、
一
年
目
の
後
半
六
月
間
の
ガ
ス
供
給
量
を
二
倍
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
が
、
基
準

量
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
イ
の
ガ
ス
の
供
給
を
二
年
以
上
行
つ
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
の
使
用
者
が
至
近
の
二
年
度
に
お
い

て
、
連
続
し
て
実
際
に
供
給
し
た
ガ
ス
の
量
が
正
当
な
理
由
無
く
基
準
量
に
達
し
な
か
つ
た
も
の
で
な
い
こ

と
。

八
　
「
特
定
導
管
」
と
は
、
ガ
ス
（
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
で
あ
つ
て
、
十
二
Ａ
又
は
十
三
Ａ
の
ガ
ス
グ

ル
ー
プ
（
ガ
ス
用
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
七
号
）
別

表
第
三
の
備
考
の
適
用
す
べ
き
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の
項
に
掲
げ
る
十
二
Ａ
又
は
十
三
Ａ
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
供
給
す
る
導
管
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
を
い
う
。

イ
　
内
径
が
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
ガ
ス
の
圧
力
が
〇
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
導
管

で
あ
つ
て
、
製
造
所
又
は
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
事
業
場
（
以
下
「
製
造
所
等
」

と
い
う
。
）
の
構
外
に
お
け
る
総
延
長
が
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
（
当
該
導
管
と
一
体
と
し
て
運

用
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

ロ
　
内
径
が
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
ガ
ス
の
圧
力
が
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
導
管
で
あ

つ
て
、
製
造
所
等
の
構
外
に
お
け
る
総
延
長
が
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

ハ
　
内
径
が
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
ガ
ス
の
圧
力
が
〇
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
五
メ
ガ

パ
ス
カ
ル
未
満
の
導
管
で
あ
つ
て
、
製
造
所
等
の
構
外
に
お
け
る
総
延
長
が
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

1



ニ
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
そ
の
供
給
区
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
設
置
す
る
導
管
で
あ
つ
て
、
当
該
供
給

区
域
内
に
お
け
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
導
管
と
接
続
す
る
も
の
（
専
ら
一
般
ガ
ス
導
管
事
業

の
用
に
供
す
る
も
の
及
び
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（
託
送
供
給
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
の
他
の
者
の
ガ
ス
を
供
給
す
る
事

業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
ガ
ス
の
量
の
変
動
の
範
囲
と
す
る
。

２
　
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
の
他
の
者
の
ガ
ス
の
需
要
の
量
の
変
動

の
範
囲
と
す
る
。

（
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
に
該
当
し
な
い
導
管
の
要
件
）

第
三
条
　
法
第
二
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
導
管
は
、
次
に
掲
げ
る
導
管
と
す
る
。

一
　
十
二
Ａ
及
び
十
三
Ａ
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
以
外
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
ガ
ス
を
供
給
す
る
導
管

二
　
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
に
お
い
て
発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を
供
給
す
る
導
管
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
に
該
当
し
な
い
導
管
の
要
件
）

第
四
条
　
法
第
二
条
第
七
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
導
管
は
、
次
に
掲
げ
る
導
管
と
す
る
。

一
　
メ
タ
ン
以
外
の
成
分
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
を
供
給
す
る
導
管

二
　
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
（
十
二
Ａ
及
び
十
三
Ａ
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
以
外
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

も
の
に
限
る
。
）
を
供
給
す
る
導
管

三
　
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
（
十
二
Ａ
及
び
十
三
Ａ
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
以
外
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。
）
を
供
給
す
る
導
管
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ
　
ガ
ス
の
圧
力
が
〇
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
の
導
管

ロ
　
内
径
が
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
ガ
ス
の
圧
力
が
〇
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
導
管

で
あ
つ
て
、
製
造
所
等
の
構
外
に
お
け
る
総
延
長
が
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
も
の

ハ
　
内
径
が
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
ガ
ス
の
圧
力
が
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
導
管
で
あ

つ
て
、
製
造
所
等
の
構
外
に
お
け
る
総
延
長
が
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
も
の

ニ
　
内
径
が
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
ガ
ス
の
圧
力
が
〇
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
五
メ
ガ

パ
ス
カ
ル
未
満
の
導
管
で
あ
つ
て
、
製
造
所
等
の
構
外
に
お
け
る
総
延
長
が
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な

い
も
の

四
　
基
準
量
に
達
し
な
い
量
の
ガ
ス
を
供
給
地
点
に
お
い
て
供
給
す
る
導
管

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
導
管
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
導
管
に
該
当
し
な
い
導
管
と
み
な
す
。

一
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
導
管
以
外
の
導
管
と
一
体
と
し
て
運
用
さ
れ
る
導
管

二
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
そ
の
供
給
区
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
設
置
す
る
導
管
で
あ
つ
て
、
当
該
供
給
区

域
内
に
お
け
る
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
導
管
と
接
続
す
る
も
の
（
専
ら
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る

も
の
を
除
く
。
）

（
ガ
ス
製
造
事
業
に
該
当
す
る
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
の
要
件
）

第
五
条
　
法
第
二
条
第
九
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
は
、
一
の
製
造
所

に
お
け
る
そ
の
容
量
の
合
計
が
二
十
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
事
業
の
用
に
供
す
る
導
管

と
接
続
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

第
二
章
　
ガ
ス
小
売
事
業

第
一
節
　
事
業
の
登
録

（
ガ
ス
小
売
事
業
の
登
録
申
請
）

第
六
条
　
法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
書
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
ロ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
導
管
は
、
申
請
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
導
管

の
う
ち
主
要
な
導
管
と
す
る
。

３
　
法
第
四
条
第
一
項
第
七
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他
の
連
絡
先

二
　
そ
の
行
う
ガ
ス
小
売
事
業
以
外
の
事
業
の
概
要

４
　
法
第
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
六
条
第
一
項
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

二
　
様
式
第
二
の
ガ
ス
小
売
事
業
遂
行
体
制
説
明
書

三
　
様
式
第
三
の
苦
情
等
処
理
体
制
説
明
書

四
　
申
請
者
が
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
に
お
い
て
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
導
管
に
よ
り

こ
れ
を
供
給
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
供
給
地
点
群
（
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
に
係
る
ガ
ス
の
供
給
地

点
で
あ
つ
て
一
の
団
地
内
に
あ
る
も
の
の
総
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
位
置
を
明
示
し
た
国
土
交
通
省
国

土
地
理
院
の
発
行
に
係
る
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
形
図

五
　
申
請
者
が
ガ
ス
工
作
物
を
維
持
し
、
及
び
運
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
小
売
供
給
を
行
お
う
と

す
る
地
域
ご
と
に
次
の
書
類

イ
　
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
状
況
を
記
載
し
た
図
面

ロ
　
主
た
る
技
術
者
の
履
歴
書

六
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
請
者
の
定
款
、
登
記
事
項
証
明
書
、
最
近
の
事
業
年
度

末
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
役
員
の
履
歴
書

七
　
申
請
者
が
法
人
の
発
起
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款
及
び
役
員
と
な
る
べ
き
者
の
履

歴
書

八
　
申
請
者
が
法
人
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
申
請
者
が
事
業
を
営
ん
で
い
る
と
き
は
、
最
近
の

事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類

九
　
申
請
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
請
者
が
ガ
ス
小
売
事
業
を
営
む
こ
と
に
つ
い

て
の
議
決
に
係
る
議
会
の
会
議
録
の
写
し

５
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ

か
、
他
の
者
か
ら
そ
の
ガ
ス
小
売
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
ガ
ス

の
供
給
に
係
る
契
約
書
の
写
し
そ
の
他
の
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
七
条
　
法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
変
更
後
の
最
大
ガ
ス
需
要
と
し
て
見
込
ま
れ
る
値
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
変
更
後
最
大
ガ
ス
需
要
値
」

と
い
う
。
）
が
直
近
供
給
能
力
値
未
満
で
あ
る
も
の

二
　
変
更
後
の
供
給
能
力
と
し
て
見
込
ま
れ
る
値
が
直
近
ガ
ス
需
要
値
を
超
え
る
も
の

三
　
供
給
地
点
の
数
の
変
更
で
あ
つ
て
、
変
更
後
最
大
ガ
ス
需
要
値
が
直
近
供
給
能
力
値
未
満
で
あ
る
も
の

２
　
前
項
に
お
い
て
「
直
近
ガ
ス
需
要
値
」
と
は
、
直
近
の
法
第
五
条
第
一
項
（
法
第
七
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
最
大
ガ
ス
需
要
の
値
を
い
い
、
「
直
近
供
給
能
力

値
」
と
は
、
直
近
の
法
第
五
条
第
一
項
（
法
第
七
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
供
給
能
力
の
値
を
い
う
。

（
変
更
登
録
の
申
請
）

第
八
条
　
法
第
七
条
第
二
項
の
申
請
書
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
変
更
を
必
要

と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
も
の
と
す
る
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
七
条
第
二
項
の
変
更
登
録
の
申
請
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
、
前
項
の
書
類
の
ほ

か
、
他
の
者
か
ら
そ
の
ガ
ス
小
売
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
ガ
ス

の
供
給
に
係
る
契
約
書
の
写
し
そ
の
他
の
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
九
条
　
法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
四
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
除
く
。
）
に
掲

げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
の
ガ
ス
小
売
事
業
氏
名
等
変
更
届
出
書
（
同
項
第

一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
含

む
。
）
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
軽
微
な
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
六
の
ガ
ス
小
売
事
業
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
十
条
　
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
七
の
ガ
ス
小
売

事
業
承
継
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ガ
ス
小
売
事
業
の
全
部
の
譲
渡
し
又
は
相
続
、
合
併
若
し
く
は
分
割
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
が
ガ
ス
小
売
事
業
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類

イ
　
法
第
六
条
第
一
項
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

ロ
　
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ハ
　
法
人
の
発
起
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款

（
ガ
ス
小
売
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
並
び
に
法
人
の
解
散
の
届
出
）

第
十
一
条
　
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
小
売
事
業
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

様
式
第
八
の
ガ
ス
小
売
事
業
休
止
（
廃
止
）
届
出
書
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
小
売
供
給
の
相
手
方
に

対
し
周
知
さ
せ
る
た
め
に
行
つ
た
措
置
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
及
び
事
業
の
休
止
（
廃
止
）
の
理
由
を
添
え

て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
た
る
法
人
の
解
散
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式

第
九
の
解
散
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
小
売
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
に
係
る
小
売
供
給
の
相
手
方
へ
の
周
知
）

第
十
二
条
　
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
周
知
さ
せ
よ
う
と
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
相
当
な

期
間
を
置
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
そ
の
事
業
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
旨

を
そ
の
小
売
供
給
の
相
手
方
に
対
し
て
適
切
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
訪
問

二
　
電
話

三
　
郵
便
、
信
書
便
、
電
報
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
書
面
の
送
付

四
　
電
子
メ
ー
ル
の
送
信

五
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
そ
の
事
業
を

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
旨
の
情
報
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
当
該
小
売
供
給
の
相
手
方
の
閲
覧

に
供
す
る
方
法

第
二
節
　
業
務

（
供
給
条
件
の
説
明
等
）

第
十
三
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
苦
情
及
び
問
合
せ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯
に
つ
い
て

は
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
小
売
供
給
契
約
の
締
結
の
媒
介
、
取
次
ぎ
又
は
代
理
（
以
下
「
媒
介
等
」
と
い
う
。
）

を
業
と
し
て
行
う
者
（
以
下
「
契
約
媒
介
業
者
等
」
と
い
う
。
）
の
業
務
の
方
法
に
つ
い
て
の
苦
情
及
び
問
合
せ

を
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
登
録
番
号

二
　
当
該
契
約
媒
介
業
者
等
が
当
該
小
売
供
給
契
約
の
締
結
の
媒
介
等
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
及
び

当
該
契
約
媒
介
業
者
等
の
氏
名
又
は
名
称

三
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他
の
連
絡
先
並
び
に
苦
情
及
び
問
合
せ

に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

四
　
当
該
契
約
媒
介
業
者
等
が
当
該
小
売
供
給
契
約
の
締
結
の
媒
介
等
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
契
約
媒

介
業
者
等
の
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他
の
連
絡
先
並
び
に
苦
情
及
び
問
合
せ
に
応
じ
る
こ
と

が
で
き
る
時
間
帯

五
　
当
該
小
売
供
給
契
約
の
申
込
み
の
方
法
及
び
当
該
申
込
み
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

六
　
当
該
小
売
供
給
開
始
の
予
定
年
月
日

七
　
当
該
小
売
供
給
に
係
る
料
金
（
当
該
料
金
の
額
の
算
出
方
法
を
含
む
。
）

八
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

九
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
負
担
と
な
る
も
の
が
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

十
　
前
三
号
に
掲
げ
る
当
該
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
負
担
と
な
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
を
期
間
を

限
定
し
て
減
免
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

十
一
　
ガ
ス
使
用
量
の
計
測
方
法
及
び
料
金
調
定
の
方
法

十
二
　
当
該
小
売
供
給
に
係
る
料
金
そ
の
他
の
当
該
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
負
担
と
な
る
も
の
の
支

払
方
法

十
三
　
供
給
す
る
ガ
ス
の
熱
量
の
最
低
値
及
び
標
準
値
そ
の
他
の
ガ
ス
の
成
分
に
関
す
る
事
項

十
四
　
ガ
ス
栓
の
出
口
に
お
け
る
ガ
ス
の
圧
力
の
最
高
値
及
び
最
低
値

十
五
　
供
給
す
る
ガ
ス
の
属
す
る
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
並
び
に
当
該
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
求
め
が

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
燃
焼
速
度
及
び
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数

十
六
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
又
は
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
か
ら
託
送
供
給
を
受
け
て
当
該
小
売
供
給
を
行
う
場

合
に
あ
つ
て
は
、
託
送
供
給
約
款
に
定
め
ら
れ
た
小
売
供
給
の
相
手
方
の
責
任
に
関
す
る
事
項
（
第
二
十
五
号

に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

十
七
　
当
該
小
売
供
給
契
約
に
期
間
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間

十
八
　
当
該
小
売
供
給
契
約
に
期
間
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
小
売
供
給
契
約
の
更
新
に
関
す
る

事
項

十
九
　
当
該
小
売
供
給
の
相
手
方
が
当
該
小
売
供
給
契
約
の
変
更
又
は
解
除
の
申
出
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お

け
る
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
（
当
該
契
約
媒
介
業
者
等
が
当
該
小
売
供
給
契
約
の
締
結
の
媒
介
等
を
行
う
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
契
約
媒
介
業
者
等
を
含
む
。
）
の
連
絡
先
及
び
こ
れ
ら
の
方
法

二
十
　
当
該
小
売
供
給
の
相
手
方
か
ら
の
申
出
に
よ
る
当
該
小
売
供
給
契
約
の
変
更
又
は
解
除
に
期
間
の
制
限
が

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

二
十
一
　
当
該
小
売
供
給
の
相
手
方
か
ら
の
申
出
に
よ
る
当
該
小
売
供
給
契
約
の
変
更
又
は
解
除
に
伴
う
違
約
金

そ
の
他
の
当
該
小
売
供
給
の
相
手
方
の
負
担
と
な
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

二
十
二
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
小
売
供
給
の
相
手
方
か
ら
の
申
出
に
よ
る
当
該
小
売
供
給
契
約

の
変
更
又
は
解
除
に
係
る
条
件
等
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

二
十
三
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
か
ら
の
申
出
に
よ
る
当
該
小
売
供
給
契
約
の
変
更
又
は
解
除
に
関
す
る
事
項

二
十
四
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
当
該
小
売
供
給
の
制
限
又
は
中
止
に
関
す
る
事
項

二
十
五
　
導
管
、
器
具
、
機
械
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
、
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
、
当

該
ガ
ス
小
売
事
業
者
及
び
当
該
小
売
供
給
の
相
手
方
の
保
安
上
の
責
任
に
関
す
る
事
項

二
十
六
　
当
該
小
売
供
給
の
相
手
方
の
ガ
ス
の
使
用
方
法
、
器
具
、
機
械
そ
の
他
の
用
品
の
使
用
等
に
制
限
が
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

二
十
七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
小
売
供
給
に
係
る
重
要
な
供
給
条
件
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
内
容

２
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
行
う
小
売
供
給
契
約
の
締
結
の
取
次
ぎ
を
業
と
し
て
行
う
者
（
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
取
次
業
者
」
と
い
う
。
）
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
更
新
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項

第
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
え
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
号
に
掲
げ
る
事
項
の
み
を
説
明

す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次

項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
行
え
ば
足
り
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
み
を
説
明
す
る
こ
と
に
つ

い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
法

令
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
当
然
必
要
と
さ
れ
る
形
式
的
な
変
更
そ
の
他
の
当
該
小
売
供
給
契
約
の
内
容
の
実
質

3



的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

説
明
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
概
要
に
つ
い
て
行
え
ば
足
り
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
概
要
の
み
を
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
な
く
電
話
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
場
合

二
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
場
合
で

あ
つ
て
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
な
く
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
場
合

三
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

（
法
令
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
当
然
必
要
と
さ
れ
る
形
式
的
な
変
更
そ
の
他
の
当
該
小
売
供
給
契
約
の
内
容

の
実
質
的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の

書
面
を
交
付
す
る
こ
と
な
く
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
場
合

６
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
（
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
行
つ
た
後
遅
滞
な
く
、

小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
同
条
第
二
項
の
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

８
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

け
る
法
第
十
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
第
十
七

号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
と
し
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
が
同
号

に
掲
げ
る
事
項
の
み
を
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合

に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

９
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次

項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
法
第
十
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
七
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
と
し
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
が
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当

該
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
み
を
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て

い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

10
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
法

令
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
当
然
必
要
と
さ
れ
る
形
式
的
な
変
更
そ
の
他
の
当
該
小
売
供
給
契
約
の
内
容
の
実
質

的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
法
第
十
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
概
要
と
す
る
。
た
だ

し
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
と
し
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
が
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
概
要

の
み
を
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

11
　
法
第
十
四
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録

を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
第
七
項
、

第
八
項
本
文
、
第
九
項
本
文
又
は
前
項
本
文
に
規
定
す
る
事
項
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
説
明
時
交
付
事

項
」
と
い
う
。
）
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
（
小

売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
説
明
時
交
付
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て

小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
説
明
時

交
付
事
項
を
、
そ
の
記
録
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
間
、
消
去
し
、
又
は
改
変
で
き
な
い
も
の
）

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
説
明
時
交
付
事
項
を
記
録

し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

12
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
は
、
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
説
明
時
交

付
事
項
を
提
供
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ

の
者
に
対
し
、
説
明
時
交
付
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
面
の
交
付
）

第
十
四
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に

締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
た
場
合
（
法
令
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
当
然
必
要
と
さ
れ
る
形
式

的
な
変
更
そ
の
他
の
当
該
小
売
供
給
契
約
の
内
容
の
実
質
的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
変
更
を
し
た
場
合
に
限
る
。
）

で
あ
つ
て
、
同
項
の
書
面
を
交
付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
る

場
合
と
す
る
。

２
　
法
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
登
録
番
号

二
　
当
該
契
約
媒
介
業
者
等
が
当
該
小
売
供
給
契
約
の
締
結
の
媒
介
等
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨

三
　
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
（
第
五
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
（
ガ
ス
小
売
事
業
者
が

契
約
媒
介
業
者
等
の
業
務
の
方
法
に
つ
い
て
の
苦
情
及
び
問
合
せ
を
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
苦
情
及
び
問
合
せ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯
を
除
く
。
）

四
　
供
給
地
点
特
定
番
号
（
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
需
要
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
番
号
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

３
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
更
新
し
た
場
合
に
お
け
る
法
第

十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
第
十

七
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
供
給
地
点
特
定
番
号
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に

掲
げ
る
事
項
、
前
条
第
一
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
供
給
地
点
特
定
番
号
の
み
を
記
載
し
た
書
面
を
交

付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

４
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
取
次
業
者
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
た
場
合
（
第
一
項
に
規

定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
法
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当
該
変
更
し
た

も
の
及
び
供
給
地
点
特
定
番
号
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
、
第
二
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当
該
変
更
し
た
も
の
並
び
に
供
給
地
点
特
定
番
号
の
み
を
記
載
し
た
書

面
を
交
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

５
　
法
第
十
五
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録

を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
法
第
十
五

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は
第
三
項
本
文
若
し
く

は
前
項
本
文
に
規
定
す
る
事
項
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
契
約
締
結
時
交
付
事
項
」
と
い
う
。
）
を
電
気
通

信
回
線
を
通
じ
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
（
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
が
当
該
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
契
約
締
結
時
交
付
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
小
売
供
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
契
約
締
結
時
交
付
事
項
を
、

そ
の
記
録
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
間
、
消
去
し
、
又
は
改
変
で
き
な
い
も
の
）

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
契
約
締
結
時
交
付
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

６
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
は
、
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
契
約
締
結

時
交
付
事
項
を
提
供
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
求
め
が
あ
つ
た
と
き

は
、
そ
の
者
に
対
し
、
契
約
締
結
時
交
付
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
）

第
十
五
条
　
令
第
二
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
電

磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
十
一
項
各
号
又
は
前
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
が
使
用
す

る
も
の

二
　
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

（
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
に
よ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
承
諾
の
取
得
）

第
十
六
条
　
令
第
二
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
出
力
す
る

こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
小
売
供
給

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
小

売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
記
録
す
る
方
法

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
小
売
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
得
る

方
法

（
熱
量
、
圧
力
及
び
燃
焼
性
の
測
定
方
法
）

第
十
七
条
　
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
熱
量
、
圧
力
及
び
燃
焼
性
（
以
下
「
熱
量
等
」
と
い
う
。
）
の
測
定
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
で
あ
つ
て
液
化

石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
規
格
に
適
合
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
し
た
容
器
（
以
下
「
特
定
容

器
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
も
の
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
熱
量
を
、
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
に
係
る
場
合
又
は

液
化
石
油
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
及
び
ブ
チ
レ
ン
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
を
液
化
し
た
も
の

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
原
料
と
し
て
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
を
そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
供

給
す
る
場
合
（
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
に
係
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
燃
焼
性
を
、
水
素
ガ
ス
（
告
示
で
定

め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
を
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第

十
八
号
に
規
定
す
る
電
気
工
作
物
で
あ
る
燃
料
電
池
発
電
設
備
に
供
給
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
熱
量
及
び
燃
焼
性

を
、
大
口
供
給
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
熱
量
等
を
そ
れ
ぞ
れ
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
熱
量
に
あ
つ
て
は
、
毎
日
一
回
、
製
造
所
の
出
口
及
び
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
事

業
場
の
出
口
（
当
該
出
口
に
お
け
る
測
定
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
（
そ
の
事
業
の
用
に
供
す

る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
者
（
ガ
ス
小
売
事
業
に

係
る
業
務
を
行
う
区
域
内
に
お
け
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
付
数
が
百
万
個
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る

場
合
は
、
産
業
保
安
監
督
部
長
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指

定
す
る
場
所
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
（
特
定
容
器
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
場
合
に
は
、
容
器
に
充
塡
す
る

液
化
石
油
ガ
ス
又
は
天
然
ガ
ス
の
成
分
を
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
が
指

定
す
る
場
所
に
お
い
て
当
該
産
業
保
安
監
督
部
長
が
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
熱
量
の
測

定
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
圧
力
に
あ
つ
て
は
、
常
時
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
出
口
（
他
の
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
又
は
整
圧
器
に
ガ
ス
を
送
出
す

る
た
め
の
も
の
を
除
く
。
第
七
十
八
条
、
第
百
二
十
六
条
及
び
第
百
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
整
圧
器

（
ガ
ス
の
圧
力
が
異
常
に
上
昇
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
装
置
が
設
け
ら
れ
、
道
路
に
平
行
し
て
埋
設
さ
れ
て
い

る
導
管
か
ら
ガ
ス
の
使
用
者
が
所
有
し
、
又
は
占
有
す
る
建
物
に
引
き
込
む
た
め
の
導
管
上
に
設
置
さ
れ
た
も

の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
第
七
十
八
条
及
び
第
百

二
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
出
口
、
調
整
装
置
（
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
に
お
い
て
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
導

管
に
よ
り
こ
れ
を
供
給
す
る
小
売
供
給
を
行
う
者
が
当
該
供
給
の
た
め
に
用
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
出
口
及

び
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て
、
圧
力
値
を
自
動
的
に
記
録
す
る
圧
力
計
を
使
用
し
て
測
定
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
導
管
に
お
け
る
ガ
ス
の
流
量
及
び
導
管
の
内
径
に
基
づ
き
、
当
該
導
管
の
任
意
の
地
点
に

お
け
る
ガ
ス
の
圧
力
値
と
し
て
圧
力
計
を
使
用
し
て
測
定
し
た
も
の
と
同
程
度
の
も
の
を
電
子
計
算
機
を
用
い

て
推
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て
測
定
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
。

三
　
燃
焼
性
に
あ
つ
て
は
、
毎
日
一
回
、
製
造
所
の
出
口
及
び
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る

事
業
場
の
出
口
に
お
い
て
、
燃
焼
速
度
及
び
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
ガ
ス
の
燃
焼
速
度
が
そ
の
ガ
ス
を
製
造
す
る
ガ
ス
発
生
設
備
の
種
類
及
び
型
式
並
び
に
そ
の

運
転
方
法
に
照
ら
し
て
一
定
範
囲
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
者

が
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
燃
焼
速
度
に
つ
い
て
測
定

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
に
お
け
る
熱
量
等
の
測
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と

こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
熱
量
及
び
燃
焼
性
が
測
定
さ
れ
た
ガ
ス
若
し
く
は
液
化
ガ
ス

を
用
い
て
そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
供
給
す
る
場
合
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
原
料
と
し
て
特
定
容
器

に
お
い
て
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
を
そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
供
給
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
熱

量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
熱
量
、
燃
焼
性
に
あ
つ
て
は
、
容
器
に
充
塡
し
た
ガ
ス
又
は
液
化
ガ
ス
を
原
料
と
し
て
発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を

そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
供
給
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
充
塡
終
了
か
ら
供
給
開
始
ま
で
の
間
に

当
該
容
器
ご
と
に
一
回
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
供
給
開
始
後
毎
日
一
回
、
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備

の
出
口
に
お
い
て
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ガ
ス
の
熱
量
、
燃
焼
速
度
又
は
ウ

ォ
ッ
ベ
指
数
が
そ
の
ガ
ス
を
製
造
す
る
ガ
ス
発
生
設
備
の
種
類
及
び
型
式
並
び
に
そ
の
運
転
方
法
に
照
ら
し
て

一
定
範
囲
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
者
が
そ
の
承
認
を
受
け
た

と
こ
ろ
に
従
つ
て
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
と
き
、
又
は
そ
の
承
認
を
受
け
た
ガ
ス
事
業
者
か
ら
当
該
ガ
ス
発
生
設

備
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
災
害
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三

号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
災
害
を
い
う
。
第
七
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
復
旧
を

図
る
た
め
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
と
き
は
、
熱
量
、
燃
焼
速
度
又
は
ウ
ォ

ッ
ベ
指
数
に
つ
い
て
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

二
　
圧
力
に
あ
つ
て
は
、
常
時
、
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
の
出
口
に
お
い
て
、
圧
力
値
を
自
動
的
に
記
録
す
る
圧

力
計
を
使
用
し
て
測
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
使
用
者
に
ガ
ス
を
供
給
す
る
た
め
の
も
の
に
あ
つ
て
は
こ

の
限
り
で
な
い
。

３
　
災
害
そ
の
他
の
非
常
時
に
ガ
ス
の
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
熱
量
及
び

燃
焼
性
が
測
定
さ
れ
た
液
化
天
然
ガ
ス
を
用
い
て
そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
一
時
的
に
供
給
す
る
と

き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

４
　
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
熱
量
等
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
熱
量
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
十
又
は
様
式
第
十
一
に
よ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
項
第
一
号

た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
成
分
を
測
定
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
十
二
に
よ
り
そ
の
測
定
の
結
果
を
記

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
圧
力
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
圧
力
計
の
記
録
方
法
に
よ
る
こ
と
。

三
　
燃
焼
性
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
十
三
に
よ
る
こ
と
。

四
　
第
一
項
た
だ
し
書
の
う
ち
特
定
容
器
の
使
用
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
規
格
の
名
称
及

び
充
塡
年
月
日
を
様
式
第
十
四
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
。

５
　
前
項
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
一
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
十
八
条
　
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電

磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い

う
。
第
百
九
十
八
条
及
び
第
百
九
十
九
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5



２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
測
定
の
結
果
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の

他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
給
計
画
の
期
間
）

第
十
九
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

２
　
大
規
模
か
つ
急
速
な
都
市
化
が
進
行
す
る
地
域
に
お
い
て
、
計
画
的
か
つ
合
理
的
な
ガ
ス
の
供
給
を
確
保
す
る

た
め
三
年
を
こ
え
る
期
間
に
つ
い
て
計
画
を
作
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
一
般

ガ
ス
導
管
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
導
管
に
よ
り
ガ
ス
を
供
給
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
年
と
す
る
。

（
供
給
計
画
の
届
出
）

第
二
十
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
供
給
計
画
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
初
年
度
以
降

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
ガ
ス
の
需
要
及
び
供
給
、
ガ
ス
工
作
物
、
設
備
投
資
そ
の

他
の
ガ
ス
小
売
事
業
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
五
の
供
給
計
画
届
出
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
供
給
計
画
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
六

の
供
給
計
画
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
及
び
当
該
変
更
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え

て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節
　
ガ
ス
工
作
物

第
一
款
　
技
術
上
の
基
準
へ
の
適
合
等

（
公
共
の
安
全
の
確
保
上
特
に
重
要
な
ガ
ス
工
作
物
）

第
二
十
一
条
　
法
第
二
十
二
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
ガ
ス
工
作
物
は
、
告
示
で
定
め
る
ガ
ス
を
使
用
す
る
建
物
ご
と
の
区
分
（
以
下
「
建
物
区
分
」
と
い
う
。
）

の
う
ち
特
定
地
下
街
等
、
特
定
地
下
室
等
、
超
高
層
建
物
、
高
層
建
物
、
特
定
大
規
模
建
物
、
特
定
中
規
模
建

物
、
特
定
公
共
用
建
物
、
工
業
用
建
物
（
木
造
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
建
物
を
除
く
。
）
、
一
般
業
務
用
建

物
（
木
造
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
建
物
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に

規
定
す
る
学
校
、
同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
及
び
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各

種
学
校
並
び
に
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
又
は
一
般
集
合
住

宅
（
木
造
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
建
物
を
除
く
。
）
に
対
す
る
ガ
ス
の
供
給
の
た
め
に
施
設
す
る
ガ
ス
工

作
物
と
す
る
。

（
成
分
の
検
査
方
法
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
成
分
の
検
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ガ
ス
中
の
硫
黄
全
量
、
硫
化
水
素
及
び
ア
ン
モ
ニ
ア
の
成
分
が
原
料
の
種
類
に

照
ら
し
て
一
定
数
量
以
下
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
（
ガ
ス
小
売
事
業
者
で
あ
つ

て
、
そ
の
事
業
に
係
る
業
務
を
行
う
区
域
の
場
所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
も
の

（
そ
の
事
業
に
係
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
付
数
が
百
万
個
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
場
合
は
、
産
業
保
安

監
督
部
長
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
承
認
を
受
け
た
者
が
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
ガ

ス
の
製
造
を
行
う
場
合
及
び
ガ
ス
の
使
用
者
に
対
し
専
用
の
導
管
に
よ
り
大
口
供
給
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
ガ
ス
の
成
分
の
検
査
を
要
せ
ず
、
食
品
廃
棄
物
、
下
水
汚
泥
又
は
こ
れ
ら
を
混
合
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ

の
含
水
率
が
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
を
原
料
と
し
て
発
酵
さ
せ
た
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
を
供

給
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
成
分
に
つ
い
て
検
査
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
ガ
ス
（
天
然
ガ
ス
又
は
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
若
し
く
は
ブ
チ
レ
ン
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
及

び
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
て
製
造
し
た
ガ
ス
並
び
に
こ
れ
ら
に
空
気
を
混
入
し
た
ガ
ス
を
除
く
。
）
の
硫
黄
全
量
、

硫
化
水
素
及
び
ア
ン
モ
ニ
ア
に
つ
い
て
毎
週
一
回
、
製
造
所
の
出
口
及
び
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供

給
を
受
け
る
事
業
場
の
出
口
（
当
該
出
口
に
お
け
る
測
定
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し

た
と
き
は
、
そ
の
指
定
す
る
場
所
）
に
お
い
て
、
日
本
産
業
規
格
Ｋ
二
三
〇
一
（
二
〇
一
一
）
「
燃
料
ガ
ス
及

び
天
然
ガ
ス―

分
析
・
試
験
方
法
」
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
検
査
す
る
も
の
と
す
る
。

二
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
前
号
の
検
査
を
し
た
ガ
ス
の
成
分
の
量
を
記
録
す
る
方
法
は
、
様
式
第
十
七
に
よ
り
記

録
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
記
録
の
保
存
の
期
間
は
、
一
年
間
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
三
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
数
量
は
、
標
準
状
態
に
お
け
る
乾
燥
し
た
ガ
ス
一
立
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
、
硫
黄
全
量
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
五
グ
ラ
ム
、
硫
化
水
素
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
二
グ
ラ
ム
、
ア
ン
モ
ニ

ア
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
二
グ
ラ
ム
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
記
録
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
款
　
自
主
的
な
保
安

（
保
安
規
程
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
保
安
規
程
は
、
次
の
事
項
（
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
に
お
い
て
ガ
ス
を
発
生

さ
せ
、
導
管
に
よ
り
こ
れ
を
供
給
す
る
小
売
供
給
を
行
う
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
供
給
に
係
る
第
八
号
及
び
第
九

号
の
事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
関
す
る
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
旅
行
、
疾
病
そ
の
他
事
故
に
よ
つ
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
そ

の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
保
安
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
保
安
の
た
め
の
巡
視
、
点
検
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と

（
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

五
　
ガ
ス
工
作
物
の
運
転
又
は
操
作
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
ガ
ス
工
作
物
の
運
転
又
は
操
作
を
管
理
す
る
電
子
計
算
機
に
係
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
い

う
。
第
九
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
確
保
に
関
す
る

こ
と
。

七
　
導
管
の
工
事
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
導
管
の
工
事
現
場
の
責
任
者
の
条
件
そ
の
他
導
管
の
工
事
現
場
に
お
け
る
保
安
監
督
体
制
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
導
管
の
周
囲
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
以
外
の
工
事
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
導
管
の
維
持
及

び
運
用
に
関
す
る
保
安
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
関
す
る
保
安
に
つ
い
て
の
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
保
安
規
程
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
措

置
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
　
そ
の
他
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
保
安
に
関
し
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

２
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
地
震
防
災

対
策
強
化
地
域
（
以
下
「
強
化
地
域
」
と
い
う
。
）
内
に
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
（
同
法
第

六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ

か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
地
震
予
知
情
報
及
び
同
条
第
十
三
号
に
規
定
す

る
警
戒
宣
言
（
以
下
「
警
戒
宣
言
」
と
い
う
。
）
の
伝
達
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る

こ
と
。

三
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
保
安
要
員
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
ガ
ス
工
作
物
の
巡
視
、
点
検
及
び
検
査
並
び
に
運
転
又
は
操
作
に

関
す
る
こ
と
。
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五
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
設
備
及
び
資
材
の
確
保
、
点
検
及
び
整
備
に
関
す

る
こ
と
。

六
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
地
震
防
災
に
関
し
と
る
べ
き
措
置
に
係
る
教
育
、
訓
練
及
び
広
報
に
関
す

る
こ
と
。

七
　
そ
の
他
地
震
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

３
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
強
化
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
強
化
地
域

内
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
保

安
規
程
に
お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
、
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
ガ
ス
工
作

物
を
設
置
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
以
下
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対

策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め

る
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

５
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い
て

ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
保
安
規
程
に

お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
、
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

６
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六

年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進

地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
者
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
（
以
下
「
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者

と
し
て
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で

定
め
る
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ

と
。

二
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に

関
す
る
こ
と
。

７
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
ガ
ス
小
売

事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
保
安
規
程
に
お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定

め
、
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
に

係
る
第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
八
の
保
安
規
程
届

出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
九
の
保
安
規
程
変
更
届
出
書

に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
等
）

第
二
十
六
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事

業
場
（
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
ガ
ス
工
作
物
の
み
を
設
置
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
製
造
所
（
特
定
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
も
の
（
以
下
「
特
定
製
造

所
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ

ー
を
有
す
る
供
給
所
及
び
導
管
を
管
理
す
る
事
業
場
で
あ
つ
て
、
そ

こ
に
設
置
さ
れ
た
全
て
の
ガ
ス
工
作
物
が
第
三
十
条
の
表
第
二
号
下

欄
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
に
該
当
す
る
も
の

甲
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
又
は
乙
種
ガ
ス
主

任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

二
　
製
造
所
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
を
有
す
る
供
給
所
及
び
導
管
を
管
理

す
る
事
業
場
で
あ
つ
て
、
前
号
以
外
の
も
の

甲
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
で
あ
つ
て
次
条
に
定
め
る
実
務
の
経
験

を
有
す
る
も
の

三
　
一
の
供
給
地
点
群
に
係
る
特
定
製
造
所

甲
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
、
乙
種
ガ
ス
主
任

技
術
者
免
状
又
は
丙
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

２
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
前
項
の
表
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
場
に
お
け
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任

に
つ
い
て
は
、
選
任
に
係
る
事
業
場
に
駐
在
し
な
い
者
を
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
選
任
し
、
又
は
ガ
ス
主
任
技
術
者

に
二
以
上
の
事
業
場
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
兼
ね
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ
る

承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
四
号
に
係
る
も
の
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
第
一
項
の
表
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
場
に
お
け
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
他
の
供
給
地
点
群
に
係
る
特
定
製
造
所
の
ガ
ス
主
任

技
術
者
を
兼
ね
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
実
務
の
経
験
）

第
二
十
七
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
実
務
の
経
験
は
、
甲
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
製
造
又
は
供
給
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に

関
す
る
業
務
に
通
算
し
て
一
年
以
上
従
事
し
た
こ
と
と
し
、
乙
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
及
び
丙
種
ガ
ス
主
任
技

術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
実
務
の
経
験
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
経
験
は
、
当
該
経
験
と
同
等
以
上
の
実
務
の
経
験
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
定
し
た
経

験
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
の
実
務
経
験
認
定
申
請

書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
実
務
の
経
験
に
関
す
る
説
明
書

二
　
履
歴
書

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
解
任
の
届
出
）

第
二
十
八
条
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
一
の
ガ
ス
主
任

技
術
者
選
任
又
は
解
任
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
第
二
十
六
条

第
一
項
の
表
第
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
解
任
に
係
る
場
合
を
除
き
、
前
条
第
一

項
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
様
式
）

第
二
十
九
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
は
、
様
式
第
二
十
二
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

（
免
状
の
種
類
に
よ
る
監
督
の
範
囲
）

第
三
十
条
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
の
範
囲

は
、
次
の
上
欄
に
掲
げ
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

ガ
ス
主
任
技
術
者
免

状
の
種
類

保
安
の
監
督
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲

一
　
甲
種
ガ
ス
主
任

技
術
者
免
状

ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
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二
　
乙
種
ガ
ス
主
任

技
術
者
免
状

次
に
掲
げ
る
も
の
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用

イ
　
最
高
使
用
圧
力
が
中
圧
及
び
低
圧
の
ガ
ス
工
作
物

ロ
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
液
化
ガ
ス
用
貯
槽
（
液
化
石
油
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
も
の
に
限

る
。
）
、
当
該
貯
槽
に
係
る
ガ
ス
圧
縮
機
及
び
液
化
ガ
ス
用
ポ
ン
プ
並
び
に
昇
圧
供
給
装
置
（
ガ

ス
を
高
圧
に
し
て
充
て
ん
す
る
装
置
で
あ
つ
て
、
蓄
ガ
ス
器
（
ガ
ス
を
高
圧
で
蓄
え
る
容
器

を
い
う
。
）
を
備
え
な
い
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
そ
れ
ら
に
係
る
配
管

ハ
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
又
は
小
型
若
し
く
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
冷

凍
設
備

ニ
　
イ
、
ロ
及
び
ハ
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、
特
定
ガ
ス
工
作
物
及
び
当
該
特
定
ガ
ス
工
作

物
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
に
該
当
す
る
も
の

三
　
丙
種
ガ
ス
主
任

技
術
者
免
状

特
定
ガ
ス
工
作
物
及
び
当
該
特
定
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用

（
知
識
及
び
技
能
の
認
定
）

第
三
十
一
条
　
法
第
二
十
六
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

様
式
第
二
十
三
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
資
格
認
定
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
説
明
書

二
　
履
歴
書

（
免
状
の
交
付
の
手
続
）

第
三
十
二
条
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
四
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
免

状
交
付
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
法
第
二
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
状
交
付
事
務
の
委
託
を
行
う
場
合
は
、
様
式
第
二
十
五
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
交
付

申
請
書
を
指
定
試
験
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
状
の
再
交
付
の
手
続
）

第
三
十
三
条
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
、
又
は
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
を
汚
し
、
損

じ
、
若
し
く
は
失
つ
て
そ
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
六
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
再
交

付
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
法
第
二
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
免
状
交
付
事
務
の
委
託
を
行
う
場
合
は
、
様
式
第
二
十
七
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
再
交
付
申

請
書
を
指
定
試
験
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
再
交
付
申
請
書
に
は
、
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
、
汚
し
、
若
し
く
は
損
じ
た

ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
又
は
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
を
失
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
試
験
の
実
施
細
目
）

第
三
十
四
条
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
試
験
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
の
範
囲
内
で
、
筆
記
試
験
に
よ
つ
て
行
う
。

一
　
ガ
ス
事
業
関
係
法
令
（
保
安
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）

二
　
ガ
ス
に
関
す
る
物
理
及
び
化
学
理
論

三
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
技
術

四
　
ガ
ス
工
作
物
の
構
造
及
び
機
能

五
　
ガ
ス
の
成
分
分
析
及
び
熱
量
等
の
測
定

六
　
ガ
ス
器
具
の
構
造
及
び
機
能

第
三
十
五
条
　
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ガ
ス
主
任
技
術
者
試
験
を
行
う
場
所
及
び
期
日
、
ガ
ス
主
任
技
術

者
試
験
受
験
願
書
の
提
出
期
限
そ
の
他
ガ
ス
主
任
技
術
者
試
験
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

告
示
す
る
。

第
三
十
六
条
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
試
験
に
合
格
し
た
者
の
受
験
番
号
は
、
官
報
に
公
示
す
る
。

（
免
状
交
付
事
務
に
係
る
委
託
契
約
書
の
記
載
事
項
）

第
三
十
七
条
　
令
第
三
条
第
一
号
ニ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
委
託
契
約
代
金
に
関
す
る
事
項

二
　
指
定
試
験
機
関
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
へ
の
報
告
に
関
す
る
事
項

（
免
状
交
付
事
務
に
係
る
公
示
）

第
三
十
八
条
　
令
第
三
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

一
　
委
託
に
係
る
免
状
交
付
事
務
の
内
容

二
　
委
託
に
係
る
免
状
交
付
事
務
を
処
理
す
る
場
所

第
三
款
　
工
事
計
画
及
び
検
査

（
工
事
計
画
の
届
出
）

第
三
十
九
条
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
は
、
別

表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
一
の
中
欄
に
掲
げ
る

変
更
の
工
事
を
伴
う
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
二
条
第
八
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
条
第
一
項
第
一
号
の
工
事
計
画
の

記
載
事
項
の
変
更
を
伴
う
場
合
以
外
の
場
合
と
す
る
。

第
四
十
条
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
八
の

工
事
計
画
（
変
更
）
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
届
出
が
廃
止

の
工
事
に
係
る
場
合
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
工
事
計
画
書

二
　
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類

三
　
工
事
工
程
表

四
　
変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
場
合
は
、
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

２
　
前
項
第
一
号
の
工
事
計
画
書
に
は
、
届
出
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
に
応
じ
て
、
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
が
変
更
の
工
事
（
廃
止
の
工
事
を
除

く
。
）
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
別
表
第
一
の
中
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
計
画
を
分
割
し
て
法
第
三
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す

る
場
合
は
、
第
一
項
各
号
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
届
出
に
係
る
部
分
以
外
の
工
事
の
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書

類
を
添
え
て
そ
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
一
条
　
法
第
三
十
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
九
の
工
事
計
画

軽
微
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
添
付
書
類
の
省
略
）

第
四
十
二
条
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

届
出
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
の
う
ち
、
経
済
産
業
大
臣
（
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
ガ

ス
工
作
物
に
係
る
場
合
は
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
第
四
十
五
条

第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
届
出
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
型
式
、
設
計
等
か
ら
み
て
添
付
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
旨
の
指
示
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
添
付
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
。

（
使
用
前
検
査
）

第
四
十
三
条
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
を
す
る
ガ
ス
工
作
物
で
あ
つ
て
、
法

第
三
十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
四
条
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
等
の
状
況
並
び
に
機

能
及
び
作
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十

分
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
登
録
ガ

ス
工
作
物
検
査
機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
前
検
査
申
請
書
を
当
該
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
十
五
条
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
工
作
物
を
試
験
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
（
そ
の
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
ガ
ス
を
使
用
者
に
供
給
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
使
用
の
方
法
を
変
更
す
る
ご
と
に
ガ
ス
の
熱
量
等
を
測
定
し
て
供
給
す

る
場
合
に
限
る
。
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
一
号
に
係
る
も
の

を
受
け
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
期
間
内
に
お
い
て
そ
の
承
認
を
受
け
た
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
場
合

三
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
に
合
格
し
た
ガ
ス
工
作
物
で
あ
つ
て
、

当
該
合
格
後
に
当
該
合
格
に
係
る
場
所
以
外
の
場
所
に
移
転
し
た
も
の
を
、
当
該
合
格
に
係
る
場
所
に
移
転
し

て
使
用
す
る
場
合
（
当
該
ガ
ス
工
作
物
を
当
該
合
格
に
係
る
場
所
か
ら
移
転
し
た
時
か
ら
、
当
該
合
格
に
係
る

場
所
に
移
転
し
て
使
用
す
る
時
ま
で
の
間
に
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
を
修
理
し
、
若
し
く
は
改
造
し
、
又
は
当
該

ガ
ス
工
作
物
が
損
壊
し
た
場
合
を
除
く
。
）

四
　
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
の
状
況
又
は
工
事
の
内
容
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
が
支
障
が
な
い
と
認
め
て

検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
指
示
し
た
場
合

（
使
用
前
自
主
検
査
等
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
四
十
六
条
　
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
自
主
検
査
の
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
主
検
査
年
月
日

二
　
自
主
検
査
の
対
象

三
　
自
主
検
査
の
方
法

四
　
自
主
検
査
の
結
果

五
　
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
（
自
主
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業

者
の
名
称
及
び
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
）

六
　
自
主
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

七
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
の
結
果

２
　
前
項
の
記
録
は
、
そ
の
記
録
を
行
つ
た
日
か
ら
五
年
間
（
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
に
合
格
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
格
し
た
日
か
ら
五
年
間
）
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
四
十
七
条
　
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
自
主
検
査
）

第
四
十
八
条
　
法
第
三
十
四
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
は
、
次
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
（
不
活
性

の
ガ
ス
（
空
気
を
含
む
。
）
又
は
不
活
性
の
液
化
ガ
ス
の
み
を
通
ず
る
も
の
及
び
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
も

の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
発
生
設
備
（
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
を
気
化
し
て
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
設
備
（
気

化
し
た
ガ
ス
の
出
口
部
分
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
ガ
ス

精
製
設
備
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
、
熱
交
換
器
、
冷
凍
設
備
（
小
型
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の
も

の
を
除
く
。
）
、
導
管
及
び
整
圧
器

二
　
熱
量
調
整
装
置
に
属
す
る
容
器
又
は
付
臭
剤
を
収
納
す
る
容
器

２
　
法
第
三
十
四
条
の
自
主
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
開
放
、
分
解
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
及
び
異
常
の
発
生
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

二
　
試
運
転
そ
の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

第
四
十
九
条
　
法
第
三
十
四
条
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
、
運
転
時
間
等
に
応
じ
、
告
示
に
定
め
る
時

期
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
二
号
又
は
第

三
号
に
係
る
も
の
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
時
期
と
す
る
。

（
定
期
自
主
検
査
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
五
十
条
　
法
第
三
十
四
条
の
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
自
主
検
査
年
月
日

二
　
自
主
検
査
の
対
象

三
　
自
主
検
査
の
方
法

四
　
自
主
検
査
の
結
果

五
　
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
（
自
主
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業

者
の
名
称
及
び
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
）

六
　
自
主
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

２
　
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
五
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
五
十
一
条
　
法
第
三
十
四
条
の
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
款
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者

（
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
設
置
す
る
ガ
ス
工
作
物
）

第
五
十
一
条
の
二
　
法
第
三
十
四
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
は
、
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
、
ガ

ス
発
生
設
備
そ
の
他
の
ガ
ス
の
供
給
の
た
め
に
用
い
る
ガ
ス
工
作
物
と
す
る
。

（
認
定
の
申
請
）

第
五
十
一
条
の
三
　
法
第
三
十
四
条
の
二
の
認
定
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
（
第
二
号
及
び
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
二
十
九
の
二
に
よ
る

認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
認
定
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
者
の
体
制
並
び
に
そ
の
使
用
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
及
び
種
類
を
記
載

し
た
書
類

二
　
申
請
者
が
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

（
認
定
の
基
準
等
）

第
五
十
一
条
の
四
　
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
保
安
の
確
保
の
方
法
が
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
の
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て

当
該
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
第
一
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ

と
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
の
申
請
の
内
容
が
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

申
請
者
に
様
式
第
二
十
九
の
三
の
認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
）

第
五
十
一
条
の
五
　
前
二
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
の
認
定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
六
　
法
第
三
十
四
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
九
の
四
の
認

定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
認
定
の
取
消
し
等
に
伴
う
定
期
自
主
検
査
）

第
五
十
一
条
の
七
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
に
係
る
認
定
が
法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
取
消
し
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者

で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
（
前
回
の
定
期
自
主
検
査
を
終
了
し
た
日
（
定
期
自
主
検
査
を

行
つ
て
い
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
運
転
が
開
始
さ
れ
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
第
四
十
九
条
の
告
示
に
定
め

る
時
期
を
経
過
し
た
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
定
期
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
規
程
に
係
る
特
例
）

第
五
十
一
条
の
八
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
法
第
三
十
四
条
の
九
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
認
定
が
法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の
事
由
に

よ
り
そ
の
効
力
を
失
う
日
ま
で
の
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
認
定
期
間
」
と
い
う
。
）
、
そ
の
定
め
た
保
安
規
程

（
保
安
規
程
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保

存
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
法
第
三
十
四
条
の
九
前
段
の
場
合
（
保
安
規
程
を
変
更
し
た
場
合

に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
変
更
の
内
容
、
年
月
日
及
び
理
由
を
記
載
し
た
記
録
（
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項

に
お
い
て
「
保
安
規
程
の
変
更
記
録
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
又
は
認

定
期
間
の
い
ず
れ
か
短
い
期
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
係
る
特
例
）

第
五
十
一
条
の
九
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
法
第
三
十
四
条
の
十
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
（
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
解
任
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

項
）
を
記
載
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら

七
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状

の
種
類
及
び
番
号

三
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
年
月
日

四
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
他
の
事
業
場
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
兼
ね
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
兼
ね
て
い
る
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

五
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
職
務
以
外
の
職
務
を
行
つ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
の
内
容

六
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
監
督
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要

（
工
事
計
画
の
特
例
）

第
五
十
一
条
の
十
　
法
第
三
十
四
条
の
十
一
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
の
設

置
又
は
変
更
の
工
事
と
す
る
。

一
　
ば
い
煙
発
生
施
設
（
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

ば
い
煙
発
生
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
（
大
気
汚
染
防
止
法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

三
　
水
銀
排
出
施
設
（
大
気
汚
染
防
止
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
水
銀
排
出
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

四
　
騒
音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に

設
置
さ
れ
る
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
（
以
下
「
騒
音
発
生
施
設
」
と
い
う
。
）

五
　
振
動
規
制
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に

設
置
さ
れ
る
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
（
以
下
「
振
動
発
生
施
設
」
と
い
う
。
）

２
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
法
第
三
十
四
条
の
十
一
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
前
段
に

規
定
す
る
工
事
の
完
成
後
三
十
日
以
内
に
、
様
式
第
二
十
九
の
五
の
工
事
完
成
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
工
事
完
成
書

二
　
当
該
工
事
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
書
類

三
　
工
事
工
程
実
績
表

四
　
変
更
の
工
事
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
変
更
を
必
要
と
し
た
理
由
を
記
載
し
た
書
類

３
　
前
項
第
一
号
の
工
事
完
成
書
に
は
、
当
該
工
事
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種

類
に
応
じ
て
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出

が
変
更
の
工
事
（
廃
止
の
工
事
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い

よ
う
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
前
検
査
の
特
例
）

第
五
十
一
条
の
十
一
　
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に

掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
後
段
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
等
の
状
況
並
び
に

機
能
及
び
作
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
法
第
三
十
三
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
十
分
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
自
主
検
査
を

行
つ
た
と
き
は
、
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
記
録
を
作
成
し
、

こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
定
期
自
主
検
査
の
特
例
）

第
五
十
一
条
の
十
二
　
法
第
三
十
四
条
の
十
三
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
行

う
法
第
三
十
四
条
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
、
運
転
時
間
及
び
状
態
を
勘
案
し
て
、
認
定
高
度
保
安

実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
定
め
る
適
切
な
時
期
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
五
十
一
条
の
十
三
　
保
安
規
程
、
保
安
規
程
の
変
更
記
録
、
第
五
十
一
条
の
九
に
規
定
す
る
記
録
及
び
第
五
十
一

条
の
十
一
第
三
項
に
規
定
す
る
記
録
（
次
項
に
お
い
て
「
記
録
等
」
と
い
う
。
）
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成

し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
記
録
等
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
ガ
ス
導
管
事
業

第
一
節
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業

第
一
款
　
事
業
の
許
可

（
輸
送
導
管
）

第
五
十
二
条
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
導
管
（
以
下
「
輸
送
導
管
」
と
い

う
。
）
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
製
造
所
又
は
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
事
業
場
か
ら
ガ
ス
を
輸
送
す
る
導
管
で
あ
つ

て
、
そ
の
内
径
及
び
ガ
ス
の
圧
力
が
当
該
導
管
の
始
点
に
お
け
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
範
囲
の
も
の

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
内
径
が
三
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
ガ
ス
の
圧
力
が
一
・
五

メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
で
あ
る
導
管

三
　
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
内
径
が
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
ガ
ス
の
圧
力
が
一
メ

ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
一
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
で
あ
る
導
管

（
許
可
の
申
請
）

第
五
十
三
条
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
申
請
書
は
、
様
式
第
三
十
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
供
給
区
域
の
境
界
を
明
示
し
た
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
の
発
行
に
係
る
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
形
図

二
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
開
始
の
日
以
後
三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
供
給
区
域
の
用
途
別
の

需
要
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

三
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
開
始
の
日
以
後
三
年
内
の
日
を
含
む
毎
年
の
輸
送
導
管
の
予
想
最
大
ガ
ス
流
量
図
及

び
こ
れ
に
対
応
す
る
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
操
作
計
画
図
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四
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
に
関
す
る
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び

ヘ
の
事
項
を
記
載
し
た
図
面

イ
　
ガ
ス
発
生
設
備
及
び
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
に
つ
い
て
は
そ
の
種
類
及
び
能
力
別
の
数
、
輸
送
導
管
に
つ
い
て
は

そ
の
内
径
及
び
導
管
内
に
お
け
る
ガ
ス
の
圧
力
の
選
定
根
拠

ロ
　
ガ
ス
精
製
設
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
及
び
能
力

ハ
　
排
送
機
及
び
圧
送
機
に
つ
い
て
は
、
そ
の
能
力
及
び
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
原
動
機
の
出
力

ニ
　
主
要
な
導
管
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
径
別
、
圧
力
別
及
び
材
質
別
の
総
延
長

ホ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
ご
と
の
工
事
の
着
手
及
び
完
了
の
予

定
期
日

ヘ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
配
置
の
状
況

五
　
様
式
第
三
十
一
の
工
事
費
概
算
書

六
　
創
業
資
金
（
開
業
資
金
を
含
む
。
）
、
設
備
資
金
及
び
運
転
資
金
の
額
及
び
調
達
方
法
並
び
に
借
入
金
の
返
済

計
画
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
こ
れ
ら
の
資
金
の
調
達
方
法
を
確
認
す
べ
き
書
類

七
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
開
始
の
日
以
後
三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
様
式
第
三
十
二
の
収
支

見
積
書

八
　
主
た
る
技
術
者
の
履
歴
書

九
　
ガ
ス
発
生
設
備
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
及
び
輸
送
導
管
の
設
置
の
場
所
の
自
然
条
件
及
び
社
会
環
境
（
ガ
ス
工
作

物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
の
保
安
に
影
響
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
説
明
書

十
　
他
の
者
か
ら
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

供
給
を
す
る
者
と
の
契
約
書
の
写
し

十
一
　
様
式
第
三
十
三
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
遂
行
体
制
説
明
書

十
二
　
申
請
者
が
法
人
の
発
起
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款
及
び
役
員
と
な
る
べ
き
者
の
履

歴
書

十
三
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
請
者
の
定
款
、
登
記
事
項
証
明
書
、
最
近
の
事
業
年

度
末
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
役
員
の
履
歴
書

十
四
　
申
請
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
請
者
が
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
を
営
む
こ
と

に
つ
い
て
の
議
決
に
係
る
議
会
の
会
議
録
の
写
し

十
五
　
申
請
者
が
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
を
行
お
う
と
す
る
供
給
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者

の
供
給
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
第
三
十
七
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
六
号
に
適
合
す
る
こ
と

を
説
明
す
る
書
類
で
あ
つ
て
、
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
供
給
区
域
内
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
経
済
産
業
大

臣
が
定
め
る
も
の

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
三
十
五
条
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ

か
、
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
開
始
の
届
出
）

第
五
十
四
条
　
法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
四
の
事
業
開
始

届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
給
区
域
の
変
更
の
許
可
申
請
）

第
五
十
五
条
　
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
供
給
区
域
の
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

三
十
五
の
供
給
区
域
変
更
許
可
申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
書
類
は
、
工
事
費
、
設
備
資
金
及
び
運
転
資
金
の
額
又

は
事
業
収
支
に
及
ぼ
す
影
響
が
軽
微
な
場
合
に
あ
つ
て
は
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
増
加
し
、
又
は
減
少
す
る
供
給
区
域
の
境
界
を
明
示
し
た
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
の
発
行
に
係
る
縮
尺
五

万
分
の
一
の
地
形
図

三
　
供
給
区
域
を
増
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
増
加
す
る
区
域
に
対
し
ガ
ス
の
供
給
を
開
始
す
る
日
以
後
三
年

内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
区
域
内
の
用
途
別
の
需
要
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

四
　
供
給
区
域
の
変
更
に
伴
い
設
置
す
る
主
要
な
導
管
に
関
す
る
第
五
十
三
条
第
二
項
第
四
号
ニ
の
事
項
を
記
載

し
た
書
類
及
び
そ
の
配
置
の
状
況
を
記
載
し
た
図
面

五
　
供
給
区
域
を
増
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
三
十
一
の
工
事
費
概
算
書

六
　
供
給
区
域
を
増
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
設
備
資
金
及
び
運
転
資
金
の
額
及
び
調
達
方
法
並
び
に
借
入
金

の
返
済
計
画
を
記
載
し
た
書
類

七
　
供
給
区
域
を
増
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
増
加
す
る
供
給
区
域
に
対
し
ガ
ス
の
供
給
を
開
始
す
る
日
以
後

三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
様
式
第
三
十
二
の
収
支
見
積
書

八
　
供
給
区
域
の
増
加
に
伴
い
、
他
の
者
か
ら
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
契
約
を
新
た
に
締
結
し
、
又
は
変
更
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
供
給
を
す
る
者
と
の
契
約
書
の
写
し

九
　
申
請
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
請
者
が
供
給
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
議
決
に
係
る
議
会
の
会
議
録
の
写
し

十
　
供
給
区
域
を
増
加
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
増
加
す
る
供
給
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
供
給
区
域
を
増
加
し
よ

う
と
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
以
外
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
供
給
区
域
内
に
あ
る
場
合
は
、
増
加
す
る

供
給
区
域
に
関
す
る
第
五
十
三
条
第
二
項
第
十
五
号
の
書
類

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
四
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

の
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
供
給
区
域
の
増
加
に
伴
う
事
業
開
始
の
届
出
）

第
五
十
六
条
　
第
五
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
準
用
す
る
。

（
ガ
ス
工
作
物
の
重
要
な
変
更
）

第
五
十
七
条
　
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
重
要
な
変
更
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
ガ
ス
発
生
設
備
（
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
並
び
に
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
ガ
ス
導
管
事

業
者
が
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
他
の
者
か
ら
一
時
的
に
借
り
受
け
る
ガ
ス
発
生
設
備

及
び
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
他
の
ガ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
当
該
他
の
ガ
ス
事
業
者
の
ガ
ス
事
業
の
用
に
供

す
る
た
め
に
一
時
的
に
貸
し
付
け
る
ガ
ス
発
生
設
備
で
あ
つ
て
、
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
一
般
ガ
ス
導

管
事
業
の
適
確
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
事
項
の
変
更
で
あ
つ
て
、

当
該
設
備
の
能
力
を
変
更
す
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
設
備
の
能
力
の
変
更
が
、
当
該
設
備
を
有
す
る
事
業
者
が

有
す
る
ガ
ス
発
生
設
備
の
能
力
の
合
計
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の

二
　
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
に
関
す
る
事
項
の
変
更
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
能
力
を
変
更
す
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
設

備
の
能
力
の
変
更
が
、
当
該
設
備
を
有
す
る
事
業
者
が
有
す
る
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
能
力
の
合
計
の
十
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
も
の

三
　
輸
送
導
管
に
関
す
る
事
項
の
変
更

（
ガ
ス
工
作
物
等
の
変
更
の
届
出
）

第
五
十
八
条
　
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
変
更
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
六
の
ガ
ス
工
作
物
変
更
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
（
ガ
ス
工
作
物

の
廃
止
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
の
書
類
に
限
る
。
）
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
工
事
の
概
要
の
説
明
書

三
　
変
更
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要
を
明
示
し
た
地
形
図

２
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
氏
名
若
し
く
は
名
称
及
び
住
所
又
は
主
た
る
営
業
所
そ
の
他
の
営
業
所

の
名
称
及
び
所
在
地
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
七
の
氏
名
等
変
更
届
出
書
を
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
変
更
の
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
六
の
ガ
ス
工
作
物
変
更
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
譲
渡
し
及
び
譲
受
け
の
認
可
申
請
）

第
五
十
九
条
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
八
の
事
業
譲
渡
譲
受
認
可

申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　
譲
渡
し
及
び
譲
受
け
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
譲
渡
し
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し

三
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
譲
渡
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
事
業
に
係
る
供
給
区
域

の
境
界
を
明
示
し
た
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
の
発
行
に
係
る
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
形
図

四
　
譲
渡
価
格
及
び
そ
の
算
出
の
根
拠
を
記
載
し
た
書
類

五
　
譲
受
け
に
要
す
る
資
金
の
額
及
び
調
達
方
法
を
確
認
す
べ
き
書
類

六
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
譲
渡
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
の
譲
渡
し
及
び
譲
受
け

の
日
以
後
三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
供
給
区
域
の
用
途
別
の
需
要
の
見
込
み
を
記
載
し
た

書
類

七
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
全
部
を
譲
渡
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
受
人
の
譲
受
け
の
日
以
後
三
年
内
の
日
を

含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
供
給
区
域
の
用
途
別
の
需
要
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

八
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
譲
渡
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
の
譲
渡
し
及
び
譲
受
け

の
日
以
後
三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
様
式
第
三
十
二
の
収
支
見
積
書

九
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
全
部
を
譲
渡
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
受
人
の
譲
受
け
の
日
以
後
三
年
内
の
日
を

含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
様
式
第
三
十
二
の
収
支
見
積
書

十
　
主
た
る
技
術
者
の
履
歴
書

十
一
　
様
式
第
三
十
三
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
遂
行
体
制
説
明
書

十
二
　
譲
受
人
が
法
人
の
発
起
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款
及
び
役
員
と
な
る
べ
き
者
の
履

歴
書

十
三
　
譲
受
人
が
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
譲
受
人

の
定
款
、
登
記
事
項
証
明
書
、
最
近
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
役
員
の
履
歴
書

十
四
　
譲
渡
人
又
は
譲
受
人
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
譲
渡
人
又
は
譲
受
人
の
譲
渡
し

又
は
譲
受
け
に
つ
い
て
の
議
決
に
係
る
議
会
の
会
議
録
の
写
し

（
法
人
の
合
併
及
び
分
割
の
認
可
申
請
）

第
六
十
条
　
法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
九
の
合
併
認
可
申
請
書
又
は

様
式
第
四
十
の
分
割
認
可
申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
合
併
又
は
分
割
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
合
併
契
約
書
又
は
分
割
計
画
書
若
し
く
は
分
割
契
約
書
の
写
し

三
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
承
継
さ
せ
る
分
割
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
分
割
を
し
よ
う
と
す
る
事
業

に
係
る
供
給
区
域
の
境
界
を
記
載
し
た
図
面

四
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
承
継
さ
せ
る
分
割
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
を
承
継
さ
せ
る
法

人
及
び
当
該
事
業
を
承
継
す
る
法
人
の
承
継
の
日
以
後
三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
供
給
区
域

の
用
途
別
の
需
要
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

五
　
合
併
及
び
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
分
割
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
合
併
後
存
続
す
る

法
人
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
法
人
及
び
当
該
事
業
の
全
部
を
承
継
す
る
法
人
の
合
併
及
び
承
継
の
日
以
後

三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
供
給
区
域
の
用
途
別
の
需
要
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

六
　
合
併
又
は
分
割
の
条
件
に
関
す
る
説
明
書

七
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
承
継
さ
せ
る
分
割
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
を
承
継
さ
せ
る
法

人
及
び
当
該
事
業
を
承
継
す
る
法
人
の
承
継
の
日
以
後
三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
様
式
第
三

十
二
の
収
支
見
積
書

八
　
合
併
及
び
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
分
割
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
を
承
継

す
る
法
人
の
合
併
及
び
承
継
の
日
以
後
三
年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
様
式
第
三
十
二
の
収
支
見

積
書

九
　
当
事
者
の
一
方
が
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
会
社
又
は
組
合
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者

の
定
款
、
登
記
事
項
証
明
書
並
び
に
最
近
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

十
　
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
全

部
若
し
く
は
一
部
を
承
継
す
る
法
人
の
定
款
及
び
役
員
と
な
る
べ
き
者
の
履
歴
書

十
一
　
主
た
る
技
術
者
の
履
歴
書

十
二
　
様
式
第
三
十
三
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
遂
行
体
制
説
明
書

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書

類
の
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
六
十
一
条
　
法
第
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十

一
の
事
業
承
継
届
出
書
に
事
業
の
相
続
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
の
許
可
申
請
）

第
六
十
二
条
　
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
二
の
事
業
休
止
（
廃
止
）

許
可
申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
全
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
第
一
号
の
書
類
に
限
る
。
）
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

第
四
号
の
書
類
は
、
事
業
収
支
に
及
ぼ
す
影
響
が
軽
微
な
場
合
に
は
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
休
止
又
は
廃
止
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
事

業
に
係
る
供
給
区
域
の
境
界
を
明
示
し
た
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
の
発
行
に
係
る
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地

形
図

三
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
事

業
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

四
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
休
止
又
は
廃
止
の
日
以
後
三

年
内
の
日
を
含
む
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
様
式
第
三
十
二
の
収
支
見
積
書

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書

類
の
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
人
の
解
散
の
認
可
申
請
）

第
六
十
三
条
　
法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
三
の
解
散
認
可
申
請
書
に

解
散
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
前
項
の
書
類
の
ほ
か
、

必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
款
　
業
務

（
託
送
供
給
約
款
に
お
い
て
定
め
る
べ
き
事
項
）

第
六
十
四
条
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
託
送
供
給
約
款
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
連
結
託
送
供
給
（
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
十
七
号
）
別

表
第
一
第
一
表
に
規
定
す
る
連
結
託
送
供
給
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
適
用
範
囲

ロ
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

ハ
　
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

ニ
　
ガ
ス
の
受
入
量
及
び
供
給
量
の
計
測
方
法
並
び
に
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
の
徴
収
の
方
法

ホ
　
託
送
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ガ
ス
の
熱
量
等
の
範
囲
、
組
成
そ
の
他
の
ガ
ス
の
受
入
条
件
に
関
す
る

事
項

ヘ
　
託
送
供
給
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

ト
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
供
給
の
相
手
方
の
保
安
上

の
責
任
に
関
す
る
事
項

チ
　
ガ
ス
の
受
入
れ
及
び
供
給
の
制
限
又
は
停
止
並
び
に
こ
れ
ら
の
解
除
に
関
す
る
事
項

リ
　
契
約
の
申
込
み
の
方
法
並
び
に
契
約
の
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

ヌ
　
イ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
条
件
又
は
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
供
給
の
相
手
方
の

責
任
に
関
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

12



ル
　
有
効
期
間
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

ヲ
　
導
管
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図
の
閲
覧
場
所

ワ
　
実
施
期
日

二
　
託
送
供
給
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

イ
　
適
用
範
囲

ロ
　
料
金

ハ
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

ニ
　
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
内
容

ホ
　
ガ
ス
の
受
入
量
及
び
供
給
量
の
計
測
方
法
並
び
に
料
金
そ
の
他
の
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
の

徴
収
の
方
法

ヘ
　
託
送
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ガ
ス
の
熱
量
等
の
範
囲
、
組
成
そ
の
他
の
ガ
ス
の
受
入
条
件
に
関
す
る

事
項

ト
　
託
送
供
給
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

チ
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
供
給
の
相
手
方
の
保
安
上

の
責
任
に
関
す
る
事
項

リ
　
ガ
ス
の
受
入
れ
及
び
供
給
の
制
限
又
は
停
止
並
び
に
こ
れ
ら
の
解
除
に
関
す
る
事
項

ヌ
　
契
約
の
申
込
み
の
方
法
並
び
に
契
約
の
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

ル
　
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
条
件
又
は
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
供
給
の
相
手
方
の

責
任
に
関
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

ヲ
　
有
効
期
間
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

ワ
　
導
管
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図
の
閲
覧
場
所

カ
　
実
施
期
日

（
託
送
供
給
約
款
の
認
可
の
申
請
等
）

第
六
十
五
条
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
本
文
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
四
の
託
送
供
給
約
款

認
可
申
請
書
に
託
送
供
給
約
款
の
案
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
様
式
第
一
、
様
式
第
二
、
様
式
第
三
第
一
表
及
び
第
二
表
（
地
方

公
共
団
体
で
あ
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
三
第
三
表
及
び
第
四
表
）
、
様
式
第
四
、
様

式
第
五
第
一
表
、
第
二
表
及
び
第
二
表
補
足
並
び
に
様
式
第
六
（
同
令
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
選
択

的
託
送
供
給
約
款
を
制
定
し
な
い
場
合
に
は
同
令
様
式
第
六
第
一
表
。
以
下
同
じ
。
）
の
書
類

二
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て

は
、
同
令
様
式
第
五
第
三
表
、
第
四
表
、
第
四
表
補
足
並
び
に
第
五
表
及
び
第
五
表
補
足
の
書
類

三
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の

規
定
と
は
異
な
る
料
金
の
算
定
方
法
を
定
め
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令
様
式
第
十
一
の

書
類

四
　
供
給
の
相
手
方
の
負
担
と
な
る
も
の
（
料
金
を
除
く
。
）
の
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の

方
法
に
関
す
る
説
明
書

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
五
の
託
送
供
給
約
款
変
更
認
可
申
請

書
に
そ
の
変
更
後
の
託
送
供
給
約
款
の
案
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
変
更
前
の
託
送
供
給
約
款

三
　
前
条
第
二
号
ロ
の
事
項
を
変
更
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
消
費
税
等
相
当
額
」

と
い
う
。
）
又
は
そ
の
額
に
係
る
表
示
若
し
く
は
請
求
の
方
法
の
み
の
変
更
（
以
下
「
消
費
税
等
相
当
額
の
み

の
変
更
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
様
式
第
一
、
様
式
第
二
、
様
式
第
三
第
一
表
及
び
第
二
表
（
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
三
第
三
表
及
び
第
四
表
）
、
様
式
第
四
、

様
式
第
五
第
一
表
、
第
二
表
及
び
第
二
表
補
足
並
び
に
様
式
第
六
の
書
類

ロ
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て

は
、
同
令
様
式
第
五
第
三
表
、
第
四
表
、
第
四
表
補
足
並
び
に
第
五
表
及
び
第
五
表
補
足
の
書
類

ハ
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
と
は
異
な
る
料
金
の
算
定

方
法
を
定
め
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令
様
式
第
十
一
の
書
類

ニ
　
イ
、
ロ
及
び
ハ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令
様
式
第
六
及
び
様
式
第
七
の
書
類

ホ
　
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
ニ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
二
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令
様
式
第
十
の
書
類

四
　
前
条
第
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
又
は
同
条
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
供
給
の
相
手
方
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法
に
関
す
る

説
明
書

４
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
書
類
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
六
条
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
六
の
託
送
供
給

約
款
制
定
不
要
承
認
申
請
書
に
、
託
送
供
給
約
款
を
定
め
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
書
類
を
添
え
て
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
託
送
供
給
約
款
以
外
の
供
給
条
件
の
認
可
の
申
請
）

第
六
十
七
条
　
法
第
四
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
七
の
託
送
供
給

特
例
認
可
（
承
認
）
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
本
文
の
認
可
を
受
け
た
託
送
供
給
約
款
（
同
条
第
六
項
若
し
く
は
第
九
項
の
規
定
に

よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の

変
更
後
の
も
の
）
以
外
の
供
給
条
件
に
よ
る
託
送
供
給
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
料
金
そ
の
他
の
供
給
の
相
手
方
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

（
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
届
出
）

第
六
十
八
条
　
法
第
四
十
八
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
条
第
一
項
本
文
の
認
可
を
受
け
た

託
送
供
給
約
款
（
同
条
第
六
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も

の
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
託
送
供
給
約
款
」
と
い
う
。
）
の
変
更
の
場
合
で
あ

つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
　
託
送
供
給
約
款
に
よ
り
託
送
供
給
を
受
け
る
者
（
以
下
「
託
送
供
給
利
用
者
」
と
い
う
。
）
の
料
金
及
び
そ

の
支
払
期
日
か
ら
支
払
が
遅
延
す
る
こ
と
に
よ
り
追
加
的
に
発
生
す
る
当
該
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
（
以
下

「
料
金
等
」
と
い
う
。
）
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
託
送
供
給
利
用
者
が
料
金
を
支
払
う
べ
き
義
務
の

発
生
す
る
日
か
ら
そ
の
支
払
を
行
う
日
ま
で
の
期
間
が
当
該
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
前
後
に
お
い
て
同
一
で

あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
い
ず
れ
か
の
託
送
供
給
利
用
者
の
支
払
う
べ
き
料
金
等
を
合
計
し
た
額
が

減
少
し
、
か
つ
、
そ
の
他
の
託
送
供
給
利
用
者
の
支
払
う
べ
き
料
金
等
を
合
計
し
た
額
が
増
加
し
な
い
と
見
込

ま
れ
る
場
合

二
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
の
方
法
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
い
ず

れ
の
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
も
増
加
し
な
い
場
合

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
と
な
る
事
項
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
い

ず
れ
の
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
も
増
加
し
な
い
場
合

四
　
適
用
範
囲
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
供
給
区
域
の
増
加
に
係
る
変

更
に
伴
う
場
合
、
住
居
表
示
の
変
更
に
伴
う
場
合
並
び
に
い
ず
れ
の
託
送
供
給
利
用
者
の
支
払
う
べ
き
料
金
等

の
額
及
び
そ
の
他
の
負
担
も
増
加
し
な
い
場
合
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五
　
申
込
み
に
対
す
る
取
扱
い
の
方
法
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
い
ず
れ
の
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
も
増

加
し
な
い
場
合

六
　
導
管
、
器
具
、
機
械
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
託
送
供
給
利
用
者
の
保
安
上
の

責
任
に
関
す
る
事
項
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
い
ず
れ
の
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
も
増
加
し
な
い
場
合

七
　
託
送
供
給
利
用
者
が
料
金
を
支
払
う
べ
き
義
務
の
発
生
す
る
日
か
ら
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
当
該
託
送
供

給
利
用
者
に
対
す
る
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
で
き
る
日
ま
で
の
期
間
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
い
ず
れ
の
託

送
供
給
利
用
者
に
対
す
る
期
間
も
短
縮
さ
れ
な
い
場
合

八
　
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
で
き
る
条
件
又
は
ガ
ス
の
託
送
供
給
契
約
を
解
除
で
き
る
条
件
を
変
更
す
る
場
合
で
あ

つ
て
、
い
ず
れ
の
託
送
供
給
利
用
者
に
対
す
る
条
件
も
不
利
な
も
の
と
し
な
い
場
合

九
　
託
送
供
給
利
用
者
が
選
択
し
得
る
事
項
を
追
加
す
る
場
合

十
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
託
送
供
給
約
款
の
構
成
又
は
使
用
す
る
字
句
等
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ

て
、
い
ず
れ
の
託
送
供
給
利
用
者
の
支
払
う
べ
き
料
金
等
の
額
及
び
そ
の
他
の
負
担
も
増
加
し
な
い
場
合

第
六
十
九
条
　
法
第
四
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ

の
実
施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
四
十
八
の
託
送
供
給
約
款
変
更
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
変
更
前
の
託
送
供
給
約
款

三
　
第
六
十
四
条
第
二
号
ロ
の
事
項
の
変
更
（
消
費
税
等
相
当
額
の
み
の
変
更
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
十
八
条
第
一
項
の
届
出
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令
様
式
第

五
第
三
表
（
同
令
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管

事
業
者
に
限
る
。
）
、
様
式
第
六
、
様
式
第
八
第
一
表
、
同
令
第
十
九
条
第
一
項
の
届
出
事
業
者
に
あ
つ
て

は
、
同
令
様
式
第
一
、
様
式
第
二
第
一
表
、
様
式
第
三
第
一
表
（
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
一
般
ガ
ス
導
管
事

業
者
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
三
第
三
表
）
、
様
式
第
四
第
一
表
、
様
式
第
五
第
一
表
、
第
二
表
、
第
二
表
補

足
、
様
式
第
五
第
三
表
か
ら
第
五
表
補
足
ま
で
（
同
令
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
十
条

第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
限
る
。
）
、
様
式
第
六
及
び
様
式
第
八
第
二
表
ま
で
の
書
類

ロ
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
十
八
条
第
二
項
、
第
十
九
条
第
二
項
又
は
第
二
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
と
は
異
な
る
料
金
の
算
定
方
法
を
定
め
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令

様
式
第
十
一
の
書
類

ハ
　
イ
及
び
ロ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令
様
式
第
九
の
書
類

ニ
　
イ
、
ロ
及
び
ハ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令
様
式
第
十
の
書
類

四
　
第
六
十
四
条
第
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
又
は
同
条
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法

に
関
す
る
説
明
書

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
書
類
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
条
　
法
第
四
十
八
条
第
八
項
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
費
用
の
額
の
増
加
に
対
応
す
る
場
合

（
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
（
同
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行

う
に
当
た
り
当
該
費
用
を
節
減
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
限
る
。
）
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

場
合
は
、
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
　
石
油
石
炭
税
相
当
額
の
増
加
（
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
増
加
そ
の
他
の
石
油
石
炭
税
に
関
す
る
制
度
の
改
正

に
起
因
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
応
す
る
場
合

二
　
消
費
税
等
相
当
額
の
増
加
（
消
費
税
若
し
く
は
地
方
消
費
税
の
税
率
の
増
加
そ
の
他
の
消
費
税
若
し
く
は
地

方
消
費
税
の
制
度
の
改
正
に
起
因
す
る
も
の
又
は
前
号
の
増
加
に
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
に
対
応
す
る
場
合

第
七
十
一
条
　
法
第
四
十
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様

式
第
四
十
九
の
託
送
供
給
約
款
変
更
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
変
更
前
の
託
送
供
給
約
款

三
　
第
六
十
四
条
第
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
又
は
同
条
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法

に
関
す
る
説
明
書

（
託
送
供
給
約
款
の
公
表
）

第
七
十
二
条
　
法
第
四
十
八
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
公
表
は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
か

ら
、
営
業
所
及
び
事
務
所
に
添
え
置
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
承
認
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
行
う
託
送
供
給
に
係
る
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
）

第
七
十
三
条
　
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
に
係
る
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
（
以
下
「
託
送

供
給
条
件
」
と
い
う
。
）
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
五
十
の

託
送
供
給
条
件
届
出
書
に
当
該
託
送
供
給
条
件
に
関
す
る
説
明
書
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
条
件
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
実
施
の

日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
五
十
一
の
託
送
供
給
条
件
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た

書
類
及
び
変
更
後
の
託
送
供
給
条
件
に
関
す
る
説
明
書
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
最
終
保
障
供
給
に
係
る
約
款
に
お
い
て
定
め
る
べ
き
事
項
）

第
七
十
四
条
　
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
最
終
保
障
供
給
に
係
る
約
款
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
適
用
区
域

二
　
料
金

三
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

四
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ガ
ス
の
使
用
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

内
容

五
　
ガ
ス
使
用
量
の
計
測
方
法
及
び
料
金
そ
の
他
の
ガ
ス
の
使
用
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
の
徴
収
の
方
法

六
　
ガ
ス
の
使
用
者
に
供
給
す
る
ガ
ス
の
熱
量
の
最
低
値
及
び
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
測
定
す
る
ガ
ス
の

熱
量
の
毎
月
の
算
術
平
均
値
の
最
低
値

七
　
ガ
ス
栓
の
出
口
に
お
け
る
ガ
ス
の
圧
力
の
最
高
値
及
び
最
低
値

八
　
ガ
ス
の
使
用
者
に
供
給
す
る
ガ
ス
の
最
高
燃
焼
速
度
、
最
低
燃
焼
速
度
、
最
高
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
及
び
最
低
ウ

ォ
ッ
ベ
指
数

九
　
導
管
、
器
具
、
機
械
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
ガ
ス
の
使
用
者
の
保
安
上
の
責

任
に
関
す
る
事
項

十
　
供
給
の
停
止
又
は
使
用
の
廃
止
に
関
す
る
事
項

十
一
　
契
約
の
申
込
み
の
方
法
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

十
二
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
条
件
又
は
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
ガ
ス
の
使
用
者
の
責
任
に

関
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

十
三
　
有
効
期
間
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

十
四
　
実
施
期
日

（
最
終
保
障
供
給
に
係
る
約
款
の
届
出
）

第
七
十
五
条
　
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
最
終
保
障
供
給
に
係
る
約
款
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
五
十
二
の
最
終
保
障
供
給
に
係
る
約
款
届
出
書
に
当
該
約
款
及

び
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
料
金
の
算
出
の
根
拠
に
関
す
る
書
類
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二
　
ガ
ス
の
使
用
者
の
負
担
と
な
る
も
の
（
料
金
を
除
く
。
）
の
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の

方
法
に
関
す
る
説
明
書

２
　
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
最
終
保
障
供
給
約
款
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
実

施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
五
十
三
の
最
終
保
障
供
給
約
款
変
更
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
変
更
前
の
最
終
保
障
供
給
約
款

三
　
前
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
料
金
の
算
出
の
根
拠
又

は
ガ
ス
の
使
用
者
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
（
料
金
を
除
く
。
）
の
算
出
の
根
拠
若
し
く
は
当
該
金
額
の
決

定
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

（
最
終
保
障
供
給
約
款
以
外
の
供
給
条
件
の
承
認
の
申
請
）

第
七
十
六
条
　
法
第
五
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
四
の
最
終
保
障

供
給
特
例
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
最
終
保
障
供
給
約
款
以
外
の
供
給
条
件
に
よ
る
最
終
保
障
供
給
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
料
金
そ
の
他
の
ガ
ス
の
使
用
者
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

（
最
終
保
障
供
給
約
款
の
公
表
）

第
七
十
七
条
　
法
第
五
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
最
終
保
障
供

給
約
款
の
公
表
は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
か
ら
、
営
業
所
及
び
事
務
所
に
添
え
置
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
熱
量
等
の
測
定
方
法
）

第
七
十
八
条
　
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
熱
量
等
の
測
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
導
管
が
託
送
供
給
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
特
定
導
管

に
つ
い
て
圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
熱
量
に
あ
つ
て
は
、
毎
日
一
回
、
製
造
所
の
出
口
及
び
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
事

業
場
の
出
口
（
当
該
出
口
に
お
け
る
測
定
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
（
そ
の
事
業
の
用
に
供
す

る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
者
（
供
給
区
域
内
に
お

け
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
付
数
が
百
万
個
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
場
合
は
、
産
業
保
安
監
督
部
長
。

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
す
る
場
所
。
第
三
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
お
い
て
、
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
。

二
　
圧
力
に
あ
つ
て
は
、
常
時
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
出
口
、
整
圧
器
の
出
口
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
場

所
に
お
い
て
、
圧
力
値
を
自
動
的
に
記
録
す
る
圧
力
計
を
使
用
し
て
測
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
導
管
に
お
け

る
ガ
ス
の
流
量
及
び
導
管
の
内
径
に
基
づ
き
、
当
該
導
管
の
任
意
の
地
点
に
お
け
る
ガ
ス
の
圧
力
値
と
し
て
圧

力
計
を
使
用
し
て
測
定
し
た
も
の
と
同
程
度
の
も
の
を
電
子
計
算
機
を
用
い
て
推
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

三
　
燃
焼
性
に
あ
つ
て
は
、
毎
日
一
回
、
製
造
所
の
出
口
及
び
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る

事
業
場
の
出
口
に
お
い
て
、
燃
焼
速
度
及
び
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
ガ
ス
の
燃
焼
速
度
が
そ
の
ガ
ス
を
製
造
す
る
ガ
ス
発
生
設
備
の
種
類
及
び
型
式
並
び
に
そ
の

運
転
方
法
に
照
ら
し
て
一
定
範
囲
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
者

が
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
燃
焼
速
度
に
つ
い
て
測
定

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
に
お
け
る
熱
量
等
の
測
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と

こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
熱
量
及
び
燃
焼
性
が
測
定
さ
れ
た
ガ
ス
若
し
く
は
液
化
ガ
ス

を
用
い
て
そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
供
給
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
熱
量
、
燃
焼
性
に
あ
つ
て
は
、
容
器
に
充
塡
し
た
ガ
ス
又
は
液
化
ガ
ス
を
原
料
と
し
て
発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を

そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
供
給
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
充
塡
終
了
か
ら
供
給
開
始
ま
で
の
間
に

当
該
容
器
ご
と
に
一
回
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
供
給
開
始
後
毎
日
一
回
、
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備

の
出
口
に
お
い
て
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ガ
ス
の
熱
量
、
燃
焼
速
度
又
は
ウ

ォ
ッ
ベ
指
数
が
そ
の
ガ
ス
を
製
造
す
る
ガ
ス
発
生
設
備
の
種
類
及
び
型
式
並
び
に
そ
の
運
転
方
法
に
照
ら
し
て

一
定
範
囲
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
者
が
そ
の
承
認
を
受
け
た

と
こ
ろ
に
従
つ
て
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
と
き
、
又
は
そ
の
承
認
を
受
け
た
ガ
ス
事
業
者
か
ら
当
該
ガ
ス
発
生
設

備
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
災
害
の
復
旧
を
図
る
た
め
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て

ガ
ス
の
製
造
を
行
う
と
き
は
、
熱
量
、
燃
焼
速
度
又
は
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
に
つ
い
て
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

二
　
圧
力
に
あ
つ
て
は
、
常
時
、
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
の
出
口
に
お
い
て
、
圧
力
値
を
自
動
的
に
記
録
す
る
圧

力
計
を
使
用
し
て
測
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
使
用
者
に
ガ
ス
を
供
給
す
る
た
め
の
も
の
に
あ
つ
て
は
こ

の
限
り
で
な
い
。

３
　
災
害
そ
の
他
の
非
常
時
に
ガ
ス
の
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
熱
量
及
び

燃
焼
性
が
測
定
さ
れ
た
液
化
天
然
ガ
ス
を
用
い
て
そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
一
時
的
に
供
給
す
る
と

き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

４
　
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
熱
量
等
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
熱
量
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
十
又
は
様
式
第
十
一
に
よ
る
こ
と
。

二
　
圧
力
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
圧
力
計
の
記
録
方
法
に
よ
る
こ
と
。

三
　
燃
焼
性
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
十
三
に
よ
る
こ
と
。

５
　
前
項
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
一
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
七
十
九
条
　
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
測
定
の
結
果
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の

他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
禁
止
行
為
）

第
七
十
九
条
の
二
　
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
阻
害
す
る
も
の

と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
、
そ
の
特
定
関
係
事
業
者
た
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
と

同
一
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
商
号
を
用
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
容
易
に
視
認
で
き
な
い
場
所
に

刻
印
し
、
又
は
表
示
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

二
　
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
、
そ
の
特
定
関
係
事
業
者
た
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
と

同
一
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
商
標
を
用
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が

そ
の
特
定
関
係
事
業
者
た
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
と
同
一
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ

の
な
い
商
標
と
併
せ
て
用
い
る
場
合
又
は
容
易
に
視
認
で
き
な
い
場
所
に
刻
印
し
、
若
し
く
は
表
示
す
る
場
合

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

三
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
託
送
供
給
の
業
務
を
行
う
部
門
（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当

該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
）
が
、
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業
若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事

業
（
ガ
ス
小
売
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
ガ
ス
を
製
造
す
る
も
の
に
限
る
。
第
七
十
九
条
の
十
四
第
一
項
第

一
号
ロ
、
第
二
号
、
第
八
号
及
び
第
十
二
号
、
第
百
二
十
七
条
の
二
並
び
に
第
百
二
十
七
条
の
三
第
一
項
第
一

号
、
第
二
号
、
第
八
号
及
び
第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
業
務
を
営
む
部
門
又
は
当
該
一
般
ガ
ス
導

管
事
業
者
の
関
係
事
業
者
（
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

の
子
会
社
、
親
会
社
若
し
く
は
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
以
外
の
当
該
親
会
社
の
子
会
社
等
に
該
当
す
る
ガ

ス
小
売
事
業
者
若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
又
は
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
の
親
会

社
等
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
親
会
社
等
を
い
う
。
以
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下
第
七
十
九
条
の
三
及
び
第
百
二
十
七
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
第
七
十
九
条
の
十
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
特
定
関
係
事
業
者
）
た
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
に
対
す
る
需
要
家
、

取
引
先
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
資
す
る
広
告
、
宣
伝
そ
の
他
の
営
業
行
為
を
行
う
こ

と
。

（
特
定
関
係
事
業
者
に
関
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
）

第
七
十
九
条
の
三
　
法
第
五
十
四
条
の
四
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業

者
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
の
親
会
社
等
（
当
該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
該

当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
取
締
役
又
は
執
行
役
の
兼
職
の
制
限
の
例
外
）

第
七
十
九
条
の
四
　
法
第
五
十
四
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と

す
る
。

一
　
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
お
い
て
、
兼
職
（
法
第
五
十
四
条
の
四
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ

れ
る
兼
職
を
い
う
。
）
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
兼
職
者
」
と
い
う
。
）
が
非
公
開
情
報
（
当
該
特

別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
営
む
託
送
供
給
の
業
務
に
関
す
る
公
表
さ
れ
て
い
な
い
情
報
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
小

売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
を
い
う
。
次
条
及
び
第
七
十
九
条
の
八
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
入
手
で
き
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
及
び
兼
職
者
が
当
該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が

営
む
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
の
そ
の
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
導
管
に
係
る
業
務
の
う
ち
、
ガ
ス
小
売
事
業

又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
に
参
画
で
き
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て

い
る
場
合

二
　
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
特
定
関
係
事
業
者
に
お
い
て
、
兼
職
者
が
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事

業
の
経
営
管
理
に
係
る
業
務
運
営
上
の
重
要
な
決
定
に
参
画
で
き
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

て
い
る
場
合

（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
等
業
務
）

第
七
十
九
条
の
五
　
法
第
五
十
四
条
の
四
第
二
項
本
文
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
の
確
保
の
た
め

そ
の
運
営
に
お
け
る
中
立
性
の
確
保
が
特
に
必
要
な
業
務
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
非
公
開
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
業
務

二
　
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
の
そ
の
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
導
管
に
係
る
業
務
の
う
ち
、
ガ
ス
小
売
事
業
又

は
ガ
ス
製
造
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の

（
重
要
な
役
割
を
担
う
従
業
者
）

第
七
十
九
条
の
六
　
法
第
五
十
四
条
の
四
第
二
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
ガ
ス
小
売
事
業
者

の
従
業
者
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
の
業
務
の
運
営
に
お
け
る
重
要
な
決
定
に
参
画
す
る
管
理
的
地
位
に
あ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
同
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
ガ
ス
製
造
事
業
者
の
従
業
者
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
製
造
事
業

の
業
務
の
運
営
に
お
け
る
重
要
な
決
定
に
参
画
す
る
管
理
的
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
同
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
第
七
十
九
条
の
三
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
の
従
業

者
で
あ
つ
て
、
そ
の
経
営
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者

の
経
営
管
理
に
係
る
業
務
の
運
営
に
お
け
る
重
要
な
決
定
に
参
画
す
る
管
理
的
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。

（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）

第
七
十
九
条
の
七
　
法
第
五
十
四
条
の
五
第
一
項
の
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
と
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
特
殊

の
関
係
の
あ
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
特
定
関
係
事
業
者
の
子
会
社
等
（
当
該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
特
定
関
係
事
業
者
の
主
要
株
主
基
準
値
（
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第

五
十
九
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
主
要
株
主
基
準
値
を
い
う
。
）
以
上
の
数
の
議
決
権
の
保
有
者
（
当

該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
特
定
関
係
事
業
者
の
関
連
会
社
（
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令

第
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
関
連
会
社
を
い
う
。
）
（
当
該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（
業
務
委
託
の
禁
止
の
例
外
）

第
七
十
九
条
の
八
　
法
第
五
十
四
条
の
五
第
二
項
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
阻
害
す
る
お
そ
れ

が
な
い
場
合
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
一
時
的
な
委
託
と
し
て
す
る
場
合

二
　
業
務
を
受
託
す
る
者
（
以
下
「
受
託
者
」
と
い
う
。
）
が
、
委
託
を
し
よ
う
と
す
る
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事

業
者
の
子
会
社
（
当
該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
特
定
関
係
事
業
者
又
は
当
該
特
定
関
係
事
業
者
の
子
会

社
等
（
当
該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を

支
配
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合

三
　
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合

イ
　
非
公
開
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
を
委
託
す
る
場
合

ロ
　
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
業
務
を
委
託
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
受
託
者

の
裁
量
の
余
地
が
な
い
業
務
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
な
い
業
務
を
委
託
す
る
と
き

ハ
　
受
託
者
を
公
募
す
る
こ
と
な
く
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
が
、
当
該
委
託
に
係
る
業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事

情
に
照
ら
し
て
、
合
理
的
な
理
由
を
欠
く
場
合

（
受
託
者
の
公
募
）

第
七
十
九
条
の
九
　
法
第
五
十
四
条
の
五
第
三
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
受
託
者
の
公
募
は
、
新
聞
掲
載
、
掲
示
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
広
告
し
、
競
争
入
札
の
方
法
そ
の
他
公
正
か
つ
適
切
な
業

務
の
受
託
の
実
施
が
確
保
さ
れ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
託
者
の
公
募
の
例
外
）

第
七
十
九
条
の
十
　
法
第
五
十
四
条
の
五
第
三
項
た
だ
し
書
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
や
む

を
得
な
い
一
時
的
な
委
託
と
し
て
す
る
場
合
と
す
る
。

（
業
務
受
託
の
禁
止
の
例
外
）

第
七
十
九
条
の
十
一
　
法
第
五
十
四
条
の
五
第
四
項
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
阻
害
す
る
お
そ

れ
が
な
い
場
合
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
一
時
的
な
受
託
と
し
て
す
る
場
合

二
　
業
務
を
受
託
す
る
か
否
か
の
判
断
及
び
受
託
に
係
る
業
務
が
、
特
定
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
に
対
し
、
不
当
に

優
先
的
な
取
扱
い
を
し
、
若
し
く
は
利
益
を
与
え
、
又
は
不
当
に
不
利
な
取
扱
い
を
し
、
若
し
く
は
不
利
益
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
い
場
合

（
重
要
な
役
割
を
担
う
従
業
者
）

第
七
十
九
条
の
十
二
　
法
第
五
十
四
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
ガ
ス
小
売
事
業

者
の
従
業
者
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
の
業
務
の
運
営
に
お
け
る
重
要
な
決
定
に
参
画
す
る
管
理
的
地
位
に
あ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
同
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
ガ
ス
製
造
事
業
者
の
従
業
者
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
製
造
事
業

の
業
務
の
運
営
に
お
け
る
重
要
な
決
定
に
参
画
す
る
管
理
的
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
同
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
第
七
十
九
条
の
三
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
の
従
業

者
で
あ
つ
て
、
そ
の
経
営
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者

の
経
営
管
理
に
係
る
業
務
の
運
営
に
お
け
る
重
要
な
決
定
に
参
画
す
る
管
理
的
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。

（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
特
定
関
係
事
業
者
の
禁
止
行
為
）

第
七
十
九
条
の
十
三
　
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
第
二
号
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
阻
害
す

る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
特
定
関
係
事
業
者
が
行
う
、

当
該
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
信
用
力
又
は
知
名
度
を
利
用
し
て
、
そ
の
特
定
関
係
事
業
者
た
る
ガ
ス
小
売
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事
業
者
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
に
対
す
る
需
要
家
、
取
引
先
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
資

す
る
広
告
、
宣
伝
そ
の
他
の
営
業
行
為
と
す
る
。

（
体
制
の
整
備
等
）

第
七
十
九
条
の
十
四
　
法
第
五
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
体
制
の
整
備
そ
の
他
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
は
、
次
に

掲
げ
る
要
件
（
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
に
係
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
付
数
が
三
十
万
個
未
満
の
一
般
ガ
ス
導
管

事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
十
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
を
満

た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
の
用
に
供
す
る
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
業
務
の
用
に
供
す

る
室
と
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管

事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
こ
の
項
の
下
欄
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務

当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
特
定
関
係
事
業

者
の
業
務
（
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が

そ
の
特
定
関
係
事
業
者
か
ら
受
託
す
る
業
務

を
除
く
。
）

ロ
　
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管

事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
一
般

ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
（
非
公
開
情
報
（
当
該
一
般
ガ

ス
導
管
事
業
者
が
営
む
託
送
供
給
の
業
務
に
関
す
る
公

表
さ
れ
て
い
な
い
情
報
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
又

は
ガ
ス
製
造
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
を
い

う
。
）
を
取
り
扱
わ
な
い
業
務
を
除
く
。
）

当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業

若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
（
託

送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管

事
業
の
業
務
を
行
う
部
門
が
実
施
す
る
業
務

を
除
く
。
）
又
は
そ
の
関
係
事
業
者
の
業
務

（
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
そ
の
関
係
事

業
者
か
ら
受
託
す
る
業
務
を
除
く
。
）

二
　
託
送
供
給
の
業
務
を
行
う
部
門
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
二
十
七
条
の
三
に
お
い
て
「
託
送
供
給
部
門
」
と

い
う
。
）
に
非
公
開
情
報
（
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
営
む
託
送
供
給
の
業
務
に
関
す
る
公
表
さ
れ
て
い

な
い
情
報
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
の
用
に
供
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
次
に
掲
げ
る
要
件
（
当
該
シ
ス
テ
ム
を
当
該

一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
を
営
む
部
門
及
び
当
該
一
般
ガ
ス

導
管
事
業
者
の
関
係
事
業
者
（
特
別
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
特
定
関
係
事
業
者
。
第
十
二

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
共
用
し
な
い
場
合
は
、
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
を
満
た
す
こ
と
が
確
保

さ
れ
た
も
の
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
託
送
供
給
の
業
務
の
用
に
供
す
る
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
非
公
開
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
必
要
に
応
じ
て
区
分
さ
れ
た
非
公
開
情
報
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
区
分
さ
れ
た
非
公
開
情
報
を
利
用

し
、
又
は
提
供
す
る
た
め
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
特
定
さ
れ
た
者
の
み
が
当
該
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
非
公
開
情
報
を
入
手
し
た
者
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
当
該
者
が

入
手
し
た
非
公
開
情
報
の
内
容
及
び
当
該
非
公
開
情
報
を
入
手
し
た
日
時
を
記
録
し
、
こ
れ
を
保
存
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の
他
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
入

手
、
利
用
、
提
供
そ
の
他
の
当
該
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
適
正
な
も
の
と
す
る
た
め
に
当
該
一
般

ガ
ス
導
管
事
業
者
の
役
員
（
取
締
役
、
執
行
役
、
理
事
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
こ
の
号
、
次
号
、

第
六
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
百
二
十
七
条
の
三
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
及
び
従
業
者
（
役
員
及
び
従
業
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
第
七
号
並
び
に
第
百
二
十
七
条
の
三
第
一

項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
遵
守
す
べ
き
規
程
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
規
程
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
、
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
役
員
及
び
従
業

者
に
対
し
必
要
な
研
修
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の
他
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
管

理
責
任
者
（
次
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
「
情
報
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
情
報
管
理
責
任
者
は
、
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
役
員
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
こ
と
と
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

七
　
情
報
管
理
責
任
者
を
し
て
、
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
規
程
が
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
役
員

及
び
従
業
者
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
る
よ
う
、
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の
他
そ
の
一
般
ガ

ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
を
管
理
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八
　
託
送
供
給
部
門
を
し
て
、
託
送
供
給
の
業
務
に
つ
い
て
、
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
と
ガ
ス
小
売
事
業
者

又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
（
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
を

営
む
部
門
を
含
む
。
）
と
の
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
及
び
そ
の
内
容
（
こ
の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
取

引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
等
」
と
い
う
。
）
を
記
録
し
、
こ
れ
を
保
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ

の
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
等
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

九
　
法
令
等
（
法
令
、
法
令
に
基
づ
く
行
政
官
庁
の
処
分
又
は
約
款
若
し
く
は
業
務
規
程
そ
の
他
の
規
則
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
遵
守
す
る
た
め
の
体
制
の
確
保
に
係
る
責
任
者
（
以
下
「
法
令
遵
守
責
任
者
」
と
い
う

。
）
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
　
法
令
遵
守
責
任
者
を
し
て
、
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
が
法
令
等
に
適
合

す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
規
程
及
び
計
画
を
整
備
し
、
及
び
運
用
す
る
こ
と
並
び
に
そ
の
業
務
執
行
の
状

況
の
監
視
（
次
条
に
お
い
て
「
法
令
等
を
遵
守
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
等
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

十
一
　
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
の
実
施
状
況

を
監
視
す
る
部
門
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
監
視
部
門
」
と
い
う
。
）
を
託
送
供
給
部
門
と
は
別
に
置
く
も

の
で
あ
る
こ
と
。

十
二
　
監
視
部
門
は
、
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
を
営
む

部
門
及
び
当
該
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
関
係
事
業
者
か
ら
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と
。

十
三
　
監
視
部
門
を
し
て
、
託
送
供
給
部
門
に
お
け
る
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の
他
そ
の

一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
視
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

十
四
　
監
視
部
門
を
し
て
、
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
の
運
営
及
び
内
容
に
つ

い
て
、
法
令
等
を
遵
守
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
視
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
五
　
監
視
部
門
を
し
て
、
前
二
号
の
規
定
に
よ
り
行
わ
せ
た
監
視
の
結
果
を
取
締
役
会
そ
の
他
の
業
務
執
行
を

決
定
す
る
機
関
に
報
告
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
前
項
第
二
号
ハ
及
び
第
八
号
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
保
存
期
間
は
、
五
年
間
と
す
る
。

（
体
制
の
整
備
等
に
関
す
る
報
告
）

第
七
十
九
条
の
十
五
　
法
第
五
十
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
毎
事
業
年
度
経

過
後
三
月
以
内
に
、
様
式
第
五
十
四
の
二
の
体
制
整
備
等
報
告
書
に
、
当
該
事
業
年
度
に
係
る
法
第
五
十
四
条
の

八
第
一
項
の
規
定
の
遵
守
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
及
び
そ
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

（
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
に
係
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
付
数
が
三
十
万
個
未
満
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ

つ
て
は
、
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
た
書
類
を

添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
区
分
し
た
室
の
配
置

二
　
前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
構
築
し
た
シ
ス
テ
ム
の
概
要

三
　
前
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
規
程

四
　
前
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
研
修
の
内
容

五
　
前
条
第
五
号
、
第
六
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
整
備
し
た
体
制

六
　
前
条
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
管
理
の
内
容

七
　
前
条
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
等
の
概
要

八
　
前
条
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
規
程
及
び
計
画
並
び
に
同
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果
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九
　
前
条
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果
、
法
令
等
を
遵
守
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
等
が
適
正
で

な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
体
制
の
整
備
等
を
是
正
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
そ
の
内
容
、
当
該
措

置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
理
由

十
　
前
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
整
備
し
た
体
制

十
一
　
前
条
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果

十
二
　
前
条
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果
、
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の

他
そ
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
が
適
正
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
扱
い

を
是
正
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
そ
の
内
容
、
当
該
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
理
由

十
三
　
前
条
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果
、
記
録
し
た
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
等
が
、
法

令
等
の
規
定
を
遵
守
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
方
法
を
是
正
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
た
と
き
は
そ
の
内
容
、
当
該
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
理
由

十
四
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
ほ
か
、
法
第
五
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ガ
ス
供
給

事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
講
じ
た
そ
の
他
の
措
置
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容

（
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
届
出
）

第
八
十
条
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

五
十
五
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
導
管
は
、
特
定
導
管
と
す
る
。

３
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ

の
他
の
連
絡
先
と
す
る
。

４
　
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
導
管
及
び
こ
れ
に
附
属
す
る
設
備
の
概
要
並
び
に
供
給
地
点
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図

二
　
ガ
ス
発
生
設
備
及
び
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
配
置
の
状
況
を
記
載
し
た
図
面

三
　
供
給
地
点
ご
と
の
託
送
供
給
量
を
記
載
し
た
書
類

（
供
給
地
点
の
変
更
の
届
出
）

第
八
十
一
条
　
法
第
五
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
供
給
地
点
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

五
十
六
の
供
給
地
点
変
更
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
五
十
五
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
増
加
し
、
又
は
減
少
す
る
供
給
地
点
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図
及
び
供
給
地
点
を
記
載
し
た
図
面

（
ガ
ス
工
作
物
の
変
更
の
届
出
）

第
八
十
二
条
　
法
第
五
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
変
更
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
七
の
ガ
ス
工
作
物
変
更
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
五
十
五
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
ガ
ス
工
作
物
の
廃
止
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
の
書
類
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
工
事
の
概
要
の
説
明
書

三
　
変
更
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要
を
明
示
し
た
地
形
図

（
軽
微
な
変
更
）

第
八
十
三
条
　
法
第
五
十
五
条
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
特
定
導
管
に
よ
り
供
給
す
る
ガ
ス
の
種
類
又
は
熱
量
の
変
更
で
あ
つ
て
、
十
二
Ａ
及

び
十
三
Ａ
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
内
の
変
更
と
す
る
。

（
事
業
開
始
の
予
定
年
月
日
等
の
変
更
の
届
出
）

第
八
十
四
条
　
法
第
五
十
五
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
八
の
事
業
開
始
予
定
年
月
日
等
変
更
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
の
届
出
）

第
八
十
五
条
　
法
第
五
十
五
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
九
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
休
止
（
廃
止
）
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書

類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
の
全
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
事
業
に
係
る
供
給
地
点
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図
及
び
そ
の
供
給
地
点
を
記
載

し
た
図
面

二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
事
業
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
供
給
計
画
の
期
間
）

第
八
十
六
条
　
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

２
　
大
規
模
か
つ
急
速
な
都
市
化
が
進
行
す
る
地
域
に
お
い
て
、
計
画
的
か
つ
合
理
的
な
ガ
ス
の
供
給
を
確
保
す
る

た
め
三
年
を
こ
え
る
期
間
に
つ
い
て
計
画
を
作
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
一
般

ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
年
と
す
る
。

（
供
給
計
画
の
届
出
）

第
八
十
七
条
　
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
供
給
計
画
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
初
年
度

以
降
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
供
給
計
画
期
間
」
と
い

う
。
）
に
お
け
る
ガ
ス
の
需
要
及
び
供
給
、
ガ
ス
工
作
物
、
設
備
投
資
、
供
給
区
域
そ
の
他
の
一
般
ガ
ス
導
管
事

業
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
六
十
の
供
給
計
画
届
出
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
供
給
計
画
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
六

十
一
の
供
給
計
画
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
及
び
当
該
変
更
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添

え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
給
計
画
の
公
表
）

第
八
十
八
条
　
法
第
五
十
六
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
供
給
計
画
期
間
に
お
け
る
行
政
区
域

別
の
ガ
ス
の
普
及
計
画
、
主
な
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
計
画
、
供
給
区
域
の
概
要
そ
の
他
の
事
項
と
す
る
。

２
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
営
業
所
及
び
事
務
所
に
添
え
置
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
災
害
時
連
携
計
画
の
届
出
）

第
八
十
八
条
の
二
　
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
災
害
時
連
携
計
画
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
様
式
第
六
十
一
の
二
の
災
害
時
連
携
計
画
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
災
害
時
連
携
計
画
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

変
更
後
遅
滞
な
く
、
様
式
第
六
十
一
の
三
の
災
害
時
連
携
計
画
変
更
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
災
害
時
連
携
計
画
の
記
載
事
項
）

第
八
十
八
条
の
三
　
法
第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
復
旧
方
法
等
の
共
通
化
に
関
す
る
事
項

二
　
災
害
時
に
お
け
る
復
旧
に
必
要
な
情
報
の
共
有
方
法
に
関
す
る
事
項

三
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
よ
る
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
の
派
遣
及
び
運
用
に
関
す
る
事
項

四
　
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

五
　
共
同
訓
練
に
関
す
る
事
項

第
三
款
　
ガ
ス
工
作
物

第
一
目
　
技
術
上
の
基
準
へ
の
適
合
等

（
公
共
の
安
全
の
確
保
上
特
に
重
要
な
ガ
ス
工
作
物
）

第
八
十
九
条
　
法
第
六
十
二
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
ガ
ス
工
作
物
は
、
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
街
等
、
特
定
地
下
室
等
、
超
高
層
建
物
、
高
層
建
物
、
特

定
大
規
模
建
物
、
特
定
中
規
模
建
物
、
特
定
公
共
用
建
物
、
工
業
用
建
物
（
木
造
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
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建
物
を
除
く
。
）
、
一
般
業
務
用
建
物
（
木
造
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
建
物
（
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定

す
る
学
校
、
同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
及
び
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学

校
並
び
に
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
又
は
一
般
集
合
住
宅

（
木
造
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
建
物
を
除
く
。
）
に
対
す
る
ガ
ス
の
供
給
の
た
め
に
施
設
す
る
ガ
ス
工
作
物

と
す
る
。

（
成
分
の
検
査
方
法
）

第
九
十
条
　
法
第
六
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
成
分
の
検
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ガ
ス
中
の
硫
黄
全
量
、
硫
化
水
素
及
び
ア
ン
モ
ニ
ア
の
成
分
が
原
料
の
種
類
に
照

ら
し
て
一
定
数
量
以
下
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
（
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
で
あ
つ

て
、
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ

る
も
の
（
供
給
区
域
内
に
お
け
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
付
数
が
百
万
個
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
場
合

は
、
産
業
保
安
監
督
部
長
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
承
認
を
受
け
た
者
が
そ
の
承
認
を
受
け
た
と
こ

ろ
に
従
つ
て
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
場
合
及
び
ガ
ス
の
使
用
者
に
対
し
専
用
の
導
管
に
よ
り
大
口
供
給
を
行
う
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
ガ
ス
の
成
分
の
検
査
を
要
せ
ず
、
食
品
廃
棄
物
、
下
水
汚
泥
又
は
こ
れ
ら
を
混
合
し
た
も
の

で
あ
つ
て
、
そ
の
含
水
率
が
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
を
原
料
と
し
て
発
酵
さ
せ
た
メ
タ
ン
を
主
成
分
と

す
る
ガ
ス
を
供
給
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
成
分
に
つ
い
て
検
査
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
ガ
ス
（
天
然
ガ
ス
又
は
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
若
し
く
は
ブ
チ
レ
ン
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ス
及

び
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
て
製
造
し
た
ガ
ス
並
び
に
こ
れ
ら
に
空
気
を
混
入
し
た
ガ
ス
を
除
く
。
）
の
硫
黄
全
量
、

硫
化
水
素
及
び
ア
ン
モ
ニ
ア
に
つ
い
て
毎
週
一
回
、
製
造
所
の
出
口
及
び
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供

給
を
受
け
る
事
業
場
の
出
口
（
当
該
出
口
に
お
け
る
測
定
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し

た
と
き
は
、
そ
の
指
定
す
る
場
所
）
に
お
い
て
、
日
本
産
業
規
格
Ｋ
二
三
〇
一
（
二
〇
一
一
）
「
燃
料
ガ
ス
及

び
天
然
ガ
ス―

分
析
・
試
験
方
法
」
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
検
査
す
る
も
の
と
す
る
。

二
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
前
号
の
検
査
を
し
た
ガ
ス
の
成
分
の
量
を
記
録
す
る
方
法
は
、
様
式
第
十
七
に
よ

り
記
録
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
記
録
の
保
存
の
期
間
は
、
一
年
間
と
す
る
。

２
　
法
第
六
十
三
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
数
量
は
、
標
準
状
態
に
お
け
る
乾
燥
し
た
ガ
ス
一
立
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
、
硫
黄
全
量
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
五
グ
ラ
ム
、
硫
化
水
素
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
二
グ
ラ
ム
、
ア
ン
モ
ニ

ア
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
二
グ
ラ
ム
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
九
十
一
条
　
法
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
記
録
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
目
　
自
主
的
な
保
安

（
保
安
規
程
）

第
九
十
二
条
　
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
保
安
規
程
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
関
す
る
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
旅
行
、
疾
病
そ
の
他
事
故
に
よ
つ
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
そ

の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
保
安
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
保
安
の
た
め
の
巡
視
、
点
検
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と

（
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

五
　
ガ
ス
工
作
物
の
運
転
又
は
操
作
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
ガ
ス
工
作
物
の
運
転
又
は
操
作
を
管
理
す
る
電
子
計
算
機
に
係
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関
す

る
こ
と
。

七
　
導
管
の
工
事
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
導
管
の
工
事
現
場
の
責
任
者
の
条
件
そ
の
他
導
管
の
工
事
現
場
に
お
け
る
保
安
監
督
体
制
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
導
管
の
周
囲
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
以
外
の
工
事
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
導
管
の
維
持
及

び
運
用
に
関
す
る
保
安
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
関
す
る
保
安
に
つ
い
て
の
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
保
安
規
程
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
措

置
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
　
そ
の
他
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
保
安
に
関
し
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

２
　
強
化
地
域
内
に
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
除

く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
警
戒
宣
言
の
伝
達
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る

こ
と
。

三
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
保
安
要
員
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
ガ
ス
工
作
物
の
巡
視
、
点
検
及
び
検
査
並
び
に
運
転
又
は
操
作
に

関
す
る
こ
と
。

五
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
設
備
及
び
資
材
の
確
保
、
点
検
及
び
整
備
に
関
す

る
こ
と
。

六
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
地
震
防
災
に
関
し
と
る
べ
き
措
置
に
係
る
教
育
、
訓
練
及
び
広
報
に
関
す

る
こ
と
。

七
　
そ
の
他
地
震
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

３
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
強
化
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
強
化
地
域

内
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内

に
保
安
規
程
に
お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
、
法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業

者
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
除
き
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災

対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定

め
る
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

５
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い
て

ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
保
安
規

程
に
お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
、
法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

６
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に

ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
除
き
、
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
に
限
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ

と
。
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二
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に

関
す
る
こ
と
。

７
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
一
般
ガ
ス

導
管
事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
保
安
規
程
に
お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
定
め
、
法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ガ
ス
工
作

物
に
係
る
第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
三
条
　
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
八
の
保
安
規
程
届

出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
九
の
保
安
規
程
変
更
届
出
書

に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
等
）

第
九
十
四
条
　
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
事
業
場
（
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
ガ
ス
工
作
物
の
み
を
設
置
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
場
に
お
け
る
ガ
ス

主
任
技
術
者
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
選
任
に
係
る
事
業
場
に
駐
在
し
な
い
者
を
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
選
任
し
、
又

は
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
二
以
上
の
事
業
場
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
兼
ね
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
百

九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
四
号
に
係
る
も
の
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
実
務
の
経
験
）

第
九
十
五
条
　
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
実
務
の
経
験
は
、
甲
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
製
造
又
は
供
給
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に

関
す
る
業
務
に
通
算
し
て
一
年
以
上
従
事
し
た
こ
と
と
し
、
乙
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
に
あ
つ
て
は
実
務
の
経
験
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
経
験
は
、
当
該
経
験
と
同
等
以
上
の
実
務
の
経
験
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
定
し
た
経

験
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
の
実
務
経
験
認
定
申
請

書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
実
務
の
経
験
に
関
す
る
説
明
書

二
　
履
歴
書

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
解
任
の
届
出
）

第
九
十
六
条
　
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
一
の
ガ
ス
主
任

技
術
者
選
任
又
は
解
任
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
第
二
十
六
条

第
一
項
の
表
第
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
解
任
に
係
る
場
合
を
除
き
、
前
条
第
一

項
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
目
　
工
事
計
画
及
び
検
査

（
工
事
計
画
の
届
出
）

第
九
十
七
条
　
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
は
、
別

表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
六
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
一
の
中
欄
に
掲
げ
る

変
更
の
工
事
を
伴
う
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

３
　
法
第
六
十
八
条
第
八
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
条
第
一
項
第
一
号
の
工
事
計
画
の

記
載
事
項
の
変
更
を
伴
う
場
合
以
外
の
場
合
と
す
る
。

第
九
十
八
条
　
法
第
六
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
八

の
工
事
計
画
（
変
更
）
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
届
出
が
廃

止
の
工
事
に
係
る
場
合
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
工
事
計
画
書

二
　
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類

三
　
工
事
工
程
表

四
　
変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
場
合
は
、
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

２
　
前
項
第
一
号
の
工
事
計
画
書
に
は
、
届
出
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
に
応
じ
て
、
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
が
変
更
の
工
事
（
廃
止
の
工
事
を
除

く
。
）
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
別
表
第
一
の
中
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
計
画
を
分
割
し
て
法
第
六
十
八
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す

る
場
合
は
、
第
一
項
各
号
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
届
出
に
係
る
部
分
以
外
の
工
事
の
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書

類
を
添
え
て
そ
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
九
条
　
法
第
六
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
九
の
工
事
計
画

軽
微
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
添
付
書
類
の
省
略
）

第
百
条
　
法
第
六
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出

書
に
添
付
す
べ
き
書
類
の
う
ち
、
経
済
産
業
大
臣
（
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
ガ
ス
工

作
物
に
係
る
場
合
は
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
第
百
三
条
第
四
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
届
出
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
型
式
、
設
計
等
か
ら
み
て
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

旨
の
指
示
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

（
使
用
前
検
査
）

第
百
一
条
　
法
第
六
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
を
す
る
ガ
ス
工
作
物
で
あ
つ
て
、
法
第

六
十
九
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
条
　
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
等
の
状
況
並
び
に
機
能

及
び
作
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分

な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
登
録
ガ

ス
工
作
物
検
査
機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
前
検
査
申
請
書
を
当
該
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
三
条
　
法
第
六
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
工
作
物
を
試
験
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
（
そ
の
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
ガ
ス
を
使
用
者
に
供
給
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
使
用
の
方
法
を
変
更
す
る
ご
と
に
ガ
ス
の
熱
量
等
を
測
定
し
て
供
給
す

る
場
合
に
限
る
。
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
一
号
に
係
る
も
の

を
受
け
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
期
間
内
に
お
い
て
そ
の
承
認
を
受
け
た
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
場
合

三
　
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
に
合
格
し
た
ガ
ス
工
作
物
で
あ
つ
て
、

当
該
合
格
後
に
当
該
合
格
に
係
る
場
所
以
外
の
場
所
に
移
転
し
た
も
の
を
、
当
該
合
格
に
係
る
場
所
に
移
転
し

て
使
用
す
る
場
合
（
当
該
ガ
ス
工
作
物
を
当
該
合
格
に
係
る
場
所
か
ら
移
転
し
た
時
か
ら
、
当
該
合
格
に
係
る

場
所
に
移
転
し
て
使
用
す
る
時
ま
で
の
間
に
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
を
修
理
し
、
若
し
く
は
改
造
し
、
又
は
当
該

ガ
ス
工
作
物
が
損
壊
し
た
場
合
を
除
く
。
）

四
　
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
の
状
況
又
は
工
事
の
内
容
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
が
支
障
が
な
い
と
認
め
て

検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
指
示
し
た
場
合

（
使
用
前
自
主
検
査
等
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
百
四
条
　
法
第
六
十
九
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
自
主
検
査
の
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
主
検
査
年
月
日
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二
　
自
主
検
査
の
対
象

三
　
自
主
検
査
の
方
法

四
　
自
主
検
査
の
結
果

五
　
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
（
自
主
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業

者
の
名
称
及
び
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
）

六
　
自
主
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

七
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
の
結
果

２
　
前
項
の
記
録
は
、
そ
の
記
録
を
行
つ
た
日
か
ら
五
年
間
（
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
に
合
格
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
格
し
た
日
か
ら
五
年
間
）
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
五
条
　
法
第
六
十
九
条
第
三
項
の
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
仮
合
格
の
承
認
）

第
百
六
条
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
は
、
法
第
七
十
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第

六
十
二
の
仮
合
格
承
認
申
請
書
に
、
仮
合
格
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
定
期
自
主
検
査
）

第
百
七
条
　
法
第
七
十
一
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
は
、
次
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
（
不
活
性
の

ガ
ス
（
空
気
を
含
む
。
）
又
は
不
活
性
の
液
化
ガ
ス
の
み
を
通
ず
る
も
の
及
び
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の

を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
発
生
設
備
（
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
を
気
化
し
て
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
設
備
（
気

化
し
た
ガ
ス
の
出
口
部
分
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
ガ
ス

精
製
設
備
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
、
熱
交
換
器
、
冷
凍
設
備
（
小
型
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の
も

の
を
除
く
。
）
、
導
管
及
び
整
圧
器

二
　
熱
量
調
整
装
置
に
属
す
る
容
器
又
は
付
臭
剤
を
収
納
す
る
容
器

２
　
法
第
七
十
一
条
の
自
主
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
開
放
、
分
解
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
及
び
異
常
の
発
生
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

二
　
試
運
転
そ
の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

第
百
八
条
　
法
第
七
十
一
条
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
、
運
転
時
間
等
に
応
じ
、
告
示
に
定
め
る
時
期

ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
二
号
又
は
第
三

号
に
係
る
も
の
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
時
期
と
す
る
。

（
定
期
自
主
検
査
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
百
九
条
　
法
第
七
十
一
条
の
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
自
主
検
査
年
月
日

二
　
自
主
検
査
の
対
象

三
　
自
主
検
査
の
方
法

四
　
自
主
検
査
の
結
果

五
　
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
（
自
主
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業

者
の
名
称
及
び
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
）

六
　
自
主
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

２
　
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
五
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
十
条
　
法
第
七
十
一
条
の
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
目
　
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者

（
認
定
の
申
請
）

第
百
十
条
の
二
　
法
第
七
十
一
条
の
二
の
認
定
（
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
（
第
二
号
及
び
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
二
十
九
の
二
に
よ
る
認

定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
認
定
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
者
の
体
制
並
び
に
そ
の
使
用
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
及
び
種
類
を
記
載

し
た
書
類

二
　
申
請
者
が
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

（
認
定
の
基
準
等
）

第
百
十
条
の
三
　
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
基
準
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
保
安
の
確
保
の
方
法
が
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
の
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て

当
該
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
第
一
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ

と
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
の
申
請
の
内
容
が
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

申
請
者
に
様
式
第
二
十
九
の
三
の
認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
）

第
百
十
条
の
四
　
前
二
条
の
規
定
は
、
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
の
認

定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
百
十
条
の
五
　
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
九
の
四
の
認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記

載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
取
消
し
等
に
伴
う
定
期
自
主
検
査
）

第
百
十
条
の
六
　
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
係
る
認
定
が
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
つ

た
と
き
は
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
ガ
ス
工
作
物

（
前
回
の
定
期
自
主
検
査
を
終
了
し
た
日
（
定
期
自
主
検
査
を
行
つ
て
い
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
運
転
が

開
始
さ
れ
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
第
百
八
条
の
告
示
に
定
め
る
時
期
を
経
過
し
た
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、

遅
滞
な
く
、
定
期
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
規
程
に
係
る
特
例
）

第
百
十
条
の
七
　
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
九
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
認
定
が
法
第
七
十
一

条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の
事
由
に

よ
り
そ
の
効
力
を
失
う
日
ま
で
の
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
認
定
期
間
」
と
い
う
。
）
、
そ
の
定
め
た
保
安
規
程

（
保
安
規
程
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
第
百
十
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
存

す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

三
十
四
条
の
九
前
段
の
場
合
（
保
安
規
程
を
変
更
し
た
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
変
更
の
内
容
、
年
月
日
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及
び
理
由
を
記
載
し
た
記
録
（
第
百
十
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
「
保
安
規
程
の
変
更
記
録
」
と
い
う
。
）
を

作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
又
は
認
定
期
間
の
い
ず
れ
か
短
い
期
間
保
存
す
る
も
の
と
す

る
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
係
る
特
例
）

第
百
十
条
の
八
　
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
解
任
し
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
）
を
記
載
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
又
は
解
任

に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状

の
種
類
及
び
番
号

三
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
年
月
日

四
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
他
の
事
業
場
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
兼
ね
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
兼
ね
て
い
る
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

五
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
職
務
以
外
の
職
務
を
行
つ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
の
内
容

六
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
監
督
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要

（
工
事
計
画
の
特
例
）

第
百
十
条
の
九
　
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
一
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
と
す
る
。

一
　
ば
い
煙
発
生
施
設

二
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設

三
　
水
銀
排
出
施
設

四
　
騒
音
発
生
施
設

五
　
振
動
発
生
施
設

２
　
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

三
十
四
条
の
十
一
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
前
段
に
規
定
す
る
工
事
の
完
成
後
三
十
日
以
内
に
、
様
式
第

二
十
九
の
五
の
工
事
完
成
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
工
事
完
成
書

二
　
当
該
工
事
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
書
類

三
　
工
事
工
程
実
績
表

四
　
変
更
の
工
事
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
変
更
を
必
要
と
し
た
理
由
を
記
載
し
た
書
類

３
　
前
項
第
一
号
の
工
事
完
成
書
に
は
、
当
該
工
事
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種

類
に
応
じ
て
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出

が
変
更
の
工
事
（
廃
止
の
工
事
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い

よ
う
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
前
検
査
の
特
例
）

第
百
十
条
の
十
　
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
も
の
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
と
す
る
。

２
　
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
後
段
の
自
主
検
査
は
、

ガ
ス
工
作
物
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
等
の
状
況
並
び
に
機
能
及
び
作
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
法
第
六
十
九
条
第
二

項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
自
主
検
査
を
行
つ
た
と
き
は
、
第
百
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
保
存
す
る
も
の

と
す
る
。

（
定
期
自
主
検
査
の
特
例
）

第
百
十
条
の
十
一
　
法
第
七
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
三
後
段
の
規
定
に

よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
行
う
法
第
七
十
一
条
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
種

類
、
運
転
時
間
及
び
状
態
を
勘
案
し
て
、
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
定
め
る
適
切
な
時
期
に

行
う
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
十
条
の
十
二
　
保
安
規
程
、
保
安
規
程
の
変
更
記
録
、
第
百
十
条
の
八
に
規
定
す
る
記
録
及
び
第
百
十
条
の
十

第
三
項
に
規
定
す
る
記
録
（
次
項
に
お
い
て
「
記
録
等
」
と
い
う
。
）
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
記
録
等
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
特
定
ガ
ス
導
管
事
業

第
一
款
　
事
業
の
届
出

（
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
届
出
）

第
百
十
一
条
　
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式

第
五
十
五
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
七
十
二
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
導
管
は
、
特
定
導
管
と
す
る
。

３
　
法
第
七
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他
の
連
絡
先

二
　
そ
の
行
う
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
以
外
の
事
業
の
概
要

４
　
法
第
七
十
二
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
導
管
及
び
こ
れ
に
附
属
す
る
設
備
の
概
要
並
び
に
供
給
地
点
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図

二
　
ガ
ス
発
生
設
備
及
び
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
配
置
の
状
況
を
記
載
し
た
図
面

三
　
供
給
地
点
ご
と
の
託
送
供
給
量
を
記
載
し
た
書
類

四
　
主
た
る
技
術
者
の
履
歴
書

五
　
届
出
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
届
出
者
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

六
　
届
出
者
が
法
人
の
発
起
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款

（
供
給
地
点
の
変
更
の
届
出
）

第
百
十
二
条
　
法
第
七
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
供
給
地
点
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

五
十
六
の
供
給
地
点
変
更
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
に
係
る
法
第
七
十
二
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書

類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
増
加
し
、
又
は
減
少
す
る
供
給
地
点
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図
及
び
供
給
地
点
を
記
載
し
た
図
面

（
ガ
ス
工
作
物
の
変
更
の
届
出
）

第
百
十
三
条
　
法
第
七
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
変
更
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
七
の
ガ
ス
工
作
物
変
更
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
に
係
る
法
第
七
十
二
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書

類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
ガ
ス
工
作
物
の
廃
止
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
の
書
類
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
工
事
の
概
要
の
説
明
書

三
　
変
更
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要
を
明
示
し
た
地
形
図
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（
軽
微
な
変
更
）

第
百
十
四
条
　
法
第
七
十
二
条
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
軽
微
な
変
更
は
、
特
定
導
管
に
よ
り
供
給
す
る
ガ
ス
の
種
類
又
は
熱
量
の
変
更
で
あ
つ
て
、
十
二
Ａ
及
び
十

三
Ａ
の
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
内
の
変
更
と
す
る
。

（
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
）

第
百
十
五
条
　
法
第
七
十
二
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲

げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
八
の
事
業
開
始
予
定
年
月
日
等
変
更
届
出
書
を

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
百
十
六
条
　
法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
六
十

三
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
承
継
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
全
部
の
譲
渡
し
又
は
相
続
、
合
併
若
し
く
は
分
割
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
が
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ
　
法
人
の
発
起
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款

（
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
並
び
に
法
人
の
解
散
の
届
出
）

第
百
十
七
条
　
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
九
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
休
止
（
廃
止
）
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書

類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
の
全
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
事
業
に
係
る
供
給
地
点
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図
及
び
そ
の
供
給
地
点
を
記
載

し
た
図
面

二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
事
業
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

２
　
法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
た
る
法
人
の
解
散
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
六
十
四
の
解
散
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
款
　
業
務

（
託
送
供
給
約
款
に
お
い
て
定
め
る
べ
き
事
項
）

第
百
十
八
条
　
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
託
送
供
給
約
款
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
連
結
託
送
供
給
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
適
用
範
囲

ロ
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

ハ
　
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

ニ
　
ガ
ス
の
受
入
量
及
び
供
給
量
の
計
測
方
法
並
び
に
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
の
徴
収
の
方
法

ホ
　
託
送
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ガ
ス
の
熱
量
等
の
範
囲
、
組
成
そ
の
他
の
ガ
ス
の
受
入
条
件
に
関
す
る

事
項

ヘ
　
託
送
供
給
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

ト
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
供
給
の
相
手
方
の
保
安
上

の
責
任
に
関
す
る
事
項

チ
　
ガ
ス
の
受
入
れ
及
び
供
給
の
制
限
又
は
停
止
並
び
に
こ
れ
ら
の
解
除
に
関
す
る
事
項

リ
　
契
約
の
申
込
み
の
方
法
並
び
に
契
約
の
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

ヌ
　
イ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
条
件
又
は
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
供
給
の
相
手
方
の

責
任
に
関
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

ル
　
有
効
期
間
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

ヲ
　
導
管
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図
の
閲
覧
場
所

ワ
　
実
施
期
日

二
　
託
送
供
給
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

イ
　
適
用
範
囲

ロ
　
料
金

ハ
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

ニ
　
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
内
容

ホ
　
ガ
ス
の
受
入
量
及
び
供
給
量
の
計
測
方
法
並
び
に
料
金
そ
の
他
の
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
の

徴
収
の
方
法

ヘ
　
託
送
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ガ
ス
の
熱
量
等
の
範
囲
、
組
成
そ
の
他
の
ガ
ス
の
受
入
条
件
に
関
す
る

事
項

ト
　
託
送
供
給
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

チ
　
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
供
給
の
相
手
方
の
保
安
上

の
責
任
に
関
す
る
事
項

リ
　
ガ
ス
の
受
入
れ
及
び
供
給
の
制
限
又
は
停
止
並
び
に
こ
れ
ら
の
解
除
に
関
す
る
事
項

ヌ
　
契
約
の
申
込
み
の
方
法
並
び
に
契
約
の
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

ル
　
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
供
給
条
件
又
は
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
供
給
の
相
手
方
の

責
任
に
関
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

ヲ
　
有
効
期
間
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

ワ
　
導
管
の
位
置
を
明
示
し
た
地
形
図
の
閲
覧
場
所

カ
　
実
施
期
日

（
託
送
供
給
約
款
の
届
出
等
）

第
百
十
九
条
　
法
第
七
十
六
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
ガ
ス
導

管
事
業
者
は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
六
十
五
の
託
送
供
給
約
款
届
出
書
に
当
該
託
送
供
給

約
款
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第
十
五
、
様

式
第
十
六
第
一
表
、
第
二
表
及
び
第
二
表
補
足
並
び
に
様
式
第
十
七
（
同
令
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
選
択
的
託
送
供
給
約
款
料
金
を
設
定
し
な
い
場
合
に
は
同
令
様
式
第
十
七
第
一
表
。
以
下
同
じ
。
）
の
書
類

二
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ

て
は
、
同
令
様
式
第
十
六
第
三
表
、
第
四
表
及
び
第
四
表
補
足
並
び
に
第
五
表
及
び
第
五
表
補
足
の
書
類

三
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
四
条
か

ら
第
三
十
七
条
ま
で
の
規
定
と
は
異
な
る
料
金
の
算
定
方
法
を
定
め
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、

同
令
様
式
第
十
九
の
書
類

四
　
供
給
の
相
手
方
の
負
担
と
な
る
も
の
（
料
金
を
除
く
。
）
の
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の

方
法
に
関
す
る
説
明
書

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
条
　
法
第
七
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
六
の
託
送
供
給

約
款
制
定
不
要
承
認
申
請
書
に
、
託
送
供
給
約
款
を
定
め
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
書
類
を
添
え
て
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
一
条
　
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
様
式
第
六
十
六
の
託
送
供
給
約
款
変
更
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
変
更
前
の
託
送
供
給
約
款

三
　
第
百
十
八
条
第
二
号
ロ
の
事
項
を
変
更
（
消
費
税
等
相
当
額
の
み
の
変
更
を
除
く
。
）
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
次
に
掲
げ
る
書
類
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イ
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第
十
五
、

様
式
第
十
六
第
一
表
、
第
二
表
及
び
第
二
表
補
足
並
び
に
様
式
第
十
七
の
書
類

ロ
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ

つ
て
は
、
同
令
様
式
第
十
六
第
三
表
、
第
四
表
及
び
第
四
表
補
足
の
書
類
並
び
に
第
五
表
及
び
第
五
表
補
足

の
書
類

ハ
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
四
条

か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
の
規
定
と
は
異
な
る
料
金
の
算
定
方
法
を
定
め
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て

は
、
同
令
様
式
第
十
九
の
書
類

ニ
　
イ
、
ロ
及
び
ハ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
第
三
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
令
様
式
第
十
八
の
書
類

四
　
第
百
十
八
条
第
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
又
は
同
条
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
託
送
供
給
利
用
者
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法

に
関
す
る
説
明
書

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
書
類
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
託
送
供
給
約
款
以
外
の
供
給
条
件
の
承
認
の
申
請
）

第
百
二
十
二
条
　
法
第
七
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
七
の
託
送
供

給
特
例
認
可
（
承
認
）
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
法
第
七
十
六
条
第
一
項
本
文
の
認
可
を
受
け
た
託
送
供
給
約
款
以
外
の
供
給
条
件
に
よ
る
託
送
供
給
を
必
要

と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
料
金
そ
の
他
の
供
給
の
相
手
方
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

（
託
送
供
給
約
款
の
公
表
）

第
百
二
十
三
条
　
法
第
七
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
公
表
は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
か

ら
、
営
業
所
及
び
事
務
所
に
添
え
置
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
託
送
供
給
条
件
の
届
出
等
）

第
百
二
十
四
条
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
条
件
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
実

施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
五
十
の
託
送
供
給
条
件
届
出
書
に
当
該
託
送
供
給
条
件
に
関
す
る
説
明
書
を

添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
条
件
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
実
施
の

日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
五
十
一
の
託
送
供
給
条
件
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た

書
類
及
び
変
更
後
の
託
送
供
給
条
件
に
関
す
る
説
明
書
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
百
二
十
五
条
　
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
を
営
む
他
の
者
に
ガ
ス
を
供
給
し
よ
う
と
す
る
承
認
特
定
ガ
ス
導
管
事
業

者
（
前
条
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
五
十
第
二
表
を
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
熱
量
等
の
測
定
方
法
）

第
百
二
十
六
条
　
法
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
熱
量
等
の
測
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
導
管
が
託
送
供
給
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
特
定
導

管
に
つ
い
て
圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
熱
量
に
あ
つ
て
は
、
毎
日
一
回
、
製
造
所
の
出
口
及
び
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
事

業
場
の
出
口
（
当
該
出
口
に
お
け
る
測
定
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
（
そ
の
事
業
の
用
に
供
す

る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
者
に
係
る
場
合
は
、
産

業
保
安
監
督
部
長
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
す
る
場
所
。
以
下
第

三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
。

二
　
圧
力
に
あ
つ
て
は
、
常
時
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
出
口
、
整
圧
器
の
出
口
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
場

所
に
お
い
て
、
圧
力
値
を
自
動
的
に
記
録
す
る
圧
力
計
を
使
用
し
て
測
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
導
管
に
お
け

る
ガ
ス
の
流
量
及
び
導
管
の
内
径
に
基
づ
き
、
当
該
導
管
の
任
意
の
地
点
に
お
け
る
ガ
ス
の
圧
力
値
と
し
て
圧

力
計
を
使
用
し
て
測
定
し
た
も
の
と
同
程
度
の
も
の
を
電
子
計
算
機
を
用
い
て
推
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

三
　
燃
焼
性
に
あ
つ
て
は
、
毎
日
一
回
、
製
造
所
の
出
口
及
び
他
の
者
か
ら
導
管
に
よ
り
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る

事
業
場
の
出
口
に
お
い
て
、
燃
焼
速
度
及
び
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る

こ
と
。

２
　
災
害
そ
の
他
の
非
常
時
に
ガ
ス
の
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
熱
量
及
び

燃
焼
性
が
測
定
さ
れ
た
液
化
天
然
ガ
ス
を
用
い
て
そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
一
時
的
に
供
給
す
る
と

き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
法
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
熱
量
等
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
熱
量
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
十
又
は
様
式
第
十
一
に
よ
る
こ
と
。

二
　
圧
力
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
圧
力
計
の
記
録
方
法
に
よ
る
こ
と
。

三
　
燃
焼
性
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
十
三
に
よ
る
こ
と
。

４
　
前
項
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
一
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
二
十
七
条
　
法
第
七
十
八
条
に
規
定
す
る
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
測
定
の
結
果
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の

他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
禁
止
行
為
）

第
百
二
十
七
条
の
二
　
法
第
八
十
条
第
一
項
第
三
号
の
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
阻
害
す
る
も
の

と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
託
送
供
給
の
業
務
を
行
う
部
門
（
特
別
特

定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
別
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
）
が
、
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ

ス
小
売
事
業
若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
を
営
む
部
門
又
は
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
関
係
事
業

者
（
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
特
別
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
の
子
会
社
、
親
会
社
若

し
く
は
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
以
外
の
当
該
親
会
社
の
子
会
社
等
に
該
当
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
若
し
く
は

ガ
ス
製
造
事
業
者
又
は
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
の
親
会
社
等
（
当
該
特
定
ガ
ス
導
管

事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
第
百
二
十
七
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
特
別
特
定
ガ
ス

導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
特
定
関
係
事
業
者
）
た
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
に
対

す
る
需
要
家
、
取
引
先
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
資
す
る
広
告
、
宣
伝
そ
の
他
の
営
業
行

為
と
す
る
。

（
体
制
の
整
備
等
）

第
百
二
十
七
条
の
三
　
法
第
八
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
体
制
の
整
備
そ
の
他
ガ
ス
供
給
事
業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
は
、
次
に
掲

げ
る
要
件
（
そ
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
に
係
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
付
数
が
三
十
万
個
未
満
の
特
定
ガ
ス
導
管
事

業
者
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
十
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
を
満
た

す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
の
用
に
供
す
る
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
業
務
の
用
に
供
す

る
室
と
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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イ
　
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
特
別
特
定
ガ
ス
導
管

事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
こ
の
項
の
下
欄
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務

当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
特
定
関
係
事
業

者
の
業
務
（
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
が

そ
の
特
定
関
係
事
業
者
か
ら
受
託
す
る
業
務

を
除
く
。
）

ロ
　
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
特
別
特
定
ガ
ス
導
管

事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
特
定

ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
（
非
公
開
情
報
（
当
該
特
定
ガ

ス
導
管
事
業
者
が
営
む
託
送
供
給
の
業
務
に
関
す
る
公

表
さ
れ
て
い
な
い
情
報
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
又

は
ガ
ス
製
造
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
を
い

う
。
）
を
取
り
扱
わ
な
い
業
務
を
除
く
。
）

当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業

若
し
く
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
（
託

送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
特
定
ガ
ス
導
管

事
業
の
業
務
を
行
う
部
門
が
実
施
す
る
業
務

を
除
く
。
）
又
は
そ
の
関
係
事
業
者
の
業
務

（
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
そ
の
関
係
事

業
者
か
ら
受
託
す
る
業
務
を
除
く
。
）

二
　
託
送
供
給
部
門
に
非
公
開
情
報
（
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
営
む
託
送
供
給
の
業
務
に
関
す
る
公
表
さ

れ
て
い
な
い
情
報
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
の
用
に
供
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
次
に
掲
げ
る
要
件
（
当
該
シ
ス
テ
ム

を
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
を
営
む
部
門
及
び
当
該
特

定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
関
係
事
業
者
（
特
別
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
特
定
関
係
事
業
者
。

第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
共
用
し
な
い
場
合
は
、
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
を
満
た
す
こ
と

が
確
保
さ
れ
た
も
の
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
託
送
供
給
の
業
務
の
用
に
供
す
る
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
非
公
開
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
必
要
に
応
じ
て
区
分
さ
れ
た
非
公
開
情
報
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
区
分
さ
れ
た
非
公
開
情
報
を
利
用

し
、
又
は
提
供
す
る
た
め
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
特
定
さ
れ
た
者
の
み
が
当
該
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
非
公
開
情
報
を
入
手
し
た
者
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
当
該
者
が

入
手
し
た
非
公
開
情
報
の
内
容
及
び
当
該
非
公
開
情
報
を
入
手
し
た
日
時
を
記
録
し
、
こ
れ
を
保
存
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の
他
そ
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
入

手
、
利
用
、
提
供
そ
の
他
の
当
該
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
適
正
な
も
の
と
す
る
た
め
に
当
該
特
定

ガ
ス
導
管
事
業
者
の
役
員
及
び
従
業
者
が
遵
守
す
べ
き
規
程
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
規
程
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
、
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
役
員
及
び
従
業

者
に
対
し
必
要
な
研
修
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の
他
そ
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
管

理
責
任
者
（
次
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
「
情
報
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
情
報
管
理
責
任
者
は
、
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
役
員
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
こ
と
と
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

七
　
情
報
管
理
責
任
者
を
し
て
、
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
規
程
が
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
役
員

及
び
従
業
者
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
る
よ
う
、
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の
他
そ
の
特
定
ガ

ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
を
管
理
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八
　
託
送
供
給
部
門
を
し
て
、
託
送
供
給
の
業
務
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
と
ガ
ス
小
売
事
業
者

又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
（
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
を

営
む
部
門
を
含
む
。
）
と
の
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
及
び
そ
の
内
容
（
こ
の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
取

引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
等
」
と
い
う
。
）
を
記
録
し
、
こ
れ
を
保
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ

の
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
等
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

九
　
法
令
遵
守
責
任
者
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
　
法
令
遵
守
責
任
者
を
し
て
、
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
が
法
令
等
に
適
合

す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
規
程
及
び
計
画
を
整
備
し
、
及
び
運
用
す
る
こ
と
並
び
に
そ
の
業
務
執
行
の
状

況
の
監
視
（
次
条
に
お
い
て
「
法
令
等
を
遵
守
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
等
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

十
一
　
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
の
実
施
状
況

を
監
視
す
る
部
門
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
監
視
部
門
」
と
い
う
。
）
を
託
送
供
給
部
門
と
は
別
に
置
く
も

の
で
あ
る
こ
と
。

十
二
　
監
視
部
門
は
、
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
ガ
ス
小
売
事
業
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
に
係
る
業
務
を
営
む

部
門
及
び
当
該
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
の
関
係
事
業
者
か
ら
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と
。

十
三
　
監
視
部
門
を
し
て
、
託
送
供
給
部
門
に
お
け
る
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の
他
そ
の

特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
視
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

十
四
　
監
視
部
門
を
し
て
、
託
送
供
給
の
業
務
そ
の
他
そ
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
の
運
営
及
び
内
容
に
つ

い
て
、
法
令
等
を
遵
守
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
視
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
五
　
監
視
部
門
を
し
て
、
前
二
号
の
規
定
に
よ
り
行
わ
せ
た
監
視
の
結
果
を
取
締
役
会
そ
の
他
の
業
務
執
行
を

決
定
す
る
機
関
に
報
告
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
前
項
第
二
号
ハ
及
び
第
八
号
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
保
存
期
間
は
、
五
年
間
と
す
る
。

（
体
制
の
整
備
等
に
関
す
る
報
告
）

第
百
二
十
七
条
の
四
　
法
第
八
十
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
毎
事
業
年
度
経
過

後
三
月
以
内
に
、
様
式
第
六
十
六
の
二
の
体
制
整
備
等
報
告
書
に
、
当
該
事
業
年
度
に
係
る
法
第
八
十
条
の
八
第

一
項
の
規
定
の
遵
守
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
及
び
そ
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
（
そ

の
事
業
に
係
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
取
付
数
が
三
十
万
個
未
満
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
、

第
二
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
区
分
し
た
室
の
配
置

二
　
前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
構
築
し
た
シ
ス
テ
ム
の
概
要

三
　
前
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
規
程

四
　
前
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
研
修
の
内
容

五
　
前
条
第
五
号
、
第
六
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
整
備
し
た
体
制

六
　
前
条
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
管
理
の
内
容

七
　
前
条
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
等
の
概
要

八
　
前
条
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
規
程
及
び
計
画
並
び
に
同
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果

九
　
前
条
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果
、
法
令
等
を
遵
守
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
等
が
適
正
で

な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
体
制
の
整
備
等
を
是
正
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
そ
の
内
容
、
当
該
措

置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
理
由

十
　
前
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
整
備
し
た
体
制

十
一
　
前
条
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果

十
二
　
前
条
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果
、
託
送
供
給
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
そ
の

他
そ
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
業
務
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
が
適
正
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
扱
い

を
是
正
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
そ
の
内
容
、
当
該
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
理
由

十
三
　
前
条
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
監
視
の
結
果
、
記
録
し
た
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
経
緯
等
が
、
法

令
等
の
規
定
を
遵
守
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
取
引
及
び
連
絡
調
整
の
方
法
を
是
正
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
た
と
き
は
そ
の
内
容
、
当
該
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
理
由

十
四
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
ほ
か
、
法
第
八
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ガ
ス
供
給
事

業
者
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
講
じ
た
そ
の
他
の
措
置
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容

（
供
給
計
画
の
期
間
）

第
百
二
十
八
条
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

２
　
大
規
模
か
つ
急
速
な
都
市
化
が
進
行
す
る
地
域
に
お
い
て
、
計
画
的
か
つ
合
理
的
な
ガ
ス
の
供
給
を
確
保
す
る

た
め
三
年
を
超
え
る
期
間
に
つ
い
て
計
画
を
作
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
一
般
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ガ
ス
導
管
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
導
管
と
そ
の
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
導
管
が
接
続
す
る
特
定
ガ

ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
年
と
す
る
。

（
供
給
計
画
の
届
出
）

第
百
二
十
九
条
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
供
給
計
画
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
初
年

度
以
降
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
供
給
計
画
期
間
」
と

い
う
。
）
に
お
け
る
ガ
ス
の
需
要
及
び
供
給
、
ガ
ス
工
作
物
、
設
備
投
資
そ
の
他
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
に
関
す

る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
六
十
の
供
給
計
画
届
出
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
供
給
計
画
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
六

十
一
の
供
給
計
画
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
及
び
当
該
変
更
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添

え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
給
計
画
の
公
表
）

第
百
三
十
条
　
法
第
八
十
一
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
供
給
計
画
期
間
に
お
け
る
行
政
区
域

別
の
ガ
ス
の
普
及
計
画
、
主
な
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
計
画
そ
の
他
の
事
項
と
す
る
。

２
　
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
営
業
所
及
び
事
務
所
に
添
え
置
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
款
　
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
規
定
の
準
用

第
百
三
十
一
条
　
第
九
十
二
条
か
ら
第
百
五
条
ま
で
及
び
第
百
七
条
か
ら
第
百
十
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
定
ガ
ス
導

管
事
業
者
に
関
し
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
八
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
八
十
九
条
の
規
定
は
、
法
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
二
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
に
関
し
準
用
す
る
。

第
四
款
　
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者

（
認
定
の
申
請
）

第
百
三
十
一
条
の
二
　
法
第
八
十
四
条
の
二
の
認
定
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
（
第
二
号
及
び
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
二
十
九
の
二
に
よ

る
認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
認
定
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
者
の
体
制
並
び
に
そ
の
使
用
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
及
び
種
類
を
記
載

し
た
書
類

二
　
申
請
者
が
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

（
認
定
の
基
準
等
）

第
百
三
十
一
条
の
三
　
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
保
安
の
確
保
の
方
法
が
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
の
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て

当
該
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
第
一
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ

と
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
の
申
請
の
内
容
が
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

申
請
者
に
様
式
第
二
十
九
の
三
の
認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
）

第
百
三
十
一
条
の
四
　
前
二
条
の
規
定
は
、
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項

の
認
定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
百
三
十
一
条
の
五
　
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
九
の
四
の
認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
取
消
し
等
に
伴
う
定
期
自
主
検
査
）

第
百
三
十
一
条
の
六
　
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
係
る
認
定
が
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
そ
の
効
力
を

失
つ
た
と
き
は
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
ガ
ス
工

作
物
（
前
回
の
定
期
自
主
検
査
を
終
了
し
た
日
（
定
期
自
主
検
査
を
行
つ
て
い
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
運

転
が
開
始
さ
れ
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
第
百
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
八
条
の
告
示
に
定
め
る

時
期
を
経
過
し
た
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
定
期
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
規
程
に
係
る
特
例
）

第
百
三
十
一
条
の
七
　
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
九
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
認
定
が
法
第
八

十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の
事

由
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
う
日
ま
で
の
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
認
定
期
間
」
と
い
う
。
）
、
そ
の
定
め
た
保
安
規

程
（
保
安
規
程
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
第
百
三
十
一
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

三
十
四
条
の
九
前
段
の
場
合
（
保
安
規
程
を
変
更
し
た
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
変
更
の
内
容
、
年
月
日

及
び
理
由
を
記
載
し
た
記
録
（
第
百
三
十
一
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
「
保
安
規
程
の
変
更
記
録
」
と
い
う
。
）

を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
又
は
認
定
期
間
の
い
ず
れ
か
短
い
期
間
保
存
す
る
も
の
と
す

る
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
係
る
特
例
）

第
百
三
十
一
条
の
八
　
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
解
任
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
）
を
記
載
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
又
は

解
任
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状

の
種
類
及
び
番
号

三
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
年
月
日

四
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
他
の
事
業
場
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
兼
ね
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
兼
ね
て
い
る
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

五
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
職
務
以
外
の
職
務
を
行
つ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
の
内
容

六
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
監
督
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要

（
工
事
計
画
の
特
例
）

第
百
三
十
一
条
の
九
　
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
一
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
と
す
る
。

一
　
ば
い
煙
発
生
施
設

二
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設

三
　
水
銀
排
出
施
設

四
　
騒
音
発
生
施
設

五
　
振
動
発
生
施
設

２
　
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

三
十
四
条
の
十
一
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
前
段
に
規
定
す
る
工
事
の
完
成
後
三
十
日
以
内
に
、
様
式
第

二
十
九
の
五
の
工
事
完
成
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
工
事
完
成
書

二
　
当
該
工
事
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
書
類

三
　
工
事
工
程
実
績
表
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四
　
変
更
の
工
事
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
変
更
を
必
要
と
し
た
理
由
を
記
載
し
た
書
類

３
　
前
項
第
一
号
の
工
事
完
成
書
に
は
、
当
該
工
事
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種

類
に
応
じ
て
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出

が
変
更
の
工
事
（
廃
止
の
工
事
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い

よ
う
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
前
検
査
の
特
例
）

第
百
三
十
一
条
の
十
　
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
と
す
る
。

２
　
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
後
段
の
自
主
検
査
は
、

ガ
ス
工
作
物
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
等
の
状
況
並
び
に
機
能
及
び
作
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
法
第
八
十
四
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
九
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十

分
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
自
主
検
査
を
行
つ
た
と
き
は
、
第
百
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
百
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
記
録
を
作
成

し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
定
期
自
主
検
査
の
特
例
）

第
百
三
十
一
条
の
十
一
　
法
第
八
十
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
三
後
段
の
規

定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
行
う
法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
七
十
一
条
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
、
運
転
時
間
及
び
状
態
を
勘
案
し
て
、
認
定
高
度
保
安
実
施

特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
定
め
る
適
切
な
時
期
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
三
十
一
条
の
十
二
　
保
安
規
程
、
保
安
規
程
の
変
更
記
録
、
第
百
三
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
記
録
及
び
第
百

三
十
一
条
の
十
第
三
項
に
規
定
す
る
記
録
（
次
項
に
お
い
て
「
記
録
等
」
と
い
う
。
）
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り

作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
記
録
等
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節
　
導
管
の
接
続
に
係
る
努
力
義
務
等

（
導
管
の
接
続
そ
の
他
の
ガ
ス
の
使
用
者
の
利
益
を
増
進
し
、
及
び
ガ
ス
事
業
の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め
の
措
置
）

第
百
三
十
二
条
　
法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一
　
他
の
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
導
管
と
の
接
続

二
　
前
号
の
導
管
の
接
続
の
検
討
に
関
連
す
る
情
報
の
提
供
又
は
公
表

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
ガ
ス
導
管
事
業
者
と
の
間
の
導
管
の
接
続
を
円
滑
に
行
う
た
め
の

措
置

（
協
議
の
開
始
又
は
再
開
の
命
令
）

第
百
三
十
三
条
　
法
第
八
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
の
開
始
又
は
再
開
の
申
立
て
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
六
十
七
の
協
議
開
始
（
再
開
）
命
令
申
立
書
に
申
立
て
に
至
つ
た
経
緯
に
関
す
る
説
明
書
を
添
え

て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
申
立
書
を
受
け
付
け
た
と
き
は
、
協
議
を
求
め
ら
れ
た
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
対

し
、
遅
滞
な
く
当
該
申
立
書
の
写
し
を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
第
一
項
の
申
立
書
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
裁
定
）

第
百
三
十
四
条
　
法
第
八
十
五
条
第
四
項
の
裁
定
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
六
十
八
の
裁
定
申
請
書
に

協
議
の
経
緯
に
関
す
る
説
明
書
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

二
項
中
「
協
議
を
求
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
は
、
「
協
議
の
相
手
方
た
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
ガ
ス
製
造
事
業

第
一
節
　
事
業
の
届
出

（
ガ
ス
製
造
事
業
の
届
出
）

第
百
三
十
五
条
　
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
製
造
事
業
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

六
十
九
の
ガ
ス
製
造
事
業
届
出
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
八
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他
の
連
絡
先

二
　
そ
の
行
う
ガ
ス
製
造
事
業
以
外
の
事
業
の
概
要

３
　
法
第
八
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
製
造
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面

二
　
届
出
者
が
連
名
で
届
け
出
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
届
出
者
間
の
関
係
を
記
載
し
た
書
類

三
　
主
た
る
技
術
者
の
履
歴
書

四
　
届
出
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
届
出
者
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

五
　
届
出
者
が
法
人
の
発
起
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
定
款

六
　
届
出
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
請
者
が
ガ
ス
製
造
事
業
を
営
む
こ
と
に
つ
い

て
の
議
決
に
係
る
議
会
の
会
議
録
の
写
し

４
　
法
第
八
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
製
造
事
業
の
届
出
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
様
式
第
七
十
の
ガ
ス
製
造
事
業
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
製
造
事
業
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
百
三
十
六
条
　
法
第
八
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
七

十
一
の
ガ
ス
製
造
事
業
承
継
届
出
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
製
造
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
並
び
に
法
人
の
解
散
）

第
百
三
十
七
条
　
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
製
造
事
業
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
様
式
第
七
十
二
の
ガ
ス
製
造
事
業
休
止
（
廃
止
）
届
出
書
に
休
止
又
は
廃
止
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記

載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
製
造
事
業
者
た
る
法
人
の
解
散
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

様
式
第
七
十
三
の
解
散
届
出
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
業
務

（
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
に
お
い
て
定
め
る
べ
き
事
項
）

第
百
三
十
八
条
　
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。

一
　
適
用
範
囲

二
　
料
金
の
算
定
方
法
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
項
目
及
び
算
定
の
基
礎
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
の
内
容
の
説
明

三
　
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
等
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

四
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ガ
ス
受
託
製
造
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
が
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

五
　
ガ
ス
製
造
量
の
計
測
方
法
及
び
料
金
そ
の
他
の
ガ
ス
受
託
製
造
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
の
徴
収
の
方
法

六
　
原
料
と
し
得
る
液
化
ガ
ス
の
熱
量
等
の
範
囲
、
組
成
そ
の
他
の
液
化
ガ
ス
の
受
入
条
件
に
関
す
る
事
項

七
　
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
等
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
ガ
ス
製
造
事
業
者
及
び
ガ
ス
受
託
製
造
の
役
務
の
提
供
を

受
け
る
者
の
保
安
上
の
責
任
に
関
す
る
事
項

八
　
ガ
ス
受
託
製
造
の
制
限
又
は
停
止
並
び
に
解
除
に
関
す
る
事
項

九
　
契
約
の
申
込
み
の
方
法
並
び
に
契
約
の
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項
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十
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ガ
ス
受
託
製
造
に
係
る
条
件
又
は
ガ
ス
製
造
事
業
者
及
び
ガ
ス
受
託
製
造

の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
責
任
に
関
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

十
一
　
有
効
期
間
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

十
二
　
実
施
期
日

（
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
の
届
出
等
）

第
百
三
十
九
条
　
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ

の
実
施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
七
十
四
の
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
届
出
書
に
当
該
約
款
及
び
次
に
掲
げ
る

書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
料
金
の
算
定
方
法
及
び
算
定
の
基
礎
と
な
る
項
目
に
関
す
る
説
明
書

二
　
ガ
ス
受
託
製
造
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
負
担
と
な
る
も
の
（
料
金
を
除
く
。
）
の
金
額
の
算
出
の
根

拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

２
　
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
実

施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
七
十
五
の
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
変
更
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
変
更
前
の
ガ
ス
受
託
製
造
約
款

三
　
前
条
第
二
号
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
料
金
の
算
定
方
法
及
び
算
定
の
基
礎
と
な

る
項
目
に
関
す
る
説
明
書

四
　
前
条
第
三
号
及
び
第
四
号
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ガ
ス
受
託
製
造
の
役
務
の
提

供
を
受
け
る
者
の
負
担
と
な
る
も
の
（
料
金
を
除
く
。
）
の
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方

法
に
関
す
る
説
明
書

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
者
に
対
し
、
前
条
第
二
号
か
ら
第

四
号
ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
資
料
の
提
出
及
び
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
以
外
の
条
件
の
承
認
の
申
請
）

第
百
四
十
条
　
法
第
八
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
七
十
六
の
ガ
ス
受
託

製
造
特
例
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
以
外
の
条
件
に
よ
る
ガ
ス
受
託
製
造
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
料
金
そ
の
他
の
ガ
ス
受
託
製
造
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
負
担
と
な
る
も
の
の
金
額
を
定
め
よ
う
と
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
当
該
金
額
の
決
定
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

（
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
の
公
表
）

第
百
四
十
一
条
　
法
第
八
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
受
託
製
造
約
款
の
公
表
は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日

前
ま
で
に
、
営
業
所
及
び
事
務
所
に
添
え
置
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
の
容
量
等
の
公
表
義
務
）

第
百
四
十
二
条
　
法
第
九
十
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
そ
の
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
に
お
け
る
液
化
ガ
ス
の
貯
蔵
の
余
力
の
見
通
し

二
　
そ
の
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
ガ
ス
発
生
設
備
に
お
け
る
ガ
ス
の
製
造
の
余
力
の
見
通
し

三
　
ガ
ス
受
託
製
造
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
船
舶
の
種
類
及
び
船
型

並
び
に
液
化
ガ
ス
の
種
類
及
び
品
質

四
　
配
船
計
画
の
策
定
時
期
の
見
通
し

２
　
法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
の
公
表
は
、
毎
年
度
七
月
末
日
ま
で
に
、

営
業
所
及
び
事
務
所
に
添
え
置
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
事
項
は
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
直
近
の
事
項
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
三
条
　
法
第
九
十
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第

二
号
の
余
力
の
見
通
し
に
係
る
変
更
で
あ
つ
て
、
需
要
変
動
、
配
船
変
更
そ
の
他
の
日
々
の
変
動
に
基
づ
く
も
の

と
す
る
。

（
熱
量
等
の
測
定
方
法
）

第
百
四
十
四
条
　
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
熱
量
等
の
測
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ガ
ス
小
売
事
業
（
大
口
供
給
の
み
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
す
る
ガ
ス

を
製
造
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
熱
量
等
を
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
熱
量
に
あ
つ
て
は
、
毎
日
一
回
、
製
造
所
の
出
口
（
当
該
出
口
に
お
け
る
測
定
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
経

済
産
業
大
臣
（
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域

内
の
み
に
あ
る
者
に
係
る
場
合
は
、
産
業
保
安
監
督
部
長
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
指
定
し
た
と

き
は
、
そ
の
指
定
す
る
場
所
。
以
下
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測

定
す
る
こ
と
。

二
　
圧
力
に
あ
つ
て
は
、
常
時
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
出
口
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て
、
圧

力
値
を
自
動
的
に
記
録
す
る
圧
力
計
を
使
用
し
て
測
定
す
る
こ
と
。

三
　
燃
焼
性
に
あ
つ
て
は
、
毎
日
一
回
、
製
造
所
の
出
口
に
お
い
て
、
燃
焼
速
度
及
び
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
に
つ
い
て

告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
。

２
　
災
害
そ
の
他
の
非
常
時
に
ガ
ス
の
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
熱
量
及
び

燃
焼
性
が
測
定
さ
れ
た
液
化
天
然
ガ
ス
を
用
い
て
そ
の
成
分
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
一
時
的
に
供
給
す
る
と

き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
熱
量
及
び
燃
焼
性
を
測
定
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
熱
量
等
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
熱
量
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
十
又
は
様
式
第
十
一
に
よ
る
こ
と
。

二
　
圧
力
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
圧
力
計
の
記
録
方
法
に
よ
る
こ
と
。

三
　
燃
焼
性
の
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
十
三
に
よ
る
こ
と
。

４
　
前
項
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
一
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
四
十
五
条
　
法
第
九
十
一
条
に
規
定
す
る
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
測
定
の
結
果
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の

他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
製
造
計
画
の
期
間
）

第
百
四
十
六
条
　
法
第
九
十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

２
　
大
規
模
か
つ
急
速
な
都
市
化
が
進
行
す
る
地
域
に
お
い
て
、
計
画
的
か
つ
合
理
的
な
ガ
ス
の
供
給
を
確
保
す
る

た
め
三
年
を
超
え
る
期
間
に
つ
い
て
計
画
を
作
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
一
般

ガ
ス
導
管
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
導
管
と
そ
の
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
が
接

続
す
る
ガ
ス
製
造
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
年
と
す
る
。

（
製
造
計
画
の
届
出
）

第
百
四
十
七
条
　
法
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
製
造
計
画
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
初
年

度
以
降
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
ガ
ス
の
需
要
及
び
供
給
、
ガ
ス
工
作
物
、
設
備
投

資
そ
の
他
の
ガ
ス
製
造
事
業
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
七
十
七
の
製
造
計
画
届
出
書
を
、
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
九
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
製
造
計
画
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
七

十
八
の
製
造
計
画
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
及
び
当
該
変
更
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添

え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節
　
ガ
ス
工
作
物

第
一
款
　
自
主
的
な
保
安

（
保
安
規
程
）

第
百
四
十
八
条
　
法
第
九
十
七
条
第
一
項
の
保
安
規
程
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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一
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
関
す
る
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
旅
行
、
疾
病
そ
の
他
事
故
に
よ
つ
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
そ

の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
保
安
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
保
安
の
た
め
の
巡
視
、
点
検
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と

（
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

五
　
ガ
ス
工
作
物
の
運
転
又
は
操
作
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
ガ
ス
工
作
物
の
運
転
又
は
操
作
を
管
理
す
る
電
子
計
算
機
に
係
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関
す

る
こ
と
。

七
　
導
管
の
工
事
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
導
管
の
工
事
現
場
の
責
任
者
の
条
件
そ
の
他
導
管
の
工
事
現
場
に
お
け
る
保
安
監
督
体
制
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
導
管
の
周
囲
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
以
外
の
工
事
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
導
管
の
維
持
及

び
運
用
に
関
す
る
保
安
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
関
す
る
保
安
に
つ
い
て
の
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
　
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
保
安
規
程
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
措

置
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
　
そ
の
他
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
保
安
に
関
し
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

２
　
強
化
地
域
内
に
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
ガ
ス
製
造
事
業
者
（
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項

に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
警
戒
宣
言
の
伝
達
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る

こ
と
。

三
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
保
安
要
員
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
ガ
ス
工
作
物
の
巡
視
、
点
検
及
び
検
査
並
び
に
運
転
又
は
操
作
に

関
す
る
こ
と
。

五
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
設
備
及
び
資
材
の
確
保
、
点
検
及
び
整
備
に
関
す

る
こ
と
。

六
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
地
震
防
災
に
関
し
と
る
べ
き
措
置
に
係
る
教
育
、
訓
練
及
び
広
報
に
関
す

る
こ
と
。

七
　
そ
の
他
地
震
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

３
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
強
化
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
強
化
地
域

内
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
ガ
ス
製
造
事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
保

安
規
程
に
お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
、
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
ガ
ス
製
造
事
業
者

（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
除
き
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対

策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め

る
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

５
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い
て

ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
ガ
ス
製
造
事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
保
安
規
程
に

お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
、
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

６
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に

ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
ガ
ス
製
造
事
業
者
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
除
き
、
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
に
限
る
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

保
安
規
程
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ

と
。

二
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に

関
す
る
こ
と
。

７
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
現
に
当
該
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い
て
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
し
て
い
る
ガ
ス
製
造

事
業
者
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
保
安
規
程
に
お
い
て
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定

め
、
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
ガ
ス
工
作
物
を
設
置
す
る
ガ
ス
製
造
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
に

係
る
第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
程
に
定
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
四
十
九
条
　
法
第
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
八
の
保
安
規
程

届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
九
の
保
安
規
程
変
更
届
出
書

に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
等
）

第
百
五
十
条
　
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
事
業
場
（
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
ガ
ス
工
作
物
の
み
を
設
置
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
ガ
ス
製
造
事
業
者
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
場
に
お
け
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選

任
に
つ
い
て
は
、
選
任
に
係
る
事
業
場
に
駐
在
し
な
い
者
を
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
選
任
し
、
又
は
ガ
ス
主
任
技
術

者
に
二
以
上
の
事
業
場
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
兼
ね
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
四
号
に
係
る
も
の
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
実
務
の
経
験
）

第
百
五
十
一
条
　
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
実
務
の
経
験
は
、
製
造
又
は
供
給
の
用
に
供

す
る
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
に
関
す
る
業
務
に
通
算
し
て
一
年
以
上
従
事
し
た
こ
と
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
経
験
は
、
当
該
経
験
と
同
等
以
上
の
実
務
の
経
験
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
定
し
た
経

験
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
の
実
務
経
験
認
定
申
請

書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
実
務
の
経
験
に
関
す
る
説
明
書

二
　
履
歴
書

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
解
任
の
届
出
）

第
百
五
十
二
条
　
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
一
の
ガ
ス
主

任
技
術
者
選
任
又
は
解
任
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
第
二
十
六

条
第
一
項
の
表
第
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
解
任
に
係
る
場
合
を
除
き
、
前
条
第

一
項
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
款
　
工
事
計
画
及
び
検
査

（
工
事
計
画
の
届
出
）

第
百
五
十
三
条
　
法
第
百
一
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
は
、
別

表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
一
の
中
欄
に
掲
げ
る
変

更
の
工
事
を
伴
う
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

３
　
法
第
百
一
条
第
八
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
条
第
一
項
第
一
号
の
工
事
計
画
の
記

載
事
項
の
変
更
を
伴
う
場
合
以
外
の
場
合
と
す
る
。

第
百
五
十
四
条
　
法
第
百
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
八

の
工
事
計
画
（
変
更
）
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
届
出
が
廃

止
の
工
事
に
係
る
場
合
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
工
事
計
画
書

二
　
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類

三
　
工
事
工
程
表

四
　
変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
場
合
は
、
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

２
　
前
項
第
一
号
の
工
事
計
画
書
に
は
、
届
出
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
に
応
じ
て
、
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
が
変
更
の
工
事
（
廃
止
の
工
事
を
除

く
。
）
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
別
表
第
一
の
中
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
計
画
を
分
割
し
て
法
第
百
一
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る

場
合
は
、
第
一
項
各
号
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
届
出
に
係
る
部
分
以
外
の
工
事
の
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

を
添
え
て
そ
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
五
条
　
法
第
百
一
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
九
の
工
事
計
画

軽
微
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
添
付
書
類
の
省
略
）

第
百
五
十
六
条
　
法
第
百
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

届
出
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
の
う
ち
、
経
済
産
業
大
臣
（
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
ガ

ス
工
作
物
に
係
る
場
合
は
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
第
百
五
十
九

条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
届
出
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
型
式
、
設
計
等
か
ら
み
て
添
付
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
旨
の
指
示
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
添
付
す
る
こ

と
を
要
し
な
い
。

（
使
用
前
検
査
）

第
百
五
十
七
条
　
法
第
百
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
を
す
る
ガ
ス
工
作
物
で
あ
つ
て
、
法

第
百
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
十
八
条
　
法
第
百
二
条
第
一
項
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
等
の
状
況
並
び
に
機

能
及
び
作
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十

分
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
二
条
第
一
項
の
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
登
録
ガ
ス

工
作
物
検
査
機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
前
検
査
申
請
書
を
当
該
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
九
条
　
法
第
百
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
工
作
物
を
試
験
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
（
そ
の
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
ガ
ス
を
使
用
者
に
供
給
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
の
使
用
の
方
法
を
変
更
す
る
ご
と
に
ガ
ス
の
熱
量
等
を
測
定
し
て
供
給
す

る
場
合
に
限
る
。
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
一
号
に
係
る
も
の

を
受
け
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
期
間
内
に
お
い
て
そ
の
承
認
を
受
け
た
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
場
合

三
　
法
第
百
二
条
第
一
項
の
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
に
合
格
し
た
ガ
ス
工
作
物
で
あ
つ
て
、
当

該
合
格
後
に
当
該
合
格
に
係
る
場
所
以
外
の
場
所
に
移
転
し
た
も
の
を
、
当
該
合
格
に
係
る
場
所
に
移
転
し
て

使
用
す
る
場
合
（
当
該
ガ
ス
工
作
物
を
当
該
合
格
に
係
る
場
所
か
ら
移
転
し
た
時
か
ら
、
当
該
合
格
に
係
る
場

所
に
移
転
し
て
使
用
す
る
時
ま
で
の
間
に
、
当
該
ガ
ス
工
作
物
を
修
理
し
、
若
し
く
は
改
造
し
、
又
は
当
該
ガ

ス
工
作
物
が
損
壊
し
た
場
合
を
除
く
。
）

四
　
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
の
状
況
又
は
工
事
の
内
容
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
が
支
障
が
な
い
と
認
め
て

検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
指
示
し
た
場
合

（
使
用
前
自
主
検
査
等
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
百
六
十
条
　
法
第
百
二
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
自
主
検
査
の
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
主
検
査
年
月
日

二
　
自
主
検
査
の
対
象

三
　
自
主
検
査
の
方
法

四
　
自
主
検
査
の
結
果

五
　
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
（
自
主
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業

者
の
名
称
及
び
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
）

六
　
自
主
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

七
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
の
結
果

２
　
前
項
の
記
録
は
、
そ
の
記
録
を
行
つ
た
日
か
ら
五
年
間
（
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
行
う
検
査
に
合
格
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
格
し
た
日
か
ら
五
年
間
）
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
六
十
一
条
　
法
第
百
二
条
第
三
項
の
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
仮
合
格
の
承
認
）

第
百
六
十
二
条
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
は
、
法
第
百
三
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様

式
第
六
十
二
の
仮
合
格
承
認
申
請
書
に
、
仮
合
格
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
自
主
検
査
）

第
百
六
十
三
条
　
法
第
百
四
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ
ス
工
作
物
は
、
次
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
（
不
活
性

の
ガ
ス
（
空
気
を
含
む
。
）
又
は
不
活
性
の
液
化
ガ
ス
の
み
を
通
ず
る
も
の
及
び
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
も

の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
発
生
設
備
（
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
を
気
化
し
て
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
設
備
（
気

化
し
た
ガ
ス
の
出
口
部
分
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
ガ
ス

精
製
設
備
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
、
熱
交
換
器
、
冷
凍
設
備
（
小
型
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の
も

の
を
除
く
。
）
、
導
管
及
び
整
圧
器

二
　
熱
量
調
整
装
置
に
属
す
る
容
器
又
は
付
臭
剤
を
収
納
す
る
容
器

２
　
法
第
百
四
条
の
自
主
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
開
放
、
分
解
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
及
び
異
常
の
発
生
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

二
　
試
運
転
そ
の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

第
百
六
十
四
条
　
法
第
百
四
条
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
、
運
転
時
間
等
に
応
じ
、
告
示
に
定
め
る
時

期
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
二
号
又
は
第

三
号
に
係
る
も
の
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
時
期
と
す
る
。
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（
定
期
自
主
検
査
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
百
六
十
五
条
　
法
第
百
四
条
の
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
自
主
検
査
年
月
日

二
　
自
主
検
査
の
対
象

三
　
自
主
検
査
の
方
法

四
　
自
主
検
査
の
結
果

五
　
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
（
自
主
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業

者
の
名
称
及
び
自
主
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
）

六
　
自
主
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

２
　
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
五
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
六
十
六
条
　
法
第
百
四
条
の
定
期
自
主
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
款
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者

（
認
定
の
申
請
）

第
百
六
十
六
条
の
二
　
法
第
百
四
条
の
二
の
認
定
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
（
第
二
号
及
び
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
二
十
九
の
二
に
よ
る

認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
認
定
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
者
の
体
制
並
び
に
そ
の
使
用
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所
及
び
種
類
を
記
載

し
た
書
類

二
　
申
請
者
が
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

（
認
定
の
基
準
等
）

第
百
六
十
六
条
の
三
　
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
基
準
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
保
安
の
確
保
の
方
法
が
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
の
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て

当
該
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
第
一
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ

と
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
の
申
請
の
内
容
が
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

申
請
者
に
様
式
第
二
十
九
の
三
の
認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
）

第
百
六
十
六
条
の
四
　
前
二
条
の
規
定
は
、
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
の

認
定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
百
六
十
六
条
の
五
　
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
九
の
四
の
認
定
高
度
保
安
実
施
事
業
者
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を

記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
取
消
し
等
に
伴
う
定
期
自
主
検
査
）

第
百
六
十
六
条
の
六
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
に
係
る
認
定
が
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
つ
た

と
き
は
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
（
前
回

の
定
期
自
主
検
査
を
終
了
し
た
日
（
定
期
自
主
検
査
を
行
つ
て
い
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
運
転
が
開
始
さ

れ
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
第
百
六
十
四
条
の
告
示
に
定
め
る
時
期
を
経
過
し
た
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
遅

滞
な
く
、
定
期
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
規
程
に
係
る
特
例
）

第
百
六
十
六
条
の
七
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
は
、
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
法
第
三
十
四
条
の
九
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
認
定
が
法
第
百
四
条
の

三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り

そ
の
効
力
を
失
う
日
ま
で
の
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
認
定
期
間
」
と
い
う
。
）
、
そ
の
定
め
た
保
安
規
程
（
保
安

規
程
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
第
百
六
十
六
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
存

す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
は
、
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四

条
の
九
前
段
の
場
合
（
保
安
規
程
を
変
更
し
た
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
変
更
の
内
容
、
年
月
日
及
び
理

由
を
記
載
し
た
記
録
（
第
百
六
十
六
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
「
保
安
規
程
の
変
更
記
録
」
と
い
う
。
）
を
作

成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
又
は
認
定
期
間
の
い
ず
れ
か
短
い
期
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
係
る
特
例
）

第
百
六
十
六
条
の
八
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
は
、
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
解
任
し
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
）
を
記
載
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
又
は
解
任
に

係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状

の
種
類
及
び
番
号

三
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
年
月
日

四
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
他
の
事
業
場
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
兼
ね
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
兼
ね
て
い
る
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

五
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
職
務
以
外
の
職
務
を
行
つ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
の
内
容

六
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
監
督
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
概
要

（
工
事
計
画
の
特
例
）

第
百
六
十
六
条
の
九
　
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
一
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
と
す
る
。

一
　
ば
い
煙
発
生
施
設

二
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設

三
　
水
銀
排
出
施
設

四
　
騒
音
発
生
施
設

五
　
振
動
発
生
施
設

２
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
は
、
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四

条
の
十
一
前
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
前
段
に
規
定
す
る
工
事
の
完
成
後
三
十
日
以
内
に
、
様
式
第
二
十
九

の
五
の
工
事
完
成
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
工
事
完
成
書

二
　
当
該
工
事
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
書
類

三
　
工
事
工
程
実
績
表

四
　
変
更
の
工
事
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
変
更
を
必
要
と
し
た
理
由
を
記
載
し
た
書
類

３
　
前
項
第
一
号
の
工
事
完
成
書
に
は
、
当
該
工
事
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種

類
に
応
じ
て
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
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が
変
更
の
工
事
（
廃
止
の
工
事
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い

よ
う
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
前
検
査
の
特
例
）

第
百
六
十
六
条
の
十
　
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
も
の
に
係
る
ガ
ス
工
作
物
と
す
る
。

２
　
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
二
第
一
項
後
段
の
自
主
検
査
は
、
ガ

ス
工
作
物
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
等
の
状
況
並
び
に
機
能
及
び
作
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
法
第
百
二
条
第
二
項
各

号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
は
、
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四

条
の
十
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
自
主
検
査
を
行
つ
た
と
き
は
、
第
百
六
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
そ
の
作
成
し
た
日
か
ら
七
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す

る
。

（
定
期
自
主
検
査
の
特
例
）

第
百
六
十
六
条
の
十
一
　
法
第
百
四
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
三
後
段
の
規
定

に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
が
行
う
法
第
百
四
条
の
自
主
検
査
は
、
ガ
ス
工
作
物
の
種
類
、

運
転
時
間
及
び
状
態
を
勘
案
し
て
、
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
が
定
め
る
適
切
な
時
期
に
行
う
も
の

と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
六
十
六
条
の
十
二
　
保
安
規
程
、
保
安
規
程
の
変
更
記
録
、
第
百
六
十
六
条
の
八
に
規
定
す
る
記
録
及
び
第
百

六
十
六
条
の
十
第
三
項
に
規
定
す
る
記
録
（
次
項
に
お
い
て
「
記
録
等
」
と
い
う
。
）
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り

作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
記
録
等
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
　
ガ
ス
事
業
以
外
の
ガ
ス
の
供
給
等
の
事
業

（
ガ
ス
事
業
以
外
の
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
）

第
百
六
十
七
条
　
生
産
工
程
、
資
本
関
係
、
人
的
関
係
等
に
お
け
る
関
係
か
ら
、
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
対
し
て
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
は
、
法
第
百
五
条
の
ガ
ス
事
業
以
外
の
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
に

該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選
任
）

第
百
六
十
八
条
　
法
第
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
選

任
は
、
連
続
し
て
延
長
が
五
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
導
管
で
あ
つ
て
最
高
使
用
圧
力
が
五
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
の

も
の
を
構
外
に
有
す
る
事
業
場
及
び
連
続
し
て
延
長
が
五
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
導
管
で
あ
つ
て
最
高
使
用
圧
力

が
五
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
構
外
に
有
す
る
事
業
場
で
あ
つ
て
そ
の
導
管
に
よ
り
他
の
場
所
に
一
日

に
つ
き
標
準
状
態
に
お
い
て
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ガ
ス
を
送
出
す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
ご
と
に
甲
種
ガ

ス
主
任
技
術
者
免
状
又
は
乙
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
行
う
も
の
と
す

る
。

２
　
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
準
用
事
業
者
に
準
用
す
る
。

３
　
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
法
第
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
者
に
準
用
す
る
。

（
事
業
開
始
等
の
届
出
）

第
百
六
十
九
条
　
法
第
百
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
七
十
九
の
準
用
事
業
開
始

（
廃
止
）
届
出
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
自
ら
製
造
し
た
ガ
ス
を
使
用
す
る
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
供
給
の
相
手
方
と
の
契
約
書
の
写
し

二
　
供
給
地
点
の
位
置
を
明
示
し
た
図
面

三
　
供
給
の
相
手
方
と
の
関
係
を
記
載
し
た
書
類

第
六
章
　
あ
つ
せ
ん
及
び
仲
裁

第
百
七
十
条
　
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
四
十
七
条
の
五
か
ら
第
四
十

七
条
の
十
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
百
七
条
第
一
項
の
あ
つ
せ
ん
及
び
同
条
第
三
項
の
仲
裁
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
令
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
令
第
二
十
六
条

ガ
ス
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
十

二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
令
第
二
十
六
条

令
第
三
十
一
条
第
二
項
ガ
ス
事
業
法
施
行
令
第
十
二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

令
第
三
十
一
条
第
二
項

第
四
十
七
条
の
五
第
二
項

及
び
第
四
十
七
条
の
六

令

ガ
ス
事
業
法
施
行
令
第
十
二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
令

第
四
十
七
条
の
七

令

ガ
ス
事
業
法
施
行
令
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
法
第
三
十
五
条
第
一
項
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
百
七
条
第

一
項

様
式
第
四
十

様
式
第
八
十

第
四
十
七
条
の
九
第
一
項
法
第
三
十
六
条
第
一
項
ガ
ス
事
業
法
第
百
七
条
第
三
項

様
式
第
四
十
の
二

様
式
第
八
十
一

第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
法

ガ
ス
事
業
法

第
四
十
七
条
の
十

法
第
三
十
五
条
第
一
項
ガ
ス
事
業
法
第
百
七
条
第
一
項

法
第
三
十
六
条
第
一
項
同
条
第
三
項

第
七
章
　
指
定
試
験
機
関
及
び
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関

第
一
節
　
指
定
試
験
機
関

（
指
定
試
験
機
関
の
指
定
の
申
請
）

第
百
七
十
一
条
　
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
八
十
二
の
申
請

書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

三
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

四
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

（
指
定
試
験
機
関
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
百
七
十
二
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
そ
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
試
験
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
後
の
指
定
試
験
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
試
験
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
日

三
　
変
更
の
理
由

第
百
七
十
三
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
を
行
う
事
務
所
を
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
に
お
い
て
試
験
事
務
を
開
始
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日

三
　
新
設
又
は
廃
止
の
理
由
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（
試
験
事
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
百
七
十
四
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
百
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
当
該
認
可
に
係
る
試
験
事
務
規
程
を
添
え
て
、
書
面
に
よ
り
、
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
事
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
百
七
十
五
条
　
法
第
百
十
二
条
第
二
項
の
試
験
事
務
規
程
で
定
め
る
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
試
験
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

二
　
手
数
料
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

三
　
合
格
通
知
書
の
交
付
及
び
再
交
付
に
関
す
る
事
項

四
　
試
験
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

五
　
試
験
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

六
　
そ
の
他
試
験
事
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
試
験
事
務
規
程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
百
七
十
六
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
百
十
二
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
日

三
　
変
更
の
理
由

（
試
験
事
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
百
七
十
七
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
百
十
三
条
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
試
験
事
務
に
関
す
る
業
務
の
範
囲

二
　
試
験
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
及
び
試
験
事
務

に
関
す
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

三
　
試
験
事
務
に
関
す
る
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
認
可
の
申
請
）

第
百
七
十
八
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
百
十
五
条
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
選
任
又
は
解
任
に
係
る
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

二
　
選
任
又
は
解
任
の
理
由

（
試
験
員
の
要
件
）

第
百
七
十
九
条
　
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
ガ
ス
に
係
る
理
学
若
し
く
は
工
学
に
関
す
る

学
科
を
担
当
す
る
教
授
若
し
く
は
准
教
授
の
職
に
あ
り
、
又
は
あ
つ
た
者

二
　
通
商
産
業
省
関
係
の
基
準
・
認
証
制
度
等
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二

十
一
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
ガ
ス
工
作
物
検
査
官
の
職
に
あ

つ
た
者

三
　
甲
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用

に
関
す
る
業
務
に
二
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

四
　
乙
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用

に
関
す
る
業
務
に
四
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者

（
試
験
員
の
選
任
又
は
変
更
の
届
出
）

第
百
八
十
条
　
法
第
百
十
七
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
指
定
試
験
機
関
は
、
選
任
し
た

試
験
員
の
氏
名
、
略
歴
、
担
当
す
る
試
験
の
科
目
及
び
選
任
の
理
由
を
記
載
し
た
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
員
の
氏
名
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
試
験
員
の
担
当
す
る
試
験
の
科
目
を
変

更
し
た
と
き
、
又
は
試
験
員
を
解
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
結
果
の
報
告
）

第
百
八
十
一
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
を
実
施
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
試
験
の
種
類
ご
と
に
合
格
者

の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
本
籍
地
及
び
合
格
通
知
書
の
番
号
を
記
載
し
た
合
格
者
一
覧
を
添
え
て
、
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
）

第
百
八
十
二
条
　
法
第
百
二
十
一
条
に
規
定
す
る
帳
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
合
格
者
の
氏
名

二
　
合
格
者
の
生
年
月
日

三
　
合
格
者
の
住
所

四
　
合
格
者
の
本
籍
地

五
　
合
格
通
知
書
の
番
号

六
　
合
格
し
た
試
験
の
種
類

２
　
法
第
百
二
十
一
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
帳
簿
の
保
存
は
、
試
験
事
務
を
廃
止
す
る
ま
で
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
八
十
三
条
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当
該
記
録
が
必
要
に
応

じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
る
と
き

は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
つ
て
法
第
百
二
十
一
条
に
規
定
す
る
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
帳
簿
の
保
存
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
事
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
百
八
十
四
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
試
験
事
務
を
経
済
産
業
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
　
試
験
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
経
済
産
業
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三
　
そ
の
他
経
済
産
業
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
百
八
十
五
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
に
公
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
指
定
を
し
た

と
き
。

一
　
指
定
試
験
機
関
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二
　
行
う
こ
と
の
で
き
る
試
験
事
務
の
範
囲

三
　
指
定
を
し
た
年
月
日

法
第
百
十
三
条
の
許
可
を
し
た
と
き
。

一
　
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
指
定

試
験
機
関
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
試
験
事
務
の
範
囲

三
　
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年
月
日

四
　
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
そ
の
期
間

法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
、
又
は
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
事
務
の
全

部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と

き
。

一
　
指
定
試
験
機
関
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二
　
指
定
を
取
消
し
、
又
は
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を

命
じ
た
年
月
日

三
　
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

停
止
を
命
じ
た
試
験
事
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

法
第
百
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
経
済
産
業
大
臣
が
試
験
事
務
の
全
部

一
　
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
と
し
た
年
月
日

二
　
行
う
こ
と
と
す
る
試
験
事
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間
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又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
す
る
と

き
。

法
第
百
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
経
済
産
業
大
臣
が
自
ら
行
つ
て
い
た

試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な

い
こ
と
と
す
る
と
き
。

一
　
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
年
月
日

二
　
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
試
験
事
務
の
範
囲

第
二
節
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
百
八
十
六
条
　
法
第
百
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
八
十
三
に
よ
る

申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

二
　
登
録
申
請
者
が
法
第
百
二
十
四
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

三
　
検
査
の
業
務
を
行
う
者
が
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

四
　
登
録
申
請
者
が
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

（
附
属
設
備
）

第
百
八
十
七
条
　
法
第
百
二
十
三
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
附
属
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
調
整
装
置

二
　
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
の
設
置
場
の
屋
根
及
び
障
壁

（
登
録
の
更
新
の
手
続
）

第
百
八
十
八
条
　
法
第
百
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
登
録
の
更
新
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
第
百
八
十
六
条
及
び
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
検
査
の
方
法
）

第
百
八
十
九
条
　
法
第
百
二
十
七
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
（
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
工
作
物
の
工
事
が
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六

十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
又
は
第
百
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
工
事
の
計
画
（
法
第
三
十
二
条

第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
一
条
第
一
項
た
だ
し

書
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
も
の
を
含
む
。
）
に
従
つ
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
方
法

二
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
（
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
工
作
物
が
そ
れ
ぞ
れ
法
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項

（
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
九
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
方
法

（
事
業
所
の
変
更
の
届
出
）

第
百
九
十
条
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
は
、
法
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届

出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
八
十
四
に
よ
る
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
規
程
）

第
百
九
十
一
条
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
は
、
法
第
百
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
届
出
を

す
る
と
き
は
、
検
査
の
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
様
式
第
八
十
五
に
よ
る
届
出
書
に

業
務
規
程
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
百
二
十
九
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
に
準
用
す
る
。

３
　
法
第
百
二
十
九
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
検
査
の
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二
　
検
査
の
業
務
を
行
う
場
所
に
関
す
る
事
項

三
　
検
査
員
の
配
置
に
関
す
る
事
項

四
　
検
査
に
係
る
料
金
の
算
定
に
関
す
る
事
項

五
　
検
査
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
に
関
す
る
事
項

六
　
検
査
員
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

七
　
検
査
の
申
請
書
の
保
存
に
関
す
る
事
項

八
　
検
査
の
方
法
に
関
す
る
事
項

九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
検
査
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
）

第
百
九
十
二
条
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
は
、
法
第
百
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
検
査
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部

の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
八
十
六
に
よ
る
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
百
九
十
三
条
　
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ

れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
第
四
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、

登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し

た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受

信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二
　
電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
帳
簿
）

第
百
九
十
四
条
　
法
第
百
三
十
五
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
検
査
の
申
請
を
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
検
査
の
申
請
を
受
け
た
年
月
日

三
　
検
査
対
象
ガ
ス
工
作
物
の
名
称
及
び
所
在
地

四
　
検
査
を
行
つ
た
ガ
ス
工
作
物
の
概
要

五
　
検
査
を
行
つ
た
年
月
日

六
　
検
査
を
実
施
し
た
検
査
員
の
氏
名

七
　
検
査
の
概
要
及
び
結
果

２
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
は
、
法
第
百
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
帳
簿
を
保
存
す
る
と
き
は
、
記
載
の
日
か

ら
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
九
十
五
条
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当
該
記
録
が
必
要
に
応

じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
る
と
き

は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
つ
て
法
第
百
三
十
五
条
に
規
定
す
る
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
帳
簿
の
保
存
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
百
九
十
六
条
　
登
録
ガ
ス
工
作
物
検
査
機
関
は
、
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
同

項
の
検
査
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
引
き
継
ぐ
べ
き
検
査
の
業
務
を
経
済
産
業
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
　
引
き
継
ぐ
べ
き
検
査
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
経
済
産
業
大
臣
に
引
き
渡
す
こ
と
。

三
　
そ
の
他
経
済
産
業
大
臣
が
検
査
の
業
務
の
引
継
ぎ
に
関
し
必
要
と
認
め
る
事
項
を
行
う
こ
と
。

第
八
章
　
雑
則

（
消
費
機
器
に
関
す
る
周
知
）

第
百
九
十
七
条
　
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。
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一
　
ガ
ス
の
使
用
に
伴
う
危
険
の
発
生
の
防
止
に
関
し
必
要
な
周
知
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

イ
　
消
費
機
器
の
供
給
す
る
ガ
ス
に
対
す
る
適
応
性
に
関
す
る
事
項

ロ
　
消
費
機
器
の
管
理
及
び
点
検
に
関
し
注
意
す
べ
き
基
本
的
な
事
項

ハ
　
消
費
機
器
を
使
用
す
る
場
所
の
環
境
及
び
換
気
に
関
す
る
事
項

ニ
　
ガ
ス
漏
れ
を
感
知
し
た
場
合
そ
の
他
供
給
す
る
ガ
ス
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
お
け
る
ガ
ス
の
使
用
者
の
と
る
べ
き
緊
急
の
措
置
及
び
ガ
ス
小
売
事
業
者
又
は
一
般
ガ
ス
導
管

事
業
者
若
し
く
は
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
対
す
る
連
絡
に
関
す
る
事
項

ホ
　
次
号
の
表
の
上
欄
（
１
）
に
掲
げ
る
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
使
用
に
伴
う
危
険
の
発
生
の
防
止
に
関
し
必
要

が
あ
る
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
事
項

ヘ
　
次
号
の
表
の
上
欄
（
４
）
に
掲
げ
る
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
に
係
る
排
気
筒
の
点
検
に
関
す
る
事
項

ト
　
ガ
ス
漏
れ
警
報
設
備
の
点
検
に
関
す
る
事
項

チ
　
消
防
機
関
に
対
す
る
連
絡
に
関
す
る
事
項

リ
　
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ガ
ス
の
使
用
に
伴
う
危
険
の
発
生
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項

二
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
（
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら

第
二
百
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
供
給
す
る
ガ
ス
の
使
用
に
伴
う
危
険
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
前
号
に
掲
げ
る
事
項
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
（
周
知
に
係
る
消
費
機
器
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
所
管
区
域
内

の
み
に
あ
る
場
合
は
、
当
該
消
費
機
器
を
設
置
す
る
場
所
を
所
管
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
）
の
承
認
を
受

け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

イ
　
そ
の
供
給
す
る
ガ
ス
の
使
用
者
に
対
し
、
ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を
受
け
付
け
た
と
き
及
び
二
年
に
一
回

（
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
街
等
、
特
定
地
下
室
等
、
超
高
層
建
物
又
は
特
定
大
規
模
建
物
（
自
動
ガ
ス

遮
断
装
置
（
ガ
ス
の
流
量
若
し
く
は
圧
力
等
の
異
常
な
状
態
又
は
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
自
動
的
に
ガ

ス
を
遮
断
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
次
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
二
百
二
条
第
十
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
栓
（
ガ
ス
工
作
物
の
技
術
上
の

基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
十
一
号
）
第
四
十
五
条
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
に
限
る
。
次
号
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、

一
年
に
一
回
）
以
上
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
及
び
リ
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布
す
る
。

ロ
　
そ
の
供
給
す
る
ガ
ス
の
使
用
者
で
あ
つ
て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
消
費
機
器
を
使
用
す
る
も
の
に
対

し
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
頻
度
で
、
消
費
機
器
の
種
類
ご
と
に
同
表
の
下
欄
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

配
布
す
る
。

消
費
機
器
の
種
類

周
知
の
頻
度

書
面
に
記
載

す
る
事
項

（
１
）
　
屋
内
に
設
置
さ
れ
た
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
あ
つ
て
ガ
ス

の
消
費
量
が
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
（
不
完
全
燃
焼

す
る
状
態
に
至
つ
た
場
合
に
当
該
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
へ
の
ガ

ス
の
供
給
を
自
動
的
に
遮
断
し
燃
焼
を
停
止
す
る
機
能
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を

受
け
付
け
た
と
き
及
び

一
年
に
一
回
以
上

前
号
ハ
、
ホ

及
び
リ
の

事
項

（
２
）
　
（
１
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
屋
内
に
設
置
さ
れ
た

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
あ
つ
て
ガ
ス
の
消
費
量
が
十
二
キ
ロ
ワ

ッ
ト
以
下
の
も
の

ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を

受
け
付
け
た
と
き
及
び

一
年
に
一
回
以
上

前
号
ハ
及
び

リ
の
事
項

（
３
）
　
第
二
百
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
上
欄
イ
の
ガ
ス
湯
沸

器
（
屋
内
に
設
置
さ
れ
た
半
密
閉
燃
焼
式
の
も
の
に
限
る
。
）

ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を

受
け
付
け
た
と
き
及
び

一
年
に
一
回
以
上

前
号
ハ
及
び

リ
の
事
項

（
４
）
　
第
二
百
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
上
欄
イ
の
ガ
ス
ふ
ろ

が
ま
（
浴
室
内
に
設
置
さ
れ
た
自
然
排
気
式
の
も
の
で
あ
つ

ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を

受
け
付
け
た
と
き
及
び

一
年
に
一
回
以
上

前
号
ハ
、
ヘ

及
び
リ
の

事
項

て
そ
の
排
気
筒
に
排
気
扇
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

る
。
）

（
５
）
　
（
４
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
第
二
百
条
第
一
項
第

一
号
の
表
の
上
欄
イ
の
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
（
屋
内
に
設
置
さ
れ

た
自
然
排
気
式
の
も
の
に
限
る
。
）

ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を

受
け
付
け
た
と
き
及
び

二
年
に
一
回
以
上

前
号
ハ
及
び

リ
の
事
項

（
６
）
　
開
放
燃
焼
式
の
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
で
あ
つ
て
燃
焼
面
が
金

属
網
製
の
も
の
（
不
完
全
燃
焼
す
る
状
態
に
至
つ
た
場
合
に

当
該
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
へ
の
ガ
ス
の
供
給
を
自
動
的
に
遮
断
し

燃
焼
を
停
止
す
る
機
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除

く
。
）

ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を

受
け
付
け
た
と
き
及
び

一
年
に
一
回
以
上

前
号
ハ
及
び

リ
の
事
項

ハ
　
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
街
等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
費
機
器
に
つ
い
て
は
、
当

該
消
費
機
器
の
周
囲
の
見
や
す
い
場
所
に
四
年
に
一
回
以
上
前
号
ニ
、
ト
及
び
チ
の
事
項
を
記
載
し
た
表
示

を
付
す
。
た
だ
し
、
当
該
表
示
を
付
す
こ
と
に
つ
き
、
当
該
消
費
機
器
の
使
用
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
又
は
既
に
当
該
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
周
知
を
、
前
回
の
周
知
の
日
か
ら
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間
を
経

過
し
た
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
前
四
月
以
内
の
期
間
に
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
周
知
を
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

イ
　
前
号
イ
（
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
街
等
、
特
定
地
下
室
等
、
超
高
層
建
物
又
は
特
定
大
規
模
建
物

（
自
動
ガ
ス
遮
断
装
置
又
は
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
栓
が
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
又
は
ロ
（
当
該
ロ
の
表
の
上
欄
（
５
）
に
掲
げ
る
消
費
機

器
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
周
知
　
二
年

ロ
　
前
号
イ
（
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
街
等
、
特
定
地
下
室
等
、
超
高
層
建
物
又
は
特
定
大
規
模
建
物

（
自
動
ガ
ス
遮
断
装
置
又
は
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
栓
が
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
ロ
（
当
該
ロ
の
表
の
上
欄
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で

及
び
（
６
）
に
掲
げ
る
消
費
機
器
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
周
知
　
一
年

ハ
　
前
号
ハ
に
規
定
す
る
周
知
　
四
年

四
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
ほ
か
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
刊
行
物
に
掲
載
す

る
広
告
、
文
書
の
掲
出
又
は
頒
布
若
し
く
は
巡
回
訪
問
そ
の
他
の
ガ
ス
の
使
用
に
伴
う
危
険
の
発
生
を
防
止
す

る
た
め
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
そ
の
供
給
す
る
ガ
ス
の
使
用
者
に
第
一
号
の
事
項
を
周
知
さ
せ
、
ガ
ス
の
使

用
に
伴
う
危
険
の
発
生
の
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
毎
年
度
経
過
後
三
十
日
以
内
に
、
第
二
号
及
び
前
号
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
年
度
に

行
つ
た
周
知
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
様
式
第
八
十
七
の
周
知
状
況
の
届
出
書
を
消
費
機
器
の
設
置
の
場
所
を

管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
の
供
給
地
点
に
つ
い
て
約
し
た
小
売
供
給
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
き
は
、
当
該
小
売
供
給
に
係
る
ガ
ス
の
使
用
者
に
対
す
る
周
知
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
の
供
給
地
点

に
つ
い
て
約
し
た
小
売
供
給
を
二
年
以
上
行
つ
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
至
近
の
二
年
度
に
お
け
る
当
該
小
売
供

給
が
連
続
し
て
正
当
な
理
由
な
く
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
年
間
の
ガ
ス
供
給
量
が
熱
量
四
十
六
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
の
ガ
ス
を
常
温
及
び
常
圧
で
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以

上
供
給
す
る
も
の
に
相
当
す
る
量
で
あ
る
こ
と
。

二
　
年
間
の
ガ
ス
供
給
量
が
熱
量
四
十
六
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
の
ガ
ス
を
常
温
及
び
常
圧
で
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
供
給
す
る
も
の
に
相
当
す
る
量
で
あ
つ
て
、
供
給
先
が
建
物
区
分
の
う
ち
工
業
用

建
物
で
あ
る
こ
と
。

３
　
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
周
知
さ
せ
な
か
つ
た
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
毎
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
年

度
に
お
け
る
同
項
本
文
の
小
売
供
給
の
実
績
を
、
様
式
第
八
十
八
に
よ
り
、
当
該
小
売
供
給
に
係
る
消
費
機
器
の

設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
小
売
事
業
者
に
よ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
を
用
い
た
周
知
事
項
の
提
供
の
方
法
）

第
百
九
十
八
条
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
配
布
に
代
え
て
、

当
該
ガ
ス
の
使
用
者
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
周
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知
事
項
」
と
い
う
。
）
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法

で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
当
該
書
面
を
配
布
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
の
使
用
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と

に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
周
知
事
項
を

電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
ガ
ス
の
使
用
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
ガ
ス
の
使
用
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機

に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
周
知
事
項
を
記
録
す
る
方
法

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
周
知
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

２
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
周
知
事
項
を
提
供
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
ガ
ス
の
使
用
者
か
ら
の
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
周
知
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
小
売
事
業
者
に
よ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
承
諾
の
取
得
）

第
百
九
十
九
条
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
周
知
事
項
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

次
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
事
項
の
提
供
の
相
手
方
に
対
し
、
そ
の
用
い
る
電
磁
的
方

法
の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
、
書
面
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を

利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
（
第
三
項
に
お
い
て
「
書
面
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
承
諾

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
出
力
す

る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
ガ
ス
の
使
用

者
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
ガ
ス
の
使
用
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
ガ
ス
の
使
用
者
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
記

録
す
る
方
法

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
ガ
ス
の
使
用
者
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
得
る
方
法

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
使
用
す
る
も
の

二
　
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

３
　
第
一
項
の
承
諾
を
得
た
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
当
該
相
手
方
か
ら
書
面
等
に
つ
い
て
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供

を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
相
手
方
に
対
し
、
周
知
事
項
の
提
供
を
電
磁
的
方
法
に
よ
つ
て

し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
相
手
方
が
再
び
同
項
の
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
消
費
機
器
に
関
す
る
調
査
）

第
二
百
条
　
法
第
百
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
は
、
次
の
各
号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
調
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
消
費
機
器
の
種
類
ご
と
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
頻
度
で
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
（
調
査
に
係
る
消
費
機
器
の

設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
所
管
区
域
内
の
み
に
あ
る
場
合
は
、
当
該
消
費
機
器
を
設
置
す
る
場

所
を
所
管
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

消
費
機
器
の
種
類

調
査
の
頻
度

調
査
を
行
う
事
項

イ
　
ガ
ス
湯
沸
器
及
び
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま

（
不
完
全
燃
焼
す
る
状
態
に
至
つ
た
場

合
に
当
該
消
費
機
器
へ
の
ガ
ス
の
供

給
を
自
動
的
に
遮
断
し
燃
焼
を
停
止

す
る
機
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
及
び
密
閉
燃
焼
式
の
も
の
で
あ

つ
て
特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工

事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五

ガ
ス
の
使
用

の
申
込
み

を
受
け
付

け
た
と
き

及
び
四
年

に
一
回
以

上

１
　
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
二
百
二
条
第
一
号
、

第
二
号
イ
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
ロ

（
１
）
（
イ
（
１
）
及
び
（
４
）
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
三
号
ハ
、
第
五
号
、
第
六
号

ハ
及
び
ニ
並
び
に
第
十
二
号
に
掲
げ
る
基
準

に
関
す
る
事
項

十
四
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る

も
の
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
の
安
全
性

を
有
す
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め

た
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
の

排
気
筒
及
び
排
気
筒
に
接
続
さ
れ
る

排
気
扇

２
　
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
に
係
る

も
の
で
あ
つ
て
そ
の
排
気
筒
又
は
給
排
気
部

が
屋
内
に
設
置
す
る
部
分
を
有
す
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
第
二
百
二
条
第
七
号
イ
及
び
ロ

（
第
二
号
イ
（
１
）
（
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
（
４
）
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
並
び
に
ハ
（
第
六
号
イ
（
屋

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
部
分
に
限
る
。
）
、
ハ

及
び
ニ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る

基
準
に
関
す
る
事
項

ロ（
一
）
　
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
街

等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器

（
二
）
　
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
室

等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器

ガ
ス
の
使
用

の
申
込
み

を
受
け
付

け
た
と
き

及
び
四
年

に
一
回
以

上

第
二
百
二
条
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
基

準
に
関
す
る
事
項

ハ
　
燃
焼
器

ガ
ス
の
使
用

の
申
込
み

を
受
け
付

け
た
と
き

第
二
百
二
条
第
十
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す

る
事
項

二
　
前
号
の
表
の
上
欄
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
消
費
機
器
の
種
類
に
係
る
調
査
を
、
前
回
の
調
査
の
日
か
ら
四
年
を

経
過
し
た
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
前
四
月
以
内
の
期
間
に
行
つ
た
場
合
に
あ
つ

て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
調
査
を
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

三
　
第
一
号
に
規
定
す
る
調
査
の
結
果
、
法
第
百
五
十
九
条
第
三
項
の
通
知
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
通
知
に
係
る

消
費
機
器
に
つ
い
て
は
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
　
毎
年
度
一
回
以
上
、
当
該
消
費
機
器
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

及
び
そ
の
措
置
を
と
ら
な
か
つ
た
場
合
に
生
ず
べ
き
結
果
を
そ
の
所
有
者
又
は
占
有
者
に
通
知
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
そ
の
所
有
者
又
は
占
有
者
が
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
を

と
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
そ
の
通
知
の
日
か
ら
一
月
を
経
過
し
た
日
以
後
五
月
以
内
（
そ
の
通
知
に
係
る
消
費
機
器
の
所
有
者
又
は

占
有
者
が
当
該
消
費
機
器
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
を
そ
の
通
知

の
日
か
ら
一
月
以
内
に
と
つ
た
こ
と
を
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
知
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
通
知
の
日
か

ら
六
月
以
内
）
に
、
再
び
当
該
通
知
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
第
一
号
に
規
定
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
。
た
だ

し
、
直
近
の
当
該
調
査
が
こ
の
ロ
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四
　
経
済
産
業
大
臣
が
消
費
機
器
を
使
用
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
に
つ
い
て
当
該
消
費
機
器
の
使
用
に
よ
る
災

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
号
及
び
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
　
調
査
を
行
う
者
（
以
下
「
調
査
員
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請

求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
の
供
給
地
点
に
つ
い
て
約
し
た
小
売
供
給
が
第
百
九
十
七
条
第
二
項
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
小
売
供
給
に
係
る
ガ
ス
の
使
用
者
が
所
有
し
、
又
は
占
有
す
る
消
費
機
器

に
対
す
る
調
査
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
の
供
給
地
点
に
つ
い
て
約
し
た
小
売
供
給
を
二
年
以
上
行
つ
て
い
る

場
合
で
あ
つ
て
、
至
近
の
二
年
度
に
お
け
る
当
該
小
売
供
給
が
連
続
し
て
正
当
な
理
由
な
く
同
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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３
　
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
調
査
を
行
わ
な
か
つ
た
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
毎
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の

年
度
に
お
け
る
同
項
本
文
の
小
売
供
給
の
実
績
を
、
様
式
第
八
十
九
に
よ
り
、
当
該
小
売
供
給
に
係
る
消
費
機
器

の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
一
条
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
、

そ
の
ガ
ス
小
売
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
ガ
ス
に
係
る
託
送
供
給
を
行
う
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
又
は
特
定
ガ

ス
導
管
事
業
者
か
ら
、
直
近
の
同
号
の
表
の
上
欄
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
調
査
の
結
果
（
法
第
百
五
十
九
条
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
帳
簿
（
当
該
調
査
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
情
報
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
提
供
さ
れ
た
と
き
は
、
ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を
受
け
付
け
た
と
き
（
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
コ
ッ
ク
の

開
栓
を
伴
わ
な
い
場
合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
調
査
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
調
査
の
結
果
の
提
供
に
つ
き
、

消
費
機
器
の
所
有
者
又
は
占
有
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
を
行
わ
な
か
つ
た
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
調
査
に
係
る
ガ
ス
の
使
用
者
と
小
売
供
給

契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
当
該
調
査
の
結
果
を
、
調
査
を
次
に
実

施
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
百
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
通
知
さ
れ
た
直
近
の
同
号
の
表
の
上
欄
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
調
査
の
結
果
を
保
存
し
て
い
る
と
き
は
、

ガ
ス
の
使
用
の
申
込
み
を
受
け
付
け
た
と
き
（
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
コ
ッ
ク
の
開
栓
を
伴
わ
な
い
場
合
に
限
る
。
）
に

お
け
る
調
査
を
要
し
な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
を
行
わ
な
か
つ
た
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
調
査
に
係
る
ガ
ス
の
使
用
者
と
最
終

保
障
供
給
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
法
第
百
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ

た
当
該
調
査
の
結
果
を
、
調
査
を
次
に
実
施
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
消
費
機
器
の
技
術
上
の
基
準
）

第
二
百
二
条
　
法
第
百
五
十
九
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
燃
焼
器
（
屋
内
に
設
置
す
る
も
の
に
限
り
、
密
閉
燃
焼
式
の
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
当
該
燃

焼
器
に
接
続
し
て
排
気
筒
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
燃
焼
器
の
構
造
上
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
こ
れ
に

よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
当
該
燃
焼
器
の
た
め
の
排
気
フ
ー
ド
を
設
け
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

イ
　
ガ
ス
調
理
機
器
（
ガ
ス
の
消
費
量
が
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
）

ロ
　
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
（
暖
房
兼
用
の
も
の
を
含
み
、
ガ
ス
の
消
費
量
が
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
）

ハ
　
ガ
ス
貯
湯
湯
沸
器
（
暖
房
兼
用
の
も
の
を
含
み
、
ガ
ス
の
消
費
量
が
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
）

ニ
　
ガ
ス
常
圧
貯
蔵
湯
沸
器
（
ガ
ス
の
消
費
量
が
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
）

ホ
　
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま

ヘ
　
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
（
ガ
ス
の
消
費
量
が
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
）

ト
　
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
（
ガ
ス
の
消
費
量
が
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
）

二
　
前
号
の
燃
焼
器
（
以
下
こ
の
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
燃
焼
器
」
と
い
う
。
）
の
排
気
筒
は
、

次
の
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
（
排
気
扇
を
接
続
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

（１）
　
排
気
筒
の
材
料
は
、
告
示
で
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ

と
。

（２）
　
排
気
筒
に
は
、
当
該
燃
焼
器
と
同
一
室
内
に
あ
る
部
分
の
当
該
燃
焼
器
と
近
接
し
た
箇
所
に
逆
風
止
め

を
取
り
付
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
燃
焼
器
に
逆
風
止
め
を
取
り
付
け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（３）
　
排
気
筒
の
有
効
断
面
積
は
、
当
該
燃
焼
器
の
排
気
部
と
の
接
続
部
の
有
効
断
面
積
よ
り
小
さ
く
な
い
こ

と
。

（４）
　
排
気
筒
の
先
端
は
、
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

（５）
　
排
気
筒
の
先
端
は
、
障
害
物
又
は
外
気
の
流
れ
に
よ
つ
て
排
気
が
妨
げ
ら
れ
な
い
位
置
に
あ
る
こ
と
。

（６）
　
排
気
筒
の
先
端
は
、
鳥
、
落
葉
、
雨
水
そ
の
他
の
異
物
の
侵
入
又
は
風
雨
等
の
圧
力
に
よ
り
排
気
が
妨

げ
ら
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（７）
　
排
気
筒
の
高
さ
（
逆
風
止
め
開
口
部
の
下
端
か
ら
の
排
気
筒
の
先
端
の
開
口
部
（
逆
風
止
め
開
口
部
の

下
端
か
ら
排
気
筒
の
先
端
の
開
口
部
ま
で
の
排
気
筒
の
長
さ
が
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
、
逆
風
止

め
開
口
部
の
下
端
か
ら
八
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
部
分
）
の
高
さ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
次
の
式

に
よ
り
算
出
し
た
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ｈ＝

（
０
．
５
＋
０
．
４
ｎ
＋
０
．
１
ｌ
）
／
（
Ａ
Ｖ
／
５
．
１
６
Ｈ
）
２

こ
の
式
に
お
い
て
、
ｈ
、
ｎ
、
ｌ
、
Ａ
Ｖ
及
び
Ｈ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ｈ
　
排
気
筒
の
高
さ
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）

ｎ
　
排
気
筒
の
曲
り
の
数

ｌ
　
逆
風
止
め
開
口
部
の
下
端
か
ら
排
気
筒
の
先
端
の
開
口
部
ま
で
の
排
気
筒
の
長
さ
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）

Ａ
Ｖ
　
排
気
筒
の
有
効
断
面
積
（
単
位
　
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

Ｈ
　
燃
焼
器
の
ガ
ス
の
消
費
量
（
単
位
　
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

（８）
　
排
気
筒
の
天
井
裏
、
床
裏
等
に
あ
る
部
分
は
、
金
属
以
外
の
不
燃
性
の
材
料
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

た
だ
し
、
燃
焼
器
出
口
の
排
気
ガ
ス
の
温
度
が
百
度
以
下
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（９）
　
排
気
筒
は
、
自
重
、
風
圧
、
振
動
等
に
対
し
て
、
十
分
耐
え
、
か
つ
、
当
該
排
気
筒
を
構
成
す
る
各
部

の
接
続
部
及
び
当
該
排
気
筒
と
当
該
燃
焼
器
の
排
気
部
と
の
接
続
部
が
容
易
に
外
れ
な
い
よ
う
堅
固
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（１０）
　
排
気
筒
は
、
凝
縮
水
等
が
た
ま
り
に
く
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
で
あ
つ
て
排
気
扇
を
接
続
す
る
も
の
及
び
強
制
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排

気
筒
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
排
気
筒
は
、
イ
（
１
）
、
（
４
）
、
（
５
）
（
障
害
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
（
６
）
（
鳥
、
落
葉
、
雨
水

そ
の
他
の
異
物
の
侵
入
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
（
８
）
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
強
制
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
加
え
て
イ
（
９
）
の
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
排
気
筒
が
外
壁
を
貫
通
す
る
箇
所
に
は
、
当
該
排
気
筒
と
外
壁
と
の
間
に
排
気
ガ
ス
が
屋
内
に
流
れ
込

む
隙
間
が
な
い
こ
と
。

（３）
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
で
あ
つ
て
排
気
扇
を
接
続
す
る
も
の
は
、
自
重
、
風
圧
、
振
動
等
に

対
し
て
、
十
分
耐
え
、
か
つ
、
当
該
排
気
筒
を
構
成
す
る
各
部
の
接
続
部
、
当
該
燃
焼
器
の
排
気
部
と
の

接
続
部
及
び
当
該
排
気
扇
と
の
接
続
部
が
容
易
に
外
れ
な
い
よ
う
堅
固
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（４）
　
排
気
筒
の
形
状
は
、
排
気
ガ
ス
が
燃
焼
器
の
給
気
口
（
当
該
燃
焼
器
又
は
当
該
排
気
筒
に
逆
風
止
め
を

取
り
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
逆
風
止
め
の
開
口
部
）
か
ら
流
出
し
な
い
よ
う
風
量
が
十
分
に
確

保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
排
気
筒
は
、
凝
縮
水
等
が
た
ま
り
に
く
い
よ
う
取
り
付
け
る
こ
と
。

三
　
燃
焼
器
の
排
気
筒
に
接
続
す
る
排
気
扇
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
排
気
扇
（
排
気
ガ
ス
に
触
れ
る
部
分
に
限
る
。
）
の
材
料
は
、
不
燃
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
燃
焼
器
と
直
接
接
続
す
る
排
気
扇
は
、
当
該
燃
焼
器
の
排
気
部
と
の
接
続
部
が
容
易
に
外
れ
な
い
よ
う
堅

固
に
取
り
付
け
る
こ
と
。

ハ
　
排
気
扇
に
は
、
こ
れ
が
停
止
し
た
場
合
に
当
該
燃
焼
器
へ
の
ガ
ス
の
供
給
を
自
動
的
に
遮
断
す
る
装
置
を

設
け
る
こ
と
。

四
　
燃
焼
器
で
あ
つ
て
、
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
排
気
筒
を
設
け
る
も
の
は
、
当
該
排
気
筒
の
有
効
断
面
積
以
上

の
有
効
断
面
積
を
有
す
る
給
気
口
そ
の
他
給
気
上
有
効
な
開
口
部
を
設
け
た
室
に
設
置
す
る
こ
と
。
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五
　
次
に
掲
げ
る
燃
焼
器
は
、
換
気
扇
又
は
有
効
な
給
排
気
の
た
め
の
開
口
部
を
設
け
た
室
に
設
置
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
排
気
フ
ー
ド
を
設
け
る
も
の
又
は
排
気
筒
を
設
け
る
も
の
で
あ
つ
て
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
基

準
に
準
じ
て
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。

イ
　
ガ
ス
調
理
機
器
（
ガ
ス
の
消
費
量
が
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
）

ロ
　
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
（
暖
房
兼
用
の
も
の
を
含
み
、
ガ
ス
の
消
費
量
が
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
）

ハ
　
ガ
ス
貯
湯
湯
沸
器
（
暖
房
兼
用
の
も
の
を
含
み
、
ガ
ス
の
消
費
量
が
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
）

ニ
　
ガ
ス
常
圧
貯
蔵
湯
沸
器
（
ガ
ス
の
消
費
量
が
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
）

ホ
　
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
（
ガ
ス
の
消
費
量
が
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
）

ヘ
　
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
（
ガ
ス
の
消
費
量
が
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
）

六
　
ガ
ス
調
理
機
器
、
ガ
ス
湯
沸
器
（
暖
房
兼
用
の
も
の
を
含
む
。
）
、
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
又
は
ガ

ス
衣
類
乾
燥
機
で
あ
つ
て
、
密
閉
燃
焼
式
の
も
の
（
屋
内
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
に
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
給
排
気
部
（
排
気
に
係
る
も
の
（
ロ
に
規
定
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
の
材
料
は
、
金
属
そ
の
他

の
不
燃
性
の
も
の
で
あ
つ
て
十
分
な
耐
食
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
給
排
気
部
で
あ
つ
て
別
に
告
示
で
指
定
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
告
示
で
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
給
排
気
部
が
外
壁
を
貫
通
す
る
箇
所
に
は
、
当
該
給
排
気
部
と
外
壁
と
の
間
に
排
気
ガ
ス
が
屋
内
に
流
れ

込
む
隙
間
が
な
い
こ
と
。

ニ
　
給
排
気
部
の
先
端
は
、
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

ホ
　
給
排
気
部
の
先
端
は
、
障
害
物
又
は
外
気
の
流
れ
に
よ
つ
て
給
排
気
が
妨
げ
ら
れ
な
い
位
置
に
あ
る
こ

と
。

ヘ
　
給
排
気
部
の
先
端
は
、
鳥
、
落
葉
、
雨
水
そ
の
他
の
異
物
の
侵
入
又
は
自
然
給
排
気
式
の
燃
焼
器
の
場
合

に
あ
つ
て
は
風
雨
等
の
圧
力
に
よ
り
給
排
気
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ト
　
給
排
気
部
は
、
自
重
、
風
圧
、
振
動
等
に
対
し
て
、
十
分
耐
え
、
か
つ
、
当
該
給
排
気
部
を
構
成
す
る
各

部
の
接
続
部
並
び
に
当
該
燃
焼
器
の
ケ
ー
シ
ン
グ
と
の
接
続
部
が
容
易
に
外
れ
な
い
よ
う
堅
固
に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

チ
　
給
排
気
部
は
、
凝
縮
水
等
が
た
ま
り
に
く
い
よ
う
取
り
付
け
る
こ
と
。

リ
　
給
排
気
部
の
天
井
裏
、
床
裏
等
に
あ
る
部
分
（
排
気
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
金
属
以
外
の
不
燃
性

の
材
料
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
燃
焼
器
出
口
の
排
気
ガ
ス
の
温
度
が
百
度
以
下
の
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

ヌ
　
給
排
気
部
の
形
状
は
、
当
該
燃
焼
器
の
燃
焼
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
風
量
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

七
　
屋
外
に
設
置
す
る
燃
焼
器
の
排
気
筒
又
は
そ
の
給
排
気
部
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
（
排
気
扇
を
接
続
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
屋
内
に
設
置
す

る
部
分
を
有
す
る
も
の
は
、
第
二
号
イ
（
４
）
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
屋
内
に
設
置
さ

れ
る
部
分
は
、
同
号
イ
（
１
）
、
（
８
）
、
（
９
）
（
燃
焼
器
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
（
１
０
）
の
基
準
に

適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
（
排
気
扇
を
接
続
す
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
強
制
排
気
式
の
燃
焼
器

の
排
気
筒
で
あ
つ
て
、
屋
内
に
設
置
す
る
部
分
を
有
す
る
も
の
は
、
第
二
号
イ
（
４
）
、
（
５
）
（
障
害
物
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
（
６
）
（
鳥
、
落
葉
、
雨
水
そ
の
他
の
異
物
の
侵
入
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
屋
内
に
設
置
さ
れ
る
部
分
は
、
同
号
イ
（
１
）
、
（
８
）
、
同
号
ロ

（
１
）
の
た
だ
し
書
、
（
２
）
、
（
３
）
（
排
気
扇
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
（
５
）
の
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
給
排
気
部
で
あ
つ
て
、
屋
内
に
設
置
す
る
部
分
を
有
す
る
も
の
は
、
前
号
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
ヌ
の
基
準

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
屋
内
に
設
置
さ
れ
る
部
分
は
、
同
号
イ
、
ロ
及
び
ト
か
ら
リ
ま
で
の
基

準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八
　
燃
焼
器
で
あ
つ
て
、
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
街
等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
設
置
す
る
も
の
に
は
、
告
示

で
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
ガ
ス
漏
れ
警
報
設
備
を
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

九
　
燃
焼
器
で
あ
つ
て
、
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
地
下
街
等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
設
置
す
る
も
の
（
過
流
出
安

全
機
構
（
一
定
流
量
を
超
え
る
ガ
ス
が
流
出
し
た
場
合
に
自
動
的
に
ガ
ス
の
流
出
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
を
い
う
。
）
を
内
蔵
す
る
ガ
ス
栓
に
接
続
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
告
示
で
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
金

属
管
、
金
属
可
と
う
管
、
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
ゴ
ム
管
、
ガ
ス
コ
ー
ド
又
は
強
化
ガ
ス
ホ
ー
ス
を
用
い

て
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
ガ
ス
栓
と
確
実
に
接
続
す
る
こ
と
。

十
　
燃
焼
器
（
屋
外
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
該
当
す
る
も
の
に
は
、
自

動
ガ
ス
遮
断
装
置
を
適
切
に
設
け
、
又
は
告
示
で
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を
告
示
で
定
め

る
方
法
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ
　
建
物
区
分
の
う
ち
超
高
層
建
物
（
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
調
理
室
に
限
る
。
）
に
設

置
す
る
も
の
（
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
建
物
区
分
の
う
ち
特
定
大
規
模
建
物
（
昭
和
六
十
年
通
商
産
業
省
告
示
第
四
百
六
十
一
号
（
ガ
ス
を
使
用

す
る
建
物
ご
と
の
区
分
を
定
め
る
件
）
第
一
条
の
表
中
第
五
号
イ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
さ
れ
る

部
分
に
限
る
。
）
に
設
置
す
る
も
の
（
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ハ
　
中
圧
以
上
の
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
も
の
（
導
管
と
の
接
続
部
分
の
う
ち
接
合
部
（
溶
接
に
よ
る
も
の
を

除
く
。
）
を
含
み
、
現
に
中
圧
以
上
の
ガ
ス
を
通
ず
る
部
分
に
限
る
。
）
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。

（１）
　
工
場
、
廃
棄
物
処
理
場
、
浄
水
場
、
下
水
処
理
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
所
に
設
置
す
る
も
の

（２）
　
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
所
に
設
置
す
る
も
の

十
一
　
燃
焼
器
は
、
供
給
さ
れ
る
ガ
ス
に
適
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
二
　
強
制
排
気
式
の
燃
焼
器
で
あ
つ
て
告
示
で
定
め
る
も
の
は
、
ガ
ス
を
燃
焼
し
た
場
合
に
お
い
て
正
常
に
当

該
燃
焼
器
か
ら
排
気
が
排
出
さ
れ
る
こ
と
。

第
二
百
三
条
　
特
別
の
理
由
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
認
可
に
係
る
基
準
を
も
つ
て
法
第
百
五
十
九
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
と
す
る
。

２
　
前
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
及
び
設
置
方
法
を
記
載
し
た
申
請
書
に
関
係
図
面
を
添

付
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
申
請
書
及
び
関
係
図
面
の
写
し
を
当
該
消
費
機
器
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産

業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
消
費
機
器
に
関
す
る
調
査
の
結
果
の
通
知
）

第
二
百
四
条
　
法
第
百
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
同
条
第
二
項
の
調
査
を
実
施
し
た
日
以
後
遅
滞

な
く
、
調
査
の
結
果
（
ガ
ス
の
使
用
者
が
第
二
百
条
第
一
項
第
一
号
の
表
上
欄
に
掲
げ
る
消
費
機
器
を
所
有
し
、

又
は
占
有
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
を
記
載
し
た
書
面
に
、
法
第
百
五
十
九
条
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
帳
簿
（
当
該
調
査
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
情
報
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
に
よ
る
通
知
に
代
え
て
、
次
項

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
ガ
ス
に
係
る
託
送
供
給
を
行
う
一
般
ガ

ス
導
管
事
業
者
又
は
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
ガ
ス
導
管
事
業
者
」
と
い
う
。
）

の
承
諾
を
得
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
も
の
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
当
該
書
面
に
よ
る
通
知
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
ガ
ス
導
管
事
業
者

に
対
し
、
そ
の
用
い
る
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
対
し
、
調
査
の
結
果
を
通

知
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
調
査
の
結
果
に
加
え
て
、
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
法
第
百
五
十
九
条
第
五
項
の
業
務

を
適
正
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
）

第
二
百
五
条
　
法
第
百
五
十
九
条
第
六
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
調
査
に
係
る
消
費
機
器
の
所
有
者
又
は
占
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
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二
　
調
査
に
係
る
燃
焼
器
の
製
造
者
又
は
輸
入
者
の
名
称

三
　
調
査
に
係
る
燃
焼
器
の
型
式
及
び
製
造
年
月

四
　
調
査
年
月
日

五
　
調
査
の
内
容
（
ガ
ス
の
使
用
者
が
第
二
百
条
第
一
項
第
一
号
の
表
上
欄
に
掲
げ
る
消
費
機
器
を
所
有
し
、
又

は
占
有
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）

六
　
法
第
百
五
十
九
条
第
三
項
の
通
知
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
年
月
日
及
び
内
容

七
　
調
査
員
の
氏
名

八
　
法
第
百
五
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
調
査
を
行
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
同
項
た
だ
し
書
中
の

承
諾
を
求
め
た
年
月
日

２
　
法
第
百
五
十
九
条
第
六
項
の
帳
簿
は
、
調
査
に
係
る
ガ
ス
の
使
用
者
と
小
売
供
給
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
調
査
が
次
に
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
二
百
六
条
　
第
百
八
十
三
条
の
規
定
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
百
八
十
三
条
第
一
項
中
「
法
第
百
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
百
五
十
九
条
第
六
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
保
安
業
務
規
程
）

第
二
百
七
条
　
法
第
百
六
十
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
保
安
業
務
規
程
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

ガ
ス
小

売
事
業

者

一
　
保
安
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
保
安
業
務
を
管
理
す
る
事
業
場
ご
と
の
保
安
業
務
監
督
者
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
保
安
業
務
監
督
者
が
旅
行
、
疾
病
そ
の
他
事
故
に
よ
つ
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
保
安
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
保
安
に
係
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
、
同
条
第
三
項

及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
並
び
に
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
に
関
す
る
業
務
の
実
施
の
方

法
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
関
係
者
と
の
連
絡
体
制
の
確
保
、
必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他

の
ガ
ス
小
売
事
業
者
が
と
る
べ
き
措
置
（
消
費
機
器
に
直
接
に
接
続
す
る
ガ
ス
工
作
物
を
維
持
し
、
及
び

運
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
通
報
の
受
理
、
出
動
、
安
全
の
確
保
及
び
応
急
措
置
を
含
む
。
）
に
関
す
る

こ
と
。

七
　
保
安
業
務
に
つ
い
て
の
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
保
安
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
保
安
業
務
規
程
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
安
に
関
し
必
要
な
事
項

一
般
ガ

ス
導
管

事
業
者

一
　
保
安
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
保
安
業
務
を
管
理
す
る
事
業
場
ご
と
の
保
安
業
務
監
督
者
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
保
安
業
務
監
督
者
が
旅
行
、
疾
病
そ
の
他
事
故
に
よ
つ
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
保
安
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
保
安
に
係
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
に
関
す
る
業
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
こ

と
。

六
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
通
報
の
受
理
、
出
動
、
安
全
の
確
保
、
応
急
措
置
の
実
施
そ
の

他
の
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
保
安
業
務
に
つ
い
て
の
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
保
安
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
保
安
業
務
規
程
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
安
に
関
し
必
要
な
事
項

特
定
ガ

ス
導
管

事
業
者

一
　
保
安
業
務
を
管
理
す
る
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
保
安
業
務
を
管
理
す
る
事
業
場
ご
と
の
保
安
業
務
監
督
者
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
保
安
業
務
監
督
者
が
旅
行
、
疾
病
そ
の
他
事
故
に
よ
つ
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
保
安
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
保
安
に
係
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
通
報
の
受
理
、
出
動
、
安
全
の
確
保
、
応
急
措
置
の
実
施
そ
の

他
の
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
保
安
業
務
に
つ
い
て
の
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
保
安
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
保
安
業
務
規
程
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
安
に
関
し
必
要
な
事
項

第
二
百
八
条
　
法
第
百
六
十
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
九
十
の
保
安
業
務
規
程
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
百
六
十
条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
様
式
第
九
十
一
の
保
安
業
務
規
程
変
更
届
出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を

添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
例
措
置
）

第
二
百
九
条
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
者
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
場
合
は
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
者
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
ガ
ス
小
売
事

業
者
、
一
般
ガ
ス

導
管
事
業
者
、
特

定
ガ
ス
導
管
事
業

者
又
は
ガ
ス
製
造

事
業
者

ガ
ス
工
作
物
の
一
部
が
完
成
し

た
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
完
成

し
た
部
分
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
特
別
の
理
由
が
あ
る

と
き
。

法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
法

第
六
十
九
条
第
一
項
（
法
第

八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
法
第
百
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
検
査
前
に
、
当

該
ガ
ス
工
作
物
を
使
用
す
る

こ
と
。

経
済
産
業
大
臣
（
一
の
産
業
保
安

監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ

る
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
場
合
は
、

当
該
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所

を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。

次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

二
　
ガ
ス
小
売
事

業
者
、
一
般
ガ
ス

導
管
事
業
者
、
特

定
ガ
ス
導
管
事
業

者
又
は
ガ
ス
製
造

事
業
者

ガ
ス
工
作
物
の
使
用
の
状
況

（
計
画
を
含
む
。
）
か
ら
第
四
十

九
条
、
第
百
八
条
（
第
百
三
十

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
六
十

四
条
に
規
定
す
る
告
示
に
定
め

る
時
期
以
外
の
時
期
に
定
期
自

主
検
査
を
行
う
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
き
。

法
第
三
十
四
条
、
法
第
七
十

一
条
（
法
第
八
十
四
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
法
第
百
四

条
の
定
期
自
主
検
査
を
行
う

時
期

経
済
産
業
大
臣
（
一
の
産
業
保
安

監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ

る
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
場
合
は
、

当
該
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所

を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。

次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

三
　
ガ
ス
小
売
事

業
者
、
一
般
ガ
ス

導
管
事
業
者
、
特

定
ガ
ス
導
管
事
業

者
又
は
ガ
ス
製
造

事
業
者

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お

い
て
、
第
四
十
九
条
、
第
百
八

条
（
第
百
三
十
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
第
百
六
十
四
条
に
規
定
す

る
告
示
に
定
め
る
時
期
に
定
期

自
主
検
査
を
行
う
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
と
き
。

法
第
三
十
四
条
、
法
第
七
十

一
条
（
法
第
八
十
四
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
法
第
百
四

条
の
定
期
自
主
検
査
を
行
う

時
期

経
済
産
業
大
臣
（
一
の
産
業
保
安

監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ

る
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
場
合
は
、

当
該
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
の
場
所

を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
）

四
　
ガ
ス
小
売
事

業
者
、
一
般
ガ
ス

導
管
事
業
者
、
特

第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業

選
任
に
係
る
事
業
場
に
駐
在

し
な
い
者
を
ガ
ス
主
任
技
術

者
に
選
任
し
、
又
は
ガ
ス
主

経
済
産
業
大
臣
（
監
督
に
係
る
ガ

ス
工
作
物
が
一
の
産
業
保
安
監
督

部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
場
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定
ガ
ス
導
管
事
業

者
、
ガ
ス
製
造
事

業
者
又
は
準
用
事

業
者

場
に
お
け
る
ガ
ス
主
任
技
術
者

の
選
任
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

任
技
術
者
に
二
以
上
の
事
業

場
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
を
兼

ね
さ
せ
る
こ
と
。

合
は
、
そ
の
設
置
の
場
所
を
管
轄

す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
次
条

第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
に

お
い
て
同
じ
。
）

第
二
百
十
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
一
号
に
係
る
も
の
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様

式
第
九
十
二
の
ガ
ス
工
作
物
一
部
使
用
承
認
申
請
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
二
号
又
は
第
三
号
に
係
る
も
の
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

様
式
第
九
十
三
の
定
期
自
主
検
査
時
期
変
更
承
認
申
請
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え

て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
四
号
に
係
る
も
の
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
九
十

四
の
ガ
ス
主
任
技
術
者
特
例
選
任
承
認
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
特
例
選
任
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
ガ
ス
主
任
技
術
者
の
執
務
に
関
す
る
説
明
書

三
　
特
例
選
任
に
係
る
事
業
場
の
保
安
措
置
に
関
す
る
説
明
書

４
　
ガ
ス
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の
表
第
四
号
に
係
る
も
の
を
受
け
た
ガ
ス
主
任
技

術
者
に
代
え
て
、
当
該
ガ
ス
主
任
技
術
者
が
承
認
を
受
け
た
条
件
と
同
等
の
条
件
を
満
た
す
他
の
ガ
ス
主
任
技
術

者
を
選
任
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
九
十
五
の
特
例
選
任
ガ
ス
主
任
技
術
者
引
継
届
出

書
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
ガ
ス
事
業
者
が
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
で
あ
つ
て
同
条
の

表
第
四
号
に
係
る
も
の
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

（
調
査
の
要
請
）

第
二
百
十
条
の
二
　
法
第
百
七
十
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

一
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者

二
　
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者

三
　
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者

四
　
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者

五
　
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者

六
　
ガ
ス
製
造
事
業
者

２
　
前
項
に
掲
げ
る
者
は
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

（
証
票
）

第
二
百
十
一
条
　
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
証
票
は
、
様
式
第
九
十
六
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
七
十
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
証
票
は
、
様
式
第
九
十
七
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
聴
聞
）

第
二
百
十
二
条
　
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
聴
聞

を
行
う
べ
き
期
日
の
二
十
一
日
前
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
は
、
行
政
手
続
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
か

ら
、
聴
聞
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
指
定
し
、
そ
の
期
日
の
三
日
前
ま
で
に
指
定
し
た
者

に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
意
見
の
聴
取
）

第
二
百
十
三
条
　
法
第
百
八
十
四
条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
は
、
経
済
産
業
大
臣
、
経
済
産
業
局
長
若
し
く
は
産
業

保
安
監
督
部
長
又
は
そ
れ
ら
の
指
名
す
る
職
員
が
議
長
と
し
て
主
宰
す
る
意
見
聴
取
会
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
、
経
済
産
業
局
長
又
は
産
業
保
安
監
督
部
長
は
、
意
見
聴
取
会
を
開
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ

の
期
日
の
二
十
一
日
前
ま
で
に
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
内
容
を
審
査
請
求
人
に
対
し
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
利
害
関
係
人
（
参
加
人
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
代
理
人
と
し
て
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
者
は
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
、
意
見
の
概
要
及
び
そ
の
事
案
に
つ
い
て
利
害
関
係
が
あ

る
こ
と
を
疎
明
す
る
事
実
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
（
経
済
産
業
局
長
又
は
産
業
保
安

監
督
部
長
が
開
こ
う
と
す
る
意
見
聴
取
会
に
係
る
場
合
は
、
そ
の
意
見
聴
取
会
を
開
こ
う
と
す
る
経
済
産
業
局
長

又
は
産
業
保
安
監
督
部
長
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
経
済
産
業
大
臣
、
経
済
産
業
局
長
又
は
産
業
保
安
監
督
部
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
の
う
ち

か
ら
、
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
指
定
し
、
そ
の
期
日
の
三
日
前
ま
で
に
指

定
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
経
済
産
業
大
臣
、
経
済
産
業
局
長
又
は
産
業
保
安
監
督
部
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
識
経
験

の
あ
る
者
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
そ
の
他
の
参
考
人
に
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら

の
代
理
人
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め
ら
れ
た
者
以
外
の
者
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

７
　
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
は
、
議
長
は
、
最
初
に
審
査
請
求
人
又
は
そ
の
代
理
人
に
審
査
請
求
の
要
旨
及
び
理
由

を
陳
述
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
審
査
請
求
人
又
は
そ
の
代
理
人
が
出
席
し
な
い
と
き
は
、
議
長
は
、
審
査
請
求
書
の
朗

読
を
も
つ
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
陳
述
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

９
　
審
査
請
求
人
又
は
利
害
関
係
人
の
代
理
人
は
、
そ
の
代
理
権
を
証
す
る
書
類
を
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

10
　
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
者
が
事
案
の
範
囲
を
超
え
て
発
言
す
る
と
き
、
又
は
意
見
聴
取
会
に

出
席
し
て
い
る
者
が
意
見
聴
取
会
の
秩
序
を
乱
し
、
若
し
く
は
不
穏
な
言
動
を
す
る
と
き
は
、
議
長
は
、
こ
れ
ら

の
者
に
対
し
、
そ
の
発
言
を
禁
止
し
、
又
は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

11
　
議
長
は
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
又
は
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
期
日
及
び
場
所
を
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
指
定
を
受
け
た
者
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め
ら
れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
適
合
性
検
査
の
申
請
）

第
二
百
十
四
条
　
法
第
百
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
九
十
八
に
よ
る

申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
都
道
府
県
知
事
又
は
市
長
の
報
告
）

第
二
百
十
五
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
百
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
の
徴
収
を
行
つ
た
と
き
は
、

令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
報
告
の
徴
収
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
市
長
は
、
法
第
百
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
の
徴
収
を
行
つ
た
と
き
は
、
令
第
十
九
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
報
告
の
徴
収
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長

を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
長
は
、
そ
の
旨
を

当
該
市
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
十
六
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
職
員
に
、
法
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
さ
せ

た
と
き
は
、
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
年
度
中
の
立
入
検
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
翌
年
度

の
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
様
式
第
九
十
九
に
よ
る
報
告
書
を
、
当
該
立
入
検
査
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
職
員
に
、
法
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
さ
せ
た
場
合
で
あ

つ
て
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
、
様
式
第
百

に
よ
る
報
告
書
を
、
当
該
立
入
検
査
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
市
長
は
、
そ
の
職
員
に
、
法
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
さ
せ
た
と
き
は
、
令
第
十
九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
年
度
中
の
立
入
検
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
翌
年
度
の
四
月
三
十
日
ま
で

に
、
様
式
第
九
十
九
に
よ
る
報
告
書
を
、
当
該
立
入
検
査
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
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を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
長
は
、
当
該
報
告

書
を
当
該
市
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
市
長
は
、
そ
の
職
員
に
、
法
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
さ
せ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
法

令
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
、
様
式
第
百
に
よ
る
報

告
書
を
、
当
該
立
入
検
査
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
長
は
、
当
該
報
告
書
を
当
該
市
を
包
括
す
る
都
道

府
県
の
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
十
七
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
百
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ガ
ス
用
品
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を

命
じ
た
と
き
は
、
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
命
令
に
係
る
事
業
場
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
市
長
は
、
法
第
百
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ガ
ス
用
品
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
と
き
は
、
令
第

十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
命
令
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済

産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
長
は
、

そ
の
旨
を
当
該
市
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
消
費
税
等
相
当
額
の
表
示
に
係
る
手
続
の
特
例
）

第
二
百
十
八
条
　
第
六
十
五
条
、
第
六
十
七
条
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
五
条
、
第

七
十
六
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
二
条
、
第
百
二
十
四
条
、
第
百
三
十
九
条
及
び
第
百
四

十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
書
又
は
届
出
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
消
費
税
等
相
当
額
を
含

め
た
料
金
の
表
示
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
消
費
税
等
相
当
額
又
は
そ
の
額
に
係
る
表
示
若
し
く
は
請
求
の
方

法
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
費
税
等
相
当
額
並
び
に
そ
の

額
に
係
る
表
示
及
び
請
求
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
書
等
の
提
出
部
数
等
）

第
二
百
十
九
条
　
ガ
ス
事
業
者
は
、
法
又
は
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
、
申
請
書
、
報
告
書
又
は
届
出
書
を
経
済
産

業
大
臣
、
経
済
産
業
局
長
又
は
産
業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
す
る
と
き
は
、
正
本
一
通
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
五
条
の
許
可
の
申
請
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通
を
提
出

す
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
申
請
又
は
届
出
を
す
る
者
は
、
そ
の
申
請
又
は
届
出
に
係
る

書
類
の
写
し
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
経
済
産
業
局
長
又
は
産
業
保
安
監
督
部
長
に
一
部
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
三
十
五
条
の
許
可
の
申
請

二
　
法
第
三
十
八
条
第
二
項
第
四
号
の
事
項
の
変
更
に
係
る
第
四
十
条
第
一
項
の
許
可
の

申
請

三
　
法
第
三
十
八
条
第
二
項
第
五
号
の
事
項
の
変
更
に
係
る
第
四
十
一
条
第
一
項
の
届
出

四
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
届
出

五
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可
の
申
請

六
　
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
許
可
又
は
第
二
項
の
認
可
の
申
請

七
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請

八
　
法
第
四
十
八
条
第
六
項
の
届
出

九
　
法
第
四
十
八
条
第
九
項
の
届
出

十
　
法
第
五
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
届
出

供
給
区
域
を
管
轄
す

る
経
済
産
業
局
長

十
一
　
法
第
六
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
七
項
又
は
第
八
項
の
届
出

ガ
ス
工
作
物
の
設
置

の
場
所
を
管
轄
す
る

産
業
保
安
監
督
部
長

３
　
経
済
産
業
局
長
及
び
産
業
保
安
監
督
部
長
に
対
し
法
第
百
六
十
八
条
第
二
項
後
段
の
裁
定
の
申
請
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
そ
の
申
請
に
係
る
書
類
を
植
物
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
に
提
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
八
号
。
以
下
「
改
正
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
五
年
十
月
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
六
条
第
八
号
お
よ

び
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
廃
止
）

２
　
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
は
、

廃
止
す
る
。

（
経
過
規
定
）

５
　
旧
規
則
の
規
定
の
例
に
よ
つ
て
し
た
処
分
、
手
続
き
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
省
令
中
こ
れ
に
相
当
す
る
規
定

が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

10
　
ガ
ス
事
業
者
が
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
を
営
む
他
の
者
に
対
し
て
行
う
ガ
ス
の
供
給
が
、
ガ
ス
事
業
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
三
号
）
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る
場

合
に
お
け
る
第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
で
あ
る
も
の
」
と
あ
る
の

は
、
「
で
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
大
口
供
給
」
と
い
う
。
）
、
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
施

行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
新
た
に
行
わ
れ
る
大
口
供
給
（
特
定
大
口
供
給
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
並
び
に
施
行
日
前
に
行
わ
れ
て
い
た
大
口
供
給
に
係
る
一
時
間
当
た
り
の
ガ
ス
の
量
の
値
を
電
磁
的
方
法

を
利
用
し
て
伝
送
す
る
た
め
の
装
置
の
施
行
日
以
後
の
更
新
時
期
以
後
に
当
該
大
口
供
給
に
継
続
し
て
行
わ
れ
る

大
口
供
給
」
と
す
る
。

（
書
面
の
交
付
の
特
例
）

11
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
十
三
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、

ガ
ス
小
売
事
業
者
等
が
令
和
四
年
十
月
二
十
八
日
の
閣
議
決
定
「
物
価
高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の
た
め
の
総
合

経
済
対
策
」
又
は
令
和
五
年
十
一
月
二
日
の
閣
議
決
定
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
（
次
項

に
お
い
て
「
総
合
経
済
対
策
等
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
都
市
ガ
ス
料
金
の
高
騰
の
激
変
緩
和
措
置
の

実
施
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
と

す
る
。

12
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ガ

ス
小
売
事
業
者
等
が
、
総
合
経
済
対
策
等
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
都
市
ガ
ス
料
金
の
高
騰
の
激
変
緩
和
措
置
の
実
施

の
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
小
売
供
給
契
約
を
変
更
し
た
場
合
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
四
月
六
日
通
商
産
業
省
令
第
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
六
月
二
四
日
通
商
産
業
省
令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
二
三
日
通
商
産
業
省
令
第
六
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
五
月
二
五
日
通
商
産
業
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
八
月
一
〇
日
通
商
産
業
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
一
一
月
一
八
日
通
商
産
業
省
令
第
八
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
一
月
二
一
日
通
商
産
業
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
八
月
二
三
日
通
商
産
業
省
令
第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
九
月
一
〇
日
通
商
産
業
省
令
第
七
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
一
〇
月
一
一
日
通
商
産
業
省
令
第
七
八
号
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
費
機
器
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
八
十
五
条
第
一
号
か
ら

第
六
号
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
二
年
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
六
月
一
六
日
通
商
産
業
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
月
二
〇
日
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
八
十
五
条
第
七
号
及
び
第
八
号
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に

特
定
地
下
街
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
、
こ
の

省
令
の
施
行
の
際
現
に
特
定
地
下
室
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら

起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
三
月
二
九
日
通
商
産
業
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
一
月
一
五
日
通
商
産
業
省
令
第
六
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日

か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
八
十
四
条
第
一
号
の
表
ロ
（
一
）
上
欄
の
改
正
規
定
中
建
物
区
分
に
係
る
部
分
、
第
八
十
七
条
第
一
項
の

表
第
十
四
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
八
十
七
条
第
四
項
の
表
第
四
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改

正
規
定
及
び
第
八
十
八
条
第
四
項
の
改
正
規
定
　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日

二
　
第
八
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
八
十
五
条
第
八
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規

定
　
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日

三
　
第
八
十
五
条
第
二
号
及
び
第
六
号
の
改
正
規
定
　
昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日

２
　
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
単
に
「
改
正
後
の
省
令
」
と
い
う
。
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
表
第

十
五
号
に
つ
い
て
は
、
提
出
期
限
が
昭
和
六
十
一
年
七
月
三
十
日
以
後
で
あ
る
報
告
書
か
ら
、
改
正
後
の
省
令
第

八
十
七
条
第
四
項
の
表
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
提
出
期
限
が
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
八
日
以
後

で
あ
る
報
告
書
か
ら
、
改
正
後
の
省
令
第
八
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
様
式
第
六
十
四
に
係
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
提
出
期
限
が
昭
和
六
十
一
年
四
月
三
十
日
以
後
で
あ
る
報
告
書
か
ら
適
用
す
る
。

３
　
ガ
ス
事
業
者
は
、
改
正
後
の
省
令
第
八
十
四
条
第
一
号
の
表
ロ
（
一
）
上
欄
の
規
定
中
建
物
区
分
に
係
る
部
分

の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
工
作
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
物
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
建
物
区
分
ご
と
に
該
当
す
る
当
該
建
物
及
び
建
物
内
中
圧
設
備
の
総
数
を
供
給
区
域
又
は
供
給
地
点
を
管

轄
す
る
通
商
産
業
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
改
正
後
の
省
令
第
八
十
五
条
第
九
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
建
築
さ
れ
、
又
は
建
築
の
た
め

の
工
事
に
着
手
し
た
建
物
（
以
下
「
既
存
建
物
」
と
い
う
。
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
（
次
項
及
び
第
六
項

に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

５
　
改
正
後
の
省
令
第
八
十
五
条
第
九
号
の
規
定
は
、
既
存
建
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
（
中
圧
以
上
の
ガ
ス

が
供
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
期
限
を
経
過
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で

は
、
適
用
し
な
い
。

６
　
改
正
後
の
省
令
第
八
十
五
条
第
九
号
の
規
定
は
、
既
存
建
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
（
中
圧
以
上
の
ガ
ス

が
供
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
ガ
ス
の
漏
え
い
を
有
効
に
検
知
で
き
る
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
が
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

７
　
改
正
後
の
省
令
第
八
十
五
条
第
二
号
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
施
行
の
際

現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
費
機
器
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
か
つ
、
附
則
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
改
正
後
の
省
令

第
八
十
五
条
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
消
費
機
器
（
前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
設
備
（
排
気

筒
及
び
給
気
の
た
め
の
開
口
部
、
又
は
換
気
扇
若
し
く
は
給
排
気
の
た
め
の
開
口
部
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

消
費
機
器
の
不
完
全
燃
焼
の
状
態
又
は
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
排
ガ
ス
を
検
知
し
て
当
該
消
費
機
器
へ
の
ガ
ス
の
供

給
を
自
動
的
に
遮
断
す
る
機
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
を
も
つ
て
、
改
正
後
の
省
令
第
八

十
五
条
第
一
号
、
第
二
号
の
イ
（
３
）
か
ら
（
７
）
ま
で
、
（
９
）
か
ら
（
１
１
）
ま
で
及
び
ロ
（
１
）
（
イ
（
４
）

及
び
（
９
）
か
ら
（
１
１
）
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
号
並
び
に
第
五
号
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し

た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
月
一
三
日
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
〇
月
五
日
通
商
産
業
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
一
月
一
三
日
通
商
産
業
省
令
第
七
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、

第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
様
式
第
三
十
五
の
改
正
規
定
は
、
平
成
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
乙

種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
ガ
ス
主
任
技
術
者
国
家
試
験

（
乙
種
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
る
た
め
の
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
２
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
ガ
ス
主

任
技
術
者
に
係
る
こ
の
省
令
の
改
正
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
三
月
九
日
通
商
産
業
省
令
第
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日
か

ら
施
行
す
る
。

一
　
様
式
第
四
、
様
式
第
六
、
様
式
第
七
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
二
十
三
か
ら
様
式
第
二
十
九
ま

で
、
様
式
第
三
十
一
か
ら
様
式
第
三
十
四
ま
で
、
様
式
第
三
十
七
、
様
式
第
三
十
八
、
様
式
第
四
十
一
か
ら
様

式
第
四
十
三
ま
で
、
様
式
第
四
十
六
、
様
式
第
四
十
八
、
様
式
第
五
十
三
か
ら
様
式
第
五
十
五
ま
で
、
様
式
第

五
十
九
及
び
様
式
第
六
十
一
か
ら
様
式
第
六
十
四
ま
で
の
改
正
規
定
　
平
成
五
年
四
月
一
日

二
　
様
式
第
十
八
の
改
正
規
定
　
平
成
七
年
二
月
二
十
八
日

三
　
様
式
第
五
十
六
の
改
正
規
定
　
平
成
七
年
二
月
二
十
八
日

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
て
い
る
供
給
規
程
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
第
十
六
条
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
省
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第

三
項
第
三
号
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
改
正
後
の
省
令
第
百
十
一
条
第
一
項
の
表
第
十
一
号
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
通
商
産
業
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
五
月
二
日
通
商
産
業
省
令
第
四
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
、
六
月
を
経
過
す
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
八
十
五
条
の
規
定
に
係
わ

ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
六
年
八
月
五
日
通
商
産
業
省
令
第
五
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
ガ
ス
の
供
給
計
画
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
第
二
十
四
条
第
三
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
「
五
Ｃ
、
Ｌ
一
、
Ｌ
二
又
は

Ｌ
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
Ａ
、
五
Ａ
Ｎ
、
四
Ａ
、
六
Ｂ
、
五
Ｂ
、
四
Ｂ
、
七
Ｃ
、
六
Ｃ
、
五
Ｃ
又
は
四
Ｃ
」
と

す
る
。

４
　
ガ
ス
用
品
の
検
定
等
に
関
す
る
省
令
の
別
表
第
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
ガ
ス
用
品
の
検
定
等
に
関
す
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
五
年
三
月
九
日
通
商
産
業
省
令
第
七
号
）
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
場
合
に
は
、
第
二
十
四
条
第
三
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
Ｃ
、
Ｌ
一
、
Ｌ
二

又
は
Ｌ
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
Ａ
、
五
Ａ
Ｎ
、
四
Ａ
、
六
Ｂ
、
五
Ｂ
、
四
Ｂ
、
七
Ｃ
、
六
Ｃ
、
五
Ｃ
又
は
四
Ｃ
」

と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
通
商
産
業
省
令
第
六
六
号
）

（
施
行
期
日
）

こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
二
月
二
七
日
通
商
産
業
省
令
第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

七
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
八
項
の
規
定
は
、
平
成
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
省
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
ガ
ス
の
供
給
で
あ
つ
て
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
ガ

ス
事
業
者
以
外
の
者
が
、
旧
法
第
三
条
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
及
び
旧
法
第
二
十
五
条
の
届
出
を
す
る

こ
と
を
要
せ
ず
に
行
つ
て
い
る
も
の
又
は
旧
法
第
二
十
五
条
の
届
出
を
し
て
行
つ
て
い
る
も
の
を
受
け
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
、
当
該
供
給
に
関
す
る
限
り
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
省
令
第
四
条
に
規
定
す
る
者
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
て
い
る
供
給
規
程
に
つ
い
て
は
、
改
正
後

の
省
令
第
十
八
条
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。

４
　
改
正
後
の
省
令
第
二
十
一
条
第
三
項
第
三
号
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
改
正
後

の
省
令
第
百
六
条
及
び
第
百
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
七
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
改
正
後
の
省
令
第
百
十
一
条
第
一
項
の
表
第
十
一
号
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
改
正
後
の
省
令
第
百
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
三
年
以
内
に

開
始
す
る
事
業
年
度
に
限
り
、
同
項
の
表
第
六
号
中
「
九
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
百
二
十
日
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
五
月
一
六
日
通
商
産
業
省
令
第
四
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
二
月
二
三
日
通
商
産
業
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
九
日
通
商
産
業
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
二
月
二
八
日
通
商
産
業
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
七
条
第
一
号
の
表
の
下
欄
並
び
に
第
百
八
条
第
二

号
イ
（
（
７
）
を
除
く
。
）
、
第
六
号
及
び
第
六
号
の
二
の
改
正
規
定
は
、
平
成
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
費
機
器
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第

百
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十

七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
法
第
三
十
七
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
認
可
の
申
請
又
は
法
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
（
法
第
三
十
六
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
（
法
第
三
十
七
条
の
十
及
び
法
第
三
十
八
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
あ
っ
た
工
事
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
（
法
第
三
十
七
条
の
七
第
二
項
及
び
法
第
三
十
七
条
の
十

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
工
事
に
つ
い
て
の
検
査
に
係
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
第
二
十
七
条
の
六
（
法
第
三
十
七
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
検
査
に
係
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
改
正
後
の
様
式
第
十
六
、
様
式
第
十
七
、
様
式
第
十
九
、
様
式
第
三
十
一
、
様
式
第
六
十
二
、
様
式
第
六
十
八

及
び
様
式
第
八
十
三
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
通
商
産
業
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
〇
日
通
商
産
業
省
令
第
三
四
号
）
　
抄

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
一
月
一
九
日
通
商
産
業
省
令
第
一
〇
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
及
び
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
号
。
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
十
一
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
法
附
則
第
八
条
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
百
三
十
八

の
特
別
供
給
条
件
承
認
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
届
け
出
た
供
給
計
画
又
は
同
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
届
け
出
た
供
給
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
届
け
出
た
供
給
計
画
の
掲
示
又
は
同
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
届
け
出
た
供
給
計
画
の
変
更
の
掲
示
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
新
規
則

第
二
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
七
日
通
商
産
業
省
令
第
一
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業
省
令
第
七
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
八
日
通
商
産
業
省
令
第
一
四
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
に
つ
い
て
通
商
産
業
省
関
係
の
基

準
・
認
証
制
度
等
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
一
号
。
以
下
「
整
理
合
理

化
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
（
以
下
「
旧
ガ
ス
事
業
法
」
と
い
う
。
）
第

二
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
（
旧
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
認
可
を
受
け
た
者
又
は
整
理
合
理
化
法
附
則
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
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例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
認
可
の
申
請
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
整
理
合
理
化
法
第
十
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
ガ
ス
事
業
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
の
二
の
二
第

一
項
の
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
す
る
者
が
行
う
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
の
同
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
」
と
あ
る
の
は
、

「
通
商
産
業
省
関
係
の
基
準
・
認
証
制
度
等
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十

一
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可
を
受
け

た
」
と
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
新
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
六
条
の
二
の
二
の
適
用
を
受
け
る
者
に
係
る
旧
ガ
ス
事
業
法
第
二

十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お

け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
二
九
日
通
商
産
業
省
令
第
二
〇
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
七
日
通
商
産
業
省
令
第
三
五
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処

分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
七
日
通
商
産
業
省
令
第
三
六
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
八
日
通
商
産
業
省
令
第
四
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
一
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
一
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
二
六
日
経
済
産
業
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
十
三
条
の
七
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

（
第
百
十
三
条
の
八
第
五
項
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
平
成
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
八
日
経
済
産
業
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
一
九
日
経
済
産
業
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
四
三
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
六
月
一
三
日
経
済
産
業
省
令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
六
月
二
六
日
経
済
産
業
省
令
第
七
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る

講
習
を
終
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
七
月
二
五
日
経
済
産
業
省
令
第
八
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
一
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
二
月
二
四
日
経
済
産
業
省
令
第
一
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
十
九
条
の

二
及
び
第
八
十
六
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
及
び
第
六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
一
般
ガ
ス
事
業
者
又
は
電
気
事
業
法
及
び
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
（
以
下
「
旧
ガ
ス
事
業
法
」

と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
卸
供
給
事
業
者
が
旧
ガ
ス
事
業
法
第
二
条
第
十
項
に
規
定

す
る
卸
供
給
を
約
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
ガ
ス
事
業
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
供
給
約
款
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
選
択
約
款
及
び
旧
ガ
ス

事
業
法
第
二
十
条
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
て
い
る
ガ
ス
の
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
（
以
下
「
新
ガ
ス
事
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項

に
規
定
す
る
大
口
供
給
の
み
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
ガ
ス
事

業
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
供
給
約
款
、
同
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
選
択
約
款
及
び
新
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
条
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
た
ガ
ス
の
料

金
そ
の
他
の
供
給
条
件
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
ガ
ス
事
業
法
第

十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
旧
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
ガ
ス
事

業
法
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
供
給
約
款
、
旧
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
七
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
旧
ガ
ス
事
業
法
第
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
選
択
約
款
及
び
旧
ガ
ス

事
業
法
第
三
十
七
条
の
六
の
二
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
て
い
る
ガ
ス
の
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
ガ
ス
事
業
法

第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
新
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
ガ
ス

事
業
法
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
供
給
約
款
、
新
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
七
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
新
ガ
ス
事
業
法
第
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
選
択
約
款
及
び
新
ガ
ス
事
業
法

第
三
十
七
条
の
六
の
二
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
た
ガ
ス
の
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
と
み
な
す
。

第
四
条
　
旧
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
改
正
法
第
二
条
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
度
の
大

口
供
給
に
係
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
条
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
の
当
該
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
導

管
（
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

号
）
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
一
日
当
た
り
の
送
ガ
ス
能
力
（
鉱
山
保
安
規
則
（
平

成
六
年
通
商
産
業
省
令
第
十
三
号
）
第
八
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
申
請
若
し
く

は
届
出
に
係
る
一
日
当
た
り
の
最
大
流
送
能
力
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
く
申
請
若
し
く
は
届
出
に
係
る
一
日
当
た
り
の
処
理
設
備
の
処
理
能
力
を
い
う
。
）
が
百
万
立
方
メ
ー
ト

ル
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
施
行
規
則
第
二
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
条
第
五
項
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
供
給
能
力
を
有
す
る
導
管
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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（
託
送
供
給
約
款
）

第
六
条
　
改
正
法
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
六

年
三
月
一
日
ま
で
に
、
新
施
行
規
則
様
式
第
二
十
一
の
託
送
供
給
約
款
届
出
書
に
当
該
託
送
供
給
約
款
及
び
次
の

書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ガ
ス
事
業
託
送
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
十
七
号
。
以
下
「
託
送
料
金
算

定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
に
規
定
す
る
書
類

二
　
供
給
の
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
（
料
金
を
除
く
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
負
担
と
な
る
べ
き
金
額
の
算
出

の
根
拠
又
は
金
額
決
定
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

２
　
改
正
法
附
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
新
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
二
条
第
四
項
後

段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
新
施
行
規
則
様
式
第
二
十
一
の
二
の
託
送
供
給
約
款
変
更
届
出

書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
現
行
の
託
送
供
給
約
款

二
　
新
施
行
規
則
第
二
十
二
条
第
二
号
の
事
項
を
変
更
（
消
費
税
等
相
当
額
の
み
の
変
更
を
除
く
。
）
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
託
送
料
金
算
定
規
則
第
十
九
条
に
規
定
す
る
書
類

三
　
新
施
行
規
則
第
二
十
二
条
第
二
号
の
事
項
を
変
更
（
消
費
税
等
相
当
額
の
み
の
変
更
に
限
る
。
）
し
よ
う
と

す
る
と
き
又
は
同
条
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
供
給
の
相
手
方
の
負

担
と
な
る
べ
き
金
額
の
算
出
の
根
拠
又
は
金
額
決
定
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

３
　
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
公
表
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
ま
で
に
、
営

業
所
及
び
事
務
所
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
改
正
法
附
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
新
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
二
条
第
四
項
後

段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
後
遅
滞
な
く
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
託
送
供
給
約

款
を
営
業
所
及
び
事
務
所
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ガ
ス
導
管
事
業
の
届
出
）

第
七
条
　
改
正
法
附
則
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
新
施
行
規
則
様
式
第
二
十

一
の
七
の
ガ
ス
導
管
事
業
（
変
更
）
届
出
書
に
、
新
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
七
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
て

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
　
改
正
法
附
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
新
施
行
規
則
様
式
第
二
十

一
の
七
の
ガ
ス
導
管
事
業
（
変
更
）
届
出
書
に
、
新
施
行
規
則
第
九
十
七
条
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
て
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
　
改
正
法
附
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
つ
い
て
の
新
施
行
規
則
第
九
十
七
条
の

八
に
お
い
て
準
用
す
る
新
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
二
条
の
五
及
び
第
二
十
二
条
の
六
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
実
施

の
日
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
二
月
二
五
日
経
済
産
業
省
令
第
二
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
一
六
日
経
済
産
業
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
次
条
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
月
一
七
日
経
済
産
業
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
四
日
経
済
産
業
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
一
一
日
経
済
産
業
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
五
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
六
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
二
日
経
済
産
業
省
令
第
一
〇
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
六
条
か
ら
第
百
八
条
ま
で
及
び
第
百

十
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
一
二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
の
規
定

は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
に
規

定
す
る
範
囲
に
係
る
託
送
供
給
を
行
お
う
と
す
る
一
般
ガ
ス
事
業
者
又
は
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
こ
の
省
令
の
施

行
前
に
お
い
て
も
、
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
ガ
ス
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
一
項
（
法

第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
届
出
又

は
法
第
二
十
二
条
第
二
項
（
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に

よ
る
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
法
第
二
十
二
条
第
五
項

（
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
公
表

に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
新
規
則
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
範
囲
に
係
る
託
送
供
給
を
行
お
う
と
す
る
一
般

ガ
ス
事
業
者
又
は
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日
ま
で
に
、
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
法
第

二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
変

更
の
届
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
公
表

に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
三
条
　
新
規
則
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
範
囲
に
係
る
託
送
供
給
を
行
お
う
と
す
る
一
般
ガ
ス
事
業
者
又
は
ガ
ス

導
管
事
業
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

（
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
条
件
（
新
規

則
第
二
十
二
条
の
六
に
規
定
す
る
託
送
供
給
条
件
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
届
出
又
は
変
更
の
届
出
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
新
規
則
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
範
囲
に
係
る
託
送
供
給
を
行
お
う
と
す
る
一
般

ガ
ス
事
業
者
又
は
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日
ま
で
に
、
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
法
第

二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
条
件
の
届
出
又
は
変
更
の
届
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
新
規
則
第
三
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
大
口
供
給
（
一
の
供
給
地
点
に
つ
い
て
供
給
を
約
し
た

年
間
の
ガ
ス
供
給
量
が
、
熱
量
四
十
六
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
の
ガ
ス
を
常
温
及
び
常
圧
で
、
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
供
給
す
る
も
の
に
相
当
す
る
量
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
お
う
と

す
る
一
般
ガ
ス
事
業
者
、
ガ
ス
導
管
事
業
者
又
は
大
口
ガ
ス
事
業
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
当

該
大
口
供
給
に
関
す
る
法
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
の
七
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
九
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
新
規
則
第
三
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
大
口
供
給
を
行
お
う
と
す
る
一

般
ガ
ス
事
業
者
、
ガ
ス
導
管
事
業
者
又
は
大
口
ガ
ス
事
業
者
は
、
平
成
十
九
年
三
月
一
日
ま
で
に
、
当
該
大
口
供

給
に
関
す
る
法
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
の
七
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
七
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
二
日
経
済
産
業
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
七
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
四
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
、
法

第
三
十
七
条
の
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
者
又
は
法
第
三
十
七
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
し
て
大
口
供
給
を
行
っ
て
い
る
者
が
行
う
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
成
分
の
検
査
方
法

に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
三
条
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
、
法
第
三
十
七
条
の
二
の
許
可
を
受
け
て
い

る
者
、
法
第
三
十
七
条
の
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
者
又
は
法
第
三
十
七
条
の
九
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
大
口
供
給
を
行
っ
て
い
る
者
が
行
う
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
の
熱
量
の

測
定
結
果
を
記
録
す
る
様
式
第
十
七
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
二
十

九
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
五
月
二
七
日
経
済
産
業
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
一
月
二
一
日
経
済
産
業
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
二
三
日
経
済
産
業
省
令
第
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
及
び
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年

四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
電
気
事
業
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
改
正
規
定
及
び
次
条
か
ら
附
則
第
九
条
ま
で
の
規
定
　

公
布
の
日

二
　
略

三
　
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
五
日

（
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）

第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
（
一
の
供
給
地
点
に
つ
い
て
供
給
を
約
し
た
年
間
の
ガ
ス
供
給
量

が
、
熱
量
四
十
六
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
の
ガ
ス
を
常
温
及
び
常
圧
で
、
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル

未
満
供
給
す
る
も
の
に
相
当
す
る
量
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
託
送
供
給
を
行
お
う
と
す

る
一
般
ガ
ス
事
業
者
又
は
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る

ガ
ス
事
業
法
第
二
十
二
条
第
一
項
（
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
届
出
又
は
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
二
条
第
二
項
（
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七

条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
届
出
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
二
条
第
五
項
（
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の

八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
公
表
に
つ
い
て
も
、
同

様
と
す
る
。

２
　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
五
日
か
ら
新
規
則
第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
託
送
供
給

を
行
お
う
と
す
る
一
般
ガ
ス
事
業
者
又
は
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
五
日
ま
で
に
、
当
該
託
送

供
給
に
関
す
る
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
変
更
の
届
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
同
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
託
送
供
給
約
款
の
公
表
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

３
　
新
規
則
第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
託
送
供
給
を
行
お
う
と
す
る
承
認
一
般
ガ
ス

事
業
者
又
は
承
認
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
ガ
ス
事

業
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
（
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
条
件
の
届
出
又
は
変
更
の
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
五
日
か
ら
新
規
則
第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
託
送
供
給

を
行
お
う
と
す
る
承
認
一
般
ガ
ス
事
業
者
又
は
承
認
ガ
ス
導
管
事
業
者
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
五
日
ま
で
に
、

当
該
託
送
供
給
に
関
す
る
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
託
送
供
給
条
件
の
届
出
又
は
変

更
の
届
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
〇
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
六
日
経
済
産
業
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
八
月
七
日
経
済
産
業
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
二
日
経
済
産
業
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
四
日
経
済
産
業
省
令
第
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第

一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
七
月
一
四
日
経
済
産
業
省
令
第
八
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
一
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第

一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
ガ
ス
事
業
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
範
囲
等
を
定
め
る
省
令
等
の
廃
止
）

第
二
条
　
次
に
掲
げ
る
省
令
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
ガ
ス
熱
量
変
更
引
当
金
に
関
す
る
省
令
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
五
号
）

二
　
ガ
ス
事
業
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
範
囲
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年

経
済
産
業
省
令
第
六
十
八
号
）

三
　
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
の
保
安
業
務
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
六
号
）

四
　
ガ
ス
小
売
事
業
の
登
録
の
申
請
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
五
号
）

五
　
ガ
ス
事
業
法
第
七
十
六
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
が
定
め
る
託
送
供
給
約
款

に
お
い
て
定
め
る
べ
き
事
項
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
百
三
号
）

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
平
成
二
十
九
年
度
の
供
給
計
画
に
係
る
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
第
十
九
条

第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
平
成

二
十
九
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
二
年
以
内
に
第
百
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号

イ
又
は
ロ
（
当
該
ロ
の
表
の
上
欄
（
５
）
に
掲
げ
る
消
費
機
器
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
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じ
。
）
に
規
定
す
る
周
知
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
周
知
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
又
は
ロ
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
改
正
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
五
条

の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
旧
一
般
ガ
ス
事
業
者
が
、
施
行
日
前
四
十
月
以
内
に
自

ら
実
施
し
た
第
二
百
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
上
欄
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
調
査
に
係
る
第
二
百
一
条
第
三
項
及

び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
法
第
百
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
通
知
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
、
「
自
ら
実
施
し
た
」
と
す
る
。

第
六
条
　
施
行
日
前
に
発
生
し
た
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
百
十
一
条
か
ら
第

百
十
三
条
ま
で
に
係
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
七
条
　
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置

に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
四
十
号
。
以
下
「
整
備
等
政
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
第
一
項
（
同

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
つ
い
て
の
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
九
条
第
一
項
、
第
百
二
十

一
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
そ
の
実
施
の
日
の
十
日

前
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
実
施
の
日
」
と
す
る
。

第
八
条
　
整
備
等
政
令
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
つ
い
て
の
新
施
行
規
則
第
六
十
九
条

及
び
第
七
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
」
と
あ
る
の

は
、
「
そ
の
実
施
の
日
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
施
行
の

日
（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
一
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
六
十
四
条
第
一
項
（
第
八
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
九
十
七
条
第
一
項
の
届
出
を
し
て
い
る
者
の
当
該
届
出
に
係
る
保

安
規
程
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
第
六
号
、
第
九

十
二
条
第
一
項
第
六
号
（
第
百
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
四
十
八
条
第

一
項
第
六
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
一
二
日
経
済
産
業
省
令
第
五
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
強
靱
か
つ
持
続

可
能
な
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
九
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
七
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様

式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
四
月
一
六
日
経
済
産
業
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
八
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
七
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
附
則
第
一
条

第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
一
月
二
二
日
経
済
産
業
省
令
第
八
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
月
一
二
日
経
済
産
業
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
八
十
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
一
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
一
三
日
経
済
産
業
省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
十
二
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
十
二
月
二
十
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
六
三
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
一
一
日
経
済
産
業
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
三
条
、
第
九
十
七
条
、
第
九
十
八
条
、
第
百
一
条
、
第
百
五
十
三

条
、
第
百
五
十
四
条
、
第
百
五
十
七
条
関
係
）

工
事
の
種
類

工
事
計
画
届
出
対
象

使
用
前
検
査
対
象

一
　
製
造
所
（
電
気

事
業
法
が
適
用
さ
れ

る
ガ
ス
工
作
物
に
係

る
も
の
を
除
く
。
以

下
こ
の
表
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
設
置
の

工
事

設
置
（
二
（
二
）
若
し
く
は
（
四
）
又
は
三
の
上
欄
に

掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
欄
に
該

当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る
。
）

設
置
（
二
（
二
）
若
し
く
は
（
四
）

又
は
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種

類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に
該

当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る
。
）

二
　
製
造
所
の
変
更

の
工
事
（
特
定
製
造

所
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）

　

　

（
一
）
　
製
造
設
備

（
ガ
ス
発
生
設
備
（
移

動
式
ガ
ス
発
生
設
備

を
除
く
。
以
下
同
じ

。
）
並
び
に
そ
の
ガ
ス

発
生
設
備
と
一
体
と

な
つ
て
ガ
ス
の
製
造

の
用
に
供
さ
れ
る
ガ

ス
精
製
設
備
、
ガ
ス

設
置
（
（
二
）
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
欄
に
該
当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る

。
）

設
置
（
（
二
）
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事

の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄

に
該
当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る
。
）
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ホ
ル
ダ
ー
、
排
送
機
、

圧
送
機
及
び
附
帯
設

備
の
総
合
体
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
設
置

（
二
）
　
製
造
設
備
の

設
置
の
工
事
以
外
の

変
更
の
工
事
で
あ
つ

て
、
次
の
設
備
に
係

る
も
の

　

　

１
　
ガ
ス
発
生
設
備

　

　

（
１
）
　
ガ
ス
発
生
器

１
　
設
置

２
　
位
置
の
変
更
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
に

限
る
。
）

３
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
変
更
後
の

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
能
力
の
変
更
を
伴
う

も
の

（
２
）
　
種
類
又
は
型
式
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
３
）
　
高
圧
又
は
中
圧
が
加
え
ら
れ
る
部
分
（
以
下

「
耐
圧
部
分
」
と
い
う
。
）
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の

（
４
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
も
の
の
改
造
で
あ

つ
て
、
排
出
ガ
ス
量
又
は
出
口
に
お
け
る
排
出
ガ
ス
の

温
度
若
し
く
は
速
度
の
変
更
を
伴
う
も
の
（
３
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）

５
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
該
当
す
る
も
の
の
改
造

で
あ
つ
て
、
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の
又
は
こ
れ
に
係

る
一
般
粉
じ
ん
防
止
設
備
（
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
か

ら
排
出
さ
れ
若
し
く
は
飛
散
す
る
一
般
粉
じ
ん
（
同
条

第
八
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

防
止
す
る
た
め
の
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設

置
若
し
く
は
改
造
で
あ
つ
て
一
般
粉
じ
ん
防
止
の
能
力

の
変
更
を
伴
う
も
の
（
３
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

６
　
既
設
の
も
の
と
同
一
場
所
に
お
い
て
、
同
一
の
材

料
、
構
造
及
び
最
高
使
用
圧
力
の
も
の
を
取
り
替
え
て

設
置
す
る
も
の
（
以
下
「
取
替
え
」
と
い
う
。
）
で
あ

つ
て
、
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の

７
　
廃
止

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が

高
圧
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
能

力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
種
類
又
は
型
式
の
変
更
を
伴

う
も
の

（
３
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の

（
４
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
取
替
え
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用

圧
力
が
高
圧
の
も
の

（
２
）
　
増
熱
器

１
　
設
置

２
　
位
置
の
変
更
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
に

限
る
。
）

３
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
変
更
後
の

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が

高
圧
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の

４
　
取
替
え
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の５
　
廃
止

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
取
替
え
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用

圧
力
が
高
圧
の
も
の

２
　
ガ
ス
精
製
設
備

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
に
限
る
。
）

２
　
位
置
の
変
更
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
に

限
る
。
）

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
改
造
で
あ
つ
て
、

変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

４
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
２
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

５
　
廃
止
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
に
限
る
。
）

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧

の
も
の
に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う

改
造
で
あ
つ
て
、
変
更
後
の
最
高
使

用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ

な
い
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の

（
２
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー

１
　
設
置

２
　
位
置
の
変
更

３
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
　
型
式
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
も
の
で
あ
つ

て
、
変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
又
は
中
圧
と
な

る
も
の

（
３
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
４
）
　
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
内
に
お
け
る
ガ
ス
の
圧
力
が
異

常
に
上
昇
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
保
護
装
置
に

係
る
も
の
（
（
５
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（
５
）
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
又
は
中
圧
の
ガ
ス
ホ
ル

ダ
ー
の
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
取
替
え

５
　
廃
止

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の

（
１
）
　
型
式
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴

う
も
の
で
あ
つ
て
、
変
更
後
の
最
高

使
用
圧
力
が
高
圧
又
は
中
圧
と
な
る

も
の

（
３
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の

（
４
）
　
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
内
に
お
け
る

ガ
ス
の
圧
力
が
異
常
に
上
昇
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
の
保
護
装
置
に

係
る
も
の
（
（
５
）
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）

（
５
）
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
又
は

中
圧
の
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
安
全
弁
に

係
る
も
の

３
　
取
替
え

４
　
圧
送
機

１
　
設
置
（
ば
い
煙
発
生
施
設
又
は
振
動
発
生
施
設
に

該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

２
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
も
の
の
改
造
で
あ

つ
て
、
構
造
、
ば
い
煙
量
（
大
気
汚
染
防
止
法
第
六
条

第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又

は
ば
い
煙
濃
度
（
同
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
変
更
を
伴
う
も
の

３
　
振
動
発
生
施
設
に
該
当
す
る
も
の
の
改
造
で
あ
つ

て
、
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の
又
は
こ
れ
に
係
る
振
動

防
止
設
備
の
改
造
若
し
く
は
廃
止
で
あ
つ
て
、
振
動
防

止
の
能
力
の
減
少
を
伴
う
も
の
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４
　
取
替
え
（
ば
い
煙
発
生
施
設
又
は
振
動
発
生
施
設

に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

５
　
廃
止
（
ば
い
煙
発
生
施
設
又
は
振
動
発
生
施
設
に

該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

５
　
附
帯
設
備

　

　

（
１
）
　
液
化
ガ
ス
用

貯
槽
（
不
活
性
の
液

化
ガ
ス
用
の
も
の
を

除
く
。
）

１
　
設
置

２
　
位
置
の
変
更

３
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
又
は
最
低
使
用
温
度
の
変
更
を

伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
部
分
の

強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
取
替
え

５
　
廃
止

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
又
は
最
低
使

用
温
度
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を

貯
蔵
す
る
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
取
替
え

（
２
）
　
熱
交
換
器

（
不
活
性
ガ
ス
（
空
気

を
含
む
。
以
下
同
じ

。
）
若
し
く
は
不
活
性

の
液
化
ガ
ス
の
み
を

通
ず
る
も
の
又
は
冷

凍
設
備
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
又
は
液
化

ガ
ス
用
の
も
の
に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
改
造
で
あ
つ
て
、

変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の
又
は
液
化
ガ
ス
用
の
も
の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を
通
ず
る
部
分
の
強

度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
２
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
廃
止
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
又
は
液
化

ガ
ス
用
の
も
の
に
限
る
。
）

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧

の
も
の
又
は
液
化
ガ
ス
用
の
も
の
に

限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う

改
造
で
あ
つ
て
、
変
更
後
の
最
高
使

用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ

な
い
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の
又
は
液
化
ガ
ス
用
の
も
の
に
限
る

。
）

（
１
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を

通
ず
る
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の

（
２
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

（
３
）
　
通
風
設
備

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
煙
突
の
種
類
、
出
口
に
お
け
る

排
出
ガ
ス
の
速
度
、
温
度
若
し
く
は
ば
い
煙
濃
度
、
口

径
、
地
表
上
の
高
さ
又
は
排
出
ガ
ス
量
の
変
更
を
伴
う

も
の

３
　
騒
音
発
生
施
設
の
改
造
で
あ
つ
て
、
能
力
の
変
更

を
伴
う
も
の
又
は
こ
れ
に
係
る
騒
音
防
止
設
備
の
改
造

若
し
く
は
廃
止
で
あ
つ
て
、
騒
音
防
止
の
能
力
の
減
少

を
伴
う
も
の

４
　
取
替
え

５
　
廃
止

　

（
４
）
　
冷
凍
設
備

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
（
小
型

（
冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の
も
の
に
あ
つ
て
は
冷
凍
能
力

（
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
一
日
の
冷
凍
能
力

を
い
う
。
）
が
二
十
ト
ン
未
満
、
そ
の
他
の
ガ
ス
の
場

合
に
あ
つ
て
は
三
ト
ン
未
満
の
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
、

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧

の
も
の
（
小
型
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は

冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の
冷
凍
設
備
を

除
く
。
）
に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う

改
造
で
あ
つ
て
、
変
更
後
の
最
高
使

ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の
冷
凍
設
備
を

除
く
。
）
又
は
ば
い
煙
発
生
施
設
、
騒
音
発
生
施
設
若

し
く
は
振
動
発
生
施
設
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
改
造
で
あ
つ
て
、

変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の
（
小
型

、
ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の
冷
凍
設
備

を
除
く
。
）

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の
（
小
型
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の

冷
凍
設
備
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

（
１
）
　
最
低
使
用
温
度
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
通
る
部
分
の
強
度

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
二
（
二
）
４
の
中
欄
２
並
び
に
３
及
び
二
（
二
）

５
（
３
）
の
中
欄
３
に
準
ず
る
も
の

５
　
取
替
え
（
ば
い
煙
発
生
施
設
、
騒
音
発
生
施
設
又

は
振
動
発
生
施
設
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

６
　
廃
止
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
（
小
型
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
不
活
性
の
冷
凍
設
備
を

除
く
。
）
に
限
る
。
）
又
は
ば
い
煙
発
生
施
設
、
騒
音
発

生
施
設
若
し
く
は
振
動
発
生
施
設
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。
）

用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の
（
小
型
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒
ガ
ス
が
不
活

性
の
冷
凍
設
備
を
除
く
。
）

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ

な
い
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の
（
小
型
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
又
は
冷
媒

ガ
ス
が
不
活
性
の
冷
凍
設
備
を
除
く

。
）
に
限
る
。
）

（
１
）
　
最
低
使
用
温
度
の
変
更
を
伴

う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
又
は
冷
媒
ガ
ス
が

通
る
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

（
５
）
　
容
器
（
不
活

性
ガ
ス
若
し
く
は
不

活
性
の
液
化
ガ
ス
の

み
を
通
ず
る
も
の
又

は
冷
凍
設
備
に
係
る

も
の
は
除
く
。
）

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
ガ
ス
を
通
ず
る

も
の
（
内
容
積
が
〇
・
〇
四
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は

内
径
が
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
長
さ
が
千
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
３
及
び
４
に
お
い
て

同
じ
。
）
又
は
液
化
ガ
ス
を
通
ず
る
も
の
（
最
高
使
用

圧
力
を
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
で
表
し
た
数
値
と
内
容
積
を
立

方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
と
の
積
が
〇
・
〇
〇
四
以

下
の
も
の
を
除
く
。
３
及
び
４
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
改
造
で
あ
つ
て
、

変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
ガ

ス
を
通
ず
る
も
の
又
は
液
化
ガ
ス
を
通
ず
る
も
の
に
限

る
。
）

（
１
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
部
分
の

強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
２
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
廃
止
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
ガ
ス
を
通
ず
る

も
の
又
は
液
化
ガ
ス
を
通
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧

の
ガ
ス
を
通
ず
る
も
の
（
内
容
積
が

〇
・
〇
四
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は

内
径
が
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、

長
さ
が
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の
に
限
る
。
３
に
お
い
て
同
じ
。
）
又

は
液
化
ガ
ス
を
通
ず
る
も
の
（
最
高

使
用
圧
力
を
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
で
表
し

た
数
値
と
内
容
積
を
立
方
メ
ー
ト
ル

で
表
し
た
数
値
と
の
積
が
〇
・
〇
〇

四
以
下
の
も
の
を
除
く
。
３
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う

改
造
で
あ
つ
て
、
変
更
後
の
最
高
使

用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ

な
い
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
ガ

ス
を
通
ず
る
も
の
又
は
液
化
ガ
ス
を

通
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
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（
１
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を

貯
蔵
す
る
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の

（
２
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

（
６
）
　
配
管

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
又
は
液
化

ガ
ス
用
の
も
の
で
あ
つ
て
、
内
径
が
百
五
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

２
　
改
造
で
あ
つ
て
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
（
変

更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の
又
は
液
化

ガ
ス
用
の
も
の
で
あ
つ
て
、
内
径
が
百
五
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

　

（
７
）
　
ば
い
煙
発
生

施
設
に
該
当
す
る
ボ

イ
ラ
ー
、
加
熱
炉
、

ガ
ス
圧
縮
機
、
空
気

圧
縮
機
、
送
風
機
又

は
非
常
用
動
力
設
備

（
冷
凍
設
備
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）

１
　
設
置

２
　
二
（
二
）
４
の
中
欄
２
に
準
ず
る
も
の

３
　
取
替
え

４
　
廃
止

　

（
８
）
　
水
銀
排
出
施

設
に
該
当
す
る
ボ
イ

ラ
ー

１
　
設
置

２
　
水
銀
排
出
施
設
の
改
造
で
あ
つ
て
、
構
造
又
は
水

銀
濃
度
（
大
気
汚
染
防
止
法
第
十
八
条
の
二
十
七
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
「
水
銀
濃
度
」
と
い
う
。
）

の
変
更
を
伴
う
も
の

３
　
取
替
え

４
　
廃
止

（
９
）
　
騒
音
発
生
施

設
に
該
当
す
る
空
気

圧
縮
機
、
送
風
機
、

破
砕
機
、
摩
砕
機
、

ふ
る
い
又
は
分
級
機

（
冷
凍
設
備
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）

１
　
設
置

２
　
二
（
二
）
５
（
３
）
の
中
欄
３
に
準
ず
る
も
の

３
　
取
替
え

４
　
廃
止

　

（
１
０
）
　
振
動
発
生

施
設
に
該
当
す
る
ガ

ス
圧
縮
機
、
空
気
圧

縮
機
、
破
砕
機
、
摩

砕
機
、
ふ
る
い
又
は

分
級
機
（
冷
凍
設
備

に
係
る
も
の
を
除
く

。
）

１
　
設
置

２
　
二
（
二
）
４
の
中
欄
３
に
準
ず
る
も
の

３
　
取
替
え

４
　
廃
止

　

（
１
１
）
　
一
般
粉
じ

ん
発
生
施
設
に
該
当

す
る
堆
積
場
、
破
砕

機
、
摩
砕
機
、
ふ
る

１
　
設
置

２
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
の
改
造
で
あ
つ
て
、
能
力

の
変
更
を
伴
う
も
の
又
は
こ
れ
に
係
る
一
般
粉
じ
ん
防

止
設
備
の
設
置
、
改
造
若
し
く
は
廃
止
で
あ
つ
て
、
一

般
粉
じ
ん
飛
散
防
止
の
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

　

い
、
分
級
機
又
は
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア

３
　
取
替
え

４
　
廃
止

（
１
２
）
　
ば
い
煙
処

理
設
備

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
ば
い
煙
処
理
能
力
の
変
更
を
伴

う
も
の

３
　
取
替
え

４
　
廃
止

　

（
１
３
）
　
騒
音
防
止

設
備

騒
音
発
生
施
設
に
係
る
騒
音
防
止
設
備
の
改
造
又
は
廃

止
で
あ
つ
て
、
騒
音
防
止
の
能
力
の
減
少
を
伴
う
も
の

　

（
１
４
）
　
振
動
防
止

設
備

振
動
発
生
施
設
に
係
る
振
動
防
止
設
備
の
改
造
又
は
廃

止
で
あ
つ
て
、
振
動
防
止
の
能
力
の
減
少
を
伴
う
も
の

　

（
三
）
　
移
動
式
ガ
ス

発
生
設
備
（
当
該
移

動
式
ガ
ス
発
生
設
備

と
一
体
と
な
つ
て
ガ

ス
の
製
造
の
用
に
供

さ
れ
る
調
整
装
置
を

含
み
、
そ
の
貯
蔵
能

力
が
、
貯
蔵
す
る
ガ

ス
が
液
化
ガ
ス
の
場

合
は
千
キ
ロ
グ
ラ
ム

未
満
、
貯
蔵
す
る
ガ

ス
が
圧
縮
ガ
ス
の
場

合
は
三
百
立
方
メ
ー

ト
ル
未
満
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
以
下
こ

の
表
に
お
い
て
同
じ

。
）
の
設
置

設
置
（
（
四
）
の
上
覧
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
欄
に
該
当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る

。
）

設
置
（
（
四
）
の
上
覧
に
掲
げ
る
工
事

の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄

に
該
当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る
。
）

（
四
）
　
移
動
式
ガ
ス

発
生
設
備
の
設
置
の

工
事
以
外
の
変
更
の

工
事
で
あ
つ
て
、
次

の
設
備
に
係
る
も
の

１
　
容
器

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
も
の
（
変
更
後

の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し
く
は
中
圧
と
な
る
も
の

又
は
液
化
ガ
ス
用
容
器
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

（
２
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
部
分
の

強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し
く
は
中
圧
の
容
器

又
は
液
化
ガ
ス
用
容
器
の
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
位
置
の
変
更

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴

う
も
の
（
変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力

が
高
圧
若
し
く
は
中
圧
と
な
る
も
の

又
は
液
化
ガ
ス
用
容
器
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）

（
２
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を

貯
蔵
す
る
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の

50



（
３
）
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し

く
は
中
圧
の
容
器
又
は
液
化
ガ
ス
用

容
器
の
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
位
置
の
変
更

２
　
集
合
装
置

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
　
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
種
類
の
変
更
を
伴
う
も
の

３
　
位
置
の
変
更

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の

（
１
）
　
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
種
類
の
変
更
を
伴
う
も
の

３
　
位
置
の
変
更

３
　
ガ
ス
発
生
器

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
　
型
式
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
（
液

化
ガ
ス
用
配
管
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の

（
１
）
　
型
式
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
（
液
化
ガ
ス
用
配
管
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
調
整
装
置

１
　
設
置

２
　
型
式
の
変
更
で
あ
つ
て
、
切
換
方
式
の
変
更
を
伴

う
改
造

３
　
調
整
能
力
の
変
更
を
伴
う
改
造

１
　
設
置

２
　
型
式
の
変
更
で
あ
つ
て
、
切
換

方
式
の
変
更
を
伴
う
改
造

５
　
増
熱
器

１
　
設
置

２
　
位
置
の
変
更
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
に

限
る
。
）

３
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
変
更
後
の

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
取
替
え
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の５
　
廃
止

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が

高
圧
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
取
替
え
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用

圧
力
が
高
圧
の
も
の

三
　
特
定
製
造
所
の

変
更
の
工
事

　

　

（
一
）
　
特
定
製
造
設

備
（
特
定
ガ
ス
発
生

設
備
並
び
に
そ
の
特

定
ガ
ス
発
生
設
備
と

一
体
と
な
つ
て
ガ
ス

の
製
造
の
用
に
供
さ

れ
る
調
整
装
置
及
び

附
帯
設
備
の
総
合
体

を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
の
設
置
の
工
事

設
置
（
（
二
）
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
欄
に
該
当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る

。
）

設
置
（
（
二
）
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事

の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄

に
該
当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る
。
）

（
二
）
　
特
定
製
造
設

備
の
設
置
の
工
事
以

外
の
変
更
の
工
事
で

あ
つ
て
、
次
の
設
備

に
係
る
も
の

　

　

１
　
令
第
一
条
に
規

定
す
る
容
器
（
高
圧

ガ
ス
保
安
法
第
四
十

一
条
に
規
定
す
る
容

器
を
除
く
。
以
下
同

じ
。
）

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
も
の
（
変
更
後

の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
又
は
中
圧
と
な
る
も
の
及
び

液
化
ガ
ス
用
容
器
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

（
２
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
部
分
の

強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し
く
は
中
圧
の
容
器

又
は
液
化
ガ
ス
用
容
器
の
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
位
置
の
変
更

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴

う
も
の
（
変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力

が
高
圧
又
は
中
圧
と
な
る
も
の
及
び

液
化
ガ
ス
用
容
器
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

（
２
）
　
耐
圧
部
分
及
び
液
化
ガ
ス
を

貯
蔵
す
る
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の

（
３
）
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し

く
は
中
圧
の
容
器
又
は
液
化
ガ
ス
用

容
器
の
安
全
弁
に
係
る
も
の

３
　
位
置
の
変
更

２
　
集
合
装
置

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
　
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
種
類
の
変
更
を
伴
う
も
の

３
　
位
置
の
変
更

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の

（
１
）
　
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
種
類
の
変
更
を
伴
う
も
の

３
　
位
置
の
変
更

３
　
気
化
装
置

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
　
型
式
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
（
液

化
ガ
ス
用
配
管
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

１
　
設
置

２
　
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の

（
１
）
　
型
式
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
（
液
化
ガ
ス
用
配
管
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
調
整
装
置

１
　
設
置

２
　
型
式
の
変
更
で
あ
つ
て
、
切
換
方
式
の
変
更
を
伴

う
改
造

３
　
調
整
能
力
の
変
更
を
伴
う
改
造

１
　
設
置

２
　
型
式
の
変
更
で
あ
つ
て
、
切
換

方
式
の
変
更
を
伴
う
改
造

５
　
特
定
ガ
ス
発
生

設
備
の
設
置
場
の
屋

根
又
は
障
壁

１
　
設
置

２
　
構
造
の
変
更
を
伴
う
改
造

３
　
位
置
の
変
更

４
　
廃
止

１
　
設
置

２
　
構
造
の
変
更
を
伴
う
改
造
（
換

気
孔
の
増
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

３
　
位
置
の
変
更

四
　
供
給
所
の
設
置

の
工
事

設
置
（
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
中
欄
に
該
当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る
。
）

設
置
（
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の

種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に

該
当
す
る
設
置
の
工
事
に
限
る
。
）
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五
　
供
給
所
の
変
更

の
工
事

　

　

１
　
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー

二
（
二
）
３
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

二
（
二
）
３
の
下
欄
に
準
ず
る
も
の

２
　
圧
送
機

二
（
二
）
４
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

　

３
　
整
圧
器

　

　

（
１
）
　
整
圧
器

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
改
造
で
あ
つ
て
、

変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
造
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
整
圧
能
力
の
変
更
を
伴
う
も
の

（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

４
　
廃
止
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
に
限
る
。
）

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧

の
も
の
に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う

改
造
で
あ
つ
て
、
変
更
後
の
最
高
使

用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

３
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
わ

な
い
改
造
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も

の
に
限
る
。
）

（
１
）
　
整
圧
能
力
の
変
更
を
伴
う
も

の（
２
）
　
耐
圧
部
分
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の

（
３
）
　
安
全
弁
に
係
る
も
の

（
２
）
　
ガ
ス
加
温
用

の
設
備

１
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
若
し
く

は
ガ
ス
加
温
装
置
又
は
水
銀
排
出
施
設
に
該
当
す
る
ボ

イ
ラ
ー
の
設
置

２
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
又
は
ガ

ス
加
温
装
置
の
改
造
で
あ
つ
て
、
伝
熱
面
積
、
排
出
ガ

ス
量
、
排
出
ガ
ス
の
温
度
若
し
く
は
速
度
又
は
ば
い
煙

量
若
し
く
は
ば
い
煙
濃
度
の
変
更
を
伴
う
も
の

３
　
二
（
二
）
５
（
８
）
の
中
欄
２
に
準
ず
る
も
の

４
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
若
し
く

は
ガ
ス
加
温
装
置
又
は
水
銀
排
出
施
設
に
該
当
す
る
ボ

イ
ラ
ー
の
取
替
え

５
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
若
し
く

は
ガ
ス
加
温
装
置
又
は
水
銀
排
出
施
設
に
該
当
す
る
ボ

イ
ラ
ー
の
廃
止

　

４
　
附
帯
設
備

　

　

（
１
）
　
騒
音
防
止
設

備

二
（
二
）
５
（
１
３
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

　

（
２
）
　
振
動
防
止
設

備

二
（
二
）
５
（
１
４
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

　

（
３
）
　
配
管

１
　
設
置
（
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
で
あ
つ
て

、
内
径
が
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る

。
）

２
　
改
造
で
あ
つ
て
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
（
変

更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の
で
あ
つ
て

、
内
径
が
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る

。
）

　

（
４
）
　
非
常
用
動
力

設
備
（
ば
い
煙
発
生

施
設
に
該
当
す
る
も

の
に
限
る
。
）

二
（
二
）
５
（
７
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

　

六
　
導
管
（
電
気
事

業
法
が
適
用
さ
れ
る

も
の
を
除
く
。
）
の

工
事

１
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
の
設
置
（
既
設
の

も
の
と
同
一
場
所
に
お
い
て
同
一
の
内
径
及
び
最
高
使

用
圧
力
の
導
管
（
電
気
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
を

除
く
。
）
を
取
り
替
え
て
設
置
す
る
も
の
（
以
下
「
取

替
設
置
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
五
百
メ
ー
ト
ル

以
上
に
わ
た
る
も
の
に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う
改
造
で
あ
つ
て
、

変
更
後
の
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

３
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の
の
廃
止
（
設
置

（
取
替
設
置
を
含
む
。
）
に
伴
う
場
合
を
除
く
。
）

１
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の

の
設
置
（
取
替
設
置
に
あ
つ
て
は
、

五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
に
わ
た
る
も
の

に
限
る
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
の
変
更
を
伴
う

改
造
で
あ
つ
て
、
変
更
後
の
最
高
使

用
圧
力
が
高
圧
と
な
る
も
の

七
　
整
圧
器
の
工
事

五
３
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

五
３
の
下
欄
に
準
ず
る
も
の

八
　
昇
圧
供
給
装
置

（
振
動
発
生
施
設
に
該

当
す
る
も
の
に
限
る

。
）
の
工
事

二
（
二
）
５
（
１
０
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

　

別
表
第
二
（
第
四
十
条
、
第
九
十
八
条
、
第
百
五
十
四
条
関
係
）

ガ
ス
工
作
物

の
種
類

記
載
す
べ
き
事
項

添
付
書
類
（
届
出
に
係
る
工
事
の
内
容
に
関

係
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

一

般

記

載

事
項

設
備
別
記
載
事
項
（
届
出
に
係
る
工
事
の
内
容

に
関
係
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

製
造
所
（
電

気
事
業
法
が

適
用
さ
れ
る

ガ
ス
工
作
物

に
係
る
も
の

を
除
く
。
以

下
こ
の
表
に

お
い
て
同
じ

。
）

１

　

製

造

所

の

名

称

及

び

位

置

（

都

道

府

県

郡

市

区

町

村

字

を

記

載

す

る

こ

と

。
）

２

　

製

造

所

の

ガ

ス

製

造

能

力

及

び
　

１
　
製
造
所
の
位
置
を
明
示
し
た
縮
尺
二
万

五
千
分
の
一
（
特
定
ガ
ス
発
生
設
備
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
縮
尺
二
千
分
の
一
）
以
上

の
地
形
図
（
当
該
製
造
所
に
関
連
す
る
主
要

な
導
管
の
配
置
の
状
況
を
付
記
す
る
こ
と
。
）

２
　
主
要
な
設
備
の
配
置
の
状
況
を
明
示
し

た
図
面
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供

給

ガ

ス

の

熱

量

一
　
ガ
ス
発

生
設
備
（
特

定
ガ
ス
発
生

設
備
及
び
移

動
式
ガ
ス
発

生
設
備
を
除

く
。
）

　

１
　
種
類
及
び
能
力

２
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ガ
ス
発
生

設
備
に
係
る
排
出
ガ
ス
量
、
出
口
に
お
け
る
排

出
ガ
ス
の
温
度
及
び
速
度
、
ば
い
煙
量
及
び
ば

い
煙
濃
度
、
燃
料
の
種
類
並
び
に
原
料
及
び
燃

料
中
の
硫
黄
分
、
窒
素
分
及
び
灰
分

３
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ガ
ス

発
生
設
備
に
係
る
原
料
の
処
理
能
力
、
炉
室
数
、

炭
化
時
間
並
び
に
一
般
粉
じ
ん
処
理
装
置
の
種

類
、
型
式
及
び
処
理
能
力

１
　
燃
焼
性
に
関
す
る
説
明
書

２
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ガ
ス
発

生
設
備
に
係
る
ば
い
煙
に
関
す
る
説
明
書

３
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ガ

ス
発
生
設
備
に
係
る
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設

に
関
す
る
説
明
書

４
　
フ
ロ
ー
シ
ー
ト

（
一
）
　
ガ
ス

発
生
器

　

１
　
型
式
、
能
力
、
出
口
の
圧
力
及
び
温
度
、

最
高
使
用
圧
力
、
最
高
使
用
温
度
並
び
に
最
低

使
用
温
度

２
　
胴
、
管
寄
せ
及
び
管
の
主
要
寸
法
及
び
材

料３
　
安
全
弁
又
は
圧
力
上
昇
防
止
装
置
の
種
類
、

主
要
寸
法
、
材
料
、
個
数
及
び
取
付
箇
所

１
　
ガ
ス
発
生
器
及
び
そ
の
附
属
設
備
の
構

造
図
（
こ
れ
ら
の
配
置
の
状
況
が
明
ら
か
と

な
る
よ
う
に
図
示
す
る
こ
と
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
ガ
ス
発
生
器

の
強
度
計
算
書

３
　
制
御
方
式
に
関
す
る
説
明
書

４
　
安
全
弁
の
吹
出
量
計
算
書
及
び
安
全
弁

又
は
圧
力
上
昇
防
止
装
置
の
構
造
図

（
二
）
　
増
熱

器

　

１
　
型
式
、
能
力
及
び
最
高
使
用
圧
力

２
　
主
要
寸
法

３
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
増
熱
器
に
係
る

次
の
事
項

（
１
）
　
材
料

（
２
）
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、

個
数
及
び
取
付
箇
所

１
　
増
熱
器
及
び
そ
の
附
属
設
備
の
構
造
図

（
こ
れ
ら
の
配
置
の
状
況
が
明
ら
か
と
な
る
よ

う
に
図
示
す
る
こ
と
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
増
熱
器
に
係

る
次
の
書
類

（
１
）
　
強
度
計
算
書

（
２
）
　
安
全
弁
の
構
造
図
及
び
吹
出
量
計
算
書

３
　
増
熱
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書
（
露
点

に
関
す
る
も
の
を
含
む
。
）

４
　
制
御
方
式
に
関
す
る
説
明
書

二
　
ガ
ス
精

製
設
備

　

１
　
種
類
、
型
式
、
能
力
、
入
口
及
び
出
口
の

圧
力
及
び
温
度
、
最
高
使
用
圧
力
、
最
高
使
用

温
度
並
び
に
最
低
使
用
温
度

２
　
主
要
寸
法

３
　
一
酸
化
炭
素
変
成
器
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
材
料

（
２
）
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、

個
数
及
び
取
付
箇
所

（
３
）
　
流
入
蒸
気
の
量
、
温
度
及
び
圧
力

４
　
一
酸
化
炭
素
変
成
器
以
外
の
ガ
ス
精
製
設

備
で
あ
つ
て
、
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
も
の

に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
材
料

１
　
ガ
ス
精
製
設
備
及
び
そ
の
附
属
設
備
の

構
造
図
（
こ
れ
ら
の
配
置
の
状
況
が
明
ら
か

と
な
る
よ
う
に
図
示
す
る
こ
と
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
ガ
ス
精
製
設

備
に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
強
度
計
算
書

（
２
）
　
安
全
弁
の
構
造
図
及
び
吹
出
量
計
算
書

３
　
一
酸
化
炭
素
変
成
器
に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
制
御
方
式
に
関
す
る
説
明
書

（
２
）
　
製
造
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
一
酸
化
炭

素
濃
度
に
関
す
る
説
明
書

４
　
一
酸
化
炭
素
変
成
器
以
外
の
ガ
ス
精
製

設
備
に
係
る
製
造
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
有
害

成
分
及
び
不
純
物
の
量
に
関
す
る
説
明
書

（
２
）
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、

個
数
及
び
取
付
箇
所

５
　
フ
ロ
ー
シ
ー
ト

三
　
ガ
ス
ホ

ル
ダ
ー

　

１
　
種
類
、
能
力
及
び
最
高
使
用
圧
力

２
　
主
要
寸
法
及
び
材
料
（
支
柱
の
主
要
寸
法

及
び
材
料
を
含
む
。
）

３
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
又
は
中
圧
の
ガ
ス

ホ
ル
ダ
ー
の
安
全
弁
又
は
逃
し
弁
の
種
類
、
主

要
寸
法
、
材
料
、
個
数
及
び
取
付
箇
所

４
　
入
口
及
び
出
口
の
ガ
ス
遮
断
装
置
の
種
類

１
　
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
及
び
そ
の
附
属
設
備
の

構
造
図
（
こ
れ
ら
の
配
置
の
状
況
が
明
ら
か

と
な
る
よ
う
に
図
示
す
る
こ
と
。
）

２
　
基
礎
に
関
す
る
説
明
書
及
び
基
礎
の
状

況
を
明
示
し
た
図
面

３
　
強
度
計
算
書
（
支
柱
の
強
度
計
算
書
を

含
む
。
）

４
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
又
は
中
圧
の
ガ

ス
ホ
ル
ダ
ー
の
安
全
弁
の
吹
出
量
計
算
書
及

び
安
全
弁
又
は
逃
し
弁
の
構
造
図

５
　
温
度
又
は
圧
力
に
よ
る
伸
縮
吸
収
装
置

に
関
す
る
説
明
書

６
　
有
水
式
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
凍
結
防
止
措

置
又
は
無
水
式
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
封
液
く
み

上
げ
装
置
に
関
す
る
説
明
書

四
　
圧
送
機

　

ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
圧
送
機
に
係
る

次
の
事
項

（
１
）
　
種
類
、
出
力
、
燃
料
の
燃
焼
能
力
及
び

個
数

（
２
）
　
燃
料
の
種
類
並
び
に
燃
料
中
の
硫
黄
分
、

窒
素
分
及
び
灰
分

（
３
）
　
排
出
ガ
ス
量
、
出
口
に
お
け
る
排
出
ガ

ス
の
温
度
及
び
速
度
並
び
に
ば
い
煙
量
及
び
ば

い
煙
濃
度

１
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
圧
送
機

に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
構
造
図

（
２
）
　
ば
い
煙
に
関
す
る
説
明
書

２
　
振
動
規
制
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
圧
送
機
（
同
法
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地

域
内
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
振

動
に
関
す
る
説
明
書

五
　
附
帯
設

備

　

　

　

（
一
）
　
液
化

ガ
ス
用
貯
槽

　

１
　
種
類
、
容
積
、
最
高
使
用
圧
力
及
び
最
低

使
用
温
度

２
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

３
　
低
温
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
保
冷
に
関
す
る

説
明

４
　
防
液
堤
又
は
貯
槽
を
設
置
す
る
室
の
主
要

寸
法
及
び
材
料

５
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、
個

数
及
び
取
付
箇
所

１
　
液
化
ガ
ス
用
貯
槽
及
び
そ
の
附
属
設
備

の
構
造
図
（
こ
れ
ら
の
配
置
の
状
況
が
明
ら

か
と
な
る
よ
う
に
図
示
す
る
こ
と
。
）

２
　
基
礎
に
関
す
る
説
明
書
及
び
基
礎
の
状

況
を
明
示
し
た
図
面

３
　
強
度
計
算
書

４
　
埋
設
さ
れ
た
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
防
食

に
関
す
る
説
明
書

５
　
安
全
弁
の
構
造
図
及
び
吹
出
量
計
算
書

（
二
）
　
熱
交

換
器
（
冷
凍

設
備
に
係
る

も
の
を
除
く

。
）

　

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
熱
交
換
器
又
は
液
化

ガ
ス
用
熱
交
換
器
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
種
類

（
２
）
　
最
高
使
用
圧
力
、
最
高
使
用
温
度
及
び

伝
熱
面
積

（
３
）
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

（
４
）
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、

個
数
及
び
取
付
箇
所

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
熱
交
換
器
又
は
液

化
ガ
ス
用
熱
交
換
器
に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
構
造
図

（
２
）
　
強
度
計
算
書

（
３
）
　
安
全
弁
の
構
造
図
及
び
吹
出
量
計
算
書

53



（
三
）
　
ボ
イ

ラ
ー

　

１
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー

に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
種
類
、
蒸
発
量
、
主
要
寸
法
、
蒸
気
温

度
及
び
蒸
気
圧
力

（
２
）
　
伝
熱
面
積
並
び
に
火
格
子
面
積
又
は
バ

ー
ナ
ー
の
容
量
及
び
数

（
３
）
　
燃
料
の
種
類
並
び
に
燃
料
中
の
硫
黄
分
、

窒
素
分
及
び
灰
分

（
４
）
　
排
出
ガ
ス
量
、
出
口
に
お
け
る
排
出
ガ

ス
の
温
度
及
び
速
度
並
び
に
ば
い
煙
量
及
び
ば

い
煙
濃
度

２
　
水
銀
排
出
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
に

係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
種
類
、
蒸
発
量
、
主
要
寸
法
、
蒸
気
温

度
及
び
蒸
気
圧
力

（
２
）
　
伝
熱
面
積
並
び
に
火
格
子
面
積
又
は
バ

ー
ナ
ー
の
容
量
及
び
数

（
３
）
　
燃
料
の
種
類
及
び
燃
料
中
の
水
銀
等

（
大
気
汚
染
防
止
法
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す

る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
含
有
割
合

（
４
）
　
排
出
ガ
ス
量
、
出
口
に
お
け
る
排
出
ガ

ス
の
温
度
及
び
水
銀
濃
度

１
　
四
の
下
欄
１
に
準
ず
る
も
の

２
　
水
銀
排
出
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー

に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
構
造
図

（
２
）
　
水
銀
等
に
関
す
る
説
明
書

（
四
）
　
加
熱

炉

　

ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
加
熱
炉
に
係
る

次
の
事
項

（
１
）
　
種
類
及
び
能
力

（
２
）
　
伝
熱
面
積
並
び
に
火
格
子
面
積
又
は
バ

ー
ナ
ー
の
容
量
及
び
数

（
３
）
　
燃
料
の
種
類
並
び
に
燃
料
中
の
硫
黄
分
、

窒
素
分
及
び
灰
分

（
４
）
　
排
出
ガ
ス
量
、
出
口
に
お
け
る
排
出
ガ

ス
の
温
度
及
び
速
度
並
び
に
ば
い
煙
量
及
び
ば

い
煙
濃
度

四
の
下
欄
１
に
準
ず
る
も
の

（
五
）
　
ば
い

煙
処
理
設
備

　

種
類
、
容
量
、
風
圧
、
風
速
並
び
に
入
口
及
び

出
口
に
お
け
る
排
出
ガ
ス
の
温
度
、
ば
い
煙
量

並
び
に
ば
い
煙
濃
度

１
　
構
造
図

２
　
ば
い
煙
に
関
す
る
説
明
書

（
六
）
　
通
風

設
備

　

１
　
通
風
機
の
種
類
、
通
風
量
、
風
圧
及
び
個

数２
　
煙
突
の
種
類
、
出
口
に
お
け
る
排
出
ガ
ス

の
温
度
及
び
速
度
、
口
径
、
地
表
上
の
高
さ
及

び
有
効
高
さ
、
排
出
ガ
ス
量
、
ば
い
煙
量
並
び

に
ば
い
煙
濃
度

騒
音
規
制
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特

定
施
設
に
該
当
す
る
通
風
機
（
同
法
第
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
内

に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
騒
音
に

関
す
る
説
明
書

（
七
）
　
ガ
ス

圧
縮
機
、
空

気
圧
縮
機
又

は

送

風

機

（
冷
凍
設
備

　

１
　
種
類
、
能
力
及
び
出
口
の
圧
力

２
　
原
動
機
の
種
類
及
び
出
力

３
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
ガ
ス
圧
縮
機
又

は
空
気
圧
縮
機
に
係
る
ケ
ー
シ
ン
グ
又
は
シ
リ

ン
ダ
ー
の
主
要
寸
法
及
び
材
料

１
　
四
の
下
欄
１
に
準
ず
る
も
の

２
　
騒
音
規
制
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
空
気
圧
縮
機
又
は

送
風
機
（
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

に
係
る
も
の

を
除
く
。
）

４
　
四
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

り
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置
す
る
も
の
に

限
る
。
）
に
係
る
騒
音
に
関
す
る
説
明
書

３
　
振
動
規
制
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
ガ
ス
圧
縮
機
又
は

空
気
圧
縮
機
（
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置
す
る
も

の
に
限
る
。
）
に
係
る
振
動
に
関
す
る
説
明
書

（
八
）
　
鉱
物

用
の
堆
積
場

、
破
砕
機
、

摩
砕
機
、
ふ

る
い
、
分
級

機
又
は
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア

　

１
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
該
当
す
る
堆
積

場
の
面
積
及
び
堆
積
能
力

２
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
該
当
す
る
破
砕

機
、
摩
砕
機
及
び
ふ
る
い
の
処
理
能
力
並
び
に

原
動
機
の
定
格
出
力

３
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
の
幅
、
長
さ
、
個
数
、
速
度
及
び

運
搬
能
力

４
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
該
当
す
る
堆
積

場
、
破
砕
機
、
摩
砕
機
、
ふ
る
い
及
び
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
に
係
る
一
般
粉
じ
ん
防
止
設
備
の
種

類
、
型
式
及
び
個
数

５
　
騒
音
規
制
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
施
設
に
該
当
す
る
破
砕
機
、
摩
砕
機
、
ふ

る
い
又
は
分
級
機
（
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置
す
る
も

の
に
限
る
。
）
の
種
類
、
能
力
及
び
個
数

６
　
振
動
規
制
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
施
設
に
該
当
す
る
破
砕
機
、
摩
砕
機
、
ふ

る
い
又
は
分
級
機
（
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置
す
る
も

の
に
限
り
、
５
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
種

類
、
能
力
及
び
個
数

１
　
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
該
当
す
る
堆

積
場
、
破
砕
機
、
摩
砕
機
、
ふ
る
い
及
び
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
係
る
一
般
粉
じ
ん
発
生
施

設
に
関
す
る
説
明
書

２
　
騒
音
規
制
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
破
砕
機
、
摩
砕
機
、

ふ
る
い
又
は
分
級
機
（
同
法
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置

す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
騒
音
に
関
す
る

説
明
書

３
　
振
動
規
制
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
破
砕
機
、
摩
砕
機
、

ふ
る
い
又
は
分
級
機
（
同
法
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置

す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
振
動
に
関
す
る

説
明
書

（
九
）
　
騒
音

防
止
設
備

　

騒
音
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置
す
る
同
法
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
係
る
騒
音
防
止

設
備
の
種
類

騒
音
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置
す
る
同
法
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
係
る
騒

音
防
止
設
備
の
構
造
図

（
十
）
　
振
動

防
止
設
備

　

振
動
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置
す
る
同
法
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
係
る
振
動
防
止

設
備
の
種
類

振
動
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
設
置
す
る
同
法
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
係
る
振

動
防
止
設
備
の
構
造
図

（
十
一
）
　
冷

凍
設
備

　

１
　
型
式
、
能
力
及
び
冷
媒
ガ
ス
の
種
類

２
　
凝
縮
器
及
び
蒸
発
器
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
種
類

（
２
）
　
最
高
使
用
圧
力
、
最
低
使
用
温
度
及
び

伝
熱
面
積

（
３
）
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

１
　
冷
媒
ガ
ス
圧
縮
機
に
係
る
次
の
書
類

五
（
七
）
の
下
欄
に
準
ず
る
も
の

２
　
油
分
離
器
、
凝
縮
器
、
受
液
器
、
冷
媒

ミ
ス
ト
セ
パ
レ
ー
タ
ー
、
冷
媒
ク
ッ
シ
ョ
ン

タ
ン
ク
及
び
蒸
発
器
に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
構
造
図

（
２
）
　
強
度
計
算
書
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（
４
）
　
安
全
弁
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
圧
力
上
昇

防
止
装
置
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、
個
数

及
び
取
付
箇
所

３
　
冷
媒
ガ
ス
圧
縮
機
に
係
る
次
の
事
項

五
（
七
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

４
　
油
分
離
器
、
受
液
器
、
冷
媒
ミ
ス
ト
セ
パ

レ
ー
タ
ー
及
び
冷
媒
ク
ッ
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
に
係

る
次
の
事
項

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
及
び
最
低
使
用
温
度

（
２
）
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

（
３
）
　
安
全
弁
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
圧
力
上
昇

防
止
装
置
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、
個
数

及
び
取
付
箇
所

（
３
）
　
安
全
弁
の
吹
出
量
計
算
書
及
び
安
全

弁
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
圧
力
上
昇
防
止
装
置

の
構
造
図

（
十
二
）
　
容

器
（
冷
凍
設

備
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）

　

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
容
器
又
は
液
化
ガ
ス

用
容
器
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
及
び
最
高
使
用
温
度

（
２
）
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

（
３
）
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、

個
数
及
び
取
付
箇
所

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
容
器
又
は
液
化
ガ

ス
用
容
器
に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
構
造
図

（
２
）
　
強
度
計
算
書

（
３
）
　
安
全
弁
の
構
造
図
及
び
吹
出
量
計
算
書

（
十
三
）
　
配

管

　

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
配
管
又
は
液
化
ガ
ス

用
配
管
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
径
が
百
五
十
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
最
高
使
用
圧
力
及
び
最
高
使
用
温
度

（
２
）
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
配
管
又
は
液
化
ガ

ス
用
配
管
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
径
が
百
五
十

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
フ
ロ
ー
シ
ー
ト

（
２
）
　
強
度
計
算
書

（
十
四
）
　
非

常
用
動
力
設

備

　

ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
非
常
用
動
力
設

備
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
種
類
、
出
力
、
燃
料
の
燃
焼
能
力
及
び

個
数

（
２
）
　
燃
料
の
種
類
並
び
に
燃
料
中
の
硫
黄
分
、

窒
素
分
及
び
灰
分

（
３
）
　
排
出
ガ
ス
量
、
出
口
に
お
け
る
排
出
ガ

ス
の
温
度
及
び
速
度
並
び
に
ば
い
煙
量
及
び
ば

い
煙
濃
度

ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
非
常
用
動
力

設
備
に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
構
造
図

（
２
）
　
ば
い
煙
に
関
す
る
説
明
書

六
　
特
定
ガ

ス
工
作
物

　

　

　

（
一
）
　
令
第

一
条
に
規
定

す
る
容
器

　

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し
く
は
中
圧
の
容
器

又
は
液
化
ガ
ス
用
容
器
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
種
類
、
容
積
及
び
最
高
使
用
圧
力

（
２
）
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

（
３
）
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、

個
数
及
び
取
付
箇
所

（
４
）
　
耐
圧
部
分
の
構
造

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し
く
は
中
圧
の
容

器
又
は
液
化
ガ
ス
用
容
器
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
容
器
及
び
そ
の
附
属
設
備
の
構
造
図

（
２
）
　
基
礎
に
関
す
る
説
明
書

（
３
）
　
強
度
計
算
書

（
４
）
　
安
全
弁
の
構
造
図
及
び
吹
出
量
計
算
書

（
二
）
　
集
合

装
置

　

１
　
種
類
及
び
能
力

２
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

構
造
図

（
三
）
　
気
化

装
置

　

１
　
型
式
及
び
能
力

２
　
主
要
寸
法

１
　
構
造
図

３
　
安
全
弁
の
種
類
及
び
取
付
箇
所

４
　
耐
圧
部
分
の
構
造

２
　
原
料
液
の
流
出
防
止
措
置
に
関
す
る
説

明
書

（
四
）
　
調
整

装
置

　

１
　
型
式
及
び
能
力

２
　
切
換
方
法

構
造
図

（
五
）
　
特
定

ガ
ス
発
生
設

備
の
設
置
場

の
屋
根
又
は

障
壁

　

主
要
寸
法
及
び
材
料
（
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
材

料
に
限
る
。
）

構
造
図

七
　
移
動
式

ガ
ス
発
生
設

備
（
当
該
移

動
式
ガ
ス
発

生
設
備
と
一

体
と
な
つ
て

ガ
ス
の
製
造

の
用
に
供
さ

れ
る
調
整
装

置
を
含
み
、

そ
の
貯
蔵
能

力
が
、
貯
蔵

す
る
ガ
ス
が

液
化
ガ
ス
の

場
合
は
千
キ

ロ
グ
ラ
ム
未

満
、
貯
蔵
す

る
ガ
ス
が
圧

縮
ガ
ス
の
場

合
は
三
百
立

方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る

も
の
を
除
く

。
）

（
一
）
　
容
器

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し
く
は
中
圧
の
容
器

又
は
液
化
ガ
ス
用
容
器
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
種
類
、
容
積
及
び
最
高
使
用
圧
力

（
２
）
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

（
３
）
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、

個
数
及
び
取
付
箇
所

（
４
）
　
耐
圧
部
分
の
構
造

最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
若
し
く
は
中
圧
の
容

器
又
は
液
化
ガ
ス
用
容
器
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
容
器
及
び
そ
の
附
属
設
備
の
構
造
図

（
２
）
　
強
度
計
算
書

（
３
）
　
安
全
弁
の
構
造
図
及
び
吹
出
量
計
算
書

（
二
）
　
集
合

装
置

１
　
種
類
及
び
能
力

２
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

構
造
図

（
三
）
　
ガ
ス

発
生
器

１
　
型
式
及
び
能
力

２
　
主
要
寸
法

３
　
安
全
弁
の
種
類
及
び
取
付
箇
所

１
　
構
造
図

２
　
原
料
液
の
流
出
防
止
措
置
に
関
す
る
説

明
書
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（
四
）
　
調
整

装
置

１
　
型
式
及
び
能
力

２
　
切
換
方
法

構
造
図

（
五
）
　
増
熱

器

１
　
型
式
、
能
力
及
び
最
高
使
用
圧
力

２
　
主
要
寸
法

３
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
増
熱
器
に
係
る

次
の
事
項

（
１
）
　
材
料

（
２
）
　
安
全
弁
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材
料
、

個
数
及
び
取
付
箇
所

１
　
増
熱
器
及
び
そ
の
付
属
設
備
の
構
造
図

（
こ
れ
ら
の
配
置
の
状
況
が
明
ら
か
と
な
る
よ

う
に
図
示
す
る
こ
と
。
）

２
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
増
熱
器
に
係

る
次
の
書
類

（
１
）
　
強
度
計
算
書

（
２
）
　
安
全
弁
の
構
造
図
及
び
吹
出
量
計
算
書

３
　
増
熱
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書
（
露
点

に
関
す
る
も
の
を
含
む
。
）

４
　
制
御
方
式
に
関
す
る
説
明
書

供
給
所

１

　

供

給

所

の

名

称

及

び

位

置

（

都

道

府

県

郡

市

区

町

村

字

を

記

載

す

る

こ

と

。
）

２

　

供

給

所

の

ガ

ス

貯

蔵

能

力

及

び

貯

蔵

す

る

ガ

ス

の

熱

量（

ガ

ス

ホ

ル

ダ

ー

を

有

す

る

供

給

所
　

１
　
供
給
所
の
位
置
を
明
示
し
た
縮
尺
二
万

五
千
分
の
一
以
上
の
地
形
図
（
当
該
供
給
所

に
関
連
す
る
主
要
な
導
管
の
配
置
の
状
況
を

付
記
す
る
こ
と
。
）

２
　
主
要
な
設
備
の
配
置
の
状
況
を
明
示
し

た
図
面

に

限

る
。
）

一
　
ガ
ス
ホ

ル
ダ
ー

　

製
造
所
の
項
三
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

製
造
所
の
項
三
の
下
欄
に
準
ず
る
も
の

二
　
圧
送
機

　

製
造
所
の
項
四
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

製
造
所
の
項
四
の
下
欄
に
準
ず
る
も
の

三
　
整
圧
器

　

　

　

（
一
）
　
整
圧

器

　

１
　
型
式
、
整
圧
能
力
並
び
に
入
口
及
び
出
口

の
圧
力
の
調
整
可
能
範
囲

２
　
整
圧
器
及
び
整
圧
器
の
短
絡
管
の
主
要
寸

法３
　
整
圧
器
の
ガ
ス
遮
断
装
置
の
種
類
及
び
取

付
箇
所

４
　
不
純
物
を
除
去
す
る
装
置
の
種
類

１
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
整
圧
器
の
短

絡
管
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
構
造
図

（
２
）
　
強
度
計
算
書

２
　
出
口
の
圧
力
が
調
整
可
能
範
囲
を
超
え

た
場
合
の
保
護
装
置
に
関
す
る
説
明
書

（
二
）
　
ガ
ス

加
温
用
の
設

備

　

１
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー

に
係
る
次
の
事
項

製
造
所
の
項
五
（
三
）
の
中
欄
１
に
準
ず
る
も

の２
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ガ
ス
加
温

装
置
に
係
る
次
の
事
項

（
１
）
　
種
類

（
２
）
　
伝
熱
面
積
及
び
燃
焼
能
力

（
３
）
　
燃
料
の
種
類
並
び
に
燃
料
中
の
硫
黄
分
、

窒
素
分
及
び
灰
分

（
４
）
　
排
出
ガ
ス
量
、
出
口
に
お
け
る
排
出
ガ

ス
の
温
度
及
び
速
度
並
び
に
ば
い
煙
量
及
び
ば

い
煙
濃
度

（
５
）
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
配
管
で
あ
つ

て
、
そ
の
内
径
が
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の
の
最
高
使
用
圧
力
、
主
要
寸
法
及
び
材

料３
　
水
銀
排
出
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
に

係
る
次
の
事
項

製
造
所
の
項
五
（
三
）
の
中
欄
２
に
準
ず
る
も

の

１
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ

ー
に
係
る
次
の
事
項

製
造
所
の
項
五
（
三
）
の
下
欄
１
に
準
ず
る

も
の

２
　
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ガ
ス
加

温
装
置
に
係
る
次
の
書
類

（
１
）
　
構
造
図

（
２
）
　
ば
い
煙
に
関
す
る
説
明
書

（
３
）
　
最
高
使
用
圧
力
が
高
圧
の
配
管
で
あ

つ
て
、
そ
の
内
径
が
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の
の
強
度
計
算
書

３
　
水
銀
排
出
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー

に
係
る
次
の
事
項

製
造
所
の
項
五
（
三
）
の
下
欄
２
に
準
ず
る

も
の

四
　
附
帯
設

備

　

　

　

（
一
）
　
騒
音

防
止
設
備

　

製
造
所
の
項
五
（
九
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

製
造
所
の
項
五
（
九
）
の
下
欄
に
準
ず
る
も
の

（
二
）
　
振
動

防
止
設
備

　

製
造
所
の
項
五
（
十
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も
の

製
造
所
の
項
五
（
十
）
の
下
欄
に
準
ず
る
も
の

（
三
）
　
配
管

　

製
造
所
の
項
五
（
十
三
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も

の

製
造
所
の
項
五
（
十
三
）
の
下
欄
に
準
ず
る

も
の

（
四
）
　
非
常

用
動
力
設
備

　

製
造
所
の
項
五
（
十
四
）
の
中
欄
に
準
ず
る
も

の

製
造
所
の
項
五
（
十
四
）
の
下
欄
に
準
ず
る

も
の

導
管
（
電
気

事
業
法
が
適

　

１
　
導
管
の
始
点
及
び
終
点
の
位
置
（
都
道
府

県
郡
市
区
町
村
字
番
地
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

１
　
導
管
の
経
路
（
地
中
、
水
底
及
び
そ
の

他
の
別
を
表
示
す
る
こ
と
。
）
、
経
過
地
の
名
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用
さ
れ
る
ガ

ス
工
作
物
を

除
く
。
以
下

こ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）

２
　
延
長
（
地
中
、
水
底
及
び
そ
の
他
の
別
に

記
載
す
る
こ
と
。
）

３
　
最
高
使
用
圧
力

４
　
主
要
寸
法
及
び
材
料

５
　
接
合
の
方
法

６
　
水
取
り
器
の
種
類
、
主
要
寸
法
及
び
材
料

７
　
ガ
ス
遮
断
装
置
の
種
類

８
　
圧
力
逃
し
装
置
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
材

料
及
び
取
付
箇
所

称
及
び
導
管
の
付
近
に
存
す
る
主
要
な
道
路
、

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
位
置
を
明
示
し

た
縮
尺
三
千
分
の
一
以
上
の
地
形
図
（
ガ
ス

ホ
ル
ダ
ー
、
整
圧
器
、
水
取
り
器
、
ガ
ス
遮

断
装
置
及
び
圧
力
逃
し
装
置
の
位
置
を
付
記

す
る
こ
と
。
）

２
　
強
度
計
算
書

３
　
接
合
部
分
の
構
造
図

４
　
埋
設
さ
れ
る
導
管
の
耐
震
性
に
関
す
る

説
明
書

５
　
水
取
り
器
の
構
造
図

６
　
防
食
の
措
置
に
関
す
る
説
明
書

７
　
圧
力
逃
し
装
置
の
構
造
図

８
　
温
度
又
は
圧
力
に
よ
る
伸
縮
吸
収
装
置

に
関
す
る
説
明
書

９
　
衝
撃
に
対
す
る
防
護
装
置
の
構
造
図
及

び
強
度
計
算
書

１
０
　
海
底
に
設
置
さ
れ
る
導
管
の
次
の
事
項

（
１
）
　
埋
設
深
さ
、
水
深
、
海
底
地
形
及
び

海
底
地
層

（
２
）
　
土
質
デ
ー
タ
及
び
海
象
デ
ー
タ

（
３
）
　
海
底
地
盤
変
状
に
関
す
る
説
明
書

整
圧
器

　

１
　
整
圧
器
の
位
置
（
都
道
府
県
郡
市
区
町
村

字
番
地
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

２
　
供
給
所
の
項
三
及
び
四
（
三
）
の
中
欄
に

準
ず
る
も
の

１
　
整
圧
器
に
関
連
す
る
主
要
な
導
管
の
配

置
の
状
況
を
記
載
し
た
図
面

２
　
供
給
所
の
項
三
及
び
四
（
三
）
の
下
欄

に
準
ず
る
も
の

昇
圧
供
給
装

置

　

１
　
昇
圧
供
給
装
置
の
位
置
（
都
道
府
県
郡
市

区
町
村
字
番
地
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

２
　
圧
縮
能
力
及
び
出
口
の
圧
力

３
　
原
動
機
の
種
類
及
び
出
力

製
造
所
の
項
四
の
下
欄
第
二
号
に
準
ず
る
も
の

別
表
第
三
（
第
五
十
一
条
の
四
、
第
百
十
条
の
三
、
第
百
三
十
一
条
の
三
、
第
百
六
十
六
条
の
三
関
係
）

項
目

認
定
の
基
準

一
　
本
社

の
関
与
及

び
法
令
遵

守
の
確
保

１
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安
の
確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
、
法
令
遵
守
の
た
め
の
指
針

等
の
諸
施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
が
法

第
三
十
四
条
の
二
の
認
定
、
法
第
七
十
一
条
の
二
の
認
定
、
法
第
八
十
四
条
の
二
の
認
定
又
は
法
第
百
四

条
の
二
の
認
定
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
事
業
者
の
全
て
の
従
業
員

に
理
解
さ
れ
、
実
施
さ
れ
、
か
つ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
法
人
の
代
表
者
が
、
前
号
の
諸
施
策
に
照
ら
し
て
、
保
安
の
確
保
に
関
す
る
予
算
及
び
人
材
等
の
資

源
の
配
分
に
つ
い
て
定
期
的
に
検
証
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
配
分
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
こ

と
。

３
　
認
定
に
係
る
事
業
者
に
お
け
る
法
令
違
反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業
務
を
行
う
組
織
が
、
独

立
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
保
安

に
係
る
リ

ス
ク
管
理

の
体
制

１
　
各
事
業
所
を
統
括
し
、
保
安
管
理
を
担
当
す
る
部
門
（
こ
の
表
に
お
い
て
「
保
安
管
理
部
門
」
と
い

う
。
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
設
備
管
理
計
画
等
に
当
該
部
門
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
本
社
又
は
本
社
の
委
任
を
受
け
た
者
が
、
事
業
所
に
対
し
、
保
安
管
理
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
定
期

的
に
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

３
　
保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
が
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
、
保
安
管
理
に
関
す
る

計
画
の
策
定
、
実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改
善
を
継
続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
サ
イ

バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

の
確
保

認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
に
あ
つ
て
は
第
二
十
四
条
第
一
項
第
六
号
、
認
定
高
度
保
安
実
施

一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
に
あ
つ
て
は
第
九
十
二
条
第
一
項
第
六
号
、
認
定
高
度
保
安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管

事
業
者
に
あ
つ
て
は
第
百
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
二
条
第
一
項
第
六
号
、
認
定
高

度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
に
あ
つ
て
は
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
最
新
の
知

見
を
踏
ま
え
て
当
該
措
置
の
評
価
及
び
そ
の
改
善
を
継
続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。
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様
式
第
１
（
第
６
条
関
係
）

様式第1（第6条関係）（平29経産令15・全改、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス小売事業登録申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第3条の規定により、ガス小売事業の登録を受けたいので、次のとおり申請します。 名称 主たる営業所 所在地 名称 その他の営業所 所在地 電話番号、電子メールアドレスその他の連絡先 その行うガス小売事業以外の事業の概要 ※以下の事項については、小売供給を行おうとする地域ごと（一般ガス導管事業者の導管によりガスを供給しようとする場合にあつては当該一般ガス導管事業者の供給区域（法第38条第第2項第4号に規定する供給区域をいう。以下同じ。）ごと、特定ガス導管事業者の導管によりガスを供給しようとする場合にあつては当該特定ガス導管事業者の導管ごと、法第2条第1項に規定する特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給しようとする場合にあつては供給地点群ごと、又はその他の導管（以下「その他導管」という。）によりガスを供給しようとする場合にあつては当該導管ごと）に作成すること。ただし、一般ガス導管事業者の供給区域が複数の地域に分かれており、かつ当該地域間が導管で接続されていない場合又は特定ガス導管事業者の導管及びその他導管が地理的に複数の地域に分かれている場合にあつては、当該地域ごとに作成すること。 小売供給を行おうとする地域 最大ガス需要が見込まれる月及び月時～時 時間帯 備考 最大ガス需要の見込み／h 供給能力の確保の見込み 備考 ／h 自社ガス発生設備等 確保するガス発生能力の／h 備考 見込み 自社ガス発生設備等によ／h る供給能力の確保の見込備考 み ガス発生設備、特定ガス発生設備及びガスホルダーの設置の場所、種類及び能力別の数等 内種類 設置の使用ガス発能力別供給能力の 備考 場所開始日生能力の数確保の見込み 設備名原料名 ガス発生設 備 特定ガス発 生設備 種類 設置の使用圧力及能力別供給能力の 備考 場所開始日び容積の数確保の見込み 設備名原料名 ガスホル ダー 導管の設置の場所及び内径並びに導管内におけるガスの圧力 導管設置の場所内径総延長導管内のガスの圧力備考 申請書に添付されている 導管の設置の状況を記載 した図面参照 訳 相対契約 確保する契約ガス発生能力の見込み／h 相対契約による供給能力の確保の見込／h み 契約の相手方の事業者名・所在地・契約締結日等 事業者の契約契約ガス供給能力の 事業者名契約期間備考 所在地締結日発生能力確保の見込み 事業開始の予定年月日 備考1「小売供給を行おうとする地域」の欄には、一般ガス導管事業者の導管によりガスを供給しようとする場合にあつては当該一般ガス導管事業者の氏名又は名称を記載し、特定ガス導管事業者の導管によりガスを供給しようとする場合にあつては当該特定ガス導管事業者の氏名又は名称を記載し、法第2条第1項に規定する特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給しようとする場合にあつては供給地点群の名称、供給地点の都道府県郡市区町村字番地住居番号及びその数を記載し、その他導管によりガスを供給しようとする場合にあつては供給しようとする場所（都道府県郡市区町村字番地及び事業場であるときは事業場名）を記載すること。 2最大ガス需要とは、当面見込まれる小売供給の相手方のガスの需要の最大値をいう。 3「最大ガス需要が見込まれる月及び時間帯」及び「最大ガス需要の見込み」の「備考」の欄には、これらをどのように見込んだのかの説明を記載すること。 4「供給能力の確保の見込み」の欄には、最大ガス需要が見込まれる時間帯における当該最大ガス需要の見込みに応ずるための供給能力の確保の見込みを記載すること。 5他のガス事業者に対してガスを供給する見込みがあることその他の理由により、「供給能力の確保の見込み」の欄に記載する値と、その内訳の合計値（「自社ガス発生設備等による供給能力の確保の見込み」及び「相対契約による供給能力の確保の見込み」の合計値）が一致しない場合には、「供給能力の確保の見込み」の「備考」の欄にその理由を記載すること。 6「ガス発生設備、特定ガス発生設備及びガスホルダーの設置の場所、種類及び能力別の数等」における「特定ガス発生設備」の「ガス発生能力」及び「供給能力の確保の見込み」を㎏／hで記載する申請者にあつては、「自社ガス発生設備等により確保するガス発生能力の見込み」及び「自社ガス発生設備等による供給能力の確保の見込み」の「備考」の欄に、㎏／hを／hに換算するに当たつて用いた係数及びその考え方を記載すること。 7「ガス発生設備、特定ガス発生設備及びガスホルダーの設置の場所、種類及び能力別の数等」の「設置の場所」の欄には、都道府県郡市区町村字番地及び事業場名を記載すること。 8「ガス発生設備、特定ガス発生設備及びガスホルダーの設置の場所、種類及び能力別の数等」の「使用開始日」の欄にこの申請書の提出日より後の日を記載する場合には、当該欄に当該ガス発生設備等の工事着工日も記載すること。 9「ガス発生設備、特定ガス発生設備及びガスホルダーの設置の場所、種類及び能力別の数等」の欄において、「ガス発生能力」の欄と「供給能力の確保の見込み」の欄に記載する値が一致しない場合には、「備考」の欄にこれらの供給能力の確保の見込みの考え方を記載すること。 10「ガス発生設備、特定ガス発生設備及びガスホルダーの設置の場所、種類及び能力別の数等」における「特定ガス発生設備」の「備考」の欄には、能力別の数の選定根拠を記載すること。なお、「備考」の欄への記載に代えて、当該事項を記載した別紙をこの申請書に添付することも妨げない。 11「契約の相手方の事業者名・所在地・契約締結日等」の欄において、「契約ガス発生能力」の欄と「供給能力の確保の見込み」の欄に記載する値が一致しない場合には、「備考」の欄にこれらの供給能力の見込みの考え方を記載すること。 12用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
２
（
第
６
条
関
係
）

様式第2（第6条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・一部改正） ガス小売事業遂行体制説明書 1．ガス小売事業を遂行する責任者 2．ガス小売事業を遂行する体制の概要 3．組織図 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
（
第
６
条
関
係
）

様式第3（第6条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・一部改正） 苦情等処理体制説明書 1．小売供給の相手方からの苦情及び問合せの方法 2．小売供給の相手方からの苦情及び問合せを処理する体制の概要 3．小売供給の相手方からの苦情及び問合せを処理する体制図 備考11．については、対応することができる時間帯も記載すること。 23．については、具体的な対応人員等も記載すること。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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（
第
８
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係
）

様式第4（第8条関係）（平29経産令15・追加、令2経産令92・一部改正） ガス小売事業変更登録申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第7条第1項の規定により、同法第4条第1項第3号から第5号までに掲げる事項の変更登録を受けたいので、次のとおり申請します。 小売供給を行おうとする備考 地域 変更前変更後 最大ガス需要が見込まれ月時～時月時～時 る月及び時間帯 最大ガス需要の見込み／h／h 供給能力の確保の見込み ／h／h 自社ガス発生設備等 確保するガス発生能力の／h 見込み 自社ガス発生設備等によ／h る供給能力の確保の見込 み ガス発生設備、特定ガス発生設備及びガスホルダーの設置の場所、種類及び能力別の数等 種類 設置の使用ガス発能力別供給能力の 備考 場所開始日生能力の数確保の見込み 設備名原料名 ガス発生設 備 特定ガス発 生設備 種類 設置の使用圧力及能力別供給能力の 備考 場所開始日び容積の数確保の見込み 設備名原料名 変更後の供給能力の確保の見込みの内訳ガスホル ダー 導管の設置の場所及び内径並びに導管内におけるガスの圧力 導管設置の場所内径総延長導管内のガスの圧力備考 申請書に添付されている 導管の設置の状況を記載 した図面参照 相対契約 確保する契約ガス発生能力の見込み／h 相対契約による供給能力の確保の見込／h み 契約の相手方の事業者名・所在地・契約締結日等 事業者の契約契約ガス供給能力の 事業者名契約期間備考 所在地締結日発生能力確保の見込み 変更予定年月日 ガス小売事業の登録年 月日及び登録番号 電話番号、電子メール アドレスその他の連絡 先 備考様式第1の備考1から12までと同様とすること。 
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様式第5（第9条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス小売事業氏名等変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第7条第4項の規定により、次のとおり変更したので届け出ます。 変更事項 変更の内容変更前変更後 変更年月日 ガス小売事業の登録年月日及び登録番 号 電話番号、電子メールアドレスその他 の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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係
）

様式第6（第9条関係）（平29経産令15・追加、令2経産令92・一部改正） ガス小売事業変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第7条第4項の規定により、次のとおり変更したので届け出ます。 小売供給を行おうとする備考 地域 変更前変更後 最大ガス需要が見込まれ月時～時月時～時 る月及び時間帯 最大ガス需要の見込み／h／h 供給能力の確保の見込み ／h／h 自社ガス発生設備等 確保するガス発生能力の／h 見込み 自社ガス発生設備等によ／h る供給能力の確保の見込 み ガス発生設備、特定ガス発生設備及びガスホルダーの設置の場所、種類及び能力別の数等 種類 設置の使用ガス発能力別供給能力の 備考 場所開始日生能力の数確保の見込み 設備名原料名 ガス発生設 備 特定ガス発 生設備 種類 設置の使用圧力及能力別供給能力の 備考 場所開始日び容積の数確保の見込み 設備名原料名 変更後の供給能力の確保の見込みの内訳ガスホル ダー 導管の設置の場所及び内径並びに導管内におけるガスの圧力 導管設置の場所内径総延長導管内のガスの圧力備考 申請書に添付されている 導管の設置の状況を記載 した図面参照 相対契約 ／h 確保する契約ガス発生能力の見込み 相対契約による供給能力の確保の見込／h み 契約の相手方の事業者名・所在地・契約締結日等 事業者の契約契約ガス供給能力の 事業者名契約期間備考 所在地締結日発生能力確保の見込み 変更年月日 ガス小売事業の登録年 月日及び登録番号 電話番号、電子メール アドレスその他の連絡 先 備考様式第1の備考1から12までと同様とすること。 
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様式第7（第10条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス小売事業承継届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第8条第2項の規定により、次のとおりガス小売事業者の地位を承継したので届け出ます。 承継年月日 被承継者 承継したガス小売事業の 登録年月日及び登録番号 電話番号、電子メールア ドレスその他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様式第8（第11条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス小売事業休止（廃止）届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第9条第1項の規定により、次のとおりガス小売事業を休止（廃止）したので届け出ます。 休止年月日及び予定期間 （廃止年月日） ガス小売事業の登録年月 日及び登録番号 電話番号、電子メールア ドレスその他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
９
（
第
１
１
条
関
係
）

様式第9（第11条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 解散届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第9条第2項の規定により、次のとおりガス小売事業者たる法人が解散したので届け出ます。 解散した法人の名称及び 代表者の氏名 解散した法人の登録年月 日及び登録番号 解散年月日 電話番号、電子メールア ドレスその他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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係
）

様式第10（第17条、第78条、第126条及び第144条関係）（平29経産令15・追加） 熱量測定記録表 試料測定測定時分から 測定者年月日 ガス場所日時時分まで 熱量計ガスメーター流水温度計入口 番号番号番号出口 ガスメーター中のtgにおける水蒸気の飽和圧力 tg＝度 試料ガスの温度S＝キロパスカル 室温tr＝度燃焼廃気の温度度 気圧計キロパスカル 圧力ミリメートル の読みB＝（度） ガスメー ターの圧 キロパスカP1＝ 力 補正値a＝キロパスカルルに換算しキロパス 気圧た圧力カル 零度に換算 した圧力 キロパスカル Bo＝B－f＝ a＝ f＝f1×f2 1回の測定に要した補正係数f1は熱量計の補正 試料ガス量V＝リットル係数 f2はガスメーター 熱量換算係数の補正係数 273．151 F1＝××P×f＝ 101．32T 乾燥ガスの絶対圧力流水温度 P＝Bo＋P1－S ＝ⅠⅡⅢ ガスの絶対温度入口出口入口出口入口出口 T＝tg＋273．15 ＝1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均温度 器差補正 露出部示度補正 補正温度 流水温度差td度度度 測定した水の重量Wグラムグラムグラム 測定熱量 F2×W×td H＝ V平均値キロジュール／立方メートル 標準状態に換算した乾燥ガス1立方メートルの熱量 H 総発熱量Hg＝＝メガジュール／立方メートル F1×1000 備考F2は、換算係数で4．18605を用いること。 
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様式第11（第17条、第78条、第126条及び第144条関係）（平29経産令15・追加） 熱量測定記録表 試料測定測定時分から 測定者年月日 ガス場所日時時分まで 機器番号 成分分析 成分計算圧縮計算計算 値体積百 №成分モル分率加算係数発熱量比重 分率 CMi CMiHi CMiSi CMibi Cui 合計 試料ガスの圧縮係数Z＝1－∑CMibi2＋0．00052CMH－CMH2＝ 試料ガスの計算発熱量H＝∑（CMiHi） Z ＝ メガジュール／立方メートル 試料ガスの計算比重S＝∑（CMiSi） Z ＝  

様
式
第
１
２
（
第
１
７
条
関
係
）

様式第12（第17条関係）（平29経産令15・追加） 熱量に代える成分の測定記録表 特定製造所名 供給ガスの種類 測定場所 測定年月日 測定者氏名 分析場所 分析者氏名 成分（パーセント） メタン プロパン プロピレン ブタン 備考1「供給ガスの種類」の欄には、供給約款に規定したガスの成分に関する事項を記載すること。 2「測定場所」、「測定年月日」及び「測定者氏名」の欄には、試料の採取場所、採取年月日及び採取者氏名を記載すること。 3「成分」の欄は、重量百分率又はモル百分率のいずれかを記載すること。  
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様式第13（第17条、第78条、第126条及び第144条関係）（平29経産令15・追加） 燃焼性測定記録表 試料測定測定 年月日 ガス場所年月日 燃焼速度 比重熱量ウォッベ指数 測定時分から測定時分から 測定者 時間時分まで時間時分まで ブンゼン―シリン比重びん法総発熱量Hgウォッベ指数 グ法 内部を真空にした＝Hg ＝ 空気の流出時間比重びんの質量S メガジュール ⅠⅠグラ立方メートル＝ Ta＝…秒Wv＝… ⅡⅡム 試料ガスの流出比重びんの質量 時間 Ⅰグラ Wb＝… ⅠⅡム Ts＝…秒 Ⅱ 乾燥空気を満たし Ts2Ⅰた比重びんの質量 ＝… Ta2Ⅱ Ⅰグラ Wa＝… 水温℃Ⅱム 補正値試料ガスを満たし た比重びんの質量 Ⅰ α＝……… ⅡⅠグラ Wg＝… Ⅱム 比重S 比重びんが排除す Ts2 ＝＋αる空気の体積 Ta2 ミリ Ⅰ Vt＝…リッ Ⅱ トル 比重びんの真空中 における質量 Ⅰグラ wb＝… Ⅱム 乾燥空気を満たし Ⅰた比重びんの真空 中における質量 Ⅱ SⅠグラ wa＝… Ⅱム 平均値 試料ガスを満たし た比重びんの真空 中における質量 ガスクロマトグラⅠグラ wg＝… フ法Ⅱム （様式第11から転 比重 載） wg－wb S＝ wa－wb Ⅰ Ⅱ SS 平均値 備考1「比重」の項については、「ブンゼン―シリング法」、「比重びん法」又は「ガスクロマトグラフ法」のいずれかの項について記載することとし、液化石油ガスを原料として発生させ、これに空気を混入したガスを供給する場合にあつては、Sの欄のみを記載することをもつて足りる。 2「熱量」の項については、様式第10又は様式第11から転載すること。 
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）

様式第14(第17条関係) 

 

特定容器使用記録表 

供給地点

及びその数 

 特定製造所の

名称 

 

連 結 日 

連結容器 液化石油ガ

スの規格の

名称 

充填年月日 
充填事業者

等の名称  容 量 

(キログラム) 
本 数 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

備考 1 本表は、1月ごとに用紙を代えて記載すること。 

   2 充填事業者等とは、ガス事業法施行令第1条に規定する容器にガスを充填する事

業者をいう。 

様
式
第
１
５
（
第
２
０
条
関
係
）

様式第15（第20条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 供給計画届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第19条第1項の規定により年度の供給計画を別紙のとおり届け出ます。 備考1別紙は、次の第1表から第6表までの様式によること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 第1表 年度別の需給計画表（ガスの需給の実績と見通し） 事業者名： 地域名： （単位：件、千） 年度 （実績）年度 （実績 見込）年度 （初年 度）年度年度年度年度 家庭用 商業用 工業用 業務 用 年度末 調定件 数 その他 用 小計 計 家庭用 商業用 工業用 業務 用 販売量 その他 用 需給量小計 計 その他 ガス小売事業者へ の供給 合計 液化天然ガス 液化石油ガス 石油系オフガ ガス生産量内訳 ス変成 その他ガス 小計 液化天然ガス 液化石油ガス 製品ガス生産・購入量等 ガス購入量内訳天然ガス その他ガス 小計 ガス生産・購入量 計 他事業者からの製 品ガスの受入れ 合計 第2表 年度別の需給計画表（ガスの取引に関する計画表） 事業者名： （単位：千） 年度年度 年度 事業者地域（実績（初年年度年度年度年度 （実績） 見込）度） ガス小 売事業 者への 供給 合計 年度年度 年度 事業者地域（実績（初年年度年度年度年度 （実績） 見込）度） 他事業 者から の供給 合計 第3表 年度別の需給計画表（原料購入・消費・在庫） 事業者名： 年度（実績）年度（実績見込） 単位期首期末期末 購入消費購入消費 在庫在庫在庫 量量量量 量量量 液化天然 t ガス 液化石油 〃 ガス 年度（初年度）年度年度 単位期末期末期末 購入消費購入消費購入消費 在庫在庫在庫 量量量量量量 量量量 液化天然 t ガス 液化石油 〃 ガス 年度年度 単位期末期末 購入消費購入消費 在庫在庫 量量量量 量量 液化天然 t ガス 液化石油 〃 ガス 第4表 国別原料調達計画書 事業者名： （単位：千t） 年度年度 年度 （実績（初年年度年度年度年度 （実績） 見込）度） 液化 天然 ガス 未定 合計 第5表 年度別のピーク時送出量見通し・ガス生産購入計画 事業者名： （単位：／時） 地区 名等年度 （実績）年度 （実績 見込）年度 （初年 度）年度年度年度年度 自社ガス発生 量 他事業者から の購入量 最大ガス需要 見込み 自社ガス発生 量 他事業者から の購入量 最大ガス需要 見込み 自社ガス発生 量 他事業者から の購入量 最大ガス需要 見込み 第6表 ガス製造設備計画 事業者名： 製造所名： 【ガス発生設備】 年度年度 年度年度年度年度年度 設備 （実績）（実績 見込） （初年 度） 原料 名 名 年度末 基数基 ガス発生設備計画 気化 装置 ガス発 ／時 生能力 基数基 ガス発 ／時 生能力 基数基 合計 ガス発 ／時 生能力 〈ガス発生設備の設置等計画〉 工事の 供給ガ 能力着手予設・改 使用開始 設備名原料名基数スの種 年度 定年月休・廃 （／時）予定年月 類 日 【原燃料貯蔵設備】 年度年度 年度年度年度年度年度 （実績）（実績 見込） （初年 度） 原料名 年度末 基数基 液化天然ガ ス 容量kl 原燃料貯蔵設備計画 基数基 液化石油ガ ス 容量kl 基数基 容量kl 〈原燃料貯蔵設備の設置等計画〉 工事の 供給ガ 容量着手予設・改 使用開始 設備名原料名基数スの種 年度 （kl）定年月休・廃 予定年月 類 日 【ガスホルダー】 年度年度 年度 年度年度年度年度 （実績）（実績 見込） （初年 度） 基数基 年度末ガスホル ダー計画貯蔵容 量 〈ガスホルダーの設置等計画〉 貯蔵容量圧力設・改 種類基数 年度工事の着 手予定年 月日 使用開始 予定年月 （）休・廃 （高中低） 
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様式第16（第20条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 供給計画変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 年度の供給計画を次のとおり変更したので、ガス事業法第19条第2項の規定により届け出ます。 変更の内容 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様式第17（第22条及び第90条関係）（平29経産令15・追加） （硫黄全量） （硫化水素）成分試験記録表 （アンモニア） 試料ガス測定場所測定者測定日年月日 ガスメーターの ガスメーターの番号 補正係数f＝ ガスメーター又は 試料ガスの温度 ガスメーターガス捕集袋の圧力室温 （ガスメーター気圧計 測定時間又は計量槽の（気圧計附属温度 又は水槽附属温の読み 読みキロパスカル計による。） 度計）水柱 に換算 ミリメキロパキロパ 開始時分リットル度度 ートルスカルスカル ミリメキロパキロパ 終了時分リットル度度 ートルスカルスカル 試料ガス量平均平均 平均 V1＝P1＝キロB＝キロ度 tg＝度 リットルパスカルパスカル 気圧換算キロパBを零度に乾燥ガスの絶対圧力 の補正値a＝スカル換算した圧力B0＝B－a＝キロパスカルP＝（ガスメーターを使用した場合） B0＋P1－S ＝キロパスカル tgにおける水蒸気の飽和圧力S＝キロパスカル （ガス捕集袋用ガス計量装置を 使用した場合） 273．151B0－P1 試料ガス量換算係数F＝××P×f 101．32T＝キロパスカル ガスの絶対温度 標準状態における乾燥試料ガス量V＝V1×F＝リットル T＝tg＋273．15＝ケルビン 硫黄全量硫化水素アンモニア ＜過塩素酸バリウム沈殿滴定法＞＜よう素滴定法＞＜中和滴定法＞ 使用した滴定溶液0．1mol／Lチオ硫酸ナトリウム溶液の使0．05mol／L硫酸溶液の使用量 0．005mol／L過塩素酸バリウム、用量a＝ミリリットル 0．005mol／L塩化バリウムa＝ミリリットル空試験の0．05mol／L硫酸溶液の使用量 滴定溶液の使用量空試験の0．1mol／Lチオ硫酸ナトリウムb＝ミリリットル a＝ミリリットル溶液の使用量0．05mol／L硫酸溶液のファクター 空試験の滴定溶液の使用量b＝ミリリットルf＝ b＝ミリリットル0．1mol／Lチオ硫酸ナトリウム溶液の滴定用試料溶液の分取比 滴定溶液のファクターファクターB＝ f＝f＝標準状態における乾燥試料ガス量 標準状態における乾燥試料ガス量標準状態における乾燥試料ガス量V＝リットル V＝リットルV＝リットルアンモニア 硫黄全量硫化水素1．703×f×（a－b） ＝ V×B 0．160×f×（a－b）×101．704×f×（b－a） ＝＝ VVグラム ＝ 立方メートル グラムグラム ＝＝ 立方メートル立方メートル ＜インドフェノール吸光光度法＞ ＜ジメチルスルホナゾⅢ吸光光度法＞＜メチレンブルー吸光光度法＞標準状態における乾燥試料ガス量 検量線から求めた発色溶液中の硫黄量使用した吸収瓶V＝リットル A＝ミリグラム吸収瓶、全量発色瓶一点検量線の場合 標準状態における乾燥試料ガス量検量線から求めた発色溶液中の硫化水素量試料溶液の吸光度 V＝リットルA＝ミリグラムA＝ 硫黄全量標準状態における乾燥試料ガス量アンモニアの標準液の吸光度 A×25グラムV＝リットルAs＝ ＝＝ V立方メートル 吸収瓶を使用した場合アンモニア 硫化水素A ×0．25 ＜イオンクロマトグラフ法＞As A×5グラム＝ ＝＝V 硫酸イオン濃度V立方メートル グラム ミリグラム全量発色瓶を使用した場合＝ a＝立方メートル ミリリットル 硫化水素 多点検量線の場合 空試験で求めた硫酸イオン濃度 A ＝＝検量線から求めた発色溶液中のアンモニ ミリグラムV b＝ ミリリットルア量 グラム 標準状態における乾燥試料ガス量立方メートルA＝ミリグラム V＝リットルアンモニア 硫黄全量＜酢酸鉛試験紙法＞A×25 ＝ V 0．333×（a－b）×250反応試験 ＝ Vグラム 変色を認める＝ 立方メートル グラム ＝変色を認めない 立方メートル ＜硝酸銀―硝酸マンガン試験紙法＞ ＜炎光光度検出器付ガスクロマトグラフ ＜微量電量滴定式酸化法＞反応試験 法＞ 分析試料中の硫黄表示値変色を認める グラム B＝ナノグラム硫化水素＝変色を認めない 立方メートル 試料注入量 V＝ミリリットル＜イオンクロマトグラフ法＞ 試料温度（室温）アンモニウムイオンの濃度 t＝℃ミリグラム a＝ ミリリットル 平均補正係数 空試験で求めたアンモニウムイオンの濃 F＝ 度 硫黄全量 ミリグラム Bb＝ ＝×10－3ミリリットル 273．15 V××F 273．15＋t標準状態における乾燥試料ガス量 グラムV＝リットル ＝ 立方メートル アンモニア 0．944×（a－b）×250 ＝ ＜紫外蛍光法（バッチ法）＞V 分析試料中の平均硫黄表示値グラム ＝ 立方メートル B＝ 試料注入量 V＝ミリリットル 試料温度（室温） t＝℃ 一点検量線法を使用した場合 校正係数 K＝ 硫黄全量 B ＝×10－3 273．15 V××K 273．15＋t グラム ＝ 立方メートル 多点検量線法を使用した場合 検量線の勾配 Ss＝ 硫黄全量 B ＝×10－3 273．15 V××Ss 273．15＋t グラム ＝ 立方メートル ＜紫外蛍光法（連続流通法）＞ 二酸化硫黄標準ガスで校正した場合 測定値 ミリグラム M＝ 立方メートル 触媒効率 E＝％ 硫黄全量 M ＝ E 1000× 100 グラム ＝ 立方メートル 硫黄化合物混合ガスで校正した場合 測定値 ミリグラム M＝ 立方メートル 硫黄全量 M ＝ 1000 グラム ＝ 立方メートル 備考1定量はいずれかの方法で測定した結果を記載すること。ただし、反応試験において変色を認めない場合には定量を行う必要はない。 2微量電量滴定式酸化法、紫外蛍光法（バッチ法）、紫外蛍光法（連続流通法）、酢酸鉛試験紙法、炎光光度検出器付ガスクロマトグラフ法及び硝酸銀―硝酸マンガン試験紙法については、本様式中「標準状態における乾燥試料ガス量」を求めるための測定値及び計算値を記載する必要はない。 
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様式第18（第25条、第93条、第131条及び第149条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 保安規程届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第24条第1項（第64条第1項）（第84条第1項において準用する同法第64条第1項）（第97条第1項）の規定により別紙のとおり保安規程を定めたので届け出ます。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
１
９
（
第
２
５
条
、
第
９
３
条
、
第
１
３
１
条
及
び
第
１
４
９
条
関
係
）

様式第19（第25条、第93条、第131条及び第149条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 保安規程変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 次のとおり保安規程を変更したので、ガス事業法第24条第2項（第64条第2項）（第84条第1項において準用する同法第64条第2項）（第97条第2項）の規定により届け出ます。 変更の内容 変更年月日 備考1「変更の内容」の欄には、変更前と変更後とを対照しやすいように記載すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様式第20（第27条、第95条、第131条及び第151条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 実務経験認定申請書 ※受付年月日年月日 ※認定の結果 ※整理番号番 年月日 殿 氏名 ガス事業法施行規則第27条第2項（第95条第2項）（第131条第1項において準用する第95条第2項）（第151条第2項）の規定により次のとおり認定を受けたいので申請します。 ふりがな 生年月日年月日 氏名 本籍 （郵便番号）（） 現住所電話 局番 （） 勤務先電話 局番 備考1※印の欄には、記載しないこと。 2本籍の欄には、都道府県名のみ記載すること。 3勤務先の欄には、会社名のみ記載すること。 4用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
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２
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第
２
８
条
、
第
９
６
条
、
第
１
３
１
条
、
第
１
５
２
条
及
び
第
１
６
８
条
関
係
）様式第21（第28条、第96条、第131条、第152条及び第168条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス主任技術者選任又は解任届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 次のとおりガス主任技術者の選任又は解任をしたので、ガス事業法第25条第2項（第65条第2項）（第84条第1項において準用する同法第65条第2項）（第98条第2項）（第105条において準用する同法第25条第2項）の規定により届け出ます。 ガス主任技術者を選任又は都道府県郡 解任した事業場の名称及び市区町村字 所在地番地を記載 すること。 選任したガス主任技術者 氏名及び生年月日 住所 ガス主任技術者免状の種類及 び番号 ガス主任技術者がガス主任技 術者の職務以外の職務を行つ ているときは、その職務内容 ガス主任技術者の監督に係る ガス工作物の概要 選任年月日 ガス主任技術者が他の事業場 のガス主任技術者を兼ねてい る場合は、その兼ねている事 業場の名称及び所在地 解任したガス主任技術者 氏名及び生年月日 住所 ガス主任技術者免状の種類及 び番号 解任年月日 ガス主任技術者が他の事業場 のガス主任技術者を兼ねてい る場合は、その兼ねている事 業場の名称及び所在地 備考1届出の内容が選任又は解任に限られるときは、それぞれ解任したガス 主任技術者又は選任したガス主任技術者の欄を斜線により削除すること。 2ガス主任技術者の監督に係る特定製造所が、その常時勤務する事業場と異なる場合には、「ガス主任技術者がガス主任技術者の職務以外の職務を行つているときは、その職務の内容」の欄に、常時勤務する事業場名及びその所在地を記載すること。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 
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様式第22（第29条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・一部改正） 表面 種ガス主任技術者免状 第号 本籍 氏名 年月日生 ガス事業法第26条の規定によりこの免状を交付する。 年月日 経済産業大臣 裏面 備考 1甲種ガス主任技術者免状の交付を受けているものが保安の監督をすることができる範囲は、ガス工作物の工事、維持及び運用とする。 2乙種ガス主任技術者免状の交付を受けているものが保安の監督をすることができる範囲は、次に掲げるものの工事、維持及び運用とする。 イ最高使用圧力が中圧及び低圧のガス工作物 ロ最高使用圧力が高圧の液化ガス用貯槽（液化石油ガスを貯蔵するものに限る。）、当該貯槽に係るガス圧縮機及び液化ガス用ポンプ並びに昇圧供給装置（ガスを高圧にして充てんする装置であつて、蓄ガス器（ガスを高圧で蓄える容器をいう。）を備えないものに限る。）並びにそれらに係る配管 ハ最高使用圧力が高圧の移動式ガス発生設備又は小型若しくはユニット型冷凍設備 ニイ、ロ及びハ以外のものであつて、特定ガス工作物及び当該特定ガス工作物に係るガス工作物に該当するもの 3丙種ガス主任技術者免状の交付を受けているものが保安の監督をすることができる範囲は、特定ガス工作物及び当該特定ガス工作物に係るガス工作物の工事、維持及び運用とする。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様式第23（第31条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス主任技術者資格認定申請書 収入 ※受付年月日年月日 印紙 （消印をし※資格認定の結果 ないこと。） 年月日 殿 氏名 ガス事業法第26条第3項第2号の規定により次のとおり認定を受けたいので申請します。 認定を受けよう※ とする資格の種種番 類整理番号 ふりがな 生年月日年月日 氏名 本籍 （郵便番号）（） 現住所電話 局番 （） 勤務先電話 局番 備考1※印の欄には、記載しないこと。 2本籍の欄には、都道府県名のみ記載すること。 3勤務先の欄には、会社名のみ記載すること。 4用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

79



様
式
第
２
４
（
第
３
２
条
関
係
）

様式第24（第32条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス主任技術者免状交付申請書 収入 ※整理番号 印紙 （消印をし※受理年月日 ないこと。） ※交付番号 ※交付年月日 年月日 殿 （郵便番号） 住所 氏名 ガス事業法施行規則第32条の規定により次のとおりガス主任技術者免状の交付を受けたいので申請します。 本籍 生年月日 交付を受けようとするガス主任技術者免状の種類種 試験に合格した年月日年月日 資格の認定を受けた年月日年月日 備考1本籍の欄には、都道府県名のみ記載すること。 2※印の欄には、記載しないこと。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
２
５
（
第
３
２
条
関
係
）

様式第25（第32条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス主任技術者免状交付申請書 ※整理番号 ※受理年月日 ※交付番号 ※交付年月日 年月日 殿 （郵便番号） 住所 氏名 ガス事業法施行規則第32条の規定により次のとおりガス主任技術者免状の交付を受けたいので申請します。 本籍 生年月日 交付を受けようとするガス主任技術者免状の種類種 試験に合格した年月日年月日 資格の認定を受けた年月日年月日 備考1本籍の欄には、都道府県名のみ記載すること。 2※印の欄には、記載しないこと。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
２
６
（
第
３
３
条
関
係
）

様式第26（第33条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス主任技術者免状再交付申請書 収入 ※整理番号 印紙 （消印をし※受理年月日 ないこと。） ※再交付番号 ※再交付年月日 年月日 殿 （郵便番号） 住所 氏名 ガス事業法施行規則第33条第1項の規定により次のとおりガス主任技術者免状の再交付を受けたいので申請します。 本籍 生年月日 ガス主任技術者免状種第号 の種類及びその番号 理由 備考1本籍の欄には、都道府県名のみ記載すること。 2※印の欄には、記載しないこと。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
２
７
（
第
３
３
条
関
係
）

様式第27（第33条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス主任技術者免状再交付申請書 ※整理番号 ※受理年月日 ※再交付番号 ※再交付年月日 年月日 殿 （郵便番号） 住所 氏名 ガス事業法施行規則第33条第1項の規定により次のとおりガス主任技術者免状の再交付を受けたいので申請します。 本籍 生年月日 ガス主任技術者免状種第号 の種類及びその番号 理由 備考1本籍の欄には、都道府県名のみ記載すること。 2※印の欄には、記載しないこと。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
２
８
（
第
４
０
条
、
第
９
８
条
、
第
１
３
１
条
及
び
第
１
５
４
条
関
係
）

様式第28（第40条、第98条、第131条及び第154条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 工事計画（変更）届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第32条第1項又は第2項（第68条第1項又は第2項）（第84条第1項において準用する同法第68条第1項又は第2項）（第101条第1項又は第2項）の規定により別紙工事計画書のとおり工事の計画（工事の計画の変更）を届け出ます。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
２
９
（
第
４
１
条
、
第
９
９
条
、
第
１
３
１
条
及
び
第
１
５
５
条
関
係
）

様式第29（第41条、第99条、第131条及び第155条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 工事計画軽微変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 次のとおり工事の計画を変更したので、ガス事業法第32条第8項（第68条第8項）（第84条第1項において準用する同法第68条第8項）（第101条第8項）の規定により届け出ます。 工事の計画の変更に係る事業場の 名称及び所在地（都道府県郡市区 町村字番地を記載すること。） 工事の計画の変更の内容 備考1導管に係る場合は、「工事の計画の変更に係る事業場の名称及び所在地」の欄には、導管の始点及び終点の所在地を記載すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
２
９
の
２
（
第
５
１
条
の
３
、
第
１
１
０
条
の
２
、
第
１
３
１
条
の
２
及
び
第
１
６
６
条
の
２
並
び
に
第
５

１
条
の
５
、
第
１
１
０
条
の
４
、
第
１
３
１
条
の
４
及
び
第
１
６
６
条
の
４
関
係
）

 

様
式
第
２
９
の
３
（
第
５
１
条
の
４
、
第
１
１
０
条
の
３
、
第
１
３
１
条
の
３
及
び
第
１
６
６
条
の
３
関
係
）
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様
式
第
２
９
の
４
（
第
５
１
条
の
６
、
第
１
１
０
条
の
５
、
第
１
３
１
条
の
５
及
び
第
１
６
６
条
の
５
関
係
）

 

様
式
第
２
９
の
５
（
第
５
１
条
の
１
０
、
第
１
１
０
条
の
９
、
第
１
３
１
条
の
９
及
び
第
１
６
６
条
の
９
関
係
）
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様
式
第
３
０
（
第
５
３
条
関
係
）

 

 

様
式
第
３
１
（
第
５
３
条
及
び
第
５
５
条
関
係
）

様式第31（第53条及び第55条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・一部改正） 工事費概算書 設備金額 細目備考 名（千円） 土地（敷地面積を記載すること。 （木造、鉄骨造等の別、建築面積を記 建物 載すること。） 構築物（種類を記載すること。） （ガス発生設備ごとに発生器及び附属 製造設備ガス発生設備 装置を記載すること。） 機械装置（ガスホルダーごとにガスホルダーの ガスホルダー 本体及び附属装置を記載すること。） その他機械装置（主要な設備につき種類、能力を記載 すること。） その他 土地（製造設備に準じて記載すること。） 建物 構築物 ガスホルダー 機械装置圧送装置（主要な設備につき種類、能力を記載 すること。） その他機械装置 供給設備（内径及びガスの圧力別に総延長を記 輸送導管 載すること。） 導管（輸送導管以外の本支管について、内 本支管 径別に総延長を記載すること。） 供給管（内径別に総延長を記載すること。） （使用最大流量別に数量を記載するこ ガスメーター と。） （主要な設備につき種類、能力を記載 その他 すること。） 土地（製造設備に準じて記載すること。） 建物 業務設備構築物 機械装置（主要な設備につき種類、能力を記載 すること。） その他 計 備考1法第40条第1項の規定により供給区域の変更の許可を受けようとする場合は、変更の内容に関係のない欄は省略すること。 2該当事項がない欄は、省略すること。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
３
２
（
第
５
３
条
、
第
５
５
条
、
第
５
９
条
、
第
６
０
条
及
び
第
６
２
条
関
係
）

様式第32（第53条、第55条、第59条、第60条及び第62条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・一部改正） 収支見積書 収益及び費用 年月日から 年月日まで 収入の部 金額 項目備考 （千円） 託送供給収益 事業者間精算収益 営業雑収益 営業外収益（受取利息の金額を記載すること。） 計 支出の部 金額 項目備考 （千円） 役員給与 給料・賃金 労務費雑給 諸手当 福利費 供給販売費及び一般管理費 修繕費 租税課金 経費 その他 減価償却費 小計 営業雑費用 営業外費用（支払利息の金額を記載すること。） 計 差引利益金 備考1該当事項のない欄は、省略すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
３
３
（
第
５
３
条
、
第
５
９
条
及
び
第
６
０
条
関
係
）

様式第33（第53条、第59条及び第60条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・一部改正） 一般ガス導管事業遂行体制説明書 1．一般ガス導管事業を遂行する責任者 2．一般ガス導管事業を遂行する体制の概要 3．組織図 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
３
４
（
第
５
４
条
及
び
第
５
６
条
関
係
）

様式第34（第54条及び第56条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 事業開始届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第39条第4項（同法第40条第2項において準用する同法第39条第4項）の規定により、次のとおり事業を開始したので届け出ます。 事業開始年月日 事業の内容 備考1事業の内容は、ガス事業法第39条第2項（同法第40条第2項において準用する場合を含む。）の規定により供給区域を区分して同法第39条第1項（同法第40条第2項において準用する場合を含む。）の指定があつた場合に限り、記載すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
５
（
第
５
５
条
関
係
）

様式第35（第55条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 供給区域変更許可申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第40条第1項の規定により次のとおり供給区域の増加（減少）の許可を受けたいので申請します。 増加（減少）しようとする区域 （都道府県郡市区町村字を記載すること。） 変更予定年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
３
６
（
第
５
８
条
関
係
）

様式第36（第58条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス工作物変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第41条第1項（同法第41条第2項）の規定により、次のとおりガス工作物を変更したい（変更をした）ので、届け出ます。 ガス工作物変更前変更後 設置の場所（都道府県郡市区町村字番地及び 事業場名を記載すること。） 種類 ガス発生設備能力別の数 変更を必要とする（した）理由 変更に伴う工事の着手及び完了の予定期日 （変更した年月） 設置の場所（都道府県郡市区町村字番地及び 事業場名を記載すること。） 種類 ガスホルダー能力別の数 変更を必要とする（した）理由 変更に伴う工事の着手及び完了の予定期日 （変更した年月） 区間 設置の 場所 経過地 内径 輸送導管 導管内におけるガスの圧力 変更を必要とする理由 変更に伴う工事の着手及び完了の予定期日 備考1ガス発生設備及びガスホルダーの「種類」の欄には、型式を付記すること。 2変更が移動式ガス発生設備に係る場合には、ガス発生設備の「設備の場所」の欄には「保管の場所」、「種類」の欄には「空気吸入式、圧縮ガ ス式又は液化ガス式の別」、「能力別の数」の欄には「移動式ガス発生設備1基当たりの保有能力及びガス発生能力ごとの基数」を記載すること。 3「能力別の数」の欄には、ガス発生設備の場合は原料処理能力及びガス発生能力、ガスホルダーの場合は圧力×容積ごとに基数を記載すること。 4輸送導管の設備の場所については、連続する導管であつて、その内径及び導管内におけるガスの圧力が同一である範囲のものを一区間とし、「区間」の欄にその始点及び終点の所在地を記載するとともに、「経過地」の欄には当該導管の経過する地名を記載すること。 5該当事項のない欄は、省略すること。 6用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
３
７
（
第
５
８
条
関
係
）

様式第37（第58条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 氏名等変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第41条第2項の規定により、次のとおり変更したので届け出ます。 変更事項 変更前変更後 変更の内容 変更年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
８
（
第
５
９
条
関
係
）

様式第38（第59条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 事業譲渡譲受認可申請書 年月日 殿 譲渡人住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 譲受人住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第42条第1項の規定により次のとおり一般ガス導管事業の全部（一部）の譲渡し及び譲受けの認可を受けたいので申請します。 譲渡予定年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
３
９
（
第
６
０
条
関
係
）

様式第39（第60条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 合併認可申請書 年月日 殿 住所 合併する法人の名称及び代表者の氏名 住所 合併する法人の名称及び代表者の氏名 ガス事業法第42条第2項の規定により、次のとおり法人の合併の認可を受けたいので申請します。 合併後存続（合併により設立）する住所 法人の名称 名称 合併予定年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
４
０
（
第
６
０
条
関
係
）

様式第40（第60条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 分割認可申請書 年月日 殿 住所 分割をする法人の名称及び代表者の氏名 ガス事業法第42条第2項の規定により、次のとおり法人の分割の認可を受けたいので申請します。 分割により事業を承継（分割により住所 設立）する法人の名称 名称 分割予定年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
４
１
（
第
６
１
条
関
係
）

様式第41（第61条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 事業承継届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第43条第2項の規定により、次のとおり一般ガス導管事業者の地位を承継したので届け出ます。 承継年月日 被承継者 承継した一般ガス導管事業の許可年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
４
２
（
第
６
２
条
関
係
）

様式第42（第62条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 事業休止（廃止）許可申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第44条第1項の規定により、次のとおり一般ガス導管事業の全部（一部）の休止（廃止）の許可を受けたいので申請します。 休止予定年月日および予定期間（廃止予 定年月日） 休止（廃止）する事業 事業の一部を休 に係る供給区域（都道 止（廃止）する 府県郡市区町村字を記 場合 載すること。） 備考1該当事項のない欄は、省略すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
４
３
（
第
６
３
条
関
係
）

様式第43（第63条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 解散認可申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称および代表者の氏名） ガス事業法第44条第2項の規定により、次のとおり法人の解散の決議（総社員の同意）の認可を受けたいので申請します。 解散予定年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
４
４
（
第
６
５
条
関
係
）

様式第44（第65条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給約款認可申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第48条第1項本文の規定により、別紙託送供給約款の案のとおり託送供給約款の認可を受けたいので申請します。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
４
５
（
第
６
５
条
関
係
）

様式第45（第65条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給約款変更認可申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第48条第2項の規定により、次のとおり託送供給約款の変更の認可を受けたいので申請します。 変更の内容 実施期日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
４
６
（
第
６
６
条
及
び
第
１
２
０
条
関
係
）

様式第46（第66条及び第120条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給約款制定不要承認申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第48条第1項ただし書（同法第76条第1項ただし書）の規定により、次のとおり託送供給約款を定める必要がないものとして承認を受けたいので申請します。 託送供給約款を定め る必要が無い理由 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
４
７
（
第
６
７
条
及
び
第
１
２
２
条
関
係
）

様式第47（第67条及び第122条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給特例認可（承認）申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第48条第3項ただし書（同法第76条第3項ただし書）の規定により、次のとおり託送供給約款以外の供給条件により託送供給を行うことの認可（承認）を受けたいので申請します。 氏名（名称） 住所 供給の相手方 受入場所 受給 場所 供給場所 料金その他の供給条件の内容 実施の期日及び期間 備考1「受入場所」及び「供給場所」については、都道府県郡市区町村字番地及び事業場名を記載すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
４
８
（
第
６
９
条
関
係
）

様式第48（第69条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給約款変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第48条第6項の規定により、次のとおり託送供給約款を変更したので届け出ます。 変更の内容 実施期日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
４
９
（
第
７
１
条
関
係
）

様式第49（第71条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給約款変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第48条第9項の規定により、次のとおり託送供給約款を変更したいので届け出ます。 変更の内容 実施期日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
５
０
（
第
７
３
条
、
第
１
２
４
条
及
び
第
１
２
５
条
関
係
）

様式第50（第73条、第124条及び第125条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 第1表 託送供給条件届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第49条第1項（同法第77条第1項）の規定により、次のとおり託送供給を行うので届け出ます。 氏名（名称） 住所 供給の相手方 受入場所 受給 場所 供給場所 料金その他の供給条件の内容 実施の期日及び期間 備考1「受入場所」及び「供給場所」については、都道府県郡市区町村字番地及び事業場名を記載すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 第2表 事業者間精算料金表説明書 1．事業者間精算料金表及び当該料金表の算定根拠又は金額決定の方法に関する説明 2．想定連結託送供給ガス量 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
５
１
（
第
７
３
条
及
び
第
１
２
４
条
関
係
）

様式第51（第73条及び第124条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給条件変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第49条第1項（同法第77条第1項）の規定により、次のとおり供給条件を変更したので届け出ます。 変更の内容 実施期日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
５
２
（
第
７
５
条
関
係
）

様式第52（第75条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 最終保障供給に係る約款届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第51条第1項の規定により、別紙のとおり最終保障供給に係る約款を定めたので届け出ます。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
５
３
（
第
７
５
条
関
係
）

様式第53（第75条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 最終保障供給約款変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第51条第1項の規定により、次のとおり最終保障供給約款を変更したいので届け出ます。 変更の内容 実施期日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
５
４
（
第
７
６
条
関
係
）

様式第54(第76条関係) 

最終保障供給特例承認申請書 

年  月  日   

      殿 

住所               

氏名(名称及び代表者の氏名)    

 ガス事業法第51条第2項ただし書の規定により、次のとおり最終保障供給約款以外の供給

条件の承認を受けたいので届け出ます。 

料金その他の供給条件  

実施期日及び実施期間  

 備考 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
５
４
の
２
（
第
７
９
条
の
１
５
関
係
）

 

様
式
第
５
５
（
第
８
０
条
及
び
第
１
１
１
条
関
係
）
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様
式
第
５
６
（
第
８
１
条
及
び
第
１
１
２
条
関
係
）

様式第56（第81条及び第112条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 供給地点変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第55条第7項（同法第72条第7項）の規定により、次のとおり供給地点の増加（減少）を行いたいので届け出ます。 増加（減少）しようとする供給地点 増加（減少）しようとする供給地 点における託送供給量 託送供給の相手方及び内容 変更予定年月日 電話番号、電子メールアドレスそ の他の連絡先 備考1「供給地点」の欄には、都道府県郡市区町村字番地住居番号を記載すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
５
７
（
第
８
２
条
及
び
第
１
１
３
条
関
係
）

様式第57（第82条及び第113条関係）（平29経産令15・追加、令2経産令92・一部改正） ガス工作物変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第55条第7項（同法第72条第7項）の規定により、次のとおりガス工作物の変更をしたいので届け出ます。 特定ガス導管事業の用 変更前変更後備考 に供するガス工作物 特定届出書に添付されている特定導管の設 設置の場所 導管置の場所を明示した地形図参照 内径 導管内における ガスの圧力 総延長 ガス 設置の場所 発生 設備 設備名 種類 原料名 ガス発生能力 能力別の数 ガス 設置の場所 ホル ダー 設備名 種類 原料名 圧力及び容積 能力別の数 ガスの種類及び熱量 （熱量は標準状態の乾 燥したガス一立方メー トル中で測定される総 熱量を記載すること。） 電話番号、電子メール アドレスその他の連絡 先 備考様式第55の備考4から9までと同様とすること。 

100



 

様
式
第
５
８
（
第
８
４
条
及
び
第
１
１
５
条
関
係
）

様式第58（第84条及び第115条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 事業開始予定年月日等変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第55条第9項（同法第72条第9項）の規定により、次のとおり変更したので届け出ます。 変更事項 変更前変更後 変更の内容 変更年月日 電話番号、電子メールア ドレスその他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
５
９
（
第
８
５
条
及
び
第
１
１
７
条
関
係
）

様式第59（第85条及び第117条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 特定ガス導管事業休止（廃止）届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第55条第10項（同法第74条第1項）の規定により、次のとおり特定ガス導管事業の全部（一部）を休止（廃止）したいので届け出ます。 休止予定年月日及び予定 期間（廃止予定年月日） 休止（廃止）しようとす る事業の内容 特定ガス導管事業の届出 年月日 電話番号、電子メールア ドレスその他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
６
０
（
第
８
７
条
及
び
第
１
２
９
条
関
係
）

様式第60（第87条及び第129条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 供給計画届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第56条第1項（同法第81条第1項）の規定により年度の供給計画を別紙のとおり届け出ます。 備考1別紙は、次の第1表から第8表までの様式によること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 第1表 年度別の需給計画表（ピーク時需要量等） 事業者名： 年度年度年度 単位年度年度年度年度 （実績）（実績見込）（初年度） 年間需要量／年 需要量／時間 調整力確保量／時間 調整力（％）％ 年間需要量／年 需要量／時間 調整力確保量／時間 調整力（％）％ 年間需要量／年 需要量／時間 調整力確保量／時間 調整力（％）％ 年間需要量／年 需要量／時間 合計 調整力確保量／時間 調整力（％）％ 第2表 普及計画 事業者名： 市区町村名行政区域面積 年度年度年度 項目＼年度年度年度年度年度 （実績）（実績見込）（初年度） 供給区域面積 供給区域内一般世帯数戸 年度末取 個 既存の供給区域付総数 供給区域内ガ スメーター 対前年度 ％ 伸び率 供給区域内全体普及率％ m 導管延長 対前年度 ％ 伸び率 市区町村名行政区域面積 年度年度年度 項目＼年度年度年度年度年度 （実績）（実績見込）（初年度） 供給区域面積 増加予定供給区域供給区域内一般世帯数戸 供給区域内ガスメーター 個 年度末取付総数 供給区域内全体普及率％ 導管延長m 市区町村名行政区域面積 年度年度年度 項目＼年度年度年度年度年度 （実績）（実績見込）（初年度） 供給区域面積 増加後供給区域供給区域内一般世帯数戸 供給区域内ガスメーター 個 年度末取付総数 供給区域内全体普及率％ 導管延長m 第3表 供給区域外開発区域別等普及計画 事業者名： 年度末一般世帯数（戸）年度末ガスメーター取付数（個）導管 開発地区 供給開始 番号年度年度年度年度等に関す 市区町村名 工事予定年月 総延長完了分 年度年度年度年度年度年度年度年度区間る説明等 （m）（m）期間 （実績見込） （初年度） （実績見込） （初年度） ～～ ～～ 第4表 託送供給用設備計画 事業者名： 【ガス導管】 年度年度年度 年度年度年度年度 （実績）（実績見込）（初年度） 高 1MPa以上m 圧 中1MPa未満 新設m 圧0．1MPa以上 低 0．1MPa未満m 圧 高 1MPa以上m 圧 中1MPa未満 廃止m 圧0．1MPa以上 導管延長 低 0．1MPa未満m 圧 高 1MPa以上m 圧 中1MPa未満 年度末m 圧0．1MPa以上 導管総 延長 低 0．1MPa未満m 圧 合計m 取替m 〈主要導管設置等計画〉 ガスの工事工事の 内径総延長使用開始設・改 名称区間主要な経過地圧力完了分着手 （㎜）（m）予定年月休・廃 （MPa）（m）予定年月 ～（）（） 【ガスホルダー】 年度 年度年度 （実績見年度年度年度年度 （実績）（初年度） 込） 基数基 年度末ガスホルダー計 画 貯蔵容量 〈ガスホルダーの設置等計画〉 工事の着 圧力使用開始設・改 年度設置場所種類基数貯蔵容量（）手予定年 （高中低）予定年月休・廃 月日 【託送供給用施設等建設予定】 設備用地工事の本供給計画期間における設備投資額（千円） 設備の建設予定地のガス使用開始 プロット の面積着手 №名称工作物等の種類予定年月 位置（㎡）予定年月年度年度年度年度年度 第5表 ガス製造設備計画 事業者名： 製造所名： 【ガス発生設備】 年度 年度年度 （実績見年度年度年度年度 （実績）（初年度） 設備名原料名込） 基数基 気化装置 ガス発生能力／時 ガス発生設備計画年度末基数基 ガス発生能力／時 基数基 合計 ガス発生能力／時 〈ガス発生設備の設置等計画〉 工事の着 供給ガス能力使用開始設・改 年度設備名原料名基数手予定年 の種類（／時）予定年月休・廃 月日 【原燃料貯蔵設備】 年度 年度年度 （実績見年度年度年度年度 （実績）（初年度） 原料名込） 基数基 液化天然ガス 容量kl 原燃料貯蔵設備計画年度末基数基 液化石油ガス 容量kl 基数基 容量kl 〈原燃料貯蔵設備の設置等計画〉 工事の着 供給ガス使用開始設・改 年度設備名原料名基数容量（kl）手予定年 の種類予定年月休・廃 月日 【ガスホルダー】 年度 年度年度 （実績見年度年度年度年度 （実績）（初年度） 込） 基数基 年度末ガスホルダー計画 貯蔵容量 〈ガスホルダーの設置等計画〉 工事の着 圧力使用開始設・改 年度種類基数貯蔵容量（）手予定年 （高中低）予定年月休・廃 月日 第6表 設備投資計画 裏業者名： （単位：百万円） 年度年度年度 年度年度年度年度 （実績）（実績見込）（初年度） ガスホルダー その他機械装 置 導主要導管 供給設備 本支管 （主要導 管以外） 管供給管 その他 合計 工事負担金等 （合計の内訳） 第7表 供給計画図 事業者名： 第8表 主要導管図 事業者名： 
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様
式
第
６
１
（
第
８
７
条
及
び
第
１
２
９
条
関
係
）

様式第61（第87条及び第129条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 供給計画変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 年度の供給計画を次のとおり変更したので、ガス事業法第56条第2項（同法第81条第2項）の規定により届け出ます。 変更の内容 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
６
１
の
２
（
第
８
８
条
の
２
関
係
）
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様
式
第
６
１
の
３
（
第
８
８
条
の
２
関
係
） 
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様
式
第
６
２
（
第
１
０
６
条
及
び
第
１
６
２
条
関
係
）

様式第62（第106条及び第162条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 仮合格承認申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第70条第1項（第103条第1項）の規定により次のとおり仮合格の承認を受けたいので申請します。 仮合格を申請している者の名称並びに使 用しようとするガス工作物に係る事業場 の名称及び所在地（都道府県郡市区町村 字番地を記載すること。） ガス工作物の概要 使用前自主検査の結果概要 使用の期間 使用の方法 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
６
３
（
第
１
１
６
条
関
係
）

様式第63（第116条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 特定ガス導管事業承継届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第73条第2項の規定により、次のとおり特定ガス導管事業者の地位を承継したので届け出ます。 承継年月日 被承継者 承継した特定ガス導管事業の 届出年月日 電話番号、電子メールアドレ スその他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

110



様
式
第
６
４
（
第
１
１
７
条
関
係
）

様式第64（第117条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 解散届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第74条第2項の規定により、次のとおり特定ガス導管事業者たる法人が解散したので届け出ます。 解散した法人の名称及び代表 者の氏名 解散した法人の届出年月日 解散年月日 電話番号、電子メールアドレ スその他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
６
５
（
第
１
１
９
条
関
係
）

様式第65（第119条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給約款届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第76条第1項本文の規定により、別紙のとおり託送供給約款を定めたので届け出ます。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
６
６
（
第
１
２
１
条
関
係
）

様式第66（第121条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 託送供給約款変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第76条第2項の規定により、次のとおり託送供給約款を変更したので届け出ます。 変更の内容 実施期日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
６
６
の
２
（
第
１
２
７
条
の
４
関
係
）
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様
式
第
６
７
（
第
１
３
３
条
関
係
）

様式第67（第133条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 協議開始（再開）命令申立書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 導管の接続に関する協議が不調 不能 のため、ガス事業法第85条第3項の規定により、次のとおり協議開始（再開）命令を申し立てます。 連絡先及びガス導管事業者の 申立者 種別 協議の 氏名（名称及び代表者の氏名）、住所、連絡先及びガス導管事業者の種別 相手方 協議を求めた導管の接続に係る措置の 概要 当該相手方が当該導管の接続に係る協 議を行わない理由が、正当な理由に該 当しない理由 備考1「連絡先」には、連絡のとれる電話番号等を記載すること。また、申請者に担当部署等がある場合は、当該担当部署名等を記載すること。 2「ガス導管事業者の種別」には、一般ガス導管事業者又特定ガス導管事業者のいずれかを記載すること。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
６
８
（
第
１
３
４
条
関
係
）

様式第68（第134条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 裁定申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第85条第4項の規定により、次のとおり裁定を申請します。 住所 相手方 氏名（名称及び代表者の氏名） 講じようとする導管の接続に係る措置 の概要 ガス事業法第85条第3項の協議の開始 又は再開が命ぜられた年月日 裁定を受けようとする事項 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
６
９
（
第
１
３
５
条
関
係
）

様式第69（第135条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス製造事業届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第86条第1項の規定により、次のとおりガス製造事業を行いたいので届け出ます。 備考 名称 主たる営業所 所在地 名称 その他の営業所 所在地 設置の場 所（都道ガス製造種類 製造所の府県市区事業の用ガス発能力別 容量 名称町村を記に供する生能力の数 設備原料 載するこ設備 名名 と。） 液化ガス 貯蔵設備 ガス発生 設備 種類 能力別 圧力容積 設備原料の数 名名 ガスホル ダー 事業開始の予定年月日 電話番号、電子メールアドレスその他の連絡 先 その行うガス製造事業以外の事業の概要 備考1該当事項のない欄は、省略すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
７
０
（
第
１
３
５
条
関
係
）

様式第70（第135条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス製造事業 殿 ガス事業法第86条第3項の規定により、次のとおり変更したので届け出ます。 変更前 氏名又は名称 住所 名称 主たる営業所 所在地 名称 その他の営業所 所在地 設置の場所 ガス製造 （都道府県種類 製造所の事業の用ガス発能力別 市区町村を容量 名称に供する生能力の数 記載するこ 設備 と。）設備名原料名 液化ガス 貯蔵設備 ガス発生 設備 種類 能力別 圧力容積 の数 設備名原料名 ガスホル ダー 電話番号、電子メールアドレスその他の連絡先 その行うガス製造事業以外の事業の概要 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 変更届出書 年月日 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 変更後備考 氏名又は名称 住所 名称 主たる営業所 所在地 名称 その他の営業所 所在地 設置の場所 ガス製造 （都道府県種類 製造所事業の用ガス発能力別 市区町村を容量 の名称に供する生能力の数 記載するこ 設備 と。）設備名原料名 液化ガス 貯蔵設備 ガス発生 設備 種類 能力別 圧力容積 の数 設備名原料名 ガスホル ダー 電話番号、電子メールアドレスその他の連絡先 その行うガス製造事業以外の事業の概要  
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様
式
第
７
１
（
第
１
３
６
条
関
係
）

様式第71（第136条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス製造事業承継届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第87条第2項の規定により、次のとおりガス製造事業者の地位を承継したので届け出ます。 承継年月日 被承継者 承継したガス製造事業の届出年月日 電話番号、電子メールアドレスその 他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  

様
式
第
７
２
（
第
１
３
７
条
関
係
）

様式第72（第137条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス製造事業休止（廃止）届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第88条第1項の規定により、次のとおりガス製造事業を休止（廃止）するので届け出ます。 休止年月日及び予定期間 （廃止年月日） ガス製造事業の届出年月日 電話番号、電子メールアドレスその 他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  
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様
式
第
７
３
（
第
１
３
７
条
関
係
）

様式第73（第137条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 解散届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第88条第2項の規定により、次のとおり法人を解散したので届け出ます。 解散年月日 ガス製造事業の届出年月日 電話番号、電子メールアドレスその 他の連絡先 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  

様
式
第
７
４
（
第
１
３
９
条
関
係
）

様式第74（第139条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス受託製造約款届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第89条第1項の規定により、別紙のとおりガス受託製造約款を定めたので届け出ます。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
７
５
（
第
１
３
９
条
関
係
）

様式第75（第139条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス受託製造約款変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第89条第1項の規定により、次のとおりガス受託製造約款を変更したので届け出ます。 変更の内容 実施期日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
７
６
（
第
１
４
０
条
関
係
）

様式第76（第140条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス受託製造特例承認申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第89条第2項ただし書の規定により、次のとおりガス受託製造約款以外の条件によりガス受託製造を行うことの承認を受けたいので申請します。 氏名（名称） ガス受託製 造の相手方 住所 料金その他の条件の内容 実施の期日及び期間 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
７
７
（
第
１
４
７
条
関
係
）

様式第77（第147条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 製造計画届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第93条第1項の規定により年度の製造計画を別紙のとおり届け出ます。 備考1別紙は、次の第1表から第3表までの様式によること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 第1表 年度別のピーク時生産能力及び生産量の見通し 事業者名： 年度別のピーク時生産能力 （単位：／時間、46MJ換算） 年度年度 年度 事業所名（実績（初年年度年度年度年度 （実績） 見込）度） 合計 年度別の生産量の見通し （単位：／年、46MJ換算） 年度年度 年度 事業所名（実績（初年年度年度年度年度 （実績） 見込）度） 合計 第2表 年度別のピーク時調整力提供見通し 事業者名： （単位：／時間、46MJ換算） 年度年度 事業年度 地域（実績（初年年度年度年度年度 所名（実績） 見込）度） 合計 第3表 ガス製造設備計画 事業者名： 製造所名： 【ガス発生設備】 年度 年度 年度（実 年度年度年度年度 （初年 績見 （実績） 度） 込） 設備名原料名 基数基 ガス発生設備計画 年度末 気化 ガス 装置 発生 ／時 能力 基数基 ガス 発生 ／時 能力 基数基 合計ガス 発生 ／時 能力 〈ガス発生設備の設置等計画〉 供給使用 工事の 能力 ガス開始 着手予設・改 設備名原料名基数 年度（／ の種予定 定年月休・廃 時） 類年月 日 【原燃料貯蔵設備】 年度 年度 年度（実 年度年度年度年度 （初年 績見 （実績） 度） 原料名込） 基数基 原燃料貯蔵設備計画 年度末 液化天然 ガス 容量kl 基数基 液化石油 ガス 容量kl 基数基 容量kl 〈原燃料貯蔵設備の設置等計画〉 供給使用 工事の ガス容量開始 着手予設・改 設備名原料名基数 年度 の種（kl）予定 定年月休・廃 類年月 日 【ガスホルダー】 年度 年度年度 （実 （実（初年度年度年度年度 績見 績）年度） 込） 基数基 年度末ガスホル ダー計画貯蔵 容量 〈ガスホルダーの設置等計画〉 工事使用 圧力の着開始 貯蔵容量設・改 種類基数手予予定 年度（高中 （）休・廃 定年年月 低） 月日日 
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様
式
第
７
８
（
第
１
４
７
条
関
係
）

様式第78（第147条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 製造計画変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 年度の製造計画を次のとおり変更したので、ガス事業法第93条第2項の規定により届け出ます。 変更の内容 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
７
９
（
第
１
６
９
条
関
係
）

様式第79（第169条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 準用事業開始（廃止）届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 次のとおりガスを供給する事業（自ら製造したガスを使用する事業）を開始（廃止）したので、ガス事業法第106条の規定により届け出ます。 名称 事業場所在地（都道府県郡市区 町村字番地を記載するこ と） 開始（廃止）した事業の内容 開始（廃止）年月日 氏名又は名称 ガスを供給する事業の場合は供給 供給を受ける場所（事業場 の相手方 であるときは事業場名を附 記すること。） 設置の場所（都道府県郡市区町村字番 地及び事業場名を記載すること。） 設備ガス発生 種類 能力別の数 工作物 の概要 設置の場所（都道府県郡市区町村字番 地及び事業場名を記載すること。） ルダーガスホ 種類 能力別の数 備考1ガス発生設備及びガスホルダーの「種類」の欄には、型式（ガス発生設備の種類が石炭ガス発生設備の場合には、型式及び室数）を附記すること。 2「能力別の数」の欄には、ガス発生設備の場合は原料処理能力及びガス発生能力、ガスホルダーの場合は圧力×容積ごとに基数を記載すること。 3該当事項のない欄は、省略すること。 4用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
８
０
（
第
１
７
０
条
関
係
）

様式第80（第170条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） あつせん申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガスの取引に係る契約その他の取決めに関する協議が不調不能のため、ガス事業法第107条第1項の規定により、次のとおりあつせんを申請します。 連絡先及びガス事業者等 申請者 の種別 氏名（名称及び代表者の 申請者以外 氏名）、住所、連絡先及び の当事者 ガス事業者等の種別 あつせんを求める事項 協議の不調又は不能の理由及び協議の 経過 その他参考となる事項 備考1「連絡先」には、連絡のとれる電話番号等を記載すること。また、申請者に担当部署等がある場合は、当該担当部署名等を記載すること。 2「ガス事業者等の種別」には、ガス小売事業者、一般ガス導管事業者、特定ガス導管事業者、ガス製造事業者又はその他のいずれかを記載すること。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
８
１
（
第
１
７
０
条
関
係
）

様式第81（第170条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 仲裁申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガスの取引に係る契約その他の取決めに関する協議が不調のため、ガス事業法第107条第3項の規定により、次のとおり仲裁を申請します。 連絡先及びガス事業者等 申請者 の種別 氏名（名称及び代表者の 申請者以外 氏名）、住所、連絡先及び の当事者 ガス事業者等の種別 仲裁判断を求める事項 協議の不調の理由及び協議の経過 その他参考となる事項 備考1「連絡先」には、連絡のとれる電話番号等を記載すること。また、申請者に担当部署等がある場合は、当該担当部署名等を記載すること。 2「ガス事業者等の種別」には、ガス小売事業者、一般ガス導管事業者、特定ガス導管事業者、ガス製造事業者又はその他のいずれかを記載すること。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
８
２
（
第
１
７
１
条
関
係
）

様式第82（第171条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 指定試験機関指定申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第29条第3項の規定により、指定試験機関の指定を受けたいので、別紙の書類を添付して申請します。 名称 名称及び住所 住所 名称 試験事務を行おうとする 事務所の名称及び所在地 所在地 試験事務を開始しようと 年月日 する日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
８
３
（
第
１
８
６
条
及
び
第
１
８
８
条
関
係
）

様式第83（第186条及び第188条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 登録（更新）申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第123条（第126条第2項において準用する同法第123条）の規定により同法第33条第1項、第69条第1項（第84条第1項において準用する場合を含む。）及び第102条第1項の登録（登録の更新）を受けたいので、次のとおり申請します。 1検査区分 2事業所の名称及び所在地 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
８
４
（
第
１
９
０
条
関
係
）

様式第84（第190条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 事業所変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第128条の規定により、次のとおり届け出ます。 1変更しようとする事業所の名称及び所在地 2変更の年月日 3変更の理由 備考1用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 23は新設、移転又は廃止の別及びその理由を記載すること。  

様
式
第
８
５
（
第
１
９
１
条
関
係
）

様式第85（第191条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 業務規程（変更）届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第129条第1項の規定により業務規程（業務規程の変更）を別添のとおり届け出ます。 1変更の内容 2変更の理由 備考1用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 21及び2は業務規程変更の届出の場合に記載すること。  
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様
式
第
８
６
（
第
１
９
２
条
関
係
）

様式第86（第192条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 業務休止（廃止）届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第130条の規定により検査業務の全部（一部）の休止（廃止）を次のとおり届け出ます。 1休止（廃止）しようとする検査の業務の範囲 2休止（廃止）の年月日 3休止の期間 4休止（廃止）の理由 備考1用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 23は休止の場合のみ記載すること。  

様
式
第
８
７
（
第
１
９
７
条
関
係
）

様式第87（第197条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 周知状況の届出書（年度分） 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法施行規則第197条第1項第5号の規定により、次のとおり届け出ます。 需要家数（うちガスの使用の申込みを受け付けた者 の数） ①ガス事業法施行規則第197条第1項第2号イ及びロに基づく周知 周知数書面配布（うちガスの使用の申込みを受け付けた者の 数） 電子メール（うちガスの使用の申込みを受け付けた者の 数） ファイル記録（うちガスの使用の申込みを受け付けた者の 数） 記録媒体（うちガスの使用の申込みを受け付けた者の 数） 周知の方法書面配布 電子メール ファイル記録 記録媒体 内容（書面配布による場合にあつては当該書面の実 物を、電磁的方法による場合にあつては出力す ることにより作成した書面の実物を添付するこ と） ②ガス事業法施行規則第197条第1項第4号に基づく周知 周知手法期日又は期間周知の相手方主たる内容 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
８
８
（
第
１
９
７
条
関
係
）

様式第88（第197条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 周知対象外報告書（年度分） 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法施行規則第197条第3項の規定により、次のとおり小売供給の実績について報告します。 ガスの使用者供給する場所建物供給開始契約実績供給量実績供給量が50万 （都道府県郡区分年月日供給量立方メートル（工 氏名（名称及び住所市区町村字番当年度前年度前々年度業用建物にあつて 代表者の氏名）地及び事業場は、10万立方メー であるときトル）に達しなか は、事業場名つた場合は、その を記載するこ理由 と。） 備考1「建物区分」の欄には、「工業用建物」又は「工業用建物以外の建物」を記載すること。 2「実績供給量」の欄には、年度途中にガス事業法施行規則第197条第2項のガス供給を開始した場合には、次年度以降のものから記載すること。 3この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
８
９
（
第
２
０
０
条
関
係
）

様式第89（第200条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 調査対象外報告書（年度分） 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法施行規則第200条第3項の規定により、次のとおり小売供給の実績について報告します。 ガスの使用者供給する場所建物供給開始契約実績供給量実績供給量が50万 （都道府県郡区分年月日供給量立方メートル（工 氏名（名称及び住所市区町村字番当年度前年度前々年度業用建物にあつて 代表者の氏名）地及び事業場は、10万立方メー であるときトル）に達しな は、事業場名かった場合は、そ を記載するこの理由 と。） 備考1「建物区分」の欄には、「工業用建物」又は「工業用建物以外の建物」を記載すること。 2「実績供給量」の欄には、年度途中にガス事業法施行規則第197条第2項のガス供給を開始した場合には、次年度以降のものから記載すること。 3この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
９
０
（
第
２
０
８
条
関
係
）

様式第90（第208条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 保安業務規程届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第160条第1項（同条第5項において準用する同条第1項）の規定により、別紙のとおり保安業務規程を定めたので届け出ます。 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
９
１
（
第
２
０
８
条
関
係
）

様式第91（第208条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 保安業務規程変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 次のとおり保安業務規程を変更したので、ガス事業法第160条第2項（同条第5項において準用する同条第2項）の規定により届け出ます。 変更の内容 変更年月日 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

126



様
式
第
９
２
（
第
２
１
０
条
関
係
）

様式第92（第210条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス工作物一部使用承認申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法施行規則第209条の規定による承認であつて同条の表第1号に係るものを受けたいので申請します。 一部を使用しようとするガス工作物 に係る事業場の名称及び所在地（都 道府県郡市区町村字番地を記載する こと。） ガス工作物の概要 ガス工作物の一部を使用しなければ ならない特別の理由 使用の方法 使用の期間 備考1導管に係る場合は、「一部を使用しようとするガス工作物に係る事業場の名称及び所在地」の欄には、導管の始点及び終点の所在地を記載すること。 2「ガス工作物の概要」の欄には、ガス事業法第32条第1項又は第2項の規定による工事計画の届出（ガス事業法第68条第1項又は第2項の規定による工事計画の届出）（ガス事業法第84条第1項において準用する同法第68条第1項又は第2項の規定による工事計画の届出）（ガス事業法第101条第1項又は第2項の規定による工事計画の届出）の年月日を記載すること。 3用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
９
３
（
第
２
１
０
条
関
係
）

様式第93（第210条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 定期自主検査時期変更承認申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法施行規則第209条の規定による承認であつて同条の表第2号（第3号）に係るものを受けたいので申請します。 承認を受けようとするガス工作物に 係る事業場の名称及び所在地（都道 府県郡市区町村字番地を記載するこ と。） ガス工作物の種類及び施設番号 最近時に行われた定期自主検査の検 査年月日 検査希望年月日 定期自主検査を行う時期を変更しな ければならない特別の理由 備考1導管に係る場合は、「承認を受けようとするガス工作物に係る事業場の名称及び所在地」の欄には、導管の始点及び終点の所在地を記載すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
９
４
（
第
２
１
０
条
関
係
）

様式第94（第210条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス主任技術者特例選任承認申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法施行規則第209条の規定による承認であつて同条の表第4号に係るものを受けたいので申請します。 選任しようとするガス氏名及び生年月日 主任技術者 住所 ガス主任技術者免状の 種類及び番号 選任しようとする事業場の名称及び所在地 （都道府県郡市区町村字番地を記載すること。） 駐在する事業場又は既名称及び所在地 に選任されている事業 都道府県郡市区町 場 村字番地を記載す ること。 選任年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
９
５
（
第
２
１
０
条
関
係
）

様式第95（第210条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 特例選任ガス主任技術者引継届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 次のとおりガス主任技術者の引継ぎをしたので、ガス事業法施行規則第210条第4項の規定により届け出ます。 引継ぎしたガス主任技術氏名及び生年月日 者 住所 ガス主任技術者免状の種 類及び番号 解任したガス主任技術者氏名及び生年月日 住所 ガス主任技術者免状の種 類及び番号 引継ぎした事業場の名称及び所在地 （都道府県郡市区町村字番地を記載すること。） 駐在する事業場名称及び所在地 都道府県郡市区町村 字番地を記載するこ と。 引継年月日年月日 備考用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
９
６
（
第
２
１
１
条
関
係
）

 

様
式
第
９
７
（
第
２
１
１
条
関
係
）
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様
式
第
９
８
（
第
２
１
４
条
関
係
）

様式第98（第214条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 適合性検査に係る申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第186条第1項の規定により、登録ガス工作物検査機関が適合性検査を行わない又は適合性検査結果に異議があるので適合性検査を行うこと又は改めて適合性検査を行うことを命ずべきことを次のとおり申請します。 1検査の区分 2申請理由 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
９
９
（
第
２
１
６
条
関
係
）

様式第99(第216条関係) 

立入検査実施状況報告書(  年度分) 

年  月  日  

 経済産業大臣 殿 

都道府県名又は市名          

   ガス事業法施行令第14条第2項の規定により、下記のとおり報告をします。 

 立入販売事業者実数 

 うち違反販売事業者実数 

  

 (内訳) 

番

号 

ガス用品の

区分  

立入販売事業者数 検査機種数 違 反 内 容 

備考 
 

うち違反販

売事業者数 
 

うち違反機

種数  

法第147条

に規定する

表示に係る

不適合  

経過措置期

間が終了し

ている表示

を貼付  

技術基準上

の表示に係

る不適合  

その他の違

反 

           

           

           

合 計        

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 

    2 立入検査を受けた事業者のうちガス用品を取り扱っていたもののみを集計することとする。 

    3 事業者実数は、立入検査を受けた事業者の数とする。 

130



様
式
第
１
０
０
（
第
２
１
６
条
関
係
）

様式第100（第216条関係）（平29経産令15・追加、令元経産令17・一部改正） 立入検査実施報告書 都道府県名又は市名検査官所属部課名 検査官氏名検査実施年月日年月日 ガス用品の区分 販売事業者名 所在地 電話番号 イ．ガス事業者又は簡易ガス事業者ロ．ホームセ 販売形式ンターハ．管工事・住宅設備店ニ．ガス機器専 門店ホ．その他（） 製造又は輸入事業者名 型式名 仕入先事業者名 所在地 電話番号 仕入時期 違反点数 無表示数点（内訳） 表示箇所違反数点（内訳） 販売事業者が表示した数点（内訳） 他の表示を重貼した数点（内訳） その他（）点（内訳） 販売事業者が所有している当該ガス用品の総数点（内訳） 違反内容の説明に対する販売事業者の対応状況（） 販売事業者が自主的に採った措置（年月日確認） イ．撤去ロ．仕入先に返品ハ．廃棄 ニ．その他（） ホ．措置せず（） 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2内訳は、型式名等ガス用品が特定できる内容とする。 3ガス用品の区分、製造又は輸入事業者毎に別葉とする。  
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